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序章













　ごちん。

　目から火花が散った。思わず前へとよろめきかかる。

「大事な儀ぎ式しきの前にぶったるんでおるな、一かず馬ま。わしが最近早朝の訓練につき合っておらんからといって、それもサボっておるんじゃあるまいな？」

　祖父の剣けん三ぞうは、振り上げた剣つるぎの柄つかでもう一度狙ねらいを定めている。本物の刀だ。居眠りをしかけていた浅あそ生う一馬は素す早ばやく身を引きつつ、恨うらめしげな涙目で祖父を見上げた。

「ま、まさかー。ほら、早朝訓練をサボらずにやってるからこそ、眠くなっちまうんだよ」

　毒のなさそうな笑え顔がおは一馬の得意分野だ。本人は少なくともそう思っている。と、後ろから、

「へーえ」

　と、いかにも「何かあるぞ」と言わんばかりの声が聞こえてきた。一馬は振り向かず、

「うるさいぞ、美み亜あ」

「まだ何にも言ってないもんね。ねーえ、おじいちゃん、兄貴ったらね」

「やっぱり言う気じゃねえか！」

「静かにせんか！」

　剣けん三ぞうが白い美び髯ぜんを震ふるわせて一いつ喝かつした。ゆらっ、と前に並んだ蠟ろう燭そくの炎が派は手でに踊る。兄妹きようだいは真ま顔がおに戻って、おほんと咳せき払ばらいした。

　が、時遅く、この三人は──というより、一かず馬まは──すでに大勢の注目を集めてしまっていた。

　蠟燭の炎だけが辺あたりを薄うす明あかるく照らし出す闇やみの中。

　彼ら家族と同じく、白い、簡かん素そな着物を身にまとった年格かつ好こう様さま々ざまな男女がひそひそ声を交かわし合っている。

「見ろ、あれが浅あそ生う家の跡あと継つぎらしいぞ」

「あの人？　この儀ぎ式しきのとき、何にも力を出せなかった人って」

「シッ、指差すんじゃありません」

「成人の儀式だけじゃないぞ。迦か具ぐ羅らの家の次期当主はもっと小さい頃ころにも儀式をやるんだ。そのときだって……」

「長い、そう、あまりにも長い我々の歴史にも前例のないことだ」

「よく顔を出せるわね。あたしだったら、恥はずかしくって一族から出ていっちゃうと思うな」

　言われてるよ、とばかりに美亜が肘ひじでつついてくる。一馬はふふんと鼻で笑っていた。

「浅生家も不幸がつづいているな。剣三さまの息子夫婦があんなことになり、おまけに跡継ぎがあれでは」

「いいや、結界の民たみとして力が出せんなどということは、普通に考えればあり得ん事態だ。親にも何か問題があったと考えるべきではないか？」

「長生きしなくて、存外、幸せだったかもしれないな。自分のところの息子がああだったら、と考えると、わたしなど──うわっ!?」

　頭を強打されて、ひとりがよろめいた。なぜか日本刀の鞘さやが飛んできたのだ。

　剣三がぎょっとしたように、いつの間にか鞘の部分が失われた刀を見下ろす。

「おや、お気の毒」

　一馬はにこっと笑って、鞘を拾いにいった。頭を打たれた男がにらみつけてくる。

「き、貴様」

「気をつけなよ」むしろ相手をとがめるように一馬は言った。「世の中、危険がいっぱいだよ？　風ふ呂ろで滑すべって金きん玉たま打って死んじゃう奴やつだっているんだから。常に気を張っていないとね」

　男の顔色が真っ赤になる。

「このっ！」

「何を騒さわいでいる！」

　びりりと鼓こ膜まくが震ふるえた。祖父の声ではなかった。一かず馬まは鞘さやを拾おうとした姿勢のまま振り返る。

　まぶしい。

　そこだけ闇やみが晴れていた。逆光になった彼の目に、長身の黒い人ひと影かげが見える。白い袴はかまに踊る朱しゆ染ぞめの炎。肩に鈍にぶく輝かがやくのは角つのの生はえた肩当てであり、手には長い矛ほこがあった。

　戦士装しよう束ぞくのそのシルエットはしかし、男性のものではなかった。

「浅あそ生う一馬、おまえか」一いつ瞬しゆん、声に呆あきれのようなものが混じったが、すぐに元の鋭するどい声こわ音ねに戻り、「ここは学校じゃないぞ。こんなときにまで騒ぎを起こすんじゃない！」

「いや、壬み琴こと、これは……」

　泡あわを喰くった一馬はそう言いかけたが、壬琴の鋭い視し線せんに気づいて押し黙だまった。たとえ幼おさな馴染なじみでも、たとえクラスメートであっても、いまは対等の立場ではない。今回の儀ぎ式しきにおいて迦か具ぐ羅ら代表としての立場を与えられた壬琴と、〝結界の民たみ〟として対たい峙じしている以上。

　壬琴はさっと横へ身を引いた。

　新たな人影が入り口から複数現れ、あふれ出た光の隧ずい道どうを通ってくる。壬琴に目線で促うながされるまま、仕方なく一馬も元の位置へと戻った。

　そこに集まった一〇〇人以上の人々を左右に従えて歩いてくるのは、今日の主役とその母親、そして──今回、はじめて後こう見けん人にんとして選えらばれたみづきだ。

　彼女は白い、能のう面めんじみた顔をまっすぐに前へと向けていたが、一回だけ、ちらりと切れ長の目で一馬を射いすくめた。ぞぞぞっと一馬の体毛が逆さか立だつ。壬琴の視線も充分鋭かったが、みづきにはまた違う種類の怖さがあった。ひとつ先せん輩ぱいのこの目線に、一馬はいつまで経たっても慣なれるということがない。

「静まりなさい。大事な成人の儀ぎに何事です。誰だれもがいずれ通る道、そしていつか来た道でしょう。心を鎮しずめ、今日この日を境に、我ら一族にその名を連つらねんとする蔓かずら正まさ巳みを見守りなさい」

　みづきにそう言われ、ようやくのことで静せい寂じやくを迎えた聖堂内、母親に手を引かれた少年に全員の注目が集められた。

　成人の儀を迎えた──ということは一三歳だ。が、クラスでも小さいほうだろう。お仕着せの白い着物がいかにも窮きゆう屈くつそうだ。おまけに、一種独特の静せい寂じやくと空気のため緊きん張ちように固まっているのか、歩くのも辛つらそうにしている。しかし息子の晴れの舞ぶ台たいを迎えた母親のほうは、きらびやかに飾り立てた衣装と同じく顔をも誇らしさに輝かがやかせていて、息子のそんな様よう子すに気づかずにずんずんと歩いていた。

「あっ」

　ついに歩調が追いつかず、蔓正巳が前へと転んだ。

　ちょうど目の前だったので、一かず馬まは思わず手を差し伸べかけた。正まさ巳みも反射的にそれに応こたえかけたが、

「触らないで！」

　母親が息子の手をひったくった。憎しみさえこめた目め線せんを当てられて、一馬は半腰の姿勢のまま固まってしまう。

「お静かに」

　そうたしなめるみづきはあくまでも冷静だ。母親は一いつ瞬しゆん、恥はじ入るように頭を下げたあと、もう一度一馬をにらんでから、ふたたび息子の手を引いて歩き出す。

　前を通り過ぎていく彼らを見送ったあと、一馬は自分の手をじっと眺め、

「……ウィルスに感かん染せんするとでも思ってるのかね？」

「臭くさかったんじゃない？」小声でからかったのは妹の美み亜あだ。「美亜ちゃんデータベースによるとォ、最近になって、兄貴の就しゆう寝しん時間が一時間遅くなってるのよねー。孤こ軍ぐん奮ふん闘とう？　もいいけど、手はきちんと洗いましょーねー」

「おまえね、兄をストーキングして何が楽しいの？」

　冗じよう談だんめかした一馬だが、その声は半ば震ふるえていた。『美亜ちゃんデータベース』とやらに苦しめられてきたここ一〇年以上の歳さい月げつが彼を心しん底そこ脅おびやかしているのだ。他人ひとの評価はいざ知らず、この一見、何の毒も含んでいそうにない清せい楚そな花は、その実、いったん捕えた獲え物ものをとことんまで嬲なぶるのが大好きな食虫花だった。

　一馬は前を向いたまままた妹に何か言いかけたが、母ぼ子しを守しゆ護ごするような姿勢で立った壬み琴ことの鋭するどい一いち瞥べつに気づいて、今度こそ押し黙だまった。

　祖父の剣けん三ぞうは今回、儀ぎ式しきを取り仕切る役目があったので、蔓かずら家の母子とともに祭さい壇だんへと向かっていた。

　洞どう窟くつの一番奥まった場所に木の足組みが設もうけられており、その上、一馬たちが見上げる位置に三人とも立っている。浅あそ生う家の現当主である剣三は古びた巻まき物ものを開いて、直立した蔓正巳へ結界の民たみとしての心得を読み上げていた。

　とうとうとよく響ひびく声をしている。そういや、毎夜遅くまで練習していたっけ、と祖父の姿を思い出して一馬はにやっと笑った。

　が、興きよう味みを持てたのもそこまでだった。あとは延々とつづくいつもの口こう上じように過ぎず、脳天へ振り下ろされる剣つるぎの柄つかの脅きよう威いも去ったこともあって、一馬はさっそくうつらうつらしはじめた。

　と、次の瞬間、一馬は氷水を浴あびせかけられたような気分になって、はっと顔を上げた。

　眠ってない、眠ってないよ、という顔をして辺あたりを見渡す。

　──あれ……？

　あるべき姿がそこになかった。一馬は無む意い識しきのうちにある人物の姿を捜さがそうとしたが、

　おお……。

　声なきどよめきが炎の列を乱す。

　またも聖堂内に新たな人物が現れていた。五人のその集団はいずれも赤々とした衣ころもを着ており、長い裾すそで床を掃はらいながら歩いていた。一見、若いのかそうでないのか、男なのか女なのかさえも見わけがつかない。それもそのはず、五人の外法士の顔は、そろって鉄や木の仮面で覆おおわれていたのだった。

　通り道の左右に控ひかえる人々は身じろぎひとつしない。声ひとつ立てるでもない。それでも雰囲気がいちじるしく変わったのには一かず馬まも気づいた。いつものことだ。

　と、先頭を歩く外法士の髪が艶つや々つやと黒いのに一馬は驚おどろいた。去年の先頭は白髪だったはずだが、と思っていたら、

「菊理くくり媛ひめ。こちらへ」

　外法士のうち四人が足を止め、剣けん三ぞうに呼ばれた先頭の外法士だけが祭さい壇だんのほうへと歩みを進めていく。無む意い識しきのうちにか、蔓かずらの母親が怯おびえたふうにあとずさった。

　やはり代だい替がわりしたらしい。菊理媛とは、外法を司つかさどる彼らの代表者のことだ。いわば死界である黄泉よみと、現げん世せとをつなぐ巫女みこの棟とう梁りようのような存在──だったはず。幼い頃ころ、剣三にそう教えこまれた記き憶おくがあった。

　祭壇の前で正まさ巳みに並んだ外法士が、ふわりと袖そでをなびかせて両手を挙あげる。瞬しゆん間かん、寒々とした聖堂内が、さらなる冷気に満たされていくかのように思えた。

「これより、そなたの身に黄泉の〝気〟を降ろす。すでに教えられているかとは思うが、現世にあらざる黄泉の〝気〟──すなわち〝歪ゆがみ〟は、並の人間には数秒と耐えきれぬ。世界を構築する、ありとあらゆる定義の異なる黄泉では、人間は己おのれの存在すら維持できなくなるからだ。その中にあって、見事、霊力イイロをもって、人としての、蔓かずら正巳としての形を保ち、高らかにその名を名乗るがいい。それこそが晴れて結界の民たみとして成人を迎える何よりの証あかし。──覚かく悟ごはよいな？　蔓正巳」

　まだ若いと思われるその外法士の声は意図してか、いくぶんしわがれて聞こえた。

「よいな？」

　もう一度外法士が問う。ここで応じなければ儀ぎ式しきははじまらない。

　冷たい沈ちん黙もくが落ちた。蔓正巳は遠目で見てわかるほどに震ふるえている。声が出ない。

　さらに数秒。

　母親が服の袖そでを引っ張った。正巳はまだ動かない。足組みの前に立つ壬み琴ことが、ちら、と気き遣づかわしげな視し線せんを上げた。

　人々が顔を見合わせはじめる──、

「ひっくしょい！」

　すっとんきょうな声が突き抜け、びくりと人々の肩を波打たせた。

　ずるずると鼻を啜すすり、「あー」とおっさん臭くさくくしゃみの余よ韻いんに浸ひたっていた一かず馬まは、全員がこちらを見ているのに気づくと、照れ隠かくしにちょっと笑ってから、悪い、悪い、というふうに頭を下げた。

　侮ぶ蔑べつ、嘲ちよう笑しよう、怒り──前へと向き直った人々が置き土産みやげに残していった表情たち。正まさ巳みの母親などは晴れの舞ぶ台たいを汚されたと思ってか、顔中を真っ赤に染そめている。

　こちらを呆ぼう然ぜんと振り向いていた正巳に、一馬はもう一度ウィンクを送った。

　しばしの間を置いてから、

「もう一度問う。覚かく悟ごはよいな？」

「はい」

　今度はこっくりと頷うなずいた。美み亜あが後ろから一馬を肘ひじで突ついたが、あえて彼は振り向かなかった。

　あとは、上手うまくやるさ。

　みんなそうだったんだから。おれ以外のみんなは。

　外法士が高々と挙あげた手を胸の位置へと降ろし、複ふく雑ざつな形に指を組み合わせはじめる。

　菊理くくり媛ひめの唱える呪じゆ文もんが、天てん井じようの高い洞どう窟くつ内を無ぶ気き味みな風となって吹き渡った。

　すうっと目の前が暗くなり、特に正巳の周囲には色濃こい闇やみが伸しかかっていく。まるでどす黒い霧きりのようなそれこそ、黄泉よみの〝気〟──〝歪ゆがみ〟なのだ。

　とうとう正巳の姿が見えなくなった。母親が落ち着かなさげにはらはらと手を揉もみ絞っている。

　あとはこれももう時間の勝負だ。一馬は服の襟えり元もとからちらっと時計を出して見やった。午前二時。去年のあの女の子は三分ほどだったが、別の男の子は一〇分かかった。普通の〝歪み〟よりかなり小規模の〝気〟を凝ぎよう縮しゆくさせたあの異空間の中では、成人を迎えた結界の民たみならばおそらく一時間以上は耐えられるはずだ。

　ため息をつく。五月とはいえ、やはり簡かん素そな着物一枚では洞窟内は肌寒い。本物のくしゃみを堪こらえるのにもひと苦労だ。

　しばし待っている間、一馬はまたもうつらうつらしてきた。ここで居眠りをするのはさすがにまずい。失敗の前例がないとはいえ、蔓かずら正巳は生死を賭かけた儀ぎ式しきに挑んでいるのだ。何か楽しいことを考えよう、と彼は考えた。眠気が吹き飛ぶほど、とても楽しいことを。

　一馬は目を閉じた。白い曲きよく線せんを思い描く。

　暗闇の中、優やさしく、なだらかなカーブを描くその線はやがて、ほの白い裸ら身しんとなる。

　それが、みづきの姿となるまで実に〇・五秒弱。これぞ孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの成果。単独首位、世界新記き録ろく、金メダル間違いなし。

　和風の面おも立だちをしたみづきが、切れ長の目にねっとりとした憂うれいを秘めて一馬に近寄ってくる。

　その背後、ふたたび闇やみに泳いだ光が、今度は壬み琴ことのボディーラインを描き出す。みづきのそれと異なり、長身で、スポーティーなそれはそれで一かず馬まの大好物だ。

　しっとりしたみづきの黒髪が顔に触れ、たくましく引きしまった壬琴の裸ら身しんが目の前に立つ。

　──ううーん。ちゅっ。

　タコみたいに唇くちびるを突き出したとき、ふわりと舞まい降りた新たな光が、後ろから柔らかく抱きすくめてくれた。

　おお、一対三の変則マッチ！　にやけ面づらで振り向いた一馬は意外な人物を見て目を剝むいた。

　何と、背後から彼の肩にしなだれかかってくるのは、あろうことか浅あそ生う美み亜あだった。

　いかん。さすがにあわてて一馬は振りほどこうとする。たとえ妄もう想そうでも──いや、妄想だからこそ──実の妹を丸まる裸はだかにするとは何事だ。

　学園では『ど変態』と呼ばれる一馬だ。『覗のぞき魔ま』と言われたこともある。

『能無し』、『名門学園の面つら汚よごし』、『あいつに貸したエロ本は必ず数ページなくなっている、気をつけろ』『馬並み』──それら学園の汚名をほしいままにしてきた一馬とはいえ（最後のはともかく）、血けつ縁えん者に淫みだらな妄想を思い抱くなどとは言ごん語ご道どう断だん。ど変態と言われようが何だろうが、男には守るべき矜きよう持じというものがある。これは戦いだ。男として、いいや人としての意義を問う聖戦なのだ。負けるな、おれ。負けるな、戦え。負けるな。負け……うわああああ。

　あれこれ考えているうち、美亜は発育途と中ちゆうの胸を押しつけてきた。

　妄想なら……ちょっとはいいかな？　と、早くも敗北宣言。男として、いいや人として。

　地上で最強の野や獣じゆうと化した彼が、三つの白い裸身を思いっきり両腕で抱きすくめようとしたそのとき。

　一馬はずきりとした痛みを脳の一部に感じた。

　何かが違う。

　何かが異なる。

　美亜が登場している時点でいつもの妄想とは異なるのだが、そういう意味ではない。彼が『違う』と感じたのは、自分の頭の中だけではなく、世界そのものに対してもだった。

　まるで知らぬ間に世界がごっそり取り替えられてしまったかのような、そして、ひとりだけ置き去りにされてしまったかのような、異様な感覚。

　ぐにゃりと視界が蠢うごめいた。

　いまや三つの裸身を形成していた光の波は搔かき消え、波打つのは幾いく重えにも墨すみを重かさねたかのような闇ばかり。みづきも、壬琴も、美亜も、別のモノへとなりつつあった。

　一馬はうろたえた。ここは妄想だ。自分の心の中なのに自由にならない。そうしている間にも闇は黒々とうねり、裸ら身しん同士を重ね合わせてまったく別の生命体へと変化していく。

　がはあ。

　とそれは唸うなった。まさしく、それは鬼だった。かつて、教えこまれたとおりに。

　鬼は巨大な口を開あけたまま、凄すさまじい勢いで顔を振り落としてきた。

　喰くらわれる！

「うわああああーっ！」

　一かず馬まの絶叫が、聖堂内にこだました！










一章「鬼が来りて」
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　庭を掃はいていた剣けん三ぞうは、驚おどろいた目でいち早く帰宅してきた孫まごを迎えた。

「何と。一馬、おまえが先頭か！　壬み琴こと相手に？」

「はっはっは」と、一馬は両手を腰に当てて大いばりだ。「毎朝の鍛たん錬れんは伊達だてじゃないって。まあ、壬琴もやるほうだったけどさ、はじめてのコースだったんで、ちょっと慣なれない部分もあったかなあ。うん、悪くない素質してるとは思うけどね、坂道での腰の立ち上げ方に問題が……」

　作さ務む衣え姿の剣三は感心したように一馬のうんちくを耳にしていたが、普段ふだんは鷹たかのように険けわしい目つきをにわかに潤うるませた。

「そうか。……そうか。あの一馬がなあ。息子夫婦を亡なくし、わしがこの老骨に鞭むち打って育て上げねばならぬと決心したあの日より、すでに一五年。思えば、幼き二人にとっては厳きびしすぎることもあったろう。肉親としての情より、跡あと取とりとしての成長を優ゆう先せんさせねばならぬ我が一族の掟おきてゆえに。ああ、無情の鬼と化したこの剣けん三ぞうを、幼き兄妹きようだいが恨うらんだとて、誰だれに責められようや？　が、たとえ可愛かわいい孫まごに憎まれようと、おまえらを思えばこそ、わしはこの修しゆ羅らの道をおまえらに強しいることしかできなんだ。それなのに、ああそれなのに」

　一かず馬まはそろそろと足音を殺して歩いていった。学園で孫が行った不ふ祥しよう事じの数々、学園でもらった汚お名めいの数々を並べ立てて、「ああ、わしの修羅の道は間違っていたのか、これでは亡なき息子たちに会わせる顔がないと、幾いく度ど枕まくらを涙で濡ぬらしたことであろう」という件くだりまでを耳にする。

　いつもどおりならあと三分はこれがつづく。

　長い髪に白い顎あご鬚ひげ。見た目、どこぞの道場で「先生」とでも呼ばれていそうな、今年で七〇を迎える祖父は、ここ最近、やたらと涙もろくなってしまった。神経痛のために、こうした一馬たちの早朝訓練につき合えなくなったのも原因のひとつだろう。鉛入りの木ぼく刀とうで一〇〇〇回の素す振ぶりをするのを日につ課かにしていたような、そんな昔ながらの体育会系の男だから、身体からだを動かせないでいるとやたらと弱気になってしまうのだ。

　ランニングを払いながら一馬は玄関から中へ入った。落ち葉や砂は、人さまの家の庭を横切る際、地面を這はって柵さくの穴を通り抜けたときについたものだ。そんな思いまでして一番に帰宅して何をするかと思えば、彼が最初に向かったのはキッチンだ。

　いつものように朝食の準備をしはじめ、

「あ」

　と思い直したように、冷れい蔵ぞう庫こから材料を追加する。今朝けさはいつもより二人ぶん多いのだ。

　さらにはお昼の弁当もこしらえねばならない。一日ほとんど家にいる祖父のぶんも合わせてこちらは三人ぶん。今年高等部に進級した一馬は、本当なら学園の食堂にいきたいのだが、妹の美み亜あがそれを許さない。妹が許そうが許すまいが、普通なら構うことはないはずだが、浅あそ生う家ではそうではない。これも妹のリクエストどおりにウィンナーをタコさんにしていると、

「おいっ！」

　いきなり怒ど声せいが脳天に落ちた。

「あ、壬み琴こと。おはよう」

「おはよう、じゃない。汚い真似まねしやがって」

　居間に入ってきたのは、クラスメートの群むら雲くも壬琴だった。無論、この家の住人ではない。夕べ、儀式でこの家に寄ったため、どうせなら、と、妹の美亜に誘さそわれて泊まっていたのだ。

　日焼けした肌、健康的で伸びやかな肢し体たい。短めのポニーテールにし、額ひたいへ数本前髪を垂たらした髪型に、男じみた性格と言葉遣づかい。男よりむしろ女生徒に人気があるのも頷うなずける感じだ。

　そんな彼女が肩を怒らせて詰め寄ってきた。タンクトップ姿の女性に近寄ってこられるのはむしろ、いやかなり嬉うれしかったりもする一かず馬まなのだが、バレーボールの選せん手しゆみたいに背が高くて体格のいい壬み琴こと相手では迫力負けしてしまう。

「あたしがおまえに負けるはずないだろ。最初、スタートダッシュが凄すごいからビックリしてたんだ。あたしを巻いたあと、抜け道か何か、あたしの知らない近道を通ったんだな？　どうせいつもサボってるから、じいさんに告つげ口されないよう……」

「たっだいまー」

　一馬がたじたじになっていたとき、美み亜あとみづきが帰ってきた。

　草くさ薙なぎみづきも、美亜に誘さそわれてこの家に泊まり、ついでに早朝トレーニングにつき合った口だ。美亜はタンクトップに短パン姿だが、みづきは学園指定の真っ赤なジャージを着用している。大人おとなびて、日本人形みたいに整った顔つきをしているだけにギャップがこの上もなく凄すごい。根が真面目まじめ──というよりも、そもそも、他ほかの格かつ好こうをして走る、という発想そのものがないのだろう。

「どうかしたのですか？」

「どうもこうもみづき姐ねえ、わかるでしょ。中等部ではマラソン大会三年連続最下位の一馬が、あたしより先に……」

「あたし、お腹なか空すいた！　みづき姐も、壬琴姐も、ご飯にしようよ。うちで食べるのなんて久しぶりでしょ？」

「わ、オイ、美亜、押すなって……」

　壬琴の言葉をタイミングよく遮さえぎり、美亜が二人の背中を押して食卓につかせようとした。さしもの壬琴も美亜のペースにはどこか逆さからえない。と、二人をテーブルにつかせている間、美亜は兄のほうを見てにっと白い歯を見せた。

　首の後ろに寒さむ気けが走る。ひとつ、また貸しが増えた──という意味だ。あとどれくらい妹に『奉仕』すれば、その貸しとやらが消える日が来るのか、一馬はもはや数える気にもなれないでいた。

　おそらく、生まれたときからそうだったに違いない。お父さんのおたまじゃくしの頃ころ（深く考えないように）、きっと、本当なら美亜が先行するはずだったのだ。が、「おまえを兄貴にしといてやるからひとつ貸しだよ」と順番を譲ゆずったのだろう。気のいい、素直な自分は「やっほー！」とそれに乗っかってしまい、結果、いまのお嬢じようさまと使用人のような関係が成り立ってしまったのではあるまいか。

　何やら膝ひざを抱えて泣きたくなったが、とりあえず他の家の人がいる手前、ぐすんと鼻を啜すするに留とどめて、彼も食卓についた。

　剣けん三ぞうも居間に入ってきて、平和な朝食がはじまる。一馬だけが、会話の端はし々ばしに地じ雷らいをひそめていそうな美亜の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注意しつつ。

「へえ、これ一馬が作ったのか。そういや、中等部から家庭科だけは得意だったっけ。料理自じ慢まんの女子で、ほら、佐さ織おりって子だったっけ。おまえに負けて泣いてたよな」

「別の意味でも泣かせたよね」とさっそく美み亜あ。「放ほう課か後ごごとにラブレター送ってたら、そのうち、悪質なストーカーと勘かん違ちがいされて」

「あれは、おまえがこっそり卑ひ猥わいな文章をつけ加えてたからだろうが！」

「知らなーい」

　納なつ豆とうに醬しよう油ゆを垂たらしながら素知らぬ顔をする美亜。うぬぬ、と一かず馬まは歯を喰いしばった。大体、どこの中学生が、ラブレターに『ぼくの、雄お々おしく猛たけり狂ったたくましいモノをきみに見せてあげたい（笑）』などと書くものか。大方、剣けん三ぞうが書斎に隠かくし持っている秘ひ蔵ぞうコレクション『黒い背せ表びよう紙しシリーズ』の中の一冊から、適当に選えらんだ一文を書き写したに違いない。

　と、

「女性を泣かせる、という意味ではいまもまったく同じです、一馬さん」

　びくっと一馬は箸はしを落としそうになった。みづきが手にしていた茶ちや碗わんをことりと置く。

「高等部に入ってきたからには、いままでのような狼ろう藉ぜきを笑って見過ごすわけにもいきません。今日は高等部一年生の身体測定がありますが、もしもまたよからぬことが起きた場合は……覚かく悟ごしておきなさい」

　場の空気が凍った。

　第一、「笑って見過ごす」も何も、一馬は中等部時代、水泳部の女子更こう衣い室にカメラを仕し掛かけた疑いをかけられて、凄すさまじい尋じん問もんにあった思い出がある。彼の指紋と、カメラを買った店の店主からの証言という動かぬ証しよう拠こを突きつけるみづきに対し、それでも知らぬ存ぜぬを通す一馬も一馬だが、あくまでも彼に罪を認めさせようと、三日連続一馬を生徒会室へ呼びつけて、放課後から校門の閉まる夜七時まで延々と質問責ぜめにしつづけるみづきもみづきだ。

　そういうこともあって、いかに人を煙けむに巻くのが得意な一馬でも、みづき相手となるとどこか歯切れが悪くなる。

「い、いやだなあ。おれだって大人おとなになったんだから」

「そうですか。一応、女子武部連に更衣室の警けい護ごは命じてありますが。壬み琴ことさん、それが無む駄だに終われば何よりですね」

　話を振られた壬琴が「う、うん、まあ」と口を濁にごす。武部連とは、剣道部、柔道部、空手部など、武道系のクラブが作り出した連盟のことだ。壬琴は高等部一年の身ながら、すでに女子武部連の副リーダーに選ばれている。あらゆるクラブから引く手あまたで、試合があった場合などは実際にそのいくつかをかけもちする彼女ならではだ。

「ええと」場を取り繕つくろおうと、美亜が笑え顔がおを振りまく。「この前生徒会で、高等部に入った一年のアンケート採とったんだよね。『将来就つきたい職しよく業ぎよう』欄らんがあるって聞いたんだけど、兄貴は何て書いたの？　浅あそ生う家の当主だって、表向きの職業が必要だもんね」

「おれは堅けん実じつなサラリーマンを目差すのだ」

「シェフにでもなったら？」と壬み琴こと。「おまえ、これだけはなかなかのモンだぞ。サラリーマンになったって、おまえじゃ出世は一生望めないだろうし。かといって他ほかに何の職しよく業ぎようが向いているかっていわれると、まるで思い浮かばないもんな。ゴザかぶってその辺で寝っ転がっているほうがよっぽどさまになる」

「ひとつ誉ほめて、あとはぼろくそだな、おい。いいんだよ、毎朝満員電車に揺ゆられながら会社にいくのが、おれの慎つつましい夢なの！」

「どうせまた、よからぬこと考えてんだろー」

「そうそう、兄貴のことだから、鉄道警けい備び隊に目をつけられるのも早いと思うな」

　と、朝食の場がようやく和なごみかけたそのとき、

「世界各国の美女を集めてハーレムキング。わはははのは」

　ぶほッ、と一かず馬まは口にしたばかりの牛乳を吐き出しそうになった。壬琴も美み亜あも固まっている。みづきは相変わらずの無表情でつづけた。

「豪ごう華かプレイメイト盛り合わせつき。とっかえひっかえ、あとくされ一切なし。愛の伝でん導どう師し、性の教祖さま、アマゾネス軍団の首領。サタンの足の爪つめ」ぺらぺらとしゃべったのち、みづきはじっと一馬を見つめた。「『将来就つきたい職業』欄らんに、そう書いた生徒がひとりいました。一馬さん、これはどういうことでしょう」

「どういうことでしょうって……な、何でおれに訊きくんでしょう？」

　むせこんだ一馬は相手の眼まな差ざしと直接対決する勇気がなく、ややその上辺あたりを見ていた。ひと昔前のお姫さまカットみたいにおでこを出し、サイドを顎あごのラインで切りそろえている。いまどき古いセンスなのだろうが、みづきにはこの上もなく似合っていた。

「見くびってもらっては困ります。わたしは生徒会長ですよ。全校生徒の筆跡鑑かん定ていができるくらいは当然でしょう」

「当然じゃないと思う……」

「それに、あんな幼稚園レベルの文章で、小学生レベルの内容を臆おく面めんもなく書く生徒など、あなたくらいのものです。答えなさい、生徒会のアンケートにあんなことを書くなどと、いったいどういうお考えなのです？」

　新聞紙を広げて朝食の席との境目を作った剣けん三ぞうの肩が震ふるえていた。笑いを堪こらえているのだ。

　一馬は内心焦あせった。あれは隣となりの席の悪友を笑わすためだけに書いたのだが、まさかアンケート全部にみづきが目を通すとは思いもしなかった。冗じよう談だんなど彼女には通じない。一馬自身が一番よくわかっている。本当のことを答えても、噓うそを言ってごまかしても結果はいっしょだ。ならば……。

「……たとえば、誰だれかがそのアンケートに政治家、と書いたとします」

　少しの逡しゆん巡じゆんののち、一馬はそう切り出した。おお、と美亜の目が丸くなる。妹である彼女にはわかったのだ。兄があえて地じ雷らい原げんへ足を踏み出したことが。

「みづきさんは、筆跡でそれを誰だれが書いたかわかります。興きよう味みを持ったみづきさんはその生徒にわざわざ会いにいき、根掘ほり葉掘り訊きき出そうとします。いったい、どんな政治家になりたいのか、それまでの職しよく業ぎようはどうするのか、いやその前に大学は、一族のこともどうするのかも含めて」一かず馬まはひと息置いて、そこではじめてみづきと目め線せんを合わせた。「……さて、その相手に答える義ぎ務むはあるでしょうか？」

　壬み琴こともごくりと息を吞のむ。この男はアホか、という脅きよう威いを改めて抱いた様よう子すだ。

　みづきは首を横に振った。

「ありません。生徒会長といえど、そんな権限はありませんから」

「じゃあ、おれも同じです。おれもみづきさんに答える義務はありません。……でしょ？」

「いえ、わたしが訊きたいのは」

「どうしても知りたいのなら、考えを巡めぐらしてみることです、会長」ふっと笑って一馬は言った。「ひとつの答えの中に、その人間の一〇〇の真実が隠かくされていることだってあるのです。何もその人間の口から訊き出せることがすべてとも限りません。浅あそ生う一馬という人物、それほど浅くはないのです」

「そうなのですか。あなたのことなど考えたこともありませんが」

　みづきはさらっと一馬を傷つけつつ、しかし思案に暮れるように視線を宙に泳がせた。一馬にとってのそれからの数秒は、薄はく氷ひようを踏む思いで過ぎていった。美み亜あが食後のお茶に手を伸ばしかけたとき、
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「わかりました。今回はわたしの非を認めましょう。確かに出すぎた質問でした。あなたがなぜあんな答えを書いたのか、少し時間を作って考えてみます」

　目め線せんを戻してみづきは言った。鼻筋の通った涼すずやかな美び貌ぼうがなぜだか凜りんと燃えている。思わず一かず馬まはたじろいだ。

「いやー……まあ、あの、そんな真剣に悩まなくてもいいんですけどー……」

「いいえ。幸い、生徒会室の隣となりには瞑めい想そう室も用意してあります。本来は霊力イイロを統とう括かつする儀ぎ式しきのために使用されますが、生徒会役員ならば精神集中のために使用することも許可されていますので。そこでしばし瞑想にふけりましょう。出すぎた真似まねをした自分自身を戒いましめる意味でも」

　みづきは他人ひとに厳きびしいと同時、自分にも厳しい。だからこそからかわれるのが我が慢まんならないのだ。一馬は自分で自分の退路を断ったような気がしてならなかった。

　急きゆう須すにお湯を注そそぐ美み亜あが、そのとき、「骨は拾ってあげるから」と小声でつぶやくのが聞き取れた。




　二階の自室に入った一馬は、朝っぱらからどっと疲れを感じた。できるなら、このままベッドで横になりたい。が、学校をサボればもっとやばい状況になるのはわかりきっている。仕方なく、彼は鞄かばんに教科書などを無造作に突っこみはじめた。

　今日は、そう、みづきの言ったとおり、身体測定の日。

　去年まではその準備に余念のなかった一馬だが、今年は事情が異なる。去年、女子の着替えや測定の風景などを隠かくしカメラでおさめた写真などは、文化祭の裏でこっそり売りさばいたのだが、これがまた笑いが止まらなくなるほどいい売れゆきを示した。そしてその直後、生徒会に密告され、今度は涙が止まらなくなるほどの仕し置おきを受けた。だだっ広い学園の敷しき地ち内すべての清せい掃そう作業を命じられたときは、半分本気で学園から逃とう走そうしようかと思ったほどだ。

　おれだって大人おとなになったんだから。……みづき相手にはそう言った一馬だが、確かに彼は大人になっていた。去年の教訓を活いかして、今年はちょっとやり方を変えてみよう、と思えるくらいには。

　彼は鞄に一本のビデオテープを忍ばせた。

「ふっふっふ」

　怪あやしく笑う一馬は、まさに学園中の汚お名めいを一いつ身しんに負って立つ漢おとこその人にふさわしい笑え顔がおをしていた。

　そんな彼だから、剣けん三ぞうと三人娘が、昨日の一馬の失態をあえて朝食の席で口にしなかった気遣づかいなど勘かんづきもしなかったのだ。







２──

　一族の概がい念ねんについて、実は一かず馬ま自身もそれほど詳しいわけではなかった。

　いや、一族の存在がどのようなものであるかについては、もう子供の頃ころからさんざん剣けん三ぞうに教えこまれてきたし、必要とあれば、一族の子供たちだけを集めた特別クラスが開かれて、学校で授業を受けることもあった。それによると、彼ら〝結界の民たみ〟とは、『太たい古この時代、この世の定義を定めた血族であり、そののち、結界となってそれを守っている』存在なのである。

「ふぁーあ」

　校門をくぐり抜けながら大おお欠伸あくびする一馬にとっては、ただの絵え空そら事ごとでしかない。

「よう、浅あそ生う」

　校門脇わきに立っていた男子生徒が声をかけてきた。四人で校門を固める彼らは、その腕わん章しようから風紀委員と知れる。

「今日は身体測定だな。あんま、騒さわぎを起こすなよ」

「そうそう、立場上、何かあったら、おれたちは武部連と協力してお前を捕まえにゃならんからな」

「が、個人的なおまえのアルバイトには目をつぶり、その懐ふところを金で潤うるおしてやってもいい」

　しかつめらしく四人目が言うと、残り三人もうんうんと頷うなずく。期待してるぞ、とその目は訴えかけていた。

「ははは、おれも大人おとなになったんだよ、先せん輩ぱい方」

　一馬はそう言ってあきらめさせようとしたが、中等部の一馬を知っているだけに彼らはそれを信じず、笑え顔がおで一馬を見送った。

　三年前に一馬が編へん入にゆうしてきたこの学園は、初等部から高等部までを抱え、さらに数種類の専門学校までもサポートしている巨大学園だ。生徒総数は三万人を軽く超える。そのすべてが一族の人間である、と剣三に聞かされていたが、クラス中をざっと見渡しても、廊下に出、窓から中庭を見下ろしても、別段、他ほかの学校と大差はないように感じる。

　以前に彼が通っていた学園とて、一族の経営する、いわばその子弟の教育施設としての一面を備えた私立校だったが、確かそのときの一族が占める割合は二割もなく、普通の学校と違う点といえばさっきもいったような特別授業が月に一回あるかないかくらいで、ほとんど他の学校と大差なかった。

　この天あま津つ学園への転入が決まったとき、一馬は落ちこんだ。ただでさえ一族内では肩身の狭せまい彼だ。前の学校でも、一族の人間がクラスメートになったりすると、ことあるごとに他の生徒にはわからないいびり方をされたりもした。普通、迦か具ぐ羅らの盟主家、次期当主相手ともなれば、同おない年の子供だって、一族に関連したイベントで出会うときは敬語を強要されるものだが、その素質が何もない『能無し』では、彼らの取るむしろ見み下くだしたような態度も無理はない。

　それがあなた、一〇〇パーセントが一族って。

　みづきと壬み琴ことに再会したのも、この編へん入にゆうのときだった。再会といったって、小さい頃ころに二、三度、これもイベントごとに会ったきりで、ほとんど名前くらいしか覚えていなかったのだが、さすがにどちらも迦か具ぐ羅らの盟主家の中でもとびきり名家のお二人、一応は浅あそ生う家の次期当主であらせられる一かず馬まに対して、相応の態度と敬意を保っていた。

「いくら生徒全員が結界の民たみとはいえ、特別なことが起こらない場合は、普通の学校と何ら変わりありません。あまり厳きびしい取り決めもありませんが、一応は、学校内で一族間の話をしたり、相手の家柄を詮せん索さくしたりするのも禁じられております。あまり肩かた肘ひじ張らず、一生徒として学園生活をお楽しみください」

　その頃は、まだみづきさんも優やさしかったっけか……紅こう顔がんの美少年だった中学生の自分を思い返しつつ、一馬はそんな感かん慨がいを抱いたが、ふと、あれ、そうでもねえや、と思い直した。

　むしろ、あのときはいま以上にみづきが恐ろしかった気がする。ほとんど何の感情も感じさせないあのたたずまい。見た目、顔形が整っているだけに奇妙に作りものじみた印象があった。

「ん？」

　と、一馬は庭をやたらと走り回っている一団があることに気づいた。動きを目で追っているうち、ひとりがこちらに気づいて指差してくる。皆もいっせいに一馬を見上げた。一馬としてはエールを送るつもりでにこやかに微笑ほほえんで手を振ったのだが、相手は怒り狂ったり、地じ団だん駄だを踏んだり、指で喉のどを搔かっ切る「キル・ユー」の仕し草ぐさをしたり。人望というやつだ。

「いや、違うだろ」

　後ろから声をかけてきたのは中等部からの悪友、早はや川かわだ。地の文に突っこむとはなかなかいい才能をしている。つき合いが長いぶん、単に一馬の考えがお見通しなだけなのかもしれないが。

「敵にエールを送られても、からかわれてるとしか思えんわな、普通」

「何をいう。おれは敵だなんて思っちゃいない」

「女子武部連だぜ？　早期に警けい戒かいして、辺あたりを見張ってるんだろ。あそこにいるのは去年、おまえに着替えを盗とう撮さつされた弓ゆみ子こだし、あそこで怒ど鳴なりかかってんのは、一昨年おととしにブラジャーが透すけているテニスルックを撮影された美み樹きだな。というかあそこにいる全員、おまえへの復ふく讐しゆうのために武部連に入った生徒ばっかりだ」

　ううむ、と一馬は渋じゆう面めんを作った。が、彼にも言いぶんくらいはあった。

「おれは良心的なほうなんだぞ。洒落しやれにならない部分は絶対表ざたにしない。変な趣しゆ味みがあるとか、誰だれかとの密会デートとか。それに、着替えの件にしたって、ヌードは決して流さないし、もし撮とれてたとしてもおれは廃はい棄きするんだ。グラビアアイドルと同じ基準でヌードとセミヌードを区別し、ぎりぎりセミヌードくらいなら公開にふんぎるというわけだな」

「そう誇らしげに胸を張られてもな。いったい、どういう基準なんだよ」

「乳ち首くびだよ！」彼は力説した。「乳首こそが最終防ぼう衛えいラインなんだ。『ついに脱いだ！』って写真週刊誌の見出しにおれが何回騙だまされとた思ってるんだ、この野郎。両手で隠かくすいわば手ブラをしてたり、濡ぬれたＴシャツ越しに、うーん、そういわれると、目を凝こらせばうっすら見えるような、くらいの透すけレベルＣだったり。そうやってファンをそそるんだ、煽あおるんだ、商品価値をあとへとつなぐんだ。乳首をさらすというのは、いわばもうこれ以上見せるものはないワ、っていう最終段階。だから彼女らは隠かくすんだ。隠し通すんだ。それでおれは悟さとったのだ。いくら盗とう撮さつだからって乳首だけは絶対駄だ目めだ、とな！」

　汗を散らし、目を血走らせ、拳こぶしを振り上げる。ふと気づいてみれば、早はや川かわはさっきより三歩ぶん、一かず馬まと距きよ離りを置いていた。む、と我に返った一馬は廊下をそろりと見渡してみる。朝っぱらから「乳首、乳首」と連れん呼こする男へ注そそぐにふさわしい視し線せんの山が彼を出迎えた。

　じとっとした冷や汗が首の後ろに湧わいた。と──、

「能天気で楽しそうだな、浅あそ生う」

　男の声で呼びかけられる。そちらを見やった一馬は嫌いやな顔をしそうになったが、すぐに、

「よっ、新しんちゃん」

　と鷹おう揚ように返事してやった。一年上の先せん輩ぱいに対してかなり気さくな態度だ。親しみをこめた挨あい拶さつなのだが、相手には一馬のその親愛の情がいつもながら伝わらない。

「貴様」

　と凄すごんだのは、当の「新ちゃん」ではなく、その後ろに臣しん下かのごとく控ひかえていた二人組のほうだ。「新ちゃん」は、よせ、というように手を出して彼らの怒りを押し留とどめた。

　その偉そうな態度といい、非の打ち所なく整った顔の作りといい、この生徒会副会長どのにはどこか昔ながらの良家の武士を思わせるたたずまいがある。また、彼も一馬が編へん入にゆう時に再会した一族のメンバーのひとりで、実際に八や咫た家の若さまなのだからあながち遠くかけ離はなれたイメージというわけでもなかった。

「いつものことながら、人を喰くった呼び方をする。おまえごときに『ちゃん』呼ばわりされる筋合いはない。きちんと、『八咫新しん之の助すけさま、おはようございます』と言えんのか」

「やだチンのスケさまお早うございます」

「よし……」もっともらしく新之助は頷うなずきかけたが、「ま、待て！　何だそれはっ!?」

「チンのスケさまは少々アレがお早いらしい。女の子に嫌われるタイプだと推測されるが」

　生徒会副会長は顔を真っ赤にした。背後に控えていた二人の男女のほうは、もはや隠かくしようもない怒りを面おもてに乗せている。確か、二人とも八咫家に仕える迦か具ぐ羅ら家の跡あと取とりだ。

「……っと、いつものごとくおまえの馬ば鹿かにつき合っていられるほど暇ひまじゃない」相当の怒りを吞のみこんだのだろう、いくぶん苦しそうな声で新之助はそう言った。「おまえのところが取り仕切った昨夜ゆうべの儀ぎ式しき、今度、場と日時を改めてもう一度やることとなったぞ。多た分ぶん、近いところでぼくの八咫家で行うことになるだろうがな」

「これも前例のないことだぞ、一馬」にやりと笑ったのは男のほうの臣下だ。「いくつ不ふ名めい誉よな前例を作れば気が済むんだ？　浅あそ生う家とて、歴史のある一〇八つの盟主家だというのに、おまえのせいでどんどん一族内のランクが落ちている」

「儀ぎ式しきの途と中ちゆうで居眠りして、おまけに怖い夢を見たんだか知らないけれど大声出して」くすりと笑う女子生徒の臣しん下か。「正まさ巳みくんの精神集中が解とけたせいで、菊理くくり媛ひめさまはいったん〝歪ゆがみ〟を排除せねばならなかった。外法士のリーダーといえど、定められた掟おきてによってひと月に〝歪み〟を降ろせる回数は決まっているわ。菊理媛さまの顔にも泥を塗ぬって、さぞかしいい気分でしょうね？」

　一かず馬まは無言だ。背が低く、そのくせ熊くまのようにごつい体格をした男のほうはともかく、嫌いや味みな笑え顔がおの女子生徒はスリーサイズまで暗記済みだった。あんたは乳ち首くびまで撮とってやる、と内心、彼なりに前向きな敵てき愾がい心しんを燃やしていると、

「まあまあ、そういう嫌味な言い方はよせ」と、新しん之の助すけはどことなく楽しそうに二人の臣下を制した。「浅生一馬とて、好きで〝歪み〟を怖がったわけではあるまい。何しろ、彼はその生涯の中で二度も〝歪み〟に吞のまれそうになったのだからな」

　通り過ぎていく生徒たちは、彼らのやり取りに一応は無関心をよそおっている。一族同士の、それとわかる会話は本来禁じられているからだ。

「そうでしたわねえ。迦か具ぐ羅ら家の次期当主は、他ほかの一族より早くに一度目の儀式を行うもの。だけれど一馬さんの場合は八歳のそのときも失敗、一三歳の二度目も失敗。わたくしはいま、一族の長い歴史書を紐ひも解といて、こういう前例が果たして本当になかったのかどうか、調べさせている最中ですわ。長い長い歴史の中、数すう億おく単位で一族の人間がいる中、まさか彼ひとりだけがそうであるはずがありませんからねえ。だって、もしそうだとしたら、本当に救いようがないんですもの」

「そりゃいい。よかったな、一馬。おまえのような能無しがひょっとしたらひとりくらい……」

「能天気で楽しそうだな、土ど留どめ、纏まとい」

　廊下の向こう側から歩いてきた女子生徒がやにわに言った。どこかで聞いたようなその台詞せりふに名みよう字じを呼ばれた男女が「何」と振り返る。

　スポーツバッグを肩に引っかけて、どこか粋いきなたたずまいなその女子生徒は群むら雲くも壬み琴ことだった。

「うちのクラスの前でさ、おかしな話で盛り上がってるんじゃないよ。そろそろホームルームもはじまるし、さっさと自分のクラスに戻ったら？」

　濃こい目の眉まゆ毛げを吊つり上げて、きりりと言い放つ。二人は一いつ瞬しゆん気を吞まれかけたが、土留のほうが先に我を取り戻してせせら笑った。

「ふン。おかしな話がどうした？　夕べの儀式には、おまえが迦具羅代表として参加していたんだろうが。群雲家もとんだ恥はじを搔かかされたものだな。そこの男に対し、誰だれよりも腸はらわたが煮えくり返っているのはむしろおまえのほうじゃないのか？」

「お兄ちゃんにひどいこと言わないで！」

　そう叫んだのは、壬み琴ことの長身に隠かくれるようにして立っていた美み亜あだ。胸の位置まで持ち上げた二つの拳こぶしに、八の字に配置してやや内うち股また気ぎ味みになった足。あれは確か──一かず馬まは息を吞のむ──鏡かがみの前で猛もう練習していた『抗こう議ぎのぽおず』だ。ご丁てい寧ねいに目はうるっとしていて、頰ほおもうっすら上気している。その手には可愛かわいい柄がらのハンカチに包まれた弁当箱ばこがぶら下がっていた。

「お兄ちゃんにお弁当を届けに来たのに──ひどい、お兄ちゃんを虐いじめているなんて」

　破は壊かい力りよくは抜群だった。うるうるとした目め線せんに当てられ、うっ、と、土ど留どめは口ごもる。周囲の視線も痛い。あっという間に可か憐れんな少女を泣かす悪者に仕立てられた土留のいかつい顔が真っ赤になっていた。

「壬琴くんの言うとおりだ。そろそろホームルームの時間だな。さあ、いつまでも遊んでいないでいくぞ」

　新しん之の助すけはとっとと二人を置いて立ち去っていった。二人の臣しん下かがあわててついていく。

　美亜はいかにもほっとしたようにため息をつき、それから弁当箱を一馬に差し出した。頭の左右で結ゆわえた長い髪を揺ゆらめかしつつ、

「はい、お兄ちゃん。早起きして作ったんだから、残しちゃダ・メ・だ・よ」

「………………………………………………………………………………………………………」

　そんな妹の笑え顔がおを間近に眺めること数秒。額ひたいに怒りの血管が浮きはじめたので、一馬は仕方なくそれを受け取った。壬琴はすでに教室に入っている。「じゃあね」と語ご尾びにハートマークでもつきそうな声で言い置いて、美亜も駆かけ去っていった。

「いい妹だなあ。おまえ、幸せもんだよ」

　しみじみと早はや川かわが声をかけてくる。無論、そう思われたくて、美亜はわざわざ弁当を二つ持っていったのだ。上級生の票まで稼かせいで、いったい妹が何をやらかすつもりなのかは一馬にも不明だ。選せん挙きよにでも出るつもりかもしれない。

「八や咫たの奴やつ、今日の身体測定で釘くぎを差しに来たのかと思ったけど、何か様よう子すが違ったな」

「今年は大人おとなしくしておくよ。みづき──じゃなかった、草くさ薙なぎさんにも言われたしな」

　二人して教室に戻りながら当り障さわりのない会話をする。彼の早川家ももちろん結界の民たみであり、昨夜ゆうべの儀ぎ式しきには彼の父親が来ていた。が、学校ではあくまでも級友としての二人なのだ。

「生徒会長に？　朝っぱらから呼び出し喰くらったのか」

「じゃなくて。昨日、草薙さん、家に泊まったからさ──」

　儀式のついでに、とは説明せずにそれだけ言うと、今度は教室内がしーんと静まり返ったのに一馬は気づいた。男女の区別なく、全員がこちらを白い顔で見つめている。「馬ば鹿か」と小さく壬琴が口にした。

「生徒会長が泊まっただと!?」

「貴様の家に!?」

「いやあああーっ！　みづきさまが汚されるぅ！」

「泣かないでっ、圭けい子こ！　みづきさまはそんな簡かん単たんに汚れやしないのよ。毒虫が近づいた程度で何かが変わるような、そんな安っぽい方じゃないわっ」

「そうね、そうよね、一かず馬まだもんね。一馬相手にどうこうなんてありはしないものね！」

「一馬はああだけど、妹さんはしっかりしているわ。大丈夫、そうよ、大丈夫よ！」

「いいや、ひとつ屋根の下にいたってだけで、おれは許せん！」

「死ね！　頼むから、今日といわず明日といわず、いますぐ首を搔かっ切って、死ね！」

　殺さつ気きさえ渦うず巻く教室内を、一馬はひたすら逃げ回る羽は目めとなった。これも、人望というやつだ。




　その日の高等部は、四時限目から異様ともいえるほどの警けい戒かい態勢が敷しかれていた。

　中心となっているのは、無論、壬み琴ことが副リーダーを務つとめる女子武部連の皆さんである。五時限目からの身体測定にあわせ、保ほ健けん室しつ周辺はもちろん、そこへ通じる廊下はすべて検問が設置され、通りかかる生徒は男女の区別なく生徒手帳の提出が義ぎ務むづけられた。一昨年おととし、一馬は女じよ装そうして保健室に堂々と潜もぐりこんだ経けい歴れきがあるためだ。

　竹刀しないを携たずさえた女子剣道部が検問を守れば、女子柔道部員が周辺のパトロールを行い、弓矢で完全武装した女子弓道部と女子アーチェリー部が、去年の二の舞まいを避さけるため、どこぞの馬ば鹿かたれが這はい登って来れそうな壁かべの前に陣じん取どる。

　女子フェンシング部、女子空手部──とにかくあらゆる武道系の部が防ぼう衛えい陣を担になっている。そして武部連ではないものの、新聞報道部が四時限目からの一馬の動きを望遠カメラでぴったりマークしているので、その辺の情報収集にも抜かりはない。そうした完かん璧ぺきな布ふ陣じんの中、変わったところでは、最悪の事態に備えて『黒くろ白しろ魔ま術じゆつ研究同好会』が一馬の呪じゆ殺さつに動きはじめたという噂うわさまであった。

　副リーダーの壬琴のもとへとそれらの情報は逐ちく一いち届いている。が、正直に言うと、今回の件、決して壬琴は乗り気ではなかった。別に、覗のぞかせてもいいじゃん、見せてやりゃいいだろ、ってなことではなく、馬鹿一匹のために何もそこまでしなくとも、というのが本ほん音ねなのだ。

　壬琴本人は覗かれたことも、盗とう撮さつされたこともない。彼女のほとんど野性じみた本能の為なせる技で、邪悪な視し線せんと気配けはいは決して見み逃のがさないのだ。そうした点も、彼女のやる気を削そぐ理由のひとつだった。

「まあ、痛い目見せたほうがいいとは思うけど」

　そんなのはあとで個人的にでもやれば済むだけの話だ。もし今回も一馬が何か企たくらんでいるようだったら、壬琴は彼を新品のサンドバッグにして女子空手部にでも売りつけてやるつもりだった。

　そして、高等部一年生の身体測定が終わりを告つげた二時間後──。放ほう課か後を告つげるチャイムが広々とした校舎内に鳴り響ひびく。

　生徒会室で書類をまとめていたみづきが、その紙の束たばをとんとんと机つくえに打ちつけて角かどをそろえたところだった。

　がらっとドアが開き、壬み琴ことが入ってくる。

「しっつれいしマース……あれ、誰だれもいないの？」

「さっきまで八や咫たさんがおられましたけれど。あいつめ、おかしい、何かある、と言い残して去っていきましたわ」

「うーん。やっぱり皆そう思うよなあ」

「なぜです？」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうにみづきは小首を傾かしげた。長机の中央にあったポットに手を伸ばし、お茶の葉を急きゆう須すに入れる。学校の備品なのでもちろん安物だが、みづきが淹いれると、ただそれだけで何だか茶さ道どうの達人に淹れられた高雅な玉ぎよく露ろ、という感じがする。

「『なぜです』って、だって、何にもなかったんだよ？　まあ、この二時間、新聞報道部のマークは外れなかったし、彼らによると、一かず馬まはずっと学校に居残って、友達とウノだか何だかやってたみたいだけど」

「ということは、何もないのでしょう？　はい、お疲れさま。おあがりなさいな」

「あー……うー……、うん」みづきに促うながされて、壬琴は素直に湯ゆ吞のみを手にする。「みづき姐ねえは不思議に思わないの？　これだけの警けい戒かいを敷しかせたのはみづき姐本人でしょ」

「そうですね。不思議といえば不思議ですけれど」

　みづき自身も湯吞みを両手で囲かこう。みづきのそれは全面に白いテープを巻きつけてある奇妙な品だ。湯ゆ気げのせいか、みづきの表情がふわりと和やわらいだように見えた。

「でも、何もなければそれに越したことはありません。わたしは浅あそ生う一馬がようやく次期当主としての自覚を持ちはじめたのだと思っているのです」

「えーと、でも、夕べはさあ、ほら」

「〝歪ゆがみ〟に怯おびえてしまうのは致し方ありません。実際に、一馬さんは二度〝歪み〟に吞のまれかけているのですから」

　誰かさんと同じこと言うなあ、と思いつつ、壬琴は頷うなずく。

「だからといって、これから儀ぎ式しきを浅生家に任せてはいけない、というのではなく、だからこそ、これからああいう場を持たせていくべきなのです。力のない一族の民たみは確かに異例かもしれない。迦カ具グ土ヅチをどうするか、という問題もあります。おそらく美み亜あさんが受け継つぐことになるでしょうが、しかし、前例にないからといって、うろたえるばかりでは何も進まないし、ないがしろにすることもあってはなりません。そう……わたしは、壬琴さん、言ってしまえば、一馬さんを尊敬している部分もあるのです」

「何と」

　本気でびっくりした壬み琴ことは危あやううく湯ゆ吞のみを落っことしそうになった。一かず馬まを尊敬。そりゃ、おけらだってあめんぼだって生きているんだから、何かしら、尊敬できる部分もあるかもしれないが。にしたって。

　みづきは湯吞みを手にしたまま窓へ目を向けた。放ほう課か後ご、そろそろ部活動がはじまる時間帯だ。遠くから生徒たちの活気が音となって聞こえてくる。

「女子武部連の皆さんにはご迷めい惑わくをおかけしましたが、彼女たちだって、こういう結末が本当は一番望ましかったはずですよ」

「うん、まあ、理屈はそうなんだけどね……。でも、何つうかさ、言っていい？」

「何でしょう」

「みづき姐ねえって、変わったよねえ」

「そうですか」

「そりゃ、あの一馬の馬ば鹿かだって変わるかもしれないけどさ、みづき姐のほうが変わったって、あたしには思えるな。昔はさ、もっと──」

「やっほー」

　朗ほがらかな声とともにふたたびドアが開いた。入ってきたのは中等部の黒いブレザーを着た美み亜あだ。

「やっほー、ではありませんよ、美亜さん。他ほかに誰だれがいるのかわからないのに、きちんとしたご挨あい拶さつをなさい」

「あはは、ごめんなさい。それよりさ、兄貴、今日は何かやらかした？」

「いや、それがさ──」

「いま、ちょうど、一馬さんも成長したと二人して話していたところです。何事も起こらない、安らかな一日でした」

　みづきが言い、壬琴はふたたびぎょっとなった。何となくいまの言いように驚おどろきを感じたのだが、理由までは自分にもわからない。

「へっへえ。だと思った。壬琴姐も気づかないなんて、結構、兄貴にしちゃ工夫したほうなのかもね」

「？　どういう意味だよ？」

　壬琴はみづきと顔を見合わせる。と、美亜は鞄かばんをごそごそ漁あさり、中から一本のビデオテープを取り出した。

「これ、なーんだ？」







３──

　新聞報道部のマークが外れたのを知ると、一馬は席から立ち上がった。

「んだよ、勝ち逃げかよ」

　ふてる早はや川かわを無視して、一かず馬まが向かった先は視し聴ちよう覚かく室だ。教材用のビデオを返却するために準備室の鍵かぎは預かっている。無論、このためにわざわざ自分から返却を申し出たのだ。

　準備室に入ると暗あん幕まくを引いて、一馬は鞄かばんから八ミリ用のビデオテープを取り出した。

　ふっふっふ、と不敵に笑いつつも、彼は昨夜ゆうべの苦労を思い出していた。

　壬み琴ことたちが離はなれの風ふ呂ろに入りたいと言い出したとき、一馬は面めん倒どう臭くさそうな顔をしながらも、内心では「やった！」と快かい哉さいをあげていた。どうせ美み亜あが二人を誘さそうだろうということは想像がついていた。そして、いつものごとく妹が自分を使用人同然にこき使うだろうということも。

　浅あそ生う家の離れには、薪まきを焚たいて沸わかす古いタイプの風呂があった。家のそれよりもかなり大きく、周囲に竹ちく林りんがあって風ふ情ぜいがあるというので、お客さんには大変好評だ。好評なのはよろしいが、そのための薪拾いや、火をおこす役、火の番をするのはいつも一馬の役目ということになっている。

　煙けむいのと暑いのとを我が慢まんしながらじっと火の番をするのは、当然のことながら苦く行ぎよう以外の何ものでもないが、今回ばかりははちきれんばかりの期待感に胸が踊った。

「ねー、おっきいでしょ？」

　一馬が大量の汗を搔かいている最中、中からは三人娘の声が聞こえていた。

「あ、本当だ。こりゃいいなあ。こんなでっかい風呂、家にも欲しいよ」

「欲しいのは薪拾いと火の番人もでしょー。いまなら兄貴もつけてあげるよ。ワンセットレンタル料三〇〇円」

「あっはっは、去きよ勢せいしたあとでもらおうかな」

　あんにゃろう。ぎりぎりと奥歯を嚙かみしめていると、

「ねえ兄貴ィー、もっと熱くしてよ」

　と中からリクエストが飛んでくる。へえへえ、と一馬は頷うなずいて、豆まめ炭たんを釜かまにくべはじめた。

　しかし、苦労ばかりでなく、中の会話を聞いているだけでも、これはこれでなまめかしいものがある。

「おねーさん、相変わらず男らしい身体からだつきしてますなあ」

「何だよ、もう。わかってるからいいんだよ、筋肉ばっかり、って言いたいんだろ」

「でもこうして間近で見ると、女の子だよね。くびれとか凄すごい。鍛きたえてるからかな。胸も……うぐぐ、一年前くらいまではお仲間だと思ってたのにー」

「へっへえ。胸に関していえば、美亜のほうが男みたいだもんな」

「あーっ、ひどい！　いいの、発育途と中ちゆうなんだから！」

　うむむ。何がどうなって、ナニがそうなっているものやら。一馬は想像力をたくましくしながら聞き耳を立てていた。

「みづき姐ねえは、すんごい肌きれい。わっ、壬琴姐、見て、見て」

「おっ。バスタオルの合間にくっきりと胸の谷間が！」

　何ィ。思わず一かず馬まの喉のどがぐびりと鳴る。鳴ったそのとき、

「何ですか、二人とも。お風ふ呂ろではしゃが……あっ」

　あっ、て何だ!?　思わず一馬は釜かまに顔を近づけすぎて、あちゃちゃ、と、熱風に吹き飛ばされる勢いで後退した。

「もう、美み亜あさん。タオルを返してください」

「ダメダメ。どうせ兄貴は外にいるから何も見えないって。……ぅわお」

　ぅわお、とは何だ。そんなに凄すごいのか、とひとりで息巻く一馬。と、

「ねーえ、兄貴聞こえてる？　兄思いの妹が、官能小説家ばりの表現力で、みづき姐ねえの裸ら体たいを描写してあげよっか？」

　それはいい！　と思っても、もちろん声に出せない一馬である。あははは、と屈くつ託たくのない壬み琴ことの笑い声が聞こえる。学校でやら、一族でやらの彼女はとかく凜りん然ぜんとしているというか、宝たから塚づかじみたイメージがあって、そのせいかとっつきにくい印象もあるのだが、仲のいい二人といっしょにいるときは普通の女子高生と変わらない。

　みづきとて程度の差はあれ、同じだった。

「やめなさい、美亜さん」

「濡ぬれ羽ば色の髪、うっすらと桃色に紅こう潮ちようしたきめ細かい肌──その辺の女じよ優ゆうなど、小便臭くさい小娘にしか思わせないほどクールに整った美び貌ぼうの持ち主だが、肉体の描くラインはやはり一七歳の幼さを思わせてふっくらしている。そのギャップにまた、欲情を駆かり立てられる男性も多いだろう。しかし、あと数年も経たてば、それこそモデル並の……あひゃ」

　ざばあ、と派は手でな水しぶきの音。

「もう、およしなさい！」

　どうやらお湯を浴あびせかけられたらしく、ごほごほ、と美亜のせきこむ声がする。どうした、美亜。頑がん張ばれ、美亜。おにーさんは妄もう想そうの準備をして待っているのだぞ。

　……などと、ひとり身み悶もだえる時間を過ごした一馬である。苦労の成果はいま、この手の中に。

　彼はドキドキしながらカメラをモニターにつなげ、テープを再生した。

　もちろん、三人娘のあでやかな肢し体たいを隠かくし撮どりしたテープである。どうせ今日の身体測定は厳げん重じゆうな警けい戒かいが敷しかれるだろうとは予想できたし、毎年毎年同じことをしていても芸がない。そこで今回、蔓かずら家の儀ぎ式しきの際、家にやってくるだろうみづきと壬琴をターゲットに、カメラを設置したのである。

　無論、多少ならずともリスクを背せ負おうこととなる。しかし浅あそ生う一馬は男である。あえて困こん難なんな道を選えらぶのもまた修しゆ羅らのさだめ。

「販売ルートもいままでと同じ、手当たり次第、ってわけにはいかないよな」再生スイッチオン。「足がつかないよう、こっちも慎しん重ちようにリストを当たらなきゃ」

　テレビの前にかぶりつく。砂すな嵐あらしが走ったあと、いよいよ映像が現れはじめた。

　壬み琴ことの動物的本能を危き惧ぐし、カメラは一台しか仕し掛かけられなかった。アングルが常に固定されていることになるが、どの角度が一番三人の姿を大きく、そして具体的に映し出されるか、計算し尽くし、熟じゆく慮りよを重かねねた上で一かず馬まが選えらんだその位置には間違いがなかったようだ。見ろ、いままさにうっすらと映る肌色の物体が湯ゆ船ぶねから上がり、こちらへ近づこうとしている。

　一馬は生なま唾つばを吞のみこんだ。いったい誰だれだ？　美み亜あ？　壬み琴こと？　それとも──みづき？　思わず握りしめる拳こぶしにも力が入り、掌てのひらには汗が浮かぶ。

『っこらしょ』

　とその人物は声を発し、木き桶おけの上に腰掛けた。

　手て拭ぬぐい一枚で乾かん布ぷ摩ま擦さつをはじめたその人物は、たくましい肉体をしていた。肩のあたりに盛り上がった筋肉に目を奪うばわれる。腕の張りはどうだ。腹筋など凸でこ凹ぼこに割れているではないか。水滴を弾はじかんばかりの弾だん力りよくに満ちたあの肌。

　素す晴ばらしい！

　とても七〇歳を迎えようとする老人には見えない！

　乳ち首くびもばっちりだ！

　ブラボー！

「アホかああッッッ」

　一馬はリモコンを投げ捨てた。……はあー、はあー、と肩で荒い息をする。モニターでは浅あそ生う剣けん三ぞうがあられもない姿で鼻歌混じりに身体からだを洗っていた。無論、編へん集しゆう前なのでモザイクなどあり得ない。マニア垂すい涎ぜん間違いなし。おえ。

「何で……じいさんが？」

　ふと冷静に立ち返って、モニターを改めて見てみる。祖父は朝六時の入浴を日につ課かとしている。一馬がカメラを設置したのが昨日の夕方で、回収したのが朝の七時。

　と、いうことは。

　これは、美亜が……。

　ガラッ。

　一馬の背後でドアが開いた。人の気配けはいがあった。もちろんそれはわかっている。が、一馬は振り向かなかった。いいや、振り向けなかった。

　この恐るべきプレッシャーは何だ!?　背を向けていてさえ、しゅおおおお、と立ち昇る煙のようなオーラをたやすく想像させるほどの強きよう烈れつな圧迫感。

　そう、これは──殺さつ気き。

「一馬さん」

　声をかけられる。返事はできなかった。もう一度、

「一馬さん」

　はい、と、今度は返事したつもりだった。が、声は出なかった。

　ぎくしゃくと、油を差すのを忘れた機械仕じ掛かけの人形じみた動作で振り返る。

　そこに、鬼がいた。

　風もないのに長い髪がそよいで見えるのはなぜだろう。二つの瞳ひとみが白しら々じらとした光を放って見えるのはなぜだろう。何より、その手にあるものは何だというのだろう。

　長い刀身を携たずさえたその人ひと影かげは、一歩、一かず馬まへと詰め寄った。

　一馬は身動き取れなかった。斬きられる、と思った。死ぬ、と思った。振り上げられた刀身の影が、一馬の顔を中央から両断した。

　瞬しゆん間かん。

「うぐああああッ!?」

　一馬の口から、異様な悲鳴が迸ほとばしった。

　斬られたわけではない。真しん剣けんを振り上げていたみづきが、はっとして部屋のあちこちに視し線せんを飛ばしている。

「うわッ、みづき姐ねえ、やっちゃったか!?」

「兄貴！」

　すかさず準備室内に駆かけこんできた壬み琴ことと美み亜あも、急に足を止めた。

　そこは暗がりだった。暗あん幕まくを引いた放ほう課か後ごの室内にしてもあまりに暗すぎる。

　一馬は椅い子すから転げ落ち、床の上でのた打ちまわっていた。苦しい──。身体からだが引き裂かれそうだ。まるで巨大な両手で頭と足を捧ささげ持たれ、雑ぞう巾きん絞しぼりでもされているかのように内ない臓ぞうが歪ゆがみ、あり得ない角度に骨がたわんで、さらに血液を電子レンジで沸ふつ騰とうさせられる。

「壬琴さん、美亜さん、迦カ具グ土ヅチを！　己おのれの〝定義〟を保ちなさい！」

　みづきの叫びが聞こえた。壬琴と、美亜、両者が部屋の入り口から左右に散る。ドアの左右には無論壁かべがあるはずだったが、なぜか二人ともすり抜けた。

　いや、壁そのものが消えていた。部屋のありとあらゆる物体が輪りん郭かくを失い、闇やみの中に溶けていたのである。

　一馬は見ていた。

　テレビが立ち上がり、同じく輪郭を溶かしたビデオがふわりと空に舞まい、まだかろうじて色と形を残していた天てん井じよう部分が折れ曲がるのを。紙のように薄うすっぺらくなった時計がうねりながら針を逆流させ、黒板がけたけたと笑い声をあげるや否いなや、机や椅い子すがゴム細工になってタップダンスを踊り出すのを。

　部屋そのものが奇き怪かいな法則性に支配されて、その法則が部屋に新しい姿形を備えさせ、狂った芸術家しか引けないような曲きよく線せんを描えがき、悪あく魔まにしか創造できないような手足を闇の中へと生み出していく。

　それを一馬は何と形容したらいいかわからなかった。

　それでいて最初からわかっていた。

　鬼だ。

　みづきを見たときもそう思ったが、そんなものではない。あれこそが本物の鬼なのだ。

「美み亜あ、おまえの迦カ具グ土ヅチで一かず馬まを守れ！　一馬は〝定義〟を守れないんだ！」

　壬み琴ことが鋭するどい声をあげた。その意味は一馬にもわかった。そう、自分では〝定義〟を守れない。人間の存在すら保つことができない。だから自分は儀ぎ式しきに二度も失敗したのだ。

「わかった！」

　頭上に美亜の気配けはいがあった。ふわりと何かがなびき、そのまま一馬を包みあげる。瞬しゆん間かん、一馬を襲おそっていた苦痛が噓うそのように引いていった。美亜はいつの間にか制服ではなく、薄うすく、白い衣のようなものをまとっていて、その衣の一部で兄を包んでいたのだ。

「ぇええい！」

　壬琴が床を蹴けり、〝歪ゆがみ〟の中を浮き上がる。そこでは重力の〝定義〟さえもなかった。だからといって重力を好きに支配できる、という意味ではない。むしろ〝定義〟を失った人間は自分ではどうすることもできず、一歩歩くことすらおぼつかなくなるだろう。

　が、壬琴は結界の民たみだ。と同時に迦か具ぐ羅らだ。迦具羅とは、迦具土を操あやつる戦士の意。そして迦具土とは、〝定義〟を自ら定めた、この世のものでない金属生命体にして、鬼に対する最強の兵器。
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　足に巨大な翼つばさを生はやしたようないまの壬み琴ことこそ、戦士としての彼女の姿だ。迦カ具グ土ヅチのその翼は、〝歪ゆがみ〟の混こん沌とんとした空間の中においてさえ、彼女の意思どおりに重力を〝定義〟づけてくれる。

　鬼と化した視し聴ちよう覚かく室がふたたびうねった。

　一かず馬まの目には見えない腕が伸び、しかし知覚的にそれと感じる確かな一いち撃げきが壬琴へと襲おそいかかる。

　宙に浮いていたビデオカメラが真っ二つに裂けた。内部の機械を辺あたりへまき散らし、しかし〝定義〟を変えられた以上、壊こわれることなく、あちこちへ欠片かけらとなって散っていたモニターにいまなお剣けん三ぞうの裸ら体たいを映し出しつづけている。

　宙を泳ぐ壬琴へ、ふたたび殴なぐりかかる一撃。

「いま！」

　鋭するどく〝歪み〟を蹴けった壬琴が、一馬の視界を斜めに突っ切りながら叫んだ。

　壬琴は囮おとりだったのだ。鬼の注意を一身に集めたそのとき、いままで〝定義〟を変えられまいと歯を食いしばりつづけていたみづきが部屋の隅で立ち上がった。

　手にしていた刀が一いち陣じんの青白い光と化して、頭上高くへ伸び上がる。

　みづきの長い髪が青白い粒子を散らしながらなびいた。そして次の瞬しゆん間かん、光の刀身が真ま一いち文もん字じに振り下ろされる。

　ぐげええええ

　──その悲鳴は一馬の目に見えた。文字ひとつひとつが跳はね回り、やがて空気に溶けるようにして霧む散さんしていく。

　がしゃん！　一馬のすぐ近くにビデオデッキが落ちてきた。折れ曲がっていた天てん井じようが元へと戻り、黒板も笑うのをやめ、時計も自分の役割を思い出してまっとうに時間を進めていく。

　三人の戦士が荒々しい呼吸をくり返す中、まるで霧きりが晴れるかのように辺りの暗がりがうっすらと消えていくのを一馬は感じていた。彼の傍かたわらに落ちたビデオデッキは真っ二つに裂けていて、ばちばちと火花を散らしている。

「黄泉よみが……」

　と、みづきは言った。

「結界が……」

　と、壬琴が言った。

　以降、沈ちん黙もくが占めた。窓の外に、赤黒い雲が垂たれこめている。かきーん、と金属バットの音が遠く聞こえた。

　二人の言わんとしていることは一馬にもわかった。

　結界が破られ、黄泉が現われた。

　それはすなわち、結界の民たみとして課かせられた絶対の掟おきてにより、彼らが戦わねばならないときが来たということを意味していたのだ。










二章「結界の民」













１──

〝歪ゆがみ〟が頭上から牙きばを剝むいて襲おそいかかってくる。伸びてくる手足は鬼のそれだった。

「逃げてはならぬ！」

　老ろう婆ばの声が闇やみを貫いた。仮面を被かぶった赤い衣の女性──菊理くくり媛ひめだ。

「〝歪み〟から逃れることはできぬ。自らの意思で挑いどみ、己おのれの〝定義〟を保つことのみがその中で生き延びる唯ゆい一いつの方法だ。浅あそ生う一かず馬ま！　見事、その中においても高らかに名乗りをあげてみせよ！」

　儀ぎ式しきに挑む前もさんざんそう聞かされていた。そんなに難むずかしいことじゃないんだ、と誰だれしもが先せん輩ぱい面づらをしてそう言った。特におまえは迦か具ぐ羅らの家の次期当主なのだから、さして意い識しきせずとも大丈夫だ。その血筋の中に眠れる本能の力が〝歪み〟を退けてくれるだろう、と。

　噓うそっぱちだった。

〝歪ゆがみ〟の中、一かず馬まにはどうすることもできなかった。〝歪み〟が突き立てる牙きばは彼の身体からだをばらばらにし、おぞましい舌が彼の脳味み噌そを啜すすり取って意い識しきさえも四散させた。何も考えることさえできないのに、どうやって自分の意思で挑いどみかかることなどできるだろう？

「一馬！」

　鋭するどい叫びが〝歪み〟を割った。気づいたときにはたくましい腕に抱かれていた。苦痛そのものは遠のいていたが、代わりに指一本も自由になりそうもない疲労感が彼を蝕むしばんでいた。

「浅あそ生う。早すぎる！」

　儀ぎ式しきを見守っていた誰だれかがそう言った。辺あたりは騒そう然ぜんとしていた。

「もう少し見守れなんだか。これでは一馬の儀式をつづけられぬ」

「駄だ目めだ」孫まごをその手に抱いた剣けん三ぞうは言った。「一馬からは何の霊力イイロも感じ取れなかった。あのまま数秒でも放置していたら、彼は〝歪み〟に吞のまれておったろう──」

「馬ば鹿かな！」

「こんなことは例にないぞ！　結界の民たみが儀式に失敗するなどと！」

「それも次期当主ではないか。剣三、孫可愛かわいさのあまり、民としての矜きよう持じを失ったか。おまえのせいで、一馬は──いやさ、浅生家は不ふ名めい誉よな汚お名めいを着つづけることになろうぞ！」

　ざわめきつづける聖堂内。その後、祖父は何も言わなかったように記き憶おくしている。ただ、一馬を見つめていた。そして一馬は……。

「ふぅっ」

　ばしゃっ、と湯を跳はねのけて、一馬は浮上した。

　浅い湯ゆ船ぶねにもぐって息を止めること数秒。嫌いやな記憶を振り払おうとしたのだがどうやら逆効果だったようだ。ゆっくりと、自分の身体の感触を確かめるように湯から出した腕をもう片方の手で撫なで上げる。大丈夫だ。手足はちゃんとついている。

　二度にわたって味わい、そして忘れかけていたあの苦しみ。今日ふたたび、〝歪み〟は彼の前に現れた。

　鬼とともに現れるあの〝歪み〟は、黄泉よみの世界そのものだという。そして一馬たちは、この世と黄泉との境目である結界を死守する一族。もしも結界にほころびが生まれ、その隙すきを衝ついて黄泉がこちらの世界へ侵入した場合、それと命を賭として戦わねばならない。

　だからこそ、一族の成人の儀はあえて自ら〝歪み〟へ挑みかかることによって行われる。すなわち、この世のものと違う法則性に満ちた〝歪み〟内において、人間としての自らを保つことができるか、一族としての力が備わっているかどうかを試すことによって。

　これはもう、一族が長いことかけて行ってきた儀式であり、その長い長い歴史においてさえ成功率が一〇〇パーセントだったこともあって、努力とか素質とかはほとんど無関係だと思われてきた。結界の民としての血筋さえ確かならば、外法士が儀式の際に呼び出す小規模の〝歪み〟などに吞のまれることなどあり得ない、と。

　その唯ゆい一いつの例外が一かず馬まだった。彼は二度とも儀ぎ式しきに失敗したのである。

　一馬は無論、あちこちで虐いじめられた。同年代の子供たちこそそうした嗅きゆう覚かくには敏びん感かんで、自分たちと違う『能無し』を嘲あざける残ざん虐ぎやく性はむしろ大人おとなよりも強かった。

「そういや、新しんちゃんは優やさしかったっけか……」

　まだ顔を洗いつつ、一馬はにっと笑う。主おもだった盟主家のメンバーが集まる祭儀の際、子供たちもいっしょに集まるのでその都つ度どよく泣かされたりもしたが、八や咫た家の長男はあのときからリーダーとしての素質を発はつ揮きしていて、虐められている一馬をよく助けた。

　みづきはあのときからみづきだった。何事にも無関心で、一馬にも丁てい寧ねいに挨あい拶さつしたが、それ以上に関かかわることはなかった。壬み琴ことは虐める側に回ることもあれば、助けに回ることもあった。要するに気まぐれで、一馬を追いかけ回すのが楽しいときもあるし、かと思えば、他ほかの男の子に虐められている一馬を見たときなど、それを助けるヒロインの役目を面おも白しろがるときもあったのだ。

　美み亜あは、まあ、これもある意味で昔から美亜だった。どこへいっても、すぐに如じよ才さいなく周囲に溶けこんで、必要とあれば兄の存在を無視したし、また、自分を引き立てる場面だと察知すれば「お兄ちゃんを虐めないで！」と必殺のうるうる光こう線せんを振りまいた。昔から何かにつけて兄の弱みを握るのが得意で、０点の答案を隠かくしてもすぐに見つけたり（いまどきそんなお約束をする一馬も一馬だ）、同じクラスの誰だれそれさんが好きでしょー、とすぐに見破って、その秘密と引き換かえに兄にいうこと聞かせたり──いろんな意味で、いまと変わらない。

　一馬が二度目の儀式を失敗すると、周囲の反応はさらに悪くなった。誰だれもがまるでその場に彼がいないかのように振る舞まいはじめ、また、浅あそ生う家そのものへ注意を払うことさえ不ふ名めい誉よのように思っている節ふしさえあった。

　だからこそ、二年前、美亜が無事に成人の儀を終えたときには、実は誰よりも一馬自身が一番ほっとした。

　一馬は風ふ呂ろから上がり、タオルで全身をがしがしと拭ぬぐった。

　結界の民たみ。

　迦か具ぐ羅ら。

　──鬼。

　教えこまれてきてはいても、概がい念ねんでしか理解できなかった黄泉よみの世界とその脅きよう威いが、一気に現実と化して伸のしかかってきた今日、一族の対応もあわただしかったようだ。

　学校では一馬に対してのそれより厳げん重じゆうな警けい戒かい態勢が敷しかれ、クラブ活動のために残っていた生徒たちも大半が帰される一方、民の中でも迦具羅の生徒たちは学校の防ぼう衛えいに回された。

　みづきと八咫は生徒会員として、同じく結界の民である教師たちの判断を仰あおぎつつこれらを取り仕切った。壬琴も遅くまで学校に残っていたようだし、美亜もさっき帰宅するまでは視し聴ちよう覚かく室の事件についてあれこれ教師に質問を受けていたらしい。

　一かず馬まにとってはまるで別世界の話だった。一応は当事者のはずだが、彼はちょっとした事情聴取のあとはすぐに帰宅が認められたのだ。

「……いくら一族だからって、いまどき『鬼と戦う』ってのもさ」

　鏡かがみの前で短めの髪に櫛くしを通しつつ、一馬はひとりごちる。一馬の一族に対する知ち識しきは幼い頃ころに受けた教育の域を出ていないから、昔話ならともかく、ここ数年内に果たして鬼との実戦があったのかどうかさえも知らない。うーん、と唸うなっていると、

「どいてっ」

　いきなり後ろから突き飛ばされた。脱衣場を勢いよく転がった一馬は、タンスの角に頭をぶつけてしまった。

　美み亜あだ。すでに白い着物に着替えているが、藍あい色の腰布は半ばまでしか締しめられていない。彼女もまた、鏡の前であれこれ角度を変えて自分の姿を見つめはじめた。

「死ぬぞ！　死んじゃうだろ！」涙目で一馬は訴えた。「それに、あっちに母さんの使ってた鏡きよう台だいあるだろが。そっち使え！」

「馬ば鹿か。兄貴ってばほんっと馬鹿」美亜は突き飛ばした兄のほうは見ようともせず、「色々な鏡で見たいの！　あっちとは明るさが違うから色合いも違って見えるでしょ。まあ、年ねん齢れいがそのまま彼女いない歴の兄貴に女心を理解しろったって、無茶むちやな話だけど。童どう貞ていに女論を語らせろ、ってくらい無茶な話だよね」

「……例えになってねー。まんまじゃねえか……ぶっ！」

　妹に近づきかけた一馬は大量のおつゆを口から吐き出した。「きったねーなー」と振り返った美亜は、しかし一馬の知っている美亜ではなかった。

「な、なな、何だ、おまえ、その顔は!?」

　風さえ巻き起こす勢いで後ろへ飛び退のいた兄へ、美亜はにたりと笑ってみせた。

「おお？　実の兄でさえ惑まどわすこの色いろ香か。うん、化け粧しようなんてはじめてだからいまいち完成度に自信がなかったけど、これなら大丈夫だね。新しん之の助すけさまの脳のう髄ずい蕩とろかすこと間違いなし！」

　うっふん、とひとつウィンクを送られて、一馬は胃の中からこみ上げてくるものを感じた。しばし苦く悶もんと戦うこと数秒、

「そっか……おまえ、昔っからお絵え描かきは駄だ目めだったもんなあ」

「しみじみと何言ってんの。さ、そろそろ時間だからいこいこっと。兄貴もさっさと着替えなよ」

「おまえ、さっき、新ちゃんがどうとか言ってなかった？　どういう意味？」

「言ったとおりの意味だよ。八や咫た家はいまンところ、一族全体の盟主でしょ。何たって、新之助さまのひい爺じいちゃんがいまの宗そう主しゆさまなんだし。いまのうちに虜とりこにしといて損はないと思わない？」

「中学生が損得勘かん定じようで色気に走るな。つうか、化け粧しよう落とせ。黄泉よもつ醜しこ女めに間違われて狩られるぞ、おまえ！」

「おっ、一族に関連した突っこみ！　兄貴にしちゃやるなあ。もう、実の妹に嫉しつ妬となんてしなくたって……あわわ!?」

　じりじりと近づきかけていた一かず馬まは、そのまま美み亜あの頭をがっしと摑つかんで、洗面台に顔を押しつけた。勢いよく流した水で強引に顔を洗わせる。

「いやー！　何すんのよー！　こっちこそ、迦カ具グ土ヅチで兄貴を狩って……がぼぼぼぼぼぼぼぼ」

　美亜の足がばたばたと宙を搔かく。一馬は容よう赦しやしなかった。許せ、これもおまえのため。妖よう怪かいに変へん化げした妹を外へ連れ出すのが忍びないのだ。

　と、そこへ、兄妹きようだいの仲むつまじいさわぎを聞きつけてか、剣けん三ぞうが足音も荒くやってきた。

「やかましいわ！　何をして……のおおっ!?」

　剣三の飛び出たその両目が捉とらえたのは、トランクス一枚の半はん裸らの兄が、妹を押さえつけている光景だった。暴れた拍ひよう子しに腰布がほどけかけ、美亜の着物が半ばはだけている。白い素す足あしが色っぽくもがいていた。

「やめんかァ！」

　剣三の行動は素す早ばやかった。二人を左右に弾はじいて強ごう引いんにわけさせる。きょとんとした様よう子すの一馬へ、剣三は一本指を突きつけて、泡あわをも吹かんばかりの勢いでわめいた。

「きさ、きさ、きさ、貴様。よもやとは思うていたが、まさか、妹まで毒どく牙がにかけようとは!?　い、いいいかん、いかんぞ。おまえたちは兄妹なのだぞ。ともに思春期の男女、それは色々あるだろうが、し、しかし、それだけはならぬ！　興きよう味み本位にそんな、そんないかがわしい行為に走っては、あとあと、わしの立場とて……」

「げほっ、何言ってんの、おじいちゃん？　がほっ」

　せきこみつつも、美亜が呆あきれた様よう子すで言った。分ぶ厚あつかった化粧はいまや色とりどりの雪崩なだれを起こしていて、ある意味さっきよりも不ぶ気き味みだ。

「兄妹を見て、んなこと考えるほうがおかしいだろ。立場って何だ、立場って」

　割と冷静に兄妹から突っこまれて、祖父は顔中真っ赤にした。口をぱくぱくとさせ、何か言い訳わけのひとつも探しているふうにも見えたが、

「え、ええい、一馬、いいからおまえはさっさと仕し度たくをせい！　一〇八つの盟主家の方々が全員集まろうというときに、粗そ相そうは許さぬぞ！」

　ほとんど逆切れして怒ど鳴なりつけた。

「わ、わかったよ。美亜、ちゃんと顔洗っとけよ、また化粧するんじゃねーぞ」

「うるさいなあ。もういいよ、すっぴんの魅み力りよくで迫るから」

　言い合う二人を見つめていた剣三は、まだその目を血ち走ばしらせていたが、一馬があわただしく脱衣場を去り、美亜も顔を洗ってから出ていくと、ふとその背中を見送る眼まな差ざしに変化を生じさせていた。

「一かず馬まも今年には一六歳……そうか、もうそんなになるか」

　聞くものとていないつぶやき。

「ふさわしい人物になってくれた──とは言い難がたいが、しかし、それでも、あのような境遇の中、よくぞここまで耐えてくれた。素質が芽め生ばえるか否いなかはこれからでいい。いまは、まだ、そう……」







２──

　結界の民たみは、現在、日本においておよそ十数万の家にわかれているが、元を辿たどれば、すべて一〇八つの盟主家に辿たどり着くとされている。その他ほかの家はすべて、盟主家からわかれた分家の数々なのだ。

　一族はそれら盟主家を中心として一〇八つの結界を担っている。うち三六が、黄泉よみが現げん世せに現われた際、前ぜん線せんに立って戦う使命を帯おびた迦か具ぐ羅らの盟主家であり、壬み琴ことの群むら雲くも家、みづきの草くさ薙なぎ家、そして一馬の浅あそ生う家もこれに当たる。ちなみに、新しん之の助すけが学園内で引き連れている土ど留どめ、纏まといの両家は迦具羅ではあるものの元は八や咫た家の分家であり、こちらは盟主家ではない。

　駐ちゆう車しや場じように開放した八咫家の広い敷しき地ち内の一部へ、その一〇八つの家の当主、次期当主などが続々と集まってくる。

　玉砂じや利りを踏みしめて黒塗ぬりのベンツから降り立つものもあれば、近くにそびえる八咫コンツェルンの支社ビルの屋上へとヘリで駆かけつけるもの、変わったところではハーレーに乗って騒そう音おんをまき散らしながらやってくるものもあり、そうした中では、中古のマークⅡで乗りつけた浅生家などは実に平凡な存在だった。

「きゃーっ、悠ゆう里り、久しぶりィ！」

　車から降りるや、美み亜あはいきなりすっとんきょうな声をあげて、駐車場の近くに立っていた同じ年とし頃ごろの娘のほうへと駆かけ出していった。二人手を取り合い、きゃっきゃっとはしゃいでいるのを一馬は遠目にする。

　幼い頃ころに会ったきりの盟主家の少女だろう。そのときから年に数回、文通をやっていたらしい。何といおうか、美亜はどんな場においても実にそつがない。いったいどれほどのネットワークをすでに確保しているものやら、考えるだに恐ろしくなる。

　祖父の剣けん三ぞうもその立場上、いきなり大勢の人々に囲まれて話しこみはじめた。

　ひとり取り残された制服姿の一馬は、あくびを嚙かみ殺しつつ、八咫家の敷地内をぐるりと見渡す。都心部の外れとはいえ、一応は高級住宅街に指定されるここら一帯の中でも馬ば鹿かみたいに広い。しかも全国に展開する八咫コンツェルンの所有するいくつかの家のひとつでしかないのだ。あるところにはあるもんだな、と妙に感心していると、

「来たか」

　一番出迎えて欲しくない人物に出迎えられた。

　本家の離はなれに位置する建物の玄関は、まるで旅館のそれのようだった。無む駄だに明るく、そして無駄に広い。そこに立つ、一いつ張ちよう羅らを着こんだと見える八や咫た新しん之の助すけは、いつもにも増してお侍さむらいさんじみていた。

「災さい難なんだったな。まさか、一族で一番力のないおまえが鬼に襲おそわれるなどと。しかも、普段ふだん迷めい惑わくをかけているみづきくんや壬み琴ことくんに守られるとは、実におまえらしい情なさけなさだ。どうだ、もう生徒会長にも頭が上がるまい。せいぜい優ゆう等とう生として残りの学園生活を過ごすといい。もっとも、おまえの成績ではそれも難むずかしかろうが」

　あっはっは、と太平楽な笑い声を残して、臣しん下か二人を引き連れながら去っていく。対する一かず馬まは、けッ、とひとつ息を吐き捨てて中へと上がりこんだ。

　一〇〇畳じよう以上はありそうな和室の大広間には、すでに大勢の人々が集まっている。今度はいくらか顔見知りもいた。学園の教師もいれば、登下校途と中ちゆうで毎日横切る商店街のおっさんおばさんもいた。縁えん側がわで日向ひなたぼっこをするしか楽しみのなさそうなあのよぼよぼのじいさんは剣けん三ぞうの囲い碁ご仲間だし、見た目、どこかカマっぽい、美み亜あが昔通っていたお花の先生もいた。

　そんな中、やはりひとりぽつんとしていた一馬だったが、

「浅あそ生うさま」

　声をかけられて振り向いた。

　坊主頭の少年が律りち儀ぎに頭を下げていた。蔓かずら正まさ巳みだ。盟主家・次期当主への挨あい拶さつだろう。

「よっ。今度、ここで儀式やるんだって？」

「はい」

「この前、悪かったなあ。まあ、おれみたいにならなくてよかったじゃないか」

「いえ、あの、この前は、ありが……」

　もう一度頭を下げようとした少年の腕が、そのとき後ろから強引に引かれた。正巳の母親だ。

「いいのよ、正巳さん。そんなことをしなくても。それよりも、あちらに八咫の新之助さまがいらしたわ。いらっしゃい。早くご挨拶をせねば」

「え、でも」

「いいから！」少年の手を引いた母親はそこではじめて一馬を見て、「あら、そちらにいらしたの、一馬さま。次期当主さまが放つ霊力イイロが見えなかったので、わかりませんでしたわ。ご機き嫌げんよう！」

　どたどたと、あまり上品とはいえない歩き方で息子を連れ去っていく。

　いまのやり取りで一馬の存在が周囲に気づかれた。意味ありげな視し線せんが飛び交かい、一馬の頭上を越えてそれぞれの思おも惑わくを届かせる。あの儀式のときとほとんど同じ光景だった。そしてこれが二度目の儀式の失敗以降、三年近く、一馬が立たされてきた立場だった。

　さて。一かず馬まはあえて彼らの視し線せんを無視しながら考えた。これから何が起こるかわからない。が、この幕開けを見るに、凄すごく楽しいことが起こりそうじゃないかよ。




　机つくえひとつないその広間に、一〇八つすべての家の代表者数名が集まった。

　一馬、剣けん三ぞう、美み亜あも隣となり合わせに座っている。まだ夜はちょっと肌はだ寒ざむいので、一馬はさっきから暖房くらい入れろよ、馬ば鹿か野郎、と内心で毒づいていた。

　と、そこへ八や咫た新しん之の助すけの父、八咫新しん三ざぶ郎ろうが入ってきた。

　黒い和わ装そうのその男とは一族の祭さい儀ぎごとに顔を合わせたことがある。現宗そう主しゆの孫まごにあたる男であり、一族全体の盟主的立場にある八咫家の現棟とう梁りよう、そして八咫コンツェルン総そう帥すいとしての肩書きも備えている。

　上品な口くち髭ひげをたたえた立派な体たい軀くの男で、こちらはこちらで時じ代だい劇げきの武将を思わせる雰囲気があった。彼が入ってくるだけでどこか場の空気に重みみたいなものが加わり、さすがの一馬も毒づきをやめて正面へと姿勢を正す。

　新三郎は床の間に座し、全員の注目を一身に集めながら口を開いた。

「一〇八つの結界がいま、ここに集つどうた」その声は広間全体に余すところなく響ひびき渡った。「遠方から来られた方々はご苦労であった。また、大事な仕事の最中に来られた方にも苦労をかけた。あるいは、恋人との約束をすっぽかして来られた方も多かろう。代わりに謝あやまることはできないが、その心中察するに余りある。後あと々あとのフォローを忘れぬことだな」

　白い歯を見せた途端とたん、皆がどっと笑った。場の空気をすでに支配している。彼は一〇年前に妻を亡なくしており、いまはひとり身だ。若かりし頃ころは恋多き男性としても知られていたが、現在は八咫家棟梁という座にいながら新しく妻を娶めとるでもなく、また恋の浮うき名なを流すでもなく、実直にその任に励はげんでいる。

　と、新三郎はがらりと声のトーンを変えて場の雰囲気を引きしめた。

「が、何を置いてもまずこの場に方々を招集せねばならぬ事態が起こったのだ。すでに聞き及んでいることかとは思うが、私立天あま津つ学園において結界が破られ、〝歪ゆがみ〟が侵入、鬼と化して現れた。幸い、そこに居い合あわせた生徒でもある迦か具ぐ羅らの諸君の活かつ躍やくによって被害を出すことなく〝歪み〟は退けられたが、しかしこの日本において、結界が破られたのは実に一五年ぶりとなる。担当する結界の家々が不ふ手て際ぎわを起こしたのではないことは調査済みだ。無論、外法士が禁を破って〝歪み〟を無許可に召しよう喚かんしたのでもない。──そう、ここで結論を焦じらしてもはじまるまい。方々もとうに気づかれておられよう。結界の家がその霊力イイロを失ったのでもなければ、外法士が禁を破ったのでもない、ではなぜ結界が破られ、黄泉よみの忌いまわしきエネルギーがこちら側の世界へ流れこんできたのか。答えはひとつだ」

　しん……となった場内、膝ひざをそろえた人々が自分の呼吸ですら静せい寂じやくを乱すのではないかと恐れる空気の中、新三郎は口にした。

「宗そう主しゆの代だい替がわりが近いということだ」

　瞬しゆん間かん、声にならないどよめきが場内を走り抜けたように一かず馬まには思えた。

　無論、ある程度は予想していただろうが、改めて八や咫た家棟とう梁りようの口から聞かされるとなると、皆、さすがに衝しよう撃げきを隠かくしきれない。

「我々、結界の民たみが生涯を賭かけ、そしてその生涯を終えたときですら負っていかねばならぬ使命とはそもそもなんであるか。そも、結界とは何か。黄泉よみとは何か。鬼とは何者であるか。ここに集つどいし方々には無論充分すぎるほど既き知ちの事実であるものの、わたしはあえてここにおいてもう一度語ろうと思う。それをどうぞ非礼と受け取らないでいただきたい。宗主の代替わりを控ひかえしいまだからこそ、改めて一〇八つの家の方々を前に事実を確認しておきたいのだ」

　人々は何となく隣となりに座った盟友と目だけを動かして互いの思いを共有し合った。じれったさともどかしさ、動どう揺ようを誘さそわれつつも、ふたたび新しん三ざぶ郎ろうの声に耳を傾ける。

「そう、それは何と長い歴史であることか。時を遡さかのぼれば際限なく、我々は自らの民のルーツをいついかなる時代にでも見み出いだすことができる。なぜならば、この世に人ありしときにはすでに結界の民はそこにいたのだ。いや、いなければならなかったのだ」

　目を閉じ、新三郎が語りはじめた結界の民の歴史。それはもう一馬にしても何度となく耳にした、というよりも耳にせざるを得なかった、とてつもないスケールの物語だった。

　果たして、この物語を聞いて信じるものがどれほどこの世にいるだろう。それを実感として捉とらえられるものが彼らの中においてさえどれほどいるというのだろう。

　地球上の歴史における、すべての科学的発見を覆くつがえすほどのその事実。

『この世における法則はすべて結界の民が作った』などと！




　古代において、世界は混沌カオスそのものであった、と結界の民の歴史書は語る。

　ありとあらゆる存在が対たい極きよくではなく同列に存在していて、あるいはひとつに溶け合い、あるいは混雑し、朝も夜もなく、いいや、生と死さえなく、ただ、そこにありつづけるだけの世界であり、人間でさえも、その世界を闊かつ歩ぽする混沌とした存在のひとかけらでしかなかった。

　そんな中、世界を混沌からいまある形へ変えたのが、他ほかならぬ結界の民だというのである。

　混沌との関かかわりを捨て去るため、まず自分たちの肉体を捨てた民の祖先は、精神力──いまでいう霊力イイロだ──のみの存在となった。

　ひとりひとりが霊力の盾たてとなり、仲間たちを混沌の〝定義〟から守ろうとしたのが、すべてのはじまりだったと伝えられている。そうして徐々に世界を包み上げていくほどに巨大な「盾」を形成した彼らは、やがてそれを結界と呼ぶようになり、自分たちにとって有害な、混こん沌とんとした〝定義〟を次々とその外へと追い払っていったのだ。

　その筆ひつ頭とうとして、最初に彼らが世界から放ほう逐ちくしたのが〝死〟だった。死せるものはこの世界でありつづけることはできないと定義づけた、ということはつまり、生死のメカニズムさえ、決定づけたのは結界の民たみだという意味である。

　生と死がそうして生まれたように、彼らはひとつに溶け合っていたありとあらゆる混沌カオスを、対たい極きよくにわけることによって〝定義〟づけていき、いまある世界を形成したのだ。

　彼らが現在は「黄泉よみ」と呼ぶものこそ、かつて結界の外へ追いやられた「混沌」であり、そして、「鬼」とは、こちらでいう〝命の定義〟に当てはまらないために放ほう逐ちくされた、いわば死せる生命体とでもいうべき存在。

　民はそれら、生命なき生命体を最初は「隠おぬ」と呼んでいた。そこにいない、目に見えない、という意味のその音がいつしかなまって「鬼」へと転じたのである。

　……その後、新しん三ざぶ郎ろうの説明は、一〇八つにわかれた結界の民が辿たどった困こん難なんの道へと及び、金属生命体とでもいうべき「迦カ具グ土ヅチ」の発見によって誕たん生じようした戦士「迦か具ぐ羅ら」のこと、一族の中に裏切り者が生まれて勃ぼつ発ぱつした内乱、やがてその裏切り者を「外法士」として一族のシステムに組みこんだこと──など、次々と語られていった。

「鬼がこの世でそうであるように、人間は〝歪ゆがみ〟の中ではその命を長らえさせることができない。人間という存在そのものの〝定義〟さえ書き換かえられ、中には霊力イイロを反転させられた挙あげ句くに鬼となる事例もいくつか報告されているほどだ。そこで我ら一族は、なおも結界を衝ついて現れる鬼を〝歪み〟内で斃たおすため、迦具羅という戦士を育成した」

「迦具土と呼ばれる金属生命体──これもまた、黄泉からもたらされたものだが──を用い、この世の〝定義〟にさえ多少の干かん渉しようを許された彼らには、率そつ先せんして鬼と戦う使命が課かせられておる。彼らを束たばね、率ひきいることが許されるのは、一〇八つの盟主家の頂点に位置する〝宗そう主しゆ〟、そして結界の長おさたる〝城主〟のみだ。それ以外の民は己おのれの霊力を結界に注そそぎこみ、彼らの戦いをサポートする。いまだ結界が完全に統とう率そつされなかった時代、ほころびは至るところで現れ、戦いは数限りなく、そして多くの戦士たちの命が失われた」

「が、およそ五〇年前、ようやく一〇八つの結界をひとつに束ねる最初の器うつわが現れた。結界の民の現宗主・八や咫た新しん一いち郎ろうさまがそうであらせられる。それによって結界は完全に日本全土を覆おおい尽くし、ほころびも生じなくなった。我らはついにこの世の〝定義〟を守り抜いたのだ」

　いつしか、熱弁を振るう新三郎の声が、一かず馬まの右耳から左耳へと吹き過ぎていく。

　一馬の脳味み噌そは白旗を上げつつあった。ばたんきゅう。お疲れ。メモリー容量が足りません。アプリケーションをいくつか終了させてください。

　彼はまた大欠伸あくびしそうになって、あわてて口を押さえた。まったく──昨日から何だっつうんだ。こっちはせっかくの盗とう撮さつも無む駄だに終わって意い気き消しよう沈ちんだってのに。

「が、認めねばなるまい。結界にいまほころびが生じたということは、宗主さまのお力が衰えかかっているのだ。また第二、第三の〝歪み〟が現れよう。放っておけば、ふたたび現げん世せは混沌に落ちかねぬ。我ら結界の民は、新たな宗主を選えらび出さねばならぬ時期に差しかかったのだ」

　退屈だったので、一かず馬まは眼球だけをぐりぐりと動かして左右を探っていた。

　まず、壬み琴ことの姿が目に入った。遠く離はなれた位置できりっとした横顔を見せている。女子生徒が夢中になるのもわかる気がした。目鼻口が描えがくあのラインは、「美女！」というより、どちらかというと「美少年！」のそれなのである。さて、次は……と、一馬はみづきの姿を捜さがそうとして──、

　脳天に電でん撃げきを落とされた。

　ぞくぞくぞくっと身体からだに悪お寒かんが生じる。一馬はこみ上げてきたものをぐっと吞のみこんだ。

　──くそっ。またかよ。

　理由はわからない。また、感じたのだ。

　冷たい違和感。身体を這はい登ってくるこのおぞましい気配けはい。

　昨日の儀ぎ式しきのときと同じだ。一馬の身体と心とをじわじわ黒い影かげが蝕むしばんでいく。歯を食いしばった。拳こぶしを握りしめた。足の指をぎゅっと内側へ畳たたみこんだ。

「我ら六賢けん人じん──八や咫た、群むら雲くも、草くさ薙なぎ、天あめ之の、木この葉は、月つく詠よみの当主たち──は、すでにこのとき来きたるを予期し、何度かの協きよう議ぎを経へて、次の宗そう主しゆの候補たる人物を選えらび出しておる。方々に集まっていただいたのも、その新たな宗主を承認していただくためだ」

　おおお……。今度こそ、隠かくしきれないどよめきが場内に満ちた。

　結界の民たみの宗主。一〇八つのすべての結界を統とう括かつし、その身と引き換かえに世界の〝定義〟を守る、日本における一族の頂点に立つべき存在。

　その、新たな宗主がいまこの場で選び出されようというのだ！

　誰だれに促うながされるでもなく、皆の視し線せんがある一点へと集まった。

　八咫新しん之の助すけである。

　八咫家は一族全体の盟主的立場にあり、また、例外なく強い霊力イイロの持ち主を輩はい出しゆつする血筋でもある。新之助は成人の儀のとき、〝歪ゆがみ〟を一いつ瞬しゆんで吹き飛ばした、記録保持者レコードホルダーでもあるのだ。

　八咫新しん三ざぶ郎ろうは一族の運営を司つかさどる六賢人の座についたため、宗主の地位を手に入れることはできない。ということは、自然と、その息子である新之助に次の宗主の権限が与えられることになるのではないか──と誰しもがそう予感した。

　ただひとりをのぞいては。

　そのただひとりは苦しんでいた。すでに新三郎の声など耳に入っておらず、間かん断だんなく襲おそいかかってくる苦しみにひたすら耐えていた。冷たい汗が毛穴という毛穴から吹き出てくる。一馬は深呼吸した。落ち着け、落ち着け、落ち着け。また悲鳴なんてあげてたまるか。こんなのはただの錯さつ覚かくだ。何もないのに〝歪み〟を感じるなんて、きっと、おれは悪い夢を見ているんだ。

　すう、はあ、すう、はあ、と数回、深呼吸をくり返すと、少しだけ落ち着いてきた。身体中に染しみこんできた、黒い、ぬめりとした違和感も、心持ち去っていったように思われた。

　一馬はほっとひと息ついて、額ひたいの汗を手で拭ぬぐった。

　汗には目と鼻と口があった。

　目が合うこと一いつ瞬しゆん、

　それがにやりと笑いかけてきた！

「うわあああっ！」







３──

　新しん之の助すけに集まっていた視し線せんがいっせいに一かず馬まに浴あびせかけられる。

　一馬は立ち上がっていた。すわ、何事か、と迦か具ぐ羅らのうち数名が腰を持ち上げかけ、また、すでに迦カ具グ土ヅチを実体化させかけているものまであった。

　が、叫びの発生源が一馬であることを知ると、その顔から緊きん張ちよう感が失われ、代わりに嘲あざけりと怒りとを横切らせた。

「どうした？　浅あそ生うの」

「あまりの緊張感に耐えかねたか」

　大人おとなたちがからかうと、今度は聞き覚えのある声が、

「まさか、ご自分が選えらばれるとでも思っていらっしゃったのかしらねえ」

　とあとを引き継つぎ、周りをどっと沸わかせた。蔓かずら正まさ巳みの母親が抱いた恨うらみはとことん深いらしい。

　一馬は答えなかった。

　最初は笑っていた人々も、彼がまだ突っ立ったままなので、そのうち声に苛いら立だちを募つのらせるようになった。

「何をしている。とっとと座れ！」

「またも大事な場を汚しおって。そもそも、家の世継ぎであろうが何であろうが、何の力もないものがこの場にいること自体おかしいのだ！」

「ええい、いいから、そいつをここからつまみ出せ！」

　口々に怒ど鳴なりまくる。さすがに見かねた美み亜あが兄のズボンを引っ張ったが、一馬は目を剝むいたまま動かない。なぜか剣けん三ぞうは黙だまったままじっと腕組みしていた。

　壬み琴ことが立ち上がりかけた。あの馬ば鹿か！──唇くちびるを嚙かみしめ、いざというときは実力行使をする覚かく悟ごで進み出かける。

　その足が止まった。いや、彼女だけではない。飛び交かっていた怒声が一瞬にしてぴたりと止やんでいた。

　新しん三ざぶ郎ろうが立ち上がったのだ。

　風をも立てながらその足が歩みを運び、立ち尽くしたままの一馬へ近づいていく。誰だれもが息を吞のんだ。さっきまでの騒さわぎが噓うそのような静けさの中、盟主・八や咫た家の棟とう梁りようの顔からは表情というものが消えていた。

　が、意図は明白だった。いままで何の力も示さなかった一かず馬まに対し、一族は取り立てて特別な対応を示さずにきた。しかし、それも限界なのだろう。新たな宗そう主しゆを選えらび出すといういまだからこそ、能無しを一族の末席から外すいいタイミングなのかもしれなかった。

　一族を放ほう逐ちくされた人間が果たしてどんな運命を辿たどることになるのか、誰だれも知らない。特殊な術によって結界の民たみに関する記き憶おくを封ふうじられ、別人となって生きていくのだ、という説もあれば、そのような面めん倒どうな手順は踏まず、ただ単に闇やみへ葬ほうむり去られるだけなのだ、という説もある。

　新しん三ざぶ郎ろうが一馬の前に立った。二人を見上げる美み亜あの顔は蒼そう白はくになっている。わなわなと震ふるえる手をどこに持っていっていいかわからない、というふうに泳がせていた。

　静せい寂じやくは、いまこの一いつ瞬しゆんにこそ凝ぎよう縮しゆくされた。

　数秒。

　新三郎の手が伸びた。張りつめた空気が一気に裂さけるかと思われた。その手は一馬の肩に触れていた。瞬間──、

　ぐらりと一馬の身体からだが傾かしいだ。

　前のめりになったその肉体を、新三郎の腕が抱き止める。一馬は気を失っているように見えた。新三郎は目を閉じた彼の顔をしばし見つめてから、ゆっくりと畳たたみの上へ彼を横たえる。

　まるでこの異様な雰囲気に言葉を吞のみこまれたかのように誰も何も言えずにいるうち、新三郎本人が口を開いた。

「ご苦労であったな、浅あそ生う剣けん三ぞう」

　誰にその意味が理解できただろう。なぜ一馬が倒れたのか、なぜいま新三郎が声をかけるべきが浅生の現当主なのか。そして「ご苦労」とは？

　全員が意味を理解しかねて身動きできずにいたそのとき、声をかけられた浅生剣三が深々と首を垂たれた。

「長きにわたりお預かりしていたご子息を、いまここにおいてお返しします。浅生──ではなく、八や咫た一馬を、いま」

　声が震えていた。肩も震えていた。剣三の全身が震えるのを、新三郎は見下ろしていた。

　ふたたび降りた沈ちん黙もくは、いままでのそれとは意味が異なっていた。

　結界の民の主あるじだった面めん々めんは、さっきまでの緊きん張ちよう感と異なり、むしろ、どこかきょとんとしたように顔を見合わせていた。いま何か、とてつもない言葉が聞こえた気がする。ご子息？　誰が？　誰の？　ははは、おれのか？　いいや、おまえのだ。

　クエスチョンマークが点滅する場内、もうひとりの人物が立ち上がった。

「ち──父上」苦しげに呻うめいたのは、八咫新しん之の助すけだった。「い、いま、浅生のご当主は何とおっしゃられたのですか。父上、そして、あなたは……」

「言うたとおりの意味よ」

　新しん三ざぶ郎ろうは、剣けん三ぞうと、眠るように横たわった一かず馬まとを交互に見下ろしながらそう言った。

「浅あそ生う一馬──浅生家の嫡ちやく男なんにして、儀ぎ式しきに失敗した唯ゆい一いつの迦か具ぐ羅ら。本人も含め、誰だれもがそう思っているであろう。当然のことだ。彼の本当の姿を知るものはそう多くない。いままでそれを知っていたのは、剣三、六賢けん人じん、現宗そう主しゆ、そして他界した浅生家の若夫婦と、これも亡なくなったわたしの妻だけだった。……いままでは」

　まるで、自分自身に言い聞かせるかのように、彼は、ゆっくりと、言葉を選えらびながら話しつづける。傍かたわらに腰を下ろしたままの剣三は言葉を挟はさまなかった。

「一馬……。亡き妻がつけた名だ」新三郎は下ろしていた視し線せんをふっと持ち上げた。「そう、もうわかるであろう。八や咫た一馬は、新しん之の助すけ、おまえの弟だ」

「なっ……！」

「馬ば鹿かな」

　口ごもる新之助に代わって、そう呻うめいたのはかなり年配の結界の民たみだった。白髪頭を震ふるわせ、新三郎にほとんど詰め寄らんばかりの勢いで、

「確かに、八咫の奥おく方がたは新之助さまをご出産してから一年後、ふたたび懐かい妊にんなされた。が、確か、そのお子は、不幸にも死産であったはず。少なくとも、我々はそう聞かされている！」

　時ここに至ってようやく──止まりかけていた人々の時間が動きはじめていた。感じるべき感情が舞まい戻り、口にするべき疑問が口を衝ついて出る。一いつ瞬しゆんにしてざわめきはじめた彼らを、新三郎は一度ぐるりと見渡してから、すうっと息を吸いこんだ。

「順を追って話そう。静まるがいい、方々！」

　さして大きくないのに、ずしんと腹ふつ腔こうに響ひびくようなその声に打たれて人々はびくりと背中を波打たせる。静せい寂じやくの波に吞のまれかけた彼らへ、新三郎はふたたび語りはじめた。

「生まれたばかりの八咫一馬を、素す性じようを偽いつわって別の家へ預ける。──そう考え、実際に指示を下されたのは、誰たれあろう、現宗主の新しん一いち郎ろうさまなのだ。最初にそう言われたとき、わたしも妻も衝しよう撃げきに打たれたものの、しかしどこかでか理解できるものを感じていた。なぜならば、わたしがこの手に抱いた一馬は、赤あか子ごの身でありながら、あまりに強い霊力イイロを発していたからだ。ただそこにいるだけで、周囲の〝定義〟を乱してしまうほどに。いや、赤子の身でありながら、というよりも、赤子であるからこそ、その力は桁けた違いだったのだろう。生まれ落ちたばかりの赤子はこの世の〝定義〟を深くは理解せぬため、時折、このような現象が起こるのだ。新之助、おまえもまた、一馬との力の差はあれど、生まれたばかりのときはそうであった。つまり、八咫家に二人も素す晴ばらしい霊力の器うつわが現れたことになる。それはしかし、喜ばしいばかりの事実ではなかった」

　一馬は眠りつづけている。顔色は白く、身体からだはぴくりともしない。本当にただ眠っているだけなのかどうか、傍はた目めにはぞっとするほどに判別がつかなかった。

「あまりに強い力の持ち主が、同じ血筋の中に二人。これが招くものはさらなる一族の発展であるかもしれぬ。が、あるいは争いであるかもしれぬのだ。それはどちらも同じ可能性を秘めていただろう。しかし我々はもう二度と一族間の争いを起こしてはならぬと誓ちかい合った身。外法に身を落とし、互いに相あい争ったあのような時代を二度と招いてはならぬと誓い合った身。同じ可能性を秘めているのならば、と、宗そう主しゆさまは一かず馬まを別の家へと預ける決心をなされたのだ」

　そこまで言ってから、いったん新しん三ざぶ郎ろうは口をつぐんだ。十数秒の間、反応はなかった。と、八や咫た新しん之の助すけが喉のどを詰まらせたような声で、

「し、しかし、一馬は、二度とも儀ぎ式しきに失敗しております。その彼が、強い霊力イイロの持ち主だとは、とても……」

「当然のことだ。己おのれにふさわしい迦カ具グ土ヅチを形づくって、目の前の〝歪ゆがみ〟を斬きり裂さく儀式──それが、迦か具ぐ羅ら家の次期当主が八歳のときに行うお披ひ露ろ目めの儀式だ。次期当主が迦具土を扱える素質を示すためのものだが、これに一馬が失敗したのは、力がなかったからではなく、先ほどから言うように彼がそもそも迦具羅の家のものではなかったからに他ほかならない。浅あそ生う家に伝わる迦具土は、たとえどんな霊力の持ち主だろうとも、浅生の血筋のものにしかその力を解放せぬのだから。逆に言えば、それこそ一馬が浅生家の人間でない何よりの証あかしなのだ」

「…………」

「そして一馬が次に迎えた成人の儀。これに失敗したのも至し極ごく簡かん単たんな理由がある。あの儀式の際、一馬に下ろされた〝歪み〟は、通常、成人の儀を迎える結界の民たみに下ろすそれの百数倍の濃のう度どを持っていた。あまりにあっさり〝歪み〟を破られては、彼の力のほどが知れてしまうからだ。菊理くくり媛ひめに頼み、三ヶ月の日数をかけて呼び出したその〝歪み〟は、おそらく黄泉よみの世界の最下層に漂ただようそれにも劣るまい。いまこの場にいる誰だれが、単身、そんな〝歪み〟に耐えられよう。が、一馬は一三歳のときにその強い〝歪み〟に吞のまれながら、わずか一いつ瞬しゆんであれ、自らの〝定義〟を保ったのだ。それもまた、一馬が強い力の持ち主である、何よりの証であろう」

「……で、あるとしても。そうだとしても」

　新之助は喘あえぐように言った。この先の言葉を紡つむぐのを、まるで彼自らが恐れているかのように、一度つっかえ、それから何度かためらい、そして、ようやくのことで新之助は、この場にいる誰もがいま、もっとも聞きたがっていたことを口にした。

「なぜ、いま、それを話すのです、父上？　なぜ、いまになって、一馬のその真実を我々に話されたのですか？」

　本当は聞きたくなどなかったのかもしれない。彼は父と同じものを見つめていた。いままで毒虫のように嫌っていた男がそこで眠っていた。

　新三郎は言い放った。

「そうだ。我ら六賢けん人じんが選えらんだ次期宗主は、いまここに眠る男。──八咫一馬だ」

　ああっ！

　金切り声が響ひびいた。人々はその声を発した蔓かずら家の奥おく方がたを見やり、まるで雷いかずちに打たれたかのように表情と身体からだを硬直させたその姿に半ば呆ぼう然ぜんとした。

　誰だれもが、彼女と同じく叫び出したかったに違いない。こちらも衝しよう撃げきに打たれて立ち尽くす息子の新しん之の助すけも、もはや動どう揺ようを表情から隠かくす術すべを忘れた結界の民たみたちも。声がしないだけの沈ちん黙もくの中、一種異様な雰囲気が場内を包んでいた。

「……」

　と、そんな彼らを見渡していた新しん三ざぶ郎ろうは、他ほかのそれとはまるで違う、ひたむきな眼まな差ざしと正面から出くわした。

　横たわる一かず馬まのすぐ近く、新三郎を見上げているその娘は確か浅あそ生う家の長女。一馬が浅生家の人間でなくなる以上、迦カ具グ土ヅチを受け継つぐ次期当主となるべきはずの娘だ。新三郎と目が合うと、彼女は勇気を振り絞るように口を開いた。

「新三郎さま。それで……なぜ、兄は、いいえ、その、彼──そう、彼は、なぜ……」

　なかなか言葉にならない。もどかしそうに一度口ごもった彼女を見て、新三郎は我知らず微笑ほほえんでいた。

「案ずるな。そなたの兄は──二度の偽いつわりの儀ぎ式しきを経へた彼は、いまこそ正式な儀式に挑いどんでいるのだよ」

「儀式に？」

　新三郎は頷うなずいた。いまだ、驚おどろきと不ふ審しんとを代わる代わる面おもてにのぞかせる人々にも聞こえるよう、大声で言う。

「〝歪ゆがみ〟とひと言で我々は呼び習わすが、黄泉よみを流れるその風にもいくつか種類がある。肉体と精神双方に影えい響きようを及ぼすもの、あるいは肉体のみの〝定義〟を変えようとするもの、そしてもうひとつが、人の精神のみを喰くらおうとする〝歪み〟だ。普通に考えれば、我々が儀式のとき外法士に招かせる〝歪み〟のように、心身ともに包み上げる〝歪み〟こそがもっとも恐ろしい存在だと思うだろうが、実は、我ら人間にとって真に恐るべきは精神のみに攻こう撃げきを加えようとする〝歪み〟なのだ」

　誰だれも口を挟はさまない。新三郎はつづけた。

「その〝歪み〟はまず人間の肉体から精神のみを切り離はなそうとするからだ。考えてもみよ。もしも我々人間がその肉体の〝定義〟を変えられそうになったときでも、必死に自分の姿し形けいを念じるのはたやすかろう。我々は常に肉の器うつわとともにありつづけるからだ。が、心の形とは？　それを具体的に思い浮かべられるだろうか。肉と切り離されてなお、我々は自己の存在を〝定義〟づけられるだろうか。──いま、一馬はそのもっとも恐るべき〝歪み〟の中にいる。これを無事乗り越えたとき、彼は本当の意味で成人と認められ、次期宗そう主しゆ候補としての素質をも我々に示すことだろう」

　浅生家の娘は話の途と中ちゆうから目を伏せ、一馬の姿のみをじっと瞳ひとみに映していた。

　すまぬ、と口には出さずつぶやいて、新しん三ざぶ郎ろうは腕組みして座したままの剣けん三ぞうの肩へと手をかけた。




　最初、目の前に〝歪ゆがみ〟が人ひと型がたとなって現れたとき、一かず馬まは逃げようと立ち上がったつもりだった。が、その刹せつ那な、すっぽん、という奇妙な音とともに彼は空へと浮き上がっていたのだ。

「おおお!?」

　いつの間に、おれは壬み琴ことみたいに、〝歪み〟を飛べるようになったんだ!?

　凄すごい！

　一馬は自在に空を飛べるのが楽しくてならなかった。

　しばし、追いかけてくる鬼の存在をも忘れ、彼は結界の民たみたちの頭上を軽やかに舞まった。

　見て、見て。どうだ、凄いだろ。

　得意げに見せびらかそうとしたのだが、人々が彼に気づいた様よう子すはなかった。何か口々に怒ど鳴なっているようなのだが、こちらはこちらで一馬には聞こえない。誰だれか気づいてくれる奴やつはいないのか、と思って、壬琴や、美み亜あの鼻先をかすめる勢いで飛んでみせたのだが、やはりどちらも反応を示さない。

　と、おかしな男を見つけた。全員が腰を下ろしている中、ひとりだけ大広間に突っ立っている。

　わはは、何て間ま抜ぬけ面づらだ。どれ、近くでもっと顔を拝おがんでやろう、と、一馬はその馬ば鹿かのすぐ近くへと飛んでみた。

　短めの髪に見み慣なれたブレザー姿。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。顔立ちはまあ普通だが、口もとにしまりがないから典型的三枚目といったところか。つまらない奴だ。きっと、平々凡々、取り立てて幸せも波乱もない人生を送っているのだろう。おまえそれでいいのか。もっとおれのように野性味のあるカリスマみたいなものを全身から滲にじませ……。

『ぬおっ!?』

　一馬は目を剝むいた。というよりも、目を剝こうとして、自分に目がないのに気づいた。

　当然だ。なぜなら彼の目は、いま、大広間に突っ立っているその馬鹿が持っていたからだ。目だけでなく、手も、足も、顔も、とにかく肉体の全部を持っていかれていた。つまるところ、その馬鹿とは、他ほかの誰でもなく、一馬自身なのだった。

　そう気づいてはじめて、一馬は自分の存在がひどく不安定になっていると感じた。まるで、数すう億おくの水滴が寄り集まってかろうじて一馬という存在を形づくっているかのような、ひどく頼りない感覚。ちょっとでも気を抜くとそのまま水滴がこぼれ出し、あっという間にぼろぼろと形が崩くずれて存在そのものが消えかねない。

『何でだよ！　こら、手前てめえ！　おれの肉体を返せ！』

　一かず馬まは声にならない怒鳴り声をあげつつ、肉体のほうへと近づこうとしたが、そのとき、背後から異世界の気配けはいが猛もうスピードで迫りきた。

　あわてて急浮ふ上じようし、黒い尾をたなびかせつつこちらへ迫る〝歪ゆがみ〟から逃れる。

『くそっ！』

　一かず馬まはその部屋から抜け出した。壁かべをもすり抜けられるとわかって、数度ほど床や曲がり角の中を通り抜けていく。

　鬼はぴったりこちらについてきた。

　不ふ可か思し議ぎなチェイス劇げきを演じつつ、一馬はつとめて何も考えないようにしていた。疑問は山のようにあれど、いま考えてしまったなら、このあやふやで不安定な自分自身の存在が泡あわのように弾はじけてしまうのではないかという恐怖があった。

　だからあえてこれはとても自然なことなんだと思いこんで、ただ鬼との距きよ離りを稼かせぐことのみに専念する。思考回路がとても単純にできている一馬ならではといえた。

　一馬自身はただ闇やみ雲くもに飛び回っているつもりだった。

　が、不意に強い引力を感じ、まるで引っぱられるようにしてある一点へと向かわされているのに気づいた。

『何だ？……』

　辺あたりの様よう子すが一変していた。八や咫た家の大邸てい宅たくの地下だろうか。暗く、冷たい鍾しよう乳にゆう洞どうが広がっている。盟主家ならば、結界を司つかさどるための聖堂がどの家にもある。蔓かずら正まさ巳みが儀ぎ式しきを行った浅あそ生う家の洞どう窟くつのように。ではここは八咫家の聖堂だろうか。垂たれ下がった鍾乳石の間を飛びながら、一馬はその先に奇妙な物体を見つけて、今度こそないはずの目を瞠みはった。

『船……！』

　そうとしか見えなかった。洞窟の奥まった場所に、黄こ金がね色の巨大な船があった。引力はそこから発せられていた。

　瞬しゆん間かん、強い既き視し感が熱い矢のようになって一馬を貫いた。

　見覚えがある。彼には確かにこの船に見覚えがある。だが、思い出せない。それにまつわるどんな映像も思い浮かんでこない。いや……。

　ただひとつだけ、いま、一馬をよぎった光景があった。

　──船の前で、幼い子供がひとり、おれに手を差し伸べて。

　──偉そうな口調で言ったんだ。『友達になってやる、ありがたく思え』

　──ばっかじゃねえの、とおれは言って。

　──もうひとり、幼い女の子と、おれは小指を絡からませ合っていて。

　──向こうに、さらにもうひとり。大人おとなの女の人だ。こちらを見つめている……。

　──顔が、見えない。

　──くそっ！　どうして見えないんだ。なのに、どうしてわかるんだ。

　──あの人は微笑ほほえんでいる。それだけわかる。どうして？　どうして？　どう……。

　一かず馬まはその間、凄すさまじい速度で船に吸いこまれていた。抵抗することさえ思いつかなかった。なぜだかこの既き視し感に抱かれているのが、とても心地よかったから。

　瞬しゆん間かん、船が〝吠ほえた〟。




「見つけたか、一馬」

　新しん三ざぶ郎ろうが言った。ふと顔を上げかけた美み亜あは、そのとき、一馬が身じろぎしたのに気づいてあわてて視し線せんを元に戻した。




　一馬は新たな肉体を手に入れていた。

　船そのものがいまや彼の腕であり、足であり、頭だった。

　あまりに巨大になりすぎた自分の肉体に半ば陶とう酔すいした一馬は、いまならば何もかもが自在になる気がした。

『凄すげえ！　人ひと型がたロボットに変形するのかな!?』

『するわけないじゃない』

　何だ、残念、と思いかけ、はっと我に返る。一馬はいま頭によぎった声が誰だれのものだかわからなかった。

　が、あまり思考に沈んでいられる時間もない。〝歪ゆがみ〟はなおも迫りくる。一馬は意い識しきを集中させた。身内からたぎるような、熱いエネルギーの奔ほん流りゆうを感じる。いまならば何も怖くはなかった。

　これが霊力イイロなのだ。

　何だ、こんなに簡かん単たんなことだったんだ。

　人は生きているだけで霊力を手にしている。当然のことだった。霊力こそ、人が、死をこの世の〝定義〟から外したために手に入れた生命力なのだから、誰しもがそれとともにある。あとは、意識するか、しないか──ただそれだけの問題なのだった。

　彼はその熱いエネルギーを一本の束たばのように収しゆう縮しゆくさせ、身体からだから解き放つ様をイメージした。数秒もかからなかった。〝歪み〟が巨大な手足を広げ、船の前へ覆おおい被かぶさろうとする。その中央を霊力の矢が貫いた。

　鬼の姿もろとも冷たい違和感が消失していくのを、一馬は心地いい浮ふ上じよう感とともに味わっていた。やっと、やっとおれも一人前だ。

　これで認められるぞ。みんなから認められる。これで……もう、みづきさんも……壬み琴ことも……あんまり……馬ば鹿かにしないで……くれると……いい……なあ。

　船から離り脱だつした一馬は、今度もまた、何か強い力に引っぱり上げられるようになりながら、意識を遠のかせていった。




「……おぅっ」

　ぶるっと身み震ぶるいして一かず馬まは跳はね起きた。

　ぼんやりとした視界に、太い梁はりを渡された天てん井じようが飛びこんでくる。一馬は大急ぎで自分の手を見つめた。普通の手だ。さっきまで、何もかもを自由にできる気がした巨大な存在などではなく、ごく普通の、どこにでもある、ちっぽけな男の手だった。

　何だ、結局、夢だったのか、と思い、一馬はがっかりした。──そりゃそうだよな。二度にわたって儀ぎ式しきに失敗したおれが、どうしてあんな巨大な何かになれることなんかあるだろう。ちっくしょう、あんまり気持ちのいい夢なんか見るもんじゃない。残ざん酷こくじゃないか。

　ふう、とひと息ついて立ち上がろうとした一馬は、

「ぶっ」

　びっくり仰ぎよう天てんして、ふたたびひっくり返りそうになった。

　彼の周りを、結界の民たみたちがびっしり取り囲んでいたのだ。とはいえ、居眠りしていた一馬を責せめるような感じはない。じゃあ、どんな感じなのか、と問われてもわからない。何しろ全員が平へい伏ふくし、頭を畳たたみの上に擦こすりつけていたのだから、顔ひとつ見えやしないのだ。

　何だ？　何だ？？　何だ？？？

　一馬はうろたえた。うろたえながら、新しん三ざぶ郎ろうまでもが平伏しているのに気づいてさらに泡あわを喰くった。この人が頭を下げるなんて！　ということは、もっと偉い人が現れたんだ。盟主の八や咫た家の当主より偉い人となると……。

　ひえ！　宗そう主しゆその人じゃないか。

　もう一度一馬はうろたえまくって、あたふたと動き回った挙あげ句くに「ぐえ」と誰だれかの後頭部を踏んだ。あっ、ごめん、と言いながら飛び退のくと、「ぐえっ」とそこにもまた誰かの後頭部があった。「ぐえ」「ぐえ」「ぐわっ、ぐわっ、ぐわっ」と大勢の人々の後頭部を踏んで、何なに気げに『蛙かえるの合唱』を演奏し終えた一馬は、もうどうすることもできなくて、最後の最後に、あ、おれも平伏すればいいんだ、と思い至った。

　大広間の中央、彼も時じ代だい劇げきさながらに「へへえ」とひれ伏す。

　実に馬ば鹿か馬鹿しい光景となった。

　それからやや間があって、このままでは埒らちが開あかん、と判断したのか、八咫新三郎が少し面おもてを上げて、一馬の肩に手を伸ばした。畳に顔を擦りつけていた一馬にはそれが誰の手かわからず、宗主さまがおいでになられて肩を触ったものだと誤解した。

「うわああ！　ご、ごめんなさい、ごめんなさい。二度と覗のぞきはしません、隠かくしカメラも全部壊こわします。保ほ健けん室しつから身体測定のカルテを盗んで女子生徒のスリーサイズをひとり三〇〇円で公表したりもしません！」

「いえ、あの」

　押し留とどめようとする新三郎の声ももはや一馬の耳には届かない。

「そういえば、去年の文化祭で『美み亜あの私生活』と題してこっそり売った、ドキュメンタリータッチの小説、あれは生なま写じや真しんつきということもあっていい売り上げでしたから、今年も続ぞく編へんを書いて売ろうかと思ってましたが、止やめにします、ごめんなさい」

「…………そんなことしてたの？」

　思わず洩もらした美亜のつぶやきさえも耳に入らない。

「ええと、あと何でしょう。学校に居残って仲間と騒さわいでいたとき、酒吞のんで酔っ払って、思わず女子バレー部の部室に忍びこんで、落書きしまくったとか。ああ、そのときに体たい操そう服が盗まれた事件がありましたが、あれはおれじゃありませんよ、はい。それから……」

「一かず馬まさま！」

　耳もとで怒ど鳴なられて、びくっと一馬は押し黙だまった。

　それから、おそるおそる顔を持ち上げ、こちらへ膝しつ行こうしていた新しん三ざぶ郎ろうと間近で顔を突き合わせる。……カズマサマ？

「お立ちください、一馬さま。我ら六賢けん人じんは、あなたをこそ、次期宗そう主しゆとして選えらび出したのです」

「……ジキソウシュ？」

　アホみたいな顔をしてくり返すことしかできない一馬である。

　当然だ。ただでさえ脳味み噌そが白旗を揚あげていたのだ。今日はもう、一馬の脳にこれ以上何かを詰めこむ余裕などない。ぽやーっとした顔で、どこか汗ばみはじめたおっさんの顔を眺めていた一馬は、そのとき、後ろのほうで立ち上がった人ひと影かげに気づいた。

「わたくしは認めません！」

　八や咫た新しん之の助すけだった。

　何を認めないかはわからないが、その声があまりにキッパリしていたから、一馬にはとても正しいことのように感じられて、思わず深々と頷うなずき、「そうだ、そうだ」と叫んでいた。根が素直なのだ。

「そのような男が次期宗主など……いったい、結界の民たみの誰だれが認めましょう！」

「まったくだ！」

「人が紡つむぐ以上の歴史を誇る我ら結界の民！　その歴史にこのような汚お点てんを残すことなど、いったい誰が望むのでしょう!?」

「もっと言ってやれ！」

「宗主にふさわしき器うつわと力を示す機会をわたくしに下さい！　そうすれば、彼など……」

「いいぞっ、兄あんちゃん！」

　一馬は合いの手を入れるつもりで叫んだのだが、ぐるっとこちらを向いた新之助の、

「貴様がおれを兄ちゃんと呼ぶなあああああああ！」

　涙ながらの怒ど声せいという、意外な反応が返ってきて一馬のほうがびっくりした。

　はあーっ、はあーっ、とたったそれだけで疲れ果てたように新しん之の助すけは肩を弾はずませている。

　と、一かず馬まの手を取った新しん三ざぶ郎ろうが、強引に彼もろとも立ち上がった。

「六賢けん人じんが認めたのだ、新之助。おまえが認めぬという言葉を我らは認めぬ」果か断だんに言い放ち、息子を、うっ、と口ごもらせる。「方々もおわかりであろう。六賢人が宗そう主しゆを定めた以上、この決定に異いを唱となえてはならぬ。いまだ一馬さまは候補のおひとりであるものの、もし正式にそれが定まりしとき、我ら結界の民たみはいかなることがあっても……よいか、いかなることがあってもこの決定に逆さからってはならぬ。それが我ら鉄と血の掟おきてと知れ！」

「ははーっ！」

　新之助以外の全員が唱和する。

　ということは一馬も思わず唱和したのだ。隣となりの新三郎に肘ひじで胸を突つかれ、一馬も、うっ、と口ごもってしまった。

「……が、確かに八や咫た一馬を宗主として迎え入れよ、と突然に言われても、いまの一馬さまでは新之助のように異論があって当然のこと。そこで、我ら六賢人は彼が高等部を卒業するまでの間は、あくまでも候補のひとりとしての域を出さぬことをも決定した。その理由には、もうひとつ、いまの一馬さまが宗主になられたとしても、結界にほころびが生じている現在の状況より悪化する恐れがある、ということもある。何しろ、一馬さまはいま成人の儀ぎを終えたばかりといっていい。たとえ素質があろうと、その力を使う術すべを知らず、それを学ぶための経けい験けんがないのではいかんともしがたい」

　新三郎は平へい伏ふくした民に向かってなおもつづけた。

「そこで、それまでの間、一馬さまには城主をつとめていただきたいと思っている。幸い──というべきか否いなか──一馬さまの通う学園そのものが〝城〟としての役目を負っている。いままでは城主不在のため、鬼の通り道のひとつとしてしか機能していなかったが、これからは一〇八つの結界のいくつかを担になう本来の意味での〝城〟となる。一馬さまにはそこで経験と実じつ績せきを重かさねていただくことになろう。現宗主さまのお力が衰えたいま、否いや応おうなしに〝歪ゆがみ〟とも対決せねばなるまい。迦か具ぐ羅らの諸君にはこれまで以上に自らが負った使命を自覚し、そして全まつとうしてほしい。一馬さまをサポートし、見事、〝城〟の勤つとめを果たすのだ！」

　ははーっ、ともう一度。今度は一馬も唱和しなかった。

　といってもちろん、事情が吞のみこめた、というわけではない。相変わらず彼は目の前で何が行われているものやらさっぱりわからなかった。妹の美み亜あや、クラスメートの壬み琴ことに視し線せんで問いただそうとしたものの、二人とも畳たたみの上に顔は伏せたままだったので、それもかなわない。

　周囲が盛り上がっている中、ただ自分ひとりだけが取り残されているような気がした。










三章「〝城主〟誕生！」













１──

　あれから、時間はことごとく一かず馬まを置き去りにして過ぎ去っていった。

　彼の脳のう裏りを、いくつかの場面が浮かび上がっては消えていく。

　あとになっても、一馬はこの二日間の出来事をほとんど断片的にしか思い出すことはできなかった。




「すまなんだ」

　開口一番、祖父──だった男は、深々と頭を下げた。

　あの衝しよう撃げきの告白があった夜が明けた早朝。

　八や咫た家邸てい宅たくの一室を借りて一夜を明かした一馬は、そこに剣けん三ぞうと美み亜あを迎えていた。

　ひとりにあてがわれるにしては広々とした畳たたみの間に、浅あそ生う家の二人と、いまや浅生家でないひとりとが相あい対たいする。

「わしを許せ……とは言わん。きっとわしなどにはいまのおまえの気持ちはわかるまい。力を隠かくさなければならなかったがゆえに辛つらい思いもさせた。すべてわしらの決定と都つ合ごうのゆえ。が、一族として生まれた以上、誰だれもが何かしらの業ごうと使命を背せ負おって生きていかねばならぬ。わしにとっても、八や咫た家の方々にとっても、そしておまえにとっても、すべては結界の民たみとして、世界を守り抜かんがために抱えこまねばならなかった業。だから、許せ、とは言うまい。ただそのことでおまえ自身が自らを見失うことがないよう、祖父として、望むこと、言えることはそれだけだ」

　襖ふすまの向こうから朝の日ひ差ざしが差しこんでいる。一かず馬まは欠伸あくびをする振りをして、返答を避さけた。

　写真でしか知らない両親は両親でなく、剣けん三ぞうは祖父でなく、美み亜あももはや妹ではない。代わりに八咫新しん之の助すけが兄であり、盟主家棟とう梁りよう・新しん三ざぶ郎ろうが父である。いきなりそう明かされて、あっ、そーだったんですか、ともいかない。

　美亜は終始無言だった。ややうつむいたその顔を、一馬も直視できず、三人がその部屋で過ごした時間の大半は沈ちん黙もくが占めた。

　やがて二人が出ていったあと、一馬はひとり室内でぼんやりとしていたのだが、すぐに別の訪問者が現れた。

「おはようございます」

　と言ってひとつ頭を下げた長い髪の女の子は、「あー」とまだぼんやりしたまま応答した一馬を外へと連れ出した。

　昨年末期、一年生の身でありながら絶大な支持を集めて生徒会長に選えらばれた女子生徒──草くさ薙なぎみづきは、どんな状況であれ草薙みづきだった。八咫邸に一馬を迎えにきた彼女は、生徒会長として新たな城主を案内する役目をおおせつかっていたのである。

「これより、一馬さんの〝城〟へ向かいますので」

　と言われ、草薙家の所有するリムジンに乗せられた一馬は、相変わらずぼーっとしていた。が、〝城〟と聞かされて古い日本のお城のようなものを想像していた一馬にとっては、三〇分後に辿たどり着いた先の光景は拍ひよう子し抜けもいいところだった。そこは通い慣なれた巨大学園──天あま津つ学園に他ほかならず、何のことはない、一馬とみづきはいつもの時間に登校しただけの話だった。

　が、いつもなら教室に向かわねばならないはずが、今日はなぜだか授業は免除されているらしく、みづきは別の場所へと一馬を案内しはじめた。授業中なので人ひと気けのない廊下を歩きながら、おお、何だか知らないがラッキーだ、と思っていた一馬だったが、いつもの授業がない代わり、その辺はきっちりみづきが別の『授業』をはじめていた。

　まずは〝城〟についての説明だ。

　日本には主おもだった一〇八つの盟主家があり、それぞれの家が、そこから派は生せいした数々の分家とともにひとつずつ結界を担当していることは前に述べた。

　結界ひとつひとつがカバーする範はん囲いは思いのほか狭せまいため、そのうちいくつかの結界をまとめ上げ、パワーを増幅した上で広い範囲を管かん轄かつするという、いわば結界のコントロールセンターが各地に必要となる。その中ちゆう枢すう部に当たるのが〝城〟なのだ。

「いままで日本には五つの〝城〟がありました。一〇八つをそれぞれの城主が分担して担になうことで、与えられた土地を〝歪ゆがみ〟から守るのです。それら各城の城主が担う巨大な結界五つを、さらにその上から統とう括かつするのが、一族の宗そう主しゆ──というわけです」

「なるほどねえ」

　と一かず馬まはつぶやきつつも、実はちっともわかっていない。何しろ、いままでがいままでだ。そんなスケールのでかい話を聞かされて、いきなり実感をともなうほうがおかしい。

　ともあれ、一馬はその城主のひとりに選えらばれたという。いままでは城主にふさわしい人物がいなかったために封ふう印いんされてきた六つ目の〝城〟──すなわちここ、天あま津つ学園──の復活にあわせて。

「宗主さまの結界がこれからも破られることが想定される以上、〝歪み〟も学園内に次々と現れることでしょう。城主となられる一馬さんは、率そつ先せんしてそれら黄泉よみとの戦いに乗り出さねばならないのです」

「戦いねえ。──」頷うなずきかけた一馬は目を剝むいた。「えっ？　戦う!?　ど、どうやって？」

　当然泡あわを喰くった一馬へ、みづきはクールに説明をつづけた。

「結界には、常にそれを担う民たみの霊力イイロが注そそぎこまれています。複ふく数すうの結界の担い手となる城主は、それらの力を統とう括かつすることで自在に使うことが可能となるのです。〝歪み〟現れしそのときには、城にいる数名の迦か具ぐ羅らを率ひきい、城主専用の迦カ具グ土ヅチである〝船〟に搭とう乗じようして彼らに霊力の補助を与えながら指し揮きをする。どんな力の強い迦具羅でも、単身では〝歪み〟に長いこと耐えられないので、どうしても城主となる方の凄すさまじい霊力を必要とするのです」

　淡々とした、まるで説明書でも読み上げているかのようなみづきの口調では、ただでさえ乏とぼしい現実感がさらにお星さまの彼方かなたにまで遠ざかってしまいそうだ。

　彼女が語るところによると、〝城〟には〝歪み〟を引きつけやすい性質もあるらしい。結界にほころびが生じた場合、〝歪み〟の通り道を強引にこちらへと引き寄せるのである。この前、視し聴ちよう覚かく室に鬼が現れたのにはそういう理由があった。

　つまり、常に強い霊力が集まる場所であり、さらには常に迦具羅のいる、一種の砦とりでともいうべきこの〝城〟こそが、いざというときは黄泉の侵しん攻こうから世界を守る盾たてとなるのだ。いわば〝城〟そのものが巨大な結界だといっていい。

　……で、その六つ目の〝城〟である学園の城主となった一馬は、そうした戦いと霊力の統括を使命とし、そのためならば〝城〟にいる結界の民に命令を下す権限を持つこととなった。

〝城〟にいる結界の民──ということは、この学園の生徒たち三万人以上すべてがそうなわけで、単純計算すれば半分の五割は女性で、一かず馬まのターゲット外である初等部を削ってさらに残り二割の六〇〇〇人以上は、これはもう、何と言おうか、何も言わずともわかろうというものか。

　ぼーっとしていた一馬が真に目覚めたのはこのときだ。

「め、命令ってさ、なな、な、何を言ってもいいの？」

　そのときの一馬の顔が果たしてどんなものだったのか、想像に難かたくない。さしものみづきも一いつ瞬しゆんの間を置いたのち、

「……一馬さんはいまだ正式な城主ではありません。まだ結界の力を統とう括かつすることができないため、本来ここが担になうべき結界の数々は他ほかの五つの〝城〟に分担させてもらっている身分。であるからして、命令を下されるときも、お目つけ役を命ぜられたわたしの許可がなければなりません」

　と、きっぱり断定した。盛り上がりかけた一馬の気運も沈もうというものだ。しおしおー、と、ええ、それはもう、ものの見事に。が、そんな男の心情など知らぬげに、みづきはとある場所まで一馬を案内した。

「ここからは、学園の中でも一部の人間以外は入ることを許されない場所です。結界の中ちゆう枢すう部たる〝城〟のさらに中枢。結界ひとつを担う盟主家の地下それぞれにある聖堂と同じ性質を持っていますが、無論、その数倍以上の力を操あやつるための場所なので、普通の人間ならば立ち入るだけでも危険をともなう場所でもあります。どうぞ、心身を引きしめ、自らに禊みそぎを行うつもりで足を踏み入れてください」

　みづきはその扉を一馬の前で開いた。

　ごごっ！

　いきなり地鳴りがしたかと思うと、次の瞬間、一馬はふっと地面の感覚を失った。

「!?」

　そのまま落下する──と思われたが、なぜか一馬の身体からだはふわッ、とむしろ凄すごい勢いで急浮ふ上じようさせられていった。




「……わかりました。生徒総会の議ぎ題だいに関するアンケートをもう一回行いましょう。もっと幅広い議題を求めるためにも、いくつか、過去の生徒総会で話し合われた議題やその結果を添てん付ぷするとよいでしょうね。バリエーションが豊かになるよう、それらをピックアップしておいてください。週末の朝会で議論してそれを選えらび、改めてアンケート用紙を作成いたしましょう」

「はい」

　生徒会長の言葉に、やや引きつった顔で役員は頷うなずいて席についた。別段、みづきの決定に不服があったわけではない。

　ごごごごご。

　傍かたわらからひっきりなしに聞こえる獣けものの唸うなり声が原因だ。が、あえて彼はそちらのほうを見ようとはしなかった。会長がそうしているからだ。

「次に、去年から開催されている五月末の小運動会についてですが……まずは、先生方から提案のあったプログラムに目を通してください」

　言われたとおり、全員が資料をめくる。ぐげげげげげ。例外のひとりはなおも唸り声を発していた。そう、獣ではなく人間だ。気にしない振りをして、役員のひとりが発言する。

「もうひとつ、まとまりに欠けてますよね。もともと小運動会は、クラス替えの直後に行うことで、クラスの連帯感を高める目的があるものです。もう少し、クラスで行える競きよう技ぎがあったほうがよいのではないでしょうか」

「しかし小運動会は全体での練習が義ぎ務むづけられていませんからね。この時期、クラブ活動も忙いそがしくなるし、中間テストもある。クラスごとの自主練にすべて任せられますが、これも、まだそんなに親しくない間あいだ柄がらではなかなか……」

　ががががが。……ごごっ!?

　いきなり唸り声が止まった。びくッ、と跳はね起きた生徒会役員──というか、臨りん時じに与えられた役やく職しよくである、生徒会長特別補佐──は、何か悪い夢でも見たのか、額ひたいに寝汗を光らせていた。それから、寝てませんよ？　という顔をこしらえて、「ふン、ふン」ともっともらしく周囲の意見に耳を傾ける……振りをする。さっきからずっとこのくり返しだ。

　と、さすがに業ごうを煮にやしたか、女子役員のひとりがいきなり話を振った。

「──特別補佐さん。何かご意見は？」

　最初、「特別補佐さん」はそれが誰だれのことやらわからなかったらしく、そいつが意見を言うのを辛しん抱ぼう強く待っていたが、当の自分自身だということに気づいて、あわてて立ち上がった。

「は、はい。え、えーと、何でしたっけ？」

「立ち上がらなくていいです、別に」役員のこめかみにぴくぴくと血管が浮いている。「小運動会のプログラムについてです。あと、クラスごとの練習を義務づけるべきか、そうでないか。会長からは、それぞれのクラス長と話し合って、それぞれに放ほう課か後ごのグラウンドの一部を明け渡す日を決めてはどうかという意見がありました。そうすれば、グラウンドが渡されるという責任上、自主的に練習するクラスも増えるのではないかと」

「ああ、そう。うーんと、いいんじゃないかな、うん」

　あははは、と意味もなく笑った一かず馬まは、皆の白い目め線せんに気づいて、「え、えーと」とさらに発言をつづけねばならなくなった。しかし何しろ生徒朝会などはじめてで勝手がわからない。

「えーと、そうそう、小運動会でしょ？　あんまり張りきっている奴やつもいないなあ。平日にやるから、見にくるのは近所の暇ひまなじっちゃんばっちゃんばっかりで。初等部の子たちがやるぶんにはそれでも微笑ほほえましくていいけど。高校生がねえ。──それに、練習時間の件、みづきさんの意見もどうかと思うなあ」

　言えば言うほどぴりぴりしていた空気が、一転、ピリッと雷かみなりじみた緊きん張ちようとなって室内をよぎった。一かず馬まはそれに気づかず、

「この時期、クラスもそんな気心が知れてないし。基本的に、面めん倒どうだー、って態度取るのが普通、みたいなところあるからさ。自主的に練習、練習、って急せかす連中が浮いちゃうんじゃないかな。あいつ、熱くなってやがる、とかさ。クラス長にプレッシャーかかると思うな……って、え？」

　ようやく周囲の雰囲気に気づいて一馬は顔を上げる。役員たちの顔は蒼そう白はくになっていた。ぬおっ、と一馬は怯ひるむ。いままさにプレッシャーかけられているのはおれのほうか!?

　が、みづきだけは平然としたもので、

「わかりました。その意見も考こう慮りよして、もう一度考えてみましょう。それぞれ週末までに意見をまとめるよう。友人や先生方に相そう談だんするのもいいでしょうね。さて、では、次の──」

　さらっと流して、話を進める。あっという間に緊張感はほぐれ、ほっとしたような空気が流れた。一馬も得体えたいの知れないプレッシャーから解放されて肩の力を抜く。

　まったく──一馬はいますぐテーブルに突っ伏したい誘ゆう惑わくに抵抗しつつ、内心で毒づいた──何だって、こんなことになっちまったんだろう？

　彼がいきなり生徒会室での議ぎ論ろんに参加しているのは無論訳わけがある。〝城主〟絡がらみの訳が。

　生徒会には一族を運営する側面もあるので、すべての決定事項に関かかわらねばならない城主としては生徒会に所属していたほうが都つ合ごうがいい。というわけで、生徒会特別補佐、というクソの役にも立ちそうもない名前だけの役やく職しよくが与えられたわけだ。

　名前だけとはいっても役員である以上、こうした生徒会役員の話し合いに参加しないわけにもいかない。ともあれ、一馬にとっては非常に不毛で、非常に退屈な時間が流れ過ぎていった。

　みづきが解散を告つげ、それぞれ、役員たちは自分たちの資料を手に生徒会室から出ていく。事情を知らない役員は一馬を思いきりうさん臭くさそうに眺めていった。

　──そういや、新しんちゃんは欠席か。

　生徒会副会長の顔が見えないことに、一馬はいまはじめて気がついた。それもそうか。どんな態度で、そしてどんな顔で接すればいいものやら、一馬にだってわからない。

　自分も生徒会室から出ていこうとしたとき、後ろからみづきに呼び止められた。嫌いやな予感はしていたが、無論、先ほどの態度についてのお叱しかりを受ける羽は目めになる。

「明日の会議は城主にとって大切な議題が数多くあります。〝歪ゆがみ〟が現れた場合に備えての警けい護ご体制、一馬さん自身の身辺警護、そして来きたるべき戦いに備えての訓練の日時も決めねばなりません。城主としての自覚を持って、しっかりとした態度で臨のぞんでください──無論、一族に関係する話し合いだから、というだけでなく、今日の態度だって改めてもらわねば困りますが」

「わ、わかりました」

　冷たい眼まな差ざしに詰め寄られると、一かず馬まとしてはお手上げ、である。

　と、みづきはいきなり長い髪をなびかせて一馬に背を向けた。ふわっと膨ふくらんだスカートと、その下にちらっとのぞいた白い太ふと腿ももに目がいったのは、何も意図してのものではない。本能だ。

「先ほどは、ありがとうございます」

「へ？」

　不ふ埒らちな視し線せんを元の高さに戻して一馬は目をぱちくりさせる。礼を言われるような覚えはない。

「意見を述べてくださったでしょう。生徒会では、いつもわたしが何か意見を言うとそれに反対する人がいないのです。だからなるべくわたしは最後に口にするようにはしているのですが、それでも発言が少ない場合、叩たたき台としての意見が必要ですので、どうしてもわたしが先に述べなければならないことも多いのです」

　へえ、そういうものですか。が、一馬には生徒会役員の気持ちもわかる気がした。

「みづきさん、完かん璧ぺき主義者だからなあ。だから皆、どっか、怖いんじゃないの？」

「わたしのせいなのですか？」

　背を向けたときと同様、素す早ばやい速度でみづきは向き直った。

「い、いや、みづきさんのせいってだけでもないんだろうけど」一馬はしどろもどろになってしまう。「もう少し、雰囲気よくしてもいいかなー、って。明るく、楽しく、さ」

「そんな雰囲気はわたしには作れません。無理してそうしても結末は目に見えてます」

　みづきは白い顔をほんのり朱しゆに染そめていた。怒っているんだろうか。ということは、一度くらいは挑ちよう戦せんしてみたことがあるのかもしれない。明るく、楽しく。何しろ真面目まじめなのだ。で、結果は「目に見えて」いたわけで。

「それでは参りましょうか」

　うーん、真っ正しよう直じきだなあ、と頭をひねっていた一馬に対し、みづきはもうそれでこの話題は終了、とばかりに言った。

　ふたたび「へ？」となった一馬に、みづきは腕時計を見やりながら、

「まだ授業開始まで三〇分あります。この間に、霊力イイロの統とう括かつ訓練を行っておきましょう。一分一秒たりとて無む駄だにできません。できるときにできることを行っておかねば、いざというとき、後悔しても遅いのです」

　と断言する。対する一馬は「あー」とか「うー」とか唸うなりつつ、何とか言い訳わけがましいことを口にしようとするのだが、

「城主となられる方が霊力を上手うまく操あやつることができなければ、結界はいま以上にほころびやすくなり、鬼との戦いにおいても生徒たちを必要以上に苦しめることになるのですよ」

　と、いつになく厳きびしく──と言いたいが、その実、いつもどおりの顔と声こわ音ねで言われ、一馬はまたも、お手上げ、するしかなかった。




　結局、歩き出したみづきについていく。規則正しく足を運ぶその後ろ姿を見ながら、一かず馬まはそっとため息をついた。お目つけ役ということは、ほぼ常に彼女の監かん視しの目が光るという意味だろうか。他ほかの生徒なら羨うらやましがり、血と涙と鼻水を垂たらして悔くやしがる環かん境きようなのかもしれないが、しかしこれはこれでぞっとしない。

　それから二人は奇妙な場所に向かった。

　一階西せい端たんにある用よう務む員いん室に入る。赤ジャージ姿をした初老の男がひとり、ちゃぶ台の上でお茶を吞のんでいた。テレビはワイドショーをやっている。それを横目に部屋を突っきり、一馬は何の変へん哲てつもない壁かべに手を当てた。

　ブン──とかすかな音が聞こえたかと思うと、一馬とみづきは暗くら闇やみの中に立たされていた。

　ワープさながらでカッコイイのだが、もう少し場所を考えてほしいな、と思っているうちに不ぶ気き味みな空間が目に見えてきた。

　薄うす暗くらがりの中、藍あい色の気体が低い位置をうっすらと這はっている。この学校内にいる結界の民たみが無む意い識しきのうちに発している霊力イイロを集め、視覚化させているのがこの気体だ……と昨日、みづきが言っていた。

　だだっ広い──というよりも、果てしもない空間だった。どんなに目を凝こらしても壁が見えない。さらに言うなら、距きよ離り感かんもまるで摑つかめず、周囲の闇こそが、実は真っ黒に塗ぬりつぶされた壁なのではないかという気にもなる。いまくぐり抜けた入り口だけが、闇をぽっかり四角形に切り取っているのが見えるだけで他に変化は何もない。

　そんな、どこか幻想じみた雰囲気の中、一馬の足もとに敷しいてある布団一式と、枕まくらもとにある旅行カバン、乱雑に脱ぎ散らかされた服、カップラーメンの容器など、日常の色合いのほうがむしろ異様だ。

「本当に、ここに住んでいらっしゃるんですね」

「え、ええ。まあ」

　一馬は何なに気げなく、みづきの視界に入れてはやばそうなものを足で横にどけながら頭を搔かく。やばそうなものといっても白い粉や銃火器のたぐいではなく、まあ、その、そういうわけだ（どんなだ）。

　昨日、みづきが案内した〝城〟の中ちゆう枢すう部とはここのことなのだが、しかし一馬は昨日からさっそく別の用よう途とに使用していた。彼自身の住居としてである。

　城主たるものは常に結界の中枢部近くにいなければならないので、もともと〝城〟のひとつとして建設されたこの学校には、実は城主専用の部屋がいくつかある。そこに住めばいいのだろうが、何となく、通い慣なれた校舎に夜中ひとりで住み着いている、というのも変な感じがして、それよりもっと変なこの空間で寝泊りすることに決めたのだ。

　ある意味で、一馬は助かった、とも思っていた。

　さしもの彼も、いまさら浅あそ生う家に帰ったところでどんな顔をすればいいのやらわからないからだ。といって、八や咫た家にいきなり「やっほー」と押しかけるのも違う気がする。実は大金持ちの次男坊、おまけに学園の城主ということで、いつもなら妄もう想そう癖へきの強い一かず馬まのこと、色々と──あっはんうっふン、わはははは、どれどれ、近ちこう寄れ──と、よからぬ想像を巡めぐらしているところだろうが、さすがにいまはそんな気になれない。

「城主はこの聖堂にて結界の統とう括かつを行います」低い部分を漂ただよい流れる、視覚化された霊力イイロを指差しながらみづきは説明した。「人が本来発するものとは比べものにならないほどの力が集中するこの場。望めば、おそらく〝結界の儀ぎ〟さえも執とり行うことができるでしょう。もっとも、成功させるには宗そう主しゆレベルの力が必要となるでしょうが」

〝結界の儀〟とは、最初に結界の民たみの一族が混沌カオスから世界を生み出したときに行った一連の儀式のことである。すなわち、結界内の〝定義〟を変えるために行うものであり、太たい古この民はこれによって〝生〟と〝死〟の概がい念ねんをわけたのだ。が、無論、原始の世界誕たん生じようの瞬しゆん間かんからいまこの時代にいたるまで、〝結界の儀〟はそれ以降は一度たりとて行われていない。

　一馬も試してみる気などはなかった。ほいほい簡かん単たんにできるようなら、「浅あそ生う一馬がもててもててしょうがない世界」を作り出すのだが、もちろん、そんな容易なことではなく、むしろ世界壊かい滅めつの可能性をも孕はらんだ危険なものだというから、あえてやってみる価値などはなさそうだ。

「城主の操あやつる迦カ具グ土ヅチである〝船〟も、この空間の一部に割り当てられているのです。ここは城主が使用する霊力イイロが常に集つどう場所でありますから、いざというとき、〝船〟を出現させ、動かすのに都つ合ごうがいいのです。出しゆつ陣じんする際はここから戦いの場へと移転してください。ですから、ここは……そう、いわば、あらゆる用よう途とに使用するコントロールルームみたいなものですわ」

　と言われても、これは一馬ならずとも右の耳から左の耳へ、だ。未み経けい験けんのスポーツについて、あらかじめあれこれレクチャーを受けてもまったく頭に入ってこないのと似ている。見たことさえなければ想像するのも難むずかしい。実際にプレイしながら覚えていくのが一番確実だ。

　みづきも同じことを考えたのか、前置きはその辺で留とどめた。

「では、さっそくはじめましょう。何ぶん、はじめてのこと、多少の危険をともなうかとは思いますが、そういうときの対処法も教わっています。安心して一馬さん自身は訓練に励はげんでください」

「はじめましょう？」

「ですから、訓練です。最初にそう言ったはずですが」

　あー、もう、と一馬は半ば以上投げやりな気分になった。どうせ昨日からもう言われるがままだ。いまさら逃げても仕方ない。

　不ふ可か思し議ぎな空間の中、みづきに指さし図ずされるままに座らされた。

　両足を交差させ、ともに足の裏を上に向けるような姿勢──いわゆる結けつ跏か趺ふ坐ざの体勢を取らされる。身体からだの固い一馬は悲鳴をあげつつ、みづきの補助を受けて何とかこのポーズを維持した。

「胸で息を吸い……そう、そしてお腹なかからゆっくり吐き出すように」

　精神集中の呼吸法をまず教えられる。こんなんで本当に何がどうなるものかわからないが、一かず馬まはとりあえず指示に従っている。

「ゆっくり呼吸をくり返してください。その中で、自分の身体からだを溶かすようなイメージを思い描えがくのです。人の肉体を意い識しきしたままでは、せっかく無限の可能性があるべき精神の力が制限されてしまいますから。肉の狭せまい器うつわを消し去り、自分がすべての枷かせから解とき放たれた自由な存在である、と思いこむのです」

「う、うーん」

　理解ができず苦しみつつも、一馬はとりあえずみづきの言葉どおりにやろうとした。

　いつも言われることに逆さからってしまうからそうは見えないが、実のところ、一馬は本来素直な性格で、おまけに超がつくほど単純な男でもある。言われることを受け入れようと意識すれば、驚おどろくほど簡かん単たんにその成果は現われはじめた。

　みづきのアドバイスに従い、ひとつひとつステップを踏んでいく。

　まず、「自分」という意識を捨て去ることからはじめる。

「自分」の目で見ている世界を捨て去る。

「自分」というこの独特の感覚を、他者もそれぞれ味わっているのだと思うことで、自分と他人ひととの輪りん郭かくが非常に曖あい昧まいなものであることをあえて意識する。ここにいるのは「自分」であって「自分」でない。足は二本、腕は二本。だけど、実は三本あったって構わないし、足は四本あったほうが便利だと実はかねがね思っていた。

　……そうしたことをくり返し思い描いているうち、一馬は「自分」と他人、あるいは「自分」と世界との間にある不可視の障しよう壁へきが限りなく薄うすれていくことに気がつく。

　そして一いつ瞬しゆん、まるで一馬はふわッ、と地面から解き放たれ、空へと舞まい上がるようなイメージの中にあった。あらゆる枷を置き去りにし、とろけていくかのような絶頂感。

「！──」

　瞬間、はじめて一馬は霊力イイロの存在を肌身に感じた。

　この世に満ちたエネルギー──現げん世せを現世たらしめる〝定義〟の源みなもと。それは火と燃えて、あらゆる命を生かしつづけるもの。一馬は周囲からごうごうと渦うずを巻いて集まってくる霊力を感知した。猛たける炎が一馬の身を焼き尽くした。いまこそ一馬は霊力のみの存在だった。

　が……、

『うわあああ！』

　声にならない悲鳴が一馬自身を縦たてに引き裂さいた。

　あまりに膨ぼう大だいで、あまりに強いエネルギーが、今度は一馬という存在そのものを焼き、あるいは消し去り、あるいは別のモノへと作り変えようとしていたのだ。

〝歪ゆがみ〟からもたらされるものとはまた違った苦しみだった。〝歪み〟は一かず馬まの存在を拒絶しようとするが、霊力イイロはその正反対で、一馬を存在ごと吞のみこもうとする。

　苦しいのはそれを拒絶しようとするからだ。そう気づいたとき、一馬はふと、この炎に抱かれるのも悪くない、と思った。

　自分もまた霊力の一部なのだ。自じ我がを突出させすぎても苦しいだけなら、このまま吞まれて何の不ふ都つ合ごうがあるだろう？……

「いけない！　一馬さん、自分を溶かしすぎないで！　力にいったん取りこまれてしまったら、二度と自分自身を捜さがせなくなります。あなたが吞まれてどうするのです。操あやつらなければ！」

　近くで響ひびいているはずのみづきの声も、ごう、ごうとうねる炎の波に搔かき消されていく。そもそもいまの一馬からは耳そのものが失われかけていた。耳だけでなく、腕、足、目──ありとあらゆる器官が自己主張を失い、押し寄せる霊力の火の前に心地よく溶けていく。

「あああ。どうしましょう。膨ぼう大だいな力を意い識しきするのは、これも素質のひとつのはずだけれど、しかし吞まれてしまっては意味がないわ。どうするの、どうしましょう」

　このとき、消えかけている一馬の目にはほとんど見えなかったが、みづきは辺あたりをうろうろしながら、珍めずらしく思いきりあわてていた。思いの他ほか、万全な体勢で臨のぞんだ『訓練』ではなかったらしい。残ざん酷こくな話だ。

「ああ、そうでしたわ」ひとつ手を叩たたく。「一馬さんの一番一馬さんらしい部分を目覚めさせれば、自分を取り戻すはず。剣けん三ぞうさまからそううかがっていました。こういうときのため、メモに書いていただいたはず」

　ポケットから生徒手帳を取り出し、「えい」とひと声あげてページを一発で探さぐり当てる。

　しばし、間があった。

　パーン、と何かが叩きつけられる音がしたような気がしたが、一馬はこのとき何も見ていない。が、このあとに起こったことはたとえ無意識下にあったとしても、見み逃のがせる代しろ物ものではなかった。

　みづきはしばし何かをためらうようにスカートの裾すそを両手で握りしめ、沈ちん黙もくを守っていたが、いよいよ一馬の意識が霊力の膨大な波にさらわれそうになったと見るや──、

　その手をゆっくり持ち上げた。

　一馬の意識を吞みこみ、さらにはばらばらに砕くだけさせようと押し寄せた炎の渦うずが、その瞬しゆん間かん、白々とした、ひと筋の矢にも似た光に撃うち抜かれた。

　火を払った純白の輝かがやきが、一気に道を押し拓ひらいていく。

　とろけそうになっていた一馬の意識がひとつに固まって、その輝き目差し、猛もうスピードで飛んだ。何よりも優ゆう先せんさせねばならない事態だった。

　うおおおお！

　目の前が白々と輝いた。もう少しだ！　一馬の意識が炎の渦をついに突き破った。

　そして……。

「大丈夫ですか？」

　一かず馬まは地下聖堂に横たわっている自分を意い識しきした。

　頭を振り振り立ち上がろうとして、はっと辺あたりを見渡す。

「光は？　あの、純白の、えもいわれぬ輝かがやきは？」

　ほとんど血走った目で探さがそうとするのだが、

「さあ。何のことでしょう。悪い夢でも見ていらしたのでは？」と言うみづきの頰ほおはなぜか心持ち赤らんでいた。「今日はもうお疲れでしょう。明日からもこの訓練を欠かすことなく行えば、きっと、一馬さんも立派な城主になれるはず。いいえ、なってもらわねばなりません。必ず、何を置いても、たとえ命を賭かけようとも」

「はあ……」

「お疲れですか？」

「何だか、少し──というか、かなり」

　みづきは少し間を置いてから、腕時計を見やった。どこかぼんやりとした一馬をもう一度眺め、

「わかりました。城主の疲れは霊力イイロの統とう括かつそのものにも関かかわります。本来、そうした甘えごとは城主なればこそ許されませんが、何しろ一馬さんはこれがはじめてのこと。担任の先生にはこちらから連れん絡らくしておきますので、ここで少し休まれても構いません」
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「そうしていただければ……凄すごく」

　ありがたい、と言い終えるより早く、一かず馬まはばったりと布団に倒れ伏した。あの、白い魅み惑わく的な輝かがやきがこの世にないと知った瞬しゆん間かんから、どっと疲れが噴ふき出てきたのだ。

　みづきがそっと足音を忍ばせて出ていった。

　そこまでは感知できたのだが、あっという間に眠りに落ちかけた一馬は、実は、みづきと廊下を歩いているときから何者かにこっそり尾び行こうされていたことに気づいていなかった。

　また、入り口を〝閉じる〟のもすっかり忘れてしまっていたのだ。







２──

　うとうとしかけていた一馬は、ここ二日のあまりに目まぐるしい出で来き事ごとがぐるぐると脳内を駆かけ巡めぐるのを感じていた。

　一昨日おとといの帰りしな、まだよく事情を知らされていない生徒たちが、わいわいと噂うわさし合っているのを耳にしたときのことが思い出されてくる。

　──知ってる？　うちの学園、〝城〟になるんだって！

　──この前の〝歪ゆがみ〟騒さわぎ、やっぱり、本当だったんだ。

　──名めい誉よなことだって、おじいちゃんは喜んでたな。城主をしっかりお守りするんだぞ、って、もう時じ代だい劇げきの世界。おれもちょっとその気になっちゃって、はいっ、なあんて。

　──いよいよかあ。椿つばきんとこは迦か具ぐ羅らの家だから、これから先せん陣じん切って戦うわけだよね。怖くない？

　──うーん、別に。ずうっとそのための訓練受けてたからさ。逆にこの力の使いどころがないいままでのほうが不満だったわけで。

　──で、で。城主は誰だれだって？

　──それがうちの親、教えてくんなくて。何だか、学校の中でも数人くらいしか知らないみたい。

　──馬ば鹿か、外法士と同じだよ。余計な騒ぎを起こさないために、その正しよう体たいは隠かくされているんだ。いざというとき、そのお姿を我々の前にお見せくださる、っちゅうわけだな。

　──あたし、絶対、新しん之の助すけさまだと思う！

　──あ、やっぱり？　だよなあ。ひいじいさまが宗そう主しゆさま、父親が盟主家の棟とう梁りよう、これ以上の血筋もないものな。

　──血筋だけじゃないわよ。何ていうのかな、そこらの生徒にはない貫かん禄ろく、風格、そして何より強い力がおありになるわ。あの方以外が城主だなんて逆に考えらんない。

「おれだよ」

　……と、どれだけ言いたかったことか。

　別に驚おどろかせて自じ慢まんしたかったわけじゃない。過度の期待をかけられ、勝手な想像をさせられて、挙あげ句く、いざというときになってから、「実は、おれでしたー」なんて出ていった日には、冗じよう談だん抜きで刃物が飛んできそうに思えたからだ。

　考えてるとそのうち本当に脳がショートを起こしかねなかったので、一かず馬まはそのまま何も考えずに寝ることにした。

　眠りに落ちる寸前、うつむいていた美み亜あの顔が白はく濁だくとした海の中をよぎった。

　……………………

　ふぁさっ。

　布団が跳はね除のけられた。一馬は、無む意い識しきのうちに掛かけ布ぶ団とんを手に引き戻そうとする。

　むにゅっ。

　別の感触が掌てのひらに広がった。柔らかい。

　気持ちいいのでそのままにしておいた。ついでに掌の中でむにゅむにゅと弄もてあそんでみた。とてもいい。もうちょっと、掌全体に広がるくらいに大きかったら言うことないんだが。

「……っく」

　むにゅむにゅ。

「……あ、ん」

　かすかな声。もちろん自分のものじゃない。

　むにゅむにゅむにゅむにゅ。

「あ……あ……ん……あ」

　一馬はうっすらと目を開あけてみた。

　ぼんやりと女性の輪りん郭かくが映し出された。一馬の手はその胸あたりに伸びていたのだ。一馬は喜んだ。そうそう、現実がかなりごっちゃなことになっているんだから、夢の中くらいはこういう安あん息そくがあったって構わない。こうして、美亜のおっぱいを触って眠るのも悪く……。

「美亜!?」

　衝しよう撃げきに眠気を吹き飛ばされて一馬は跳ね起きた。わッ、と身体からだの上に乗っていた少女が後ろへひっくり返る。

「な、何やってんだ、おまえ!?」

　いてて、と後頭部を押さえつつ起き上がった少女は、一いつ瞬しゆん、恨うらみがましそうな視し線せんを一馬に向けたが、すぐに色っぽい表情を作り直した。

　化け粧しようの技術は大分ましになっていたが、お絵え描かきのレベルが幼稚園児から小学生並みに上達した程度だ。普段ふだんの美亜をよくよく見知っているものでなければ本人だとは気づかないだろう。

　何より、格かつ好こうが凄すごい。ピンク色のフリルがついたランジェリーなどどこの国の、どこの世代の趣しゆ味みだかわかりゃしない。一五歳の瘦やせぎすの、それでも少しだけ女っぽく肉づきが増してきたかな、という美み亜あの身体からだには当然ながらそぐわなかった。

「お兄ちゃんが疲れてたみたいだからぁ」凄すさまじい上うわ目め遣づかいで美亜は言う。「マッサージしてあげてたのォ」

「な、な、な……？」

　美亜はじりじりと一かず馬まへの接近を試みていた。一馬は動けない。何だか少し、いや、とっても怖い。必死に寄せてあげて作ったらしい胸の谷間がブラジャーの隙すき間まからのぞいている。

「お兄ちゃん、ね、そんなに嬉うれしがらないでいいんだってば。ちょっとだけじっとしてれば大丈夫。痛くしないから」

　ぺろっと時とき折おり舌を出すのは何の真似まねだろう。本人はとてもせくしいな仕し草ぐさだと思っているのかもしれない。美亜は艶えん然ぜんと──しているつもりであろう顔と声で──言った。

「もうあたしたちの間を遮さえぎる壁かべは何もないのよ、お兄ちゃん」

「な、何のことだ？」

「あたし、お兄ちゃんのことを知ってとっても悲しかった。お兄ちゃんがお兄ちゃんでないなんて、信じられない……って」

「美亜──」

「でもね。ひと晩考えたの。とっても悲しいことだけれど……でも、とっても嬉しいことでもあるんじゃないかしらって」つけ睫まつ毛げがばちばちと上下する。「そう、これでもうお兄ちゃんとあたしとの間を遮る壁などもう何もないのだわ。肉親だからってずっとあきらめてた。これは妹としての兄への思し慕ぼの情に過ぎないんだって、何度自分を納なつ得とくさせては、眠れない夜を過ごし、枕まくらをぐっしょり涙で濡ぬらしたことでしょう」

「……おい、キャラが変わったぞ？」

「でもでも、もう自分の思いをごまかしきれないわ。いいえ、ごまかさなくともいいんだわ。何という神の悪戯いたずら！　禁断の思いはいま、晴れて、皆に祝福されるにふさわしい、一般的で、ありきたりで、でもでも当人にとってはドラマチックな、そんなどこにでもある男女の恋へと姿を変えた！」

「人の上で謳うたい上げるな」

「さあ、お兄さま！　この美亜の思い、いまこそ受け止めて！　あたし、浅あそ生う美亜は、あなたを心の底から愛していたのよ！」

「やかましい！」

　一馬は今度こそ本気で美亜を突き飛ばした。きゃああ、とまたも美亜は後ろへ転がる。スタイルがいいので背は低くとも割と長い足がそっくり返って、お尻しりをでん、と突き出すという、結構とんでもない格かつ好こうになったもと妹から逃げるように一馬は布団から抜け出、さらには空間そのものからも飛び出していった。

　用よう務む員いん室を駆かけ抜ける。脱ぎ散らかされた妹の制服が畳たたみの上にあった。あの大馬ば鹿かはここで着替えたらしい。用よう務む員いんは相変わらず茶などを啜すすっていた。ちなみに彼が当面の城主の世話係なのであるが、この際どうでもいい。

　一かず馬まはさんざん走り回った挙あげ句く、赤煉れん瓦がが敷しき詰められた、どこか公園に似た中庭の敷しき地ち内まで来ていた。

　汗を拭ふき、何度も何度も深呼吸して、ばっくんばっくん暴れる心しん臓ぞうをなだめる。

　くそっ！

　美み亜あがどんなつもりであんな真似まねをしやがったのか、血のつながりがないとはいえもと兄きよう妹だい、無論、一馬には手に取るようにわかる、わかってしまう。

　どうやら美亜は、色目を使う相手を、新しん之の助すけから一馬に変更したらしいのだ。何しろ城主であり、そして次期宗そう主しゆ候補であるからして。

「あの馬ば鹿か妹がぁ……」

　こっちが自分を取り巻く環かん境きようの変化に戸と惑まどっているうちに、あいつはさっさと順応してしまったらしい。おそらく、いままで一馬にしてきた仕打ちを振り返って、やばい、ポイントが足りない、どころかマイナスだ、とでも判断したのか、最終手段としてお色いろ気け攻こう撃げきに出たのではなかろうか。

　はーっ、と一馬は自分の頭を抱えて座りこむ。とてもいい天気だった。近くで噴ふん水すいがきらめいている。まだ授業中なので辺りは静か。五月さつき晴ばれの空の下、あたたかな光を浴あびていた一馬はいきなり立ち上がった。

「……よし、もうわかった。わかったよ」ぼそりとつぶやく。「そうなんだな、そうか、そうだよ、そうなんだよ」

　怪あやしい。怪しすぎる。

「みづきも美亜もくそったれ。勝手にほいほい納なつ得とくしやがって。おまえらがそのつもりだったら、おれだって、順応してやろうじゃないか。城主だって？　あー、いいね、いいともさ。宗主だ？　望むところだ。こうなりゃ、好きにしてやるさ！」

　一馬の怒ど声せいにびっくりしたのか、赤煉瓦の敷しき地ち内にいた鳥たちがばっと羽う毛もうを散らして飛び去っていく。それを映し出す一馬の目に炎が赤々と燃えていた。つまり焼き鳥だ。いや、違う。これは決意の炎だ。

　そうだ。せっかく城主という素敵すてきな立場を与えられたんだ。うじうじ悩むより、それを楽しんだほうが百万倍もましだ。いままで一族からは『能無し』と呼ばれ、学園からは『変態』と呼ばれてきた。前者はともかく後者は完全な自じ業ごう自じ得とくなのだが、被害者意い識しきに凝こり固まってしまったいまの一馬にはすべてが誰だれかの陰いん謀ぼうだった気がしてならない。その『能無しの変態』が、よくわからんが何かとてつもなく凄すごい権力を身につけたのだ。

　素す晴ばらしいじゃないか？　ああ、とっても素晴らしいことだとも。

「やってやろうじゃねえかああああ！」

　半ば、というより、もう一〇〇パーセントやけくそで一かず馬まは大声を出した。




　翌朝。

　一馬は意い気き揚よう々ようと生徒会室に乗りこんでいた。昨日までとはあきらかに違う態度に、すでに集まりかけていた役員たちが不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせている。また、その中には昨日にはない顔ぶれもいくつかあった。一族のことを話し合うときにのみ集まる、結界の民たみとしての役員だろう。

　そこへもうひとり、昨日にはなかった顔が現れた。女子武部連副リーダーである壬み琴ことも、当然のことながら城内にいる迦か具ぐ羅らの主おもだった面子メンツのひとりなのだ。

　周囲に挨あい拶さつしていた壬琴は、一馬を見て表情を微妙に変える。クラスメートであるものの、一馬とは三日前からろくに声を交かわしていない。事情が事情なのだ。そういう点においては、みづき、美み亜あと異なり、この異様な状況の中、彼女だけがごくまっとうな反応を示していたといえるだろう。

「一馬……」おそるおそる、というふうに声をかける。「おまえ、いま、ここに住んでいるんだって？」

「うむ」

「浅あそ生う家には顔出してないのか。そりゃ、色々考えちゃうだろうけど、浅生の人たちだって……おい、一馬」

「何だ？」

　腕組みしたままこちらを向いた一馬の顔に何を見たか、壬琴はそれ以上かける言葉を失った。やや眉まゆをひそめながら自分の席につく。

　やがてみづきが入ってきて、生徒朝会がはじまった。昨日と同じく八や咫た新しん之の助すけは欠席だ。

〝歪ゆがみ〟に対する警けい戒かい態勢を万全なものにするため、男子、女子の武部連リーダー双方がリストアップした、学校内における一三歳以上の迦具羅全員の資料が配られる。

　名前、年ねん齢れい、性別の欄らんの下に、それぞれのリーダーが書きこんだ「備考」の欄があり、各々の迦カ具グ土ヅチや技などの特徴、向いていると思われる分野などが書き記しるしてあった。

　たとえば、

「草くさ薙なぎみづき　一七歳　女

　備考：光の刃やいばを発生させる迦具土。刃に触れた鬼は〝歪み〟における〝定義〟の庇ひ護ごを失い、結果として現げん世せの霊力イイロに焼かれる。攻こう撃げきに特化した迦具土なので、〝歪み〟における移動方法は常人と変わらず、一歩ごとにその場の〝定義〟を人間に即したものへ変えねばならない。よって運動能力は期待できず。後方支し援えんタイプ」

「群むら雲くも壬琴　一五歳　女

　備考：天あま駆かける迦具土。〝歪み〟内において重力の〝定義〟を固定化させる。攻撃は随ずい時じ書き換かえるその重力の〝定義〟に鬼をも巻きこむことで行われる。本人の運動能力そのものが常人離ばなれしていることもつけ加えておく。先せん陣じん切って斬きりこむタイプ」

　……などなど。

　一かず馬まは一枚一枚、丹たん念ねんにそれらを眺めていた。これも昨日にはなかった熱意だ。何人かの役員が彼を見つめ、お、さすがに少しは意い識しきの変化があったのか、という顔をしたが、よく見ると、一馬が見ている資料は女子のものばかりで、男子の迦か具ぐ羅らがリストアップされた資料は脇わきに置いたきり手もつけていない。

　──くそっ。顔写真ぐらいつけやがれ。

　ぱらぱらめくりながら一馬は声に出さずに毒づいている。が、そこは『能無しの変態』である。彼好みの女子生徒の名前は、スリーサイズとともにばっちり脳内に記き憶おくしてあったから、彼の視界内ではちゃんと顔写真が付属してある。何しろ『能無しの変態』だ。見たか『能無しの変態』の力を（すでにおわかりかとは思うが、彼は根に持つタイプだ）。

　と、その中に、浮かんできてほしくない顔が真っ先に浮かび上がってきた資料があった。

「浅あそ生う美み亜あ　一五歳　女

　備考：癒いやしの羽は衣ごろも。全身にまとう、非常に珍めずらしい型の迦カ具グ土ヅチを扱う。城主の〝船〟と同じく、『現げん世せにおける人間の〝定義〟そのもの』を内に秘めているため、〝歪ゆがみ〟の中でも、異世界の〝定義〟に抵抗しないで行動することが可能。そのため、羽衣内に仲間を庇ひ護ごして、〝歪み〟に書き換えられそうになった〝定義〟を癒す局面も考えられる。ただし、その力が『人間の〝定義〟』である以上、〝歪み〟においても（本来、そうであるがゆえに超人的な能力を発はつ揮きできるはずが）人間の能力以上の〝定義〟を作ることはできず、攻こう撃げきには向いていない。防ぼう衛えい、回復支し援えんがもっとも適している。──なお、浅生家の長男が迦具土を使う権利を放ほう棄きしたため、さらにもうひとつが近日中に能力に加わることとなる」

　何だかテレビゲームの説明書でも眺めている気分だった。迦具土における訓練などできなかった一馬にしてみれば、こんなものを見ても実感などまるで湧わいてこないからだ。

「さて」充分時間を取ったところでみづきが切り出した。「この中から、学園を警けい護ごするグループでローテーションを組み、〝歪み〟が実際に侵入した場合の実戦部隊を編へん成せいします。実戦は今日明日にでも想定される事態ですので、早急に取り決める必要があります」

　役員が意見の応おう酬しゆうを開始する。誰だれがもっとも先陣にふさわしいか、〝城〟の守りをどうするか、また迦具羅だけでなく、城主が〝船〟において出陣する際、その〝船〟の動力になる霊力イイロを供給する結界の民たみの人じん選せんなど、決めねばならない事項は山とある。

　ちなみに、〝船〟とは、八や咫た家の大邸てい宅たくで鬼に襲おそわれた際、一馬が地下の鍾しよう乳にゆう洞どうで発見し、融ゆう合ごうした船そのものであり、城主専用の迦具土だという。

　全長一二メートルほどのその〝船〟は、動力として選えらばれた数名の民から注そそぎこまれる霊力をエネルギー源とする。〝船〟には、注がれるエネルギーの一部を黄泉よみの〝定義〟に抵抗するベクトルへと自然転換する機能があり、それによって、霊力イイロがつづく限りは城主も普通の世界と同じように行動できる。

〝定義〟を自ら固定化する意思を持った金属──迦カ具グ土ヅチを使った乗り物ならではだ。

「各人と話し合いの機会を持ちましょう。まずは壬み琴ことさんが作ってくださったこのローテーションを今夜から実行します。壬琴さんがよく見知った迦か具ぐ羅らの方ばかりですので、武部連からのみの人じん選せんですが、それ以外の方については……」

「待った」

　ぴたっ、と手をひとつ突き出して、一かず馬まはみづきの声を遮さえぎった。昨日と同じく、部屋内に緊きん張ちようが走る。が、みづきは気にしたふうもなく、

「何でしょう？」

「この迦具羅の人選、いくら壬琴が知っているからといっても、実際に〝歪ゆがみ〟と戦ったことのある、あるいはそれを見たことのある上での結論じゃないだろう？」

「当たり前だ」何を言い出すのか、という顔で壬琴は言った。「だけど、あたしならそれぞれの性格も知ってるし、各人の迦具土の能力もこの目で見ている。実際に侵入してきた〝歪み〟と戦ったのはそりゃこの前がはじめてだけど、あたしたちは月に一度、外法士の召しよう喚かんする〝歪み〟で訓練をしているんだから、ほとんどこれは実戦みたいなものだろう」

　一馬は、うっ、と一いつ瞬しゆん口ごもる。そーか、そんな訓練してたのか。くそっ、まあいい。とにかく畳たたみこむのだ。

「いーや、そんな、最初っから手加減された規模で呼び出された〝歪み〟など、実戦のうちに入らん！　何より、城主であるこのワタクシがはっきり言って、迦具羅の連中の力のほどを知らん。全員に力を提供して指し揮きする立場にある以上、このワタクシ自らがこの目で見、確かめ、実戦部隊を選えらび出すというのがもっとも理にかなっているのではないかと思うのだがどうか、どうかったらどうか。違うか、違うわけがない、違ってたら死んでもいい、死んでいいのか、そうじゃない、そうじゃないだろう!?」

「あー……」

　壬琴は目をぱちくりさせる。気は強いが、押しそのものはそんなに強くなく、はっきりいってこんがらかったことを考えるのは面めん倒どう臭くさがるタイプ。一馬は中等部からのつき合いだからこそ把は握あくしている彼女の性格を見事に突いた。

「うーん、そうかもね……多た分ぶん」

「では、一馬さん自らが選ぶとして……方法は何かお考えですか？」

　で、こちらは怒ど濤とうの一馬の勢いにも死んだって吞のまれそうにないみづきだ。

　一馬はホラー映画並みに首をぐるりと回転させて、みづきにぐわッ、と顔を突きつけた。

「あります！　これ以上ないほど、合理的かつ商法的に大成功間違いなし、画かつ期き的かつお約束の良さをも踏とう襲しゆうした方法が！」

「そうですか、わかりました」

　みづきは手をぽんと叩たたいた。壬み琴ことははっとなる。みづき姐ねえらしくもない。いまの一かず馬まが勢いで口走ったと見える滅茶苦茶めちやくちやな日本語に突っこまない。というか、他ほかの誰だれも気づかないかもしれないくらいにいつもとの微妙な違いだが、なぜにそんなにみづき姐は嬉うれしそうなのだ。

「しかし、迦か具ぐ羅ら全員を集めてその力を見るとなると、かなりのお時間とて必要になりますが」

「いいえ！　おれはやる、やります、やらせてください！　とてもとても大事なことであるからして！」

　一馬は燃えていた。

　みづきが彼に何を期待しているのか知らない。が、壬琴にはわかっていた。一馬が燃えているときにろくなことが起こった試しがない。そして今回もいつもどおりの結果が待っているのだろうと。
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「まあ、そういう意味では、心配しなくても大丈夫か……」

　壬琴はぼやいた。

　ばっしゃーん！

　目の前で水しぶきが飛び散る。

「城主になったり、宗そう主しゆ候補になったり、家族と離はなれたりと……少しはこっちも心配したんだけど」

　きゃああー。

　きゃっ、きゃっ。

　黄き色いろい声があちこちで飛び交かう。

「ま、これなら平気だろ……」

　天あま津つ学園では、約三〇平方メートルの温水プールが常時使用可能になっている。放ほう課か後ごのこの時間、いつもなら水泳部のみが使用するこの区画を、現在埋めているのは水着着用の女子生徒たちばかり。

　それならばまだいいが、なぜだかその周囲を埋める黒い人波はほとんどが男子学生。女子生徒たちの『奮ふん闘とう』に思い思いのエールを送っている。先頭に陣じん取どった、赤い羽は織おりを着た応援団は何のつもりだろう。

「いいですねえ、いまの冴さえ子こ選せん手しゆのガッツ！」

　プールサイドに設もうけられた特設ステージで、「司会者兼審しん査さ員長」の名な札ふだの前に座る一馬がはしゃいだ声をあげる。その隣となりが壬琴だ。

「どうでしょう、解説の群むら雲くもさん。武部連のリストではノーマークだった彼女ですが、今回に賭かける意気ごみはなかなかのものです。いいところまでいくのでは？」

「誰だれが解説の群雲さんか」

　じろっとにらみを利きかせて一かず馬まを見み据すえる。が、何を開き直ったか知らないが、当の一馬は臆おくした様よう子すもなく、

「おーっと!?　いまのプレー！　いまのプレーをもう一度！　放送部の亀かめ山やまさん!?　スクリーンにいまの映し出せますか？」

　人の話を聞いちゃいない。

　特設ステージとちょうど反対側のプールサイドに吊つり下げられたモニターに、いまの『プレー』がスロー再生で映し出され、男子生徒たちの間から怒ど濤とうのような歓声が湧わき起こった。

　クレーンに吊り下げられたロープに摑つかまった女子生徒が、ターザンの要領で飛びこみ台からいかに遠くの距きよ離りに着水するか、というこの競きよう技ぎ。下からのアングルに狙ねらわれた女子生徒が、これでもかという卑ひ猥わいな角度でモニターに迫りくる。

「ただいまの距離、九メートル四〇！　これで予よ選せん突とつ破ぱ選手三〇名が出そろいました！」

　お、お、おーっ。

　どよめき、歓声、悔くやしがる女子生徒の声、ぱふぱふぱふ、ぷっぷー。

　まさに会場は大盛り上がり。伝統ある私立学園と思えないほどに騒さわがしい。それをよそに、

「自主参加企画……ってことだったが、何で参加しているのが女子生徒ばっかりなんだよ」

「さあ、なぜでしょうね」

「男子武部連のリーダーにさっき問い詰めてみたんだ。挙きよ動どう不ふ審しんで怪あやしかったぞ。おまえ、何か取り引きしたな？」

「うーん、推測の域いきを出ないですな、それは。おっと、次の種目がはじまります。お次は水上ポカポカドカン！　あー、例のあれですね、丸まる太たに見立てた棒の上に乗って、ビニールのバットで殴なぐり合うという。まさに戦いの素質を見み極きわめる上で重要な競技と言えましょう！」

「言えるか、言えてたまるか。おい、答えろ。あの見物人たちを入れた出入り口に募ぼ金きん箱ばこがあったのは何の真似まねだ。男子生徒全員が五〇〇円玉を入れていったのはどういう理屈だ、こら」

「いやだなあ、募金箱ってことは募金してたに決まってるでしょう。いやあ、うちの学園はさすがに慈じ愛あいに満ちあふれた生徒さんが多い！」

「その司会者口調をやめろ！」

　もちろんのこと──、すべて一馬の差し金によるものである。

　迦か具ぐ羅らの自主参加を求めたこの企画、男子武部連にあらかじめ知らせておき、男子は誰も参加しないよう手を打ったのはもちろん一馬だ。男子武部連リーダー、佐さ藤とう修おさむは美み亜あのファンであるからして、籠ろう絡らくはたやすい。

　で、見物客を集めるためのポスターをメディア研究部に刷すらせて、「ポロリもあるかも！」とお約束のコピーを入れさせ、男子生徒を搔かき集めようと走り回ったのも一かず馬まだし、彼らから接せつ収しゆうした入場料──いやいや、募ぼ金きんをあとで懐ふところに入れようと目もく論ろんでいるのももちろん一馬だ。

　そしてこの、アイドル水泳大会のような企画を成立させるために、カメラ数台、モニター、クレーンなどのレンタル料、その他諸もろ々もろの雑費を払ったのも一馬だ。無論、募金やら、あとで派は生せいする関連グッズの収入を見こんでのことである。

「堂々とカメラで撮さつ影えいしやがって。あとでダビングして売りさばく気じゃないだろーな？」

「何をおっしゃいますやら。こうして記き録ろくしておいて、あとで判断の材料にするんです。ただこうして競きよう技ぎを観かん察さつしているだけでは気づきにくいこともあるでしょうしね。色々な角度から、じっくり、たっぷり、ねぶるように捉とらえてこそ、のちのち資料のひとつとして有益になろうというもの。当然のことでしょう？」

　かけてもいない眼鏡めがねをきらりと光らせるくらいインテリぶった態度だ。何やら自信満々なご様よう子すなので、壬み琴こととしてはいつもとペースが違ってなかなか反論できないでいる。

　うぬぬ、と口ごもった壬琴は、ふとモニターにとある反はん撃げきの材料を見つけて指差した。

「じゃあ、あれもじっくりたっぷりねぶるように撮影するんだな？」

「んん？」

　身を乗り出してモニターを見つめた一馬の、それまで保っていた『司会者』の態度が急に崩くずれはじめた。

[image: ]

　カメラで撮とられていると知った女子生徒のひとりが、ぴょんぴょんと跳とびはねている。どうやらこれから競きよう技ぎに挑いどむ直前らしいが、特設ステージに向けてＶサインを出し、笑え顔がおで叫んだ。

「兄貴ィー！　頑がん張ばるからねー、応おう援えんよろしくー！」

　中等部のスクール水着で跳びはねている小柄な生徒は、いうまでもなく浅あそ生う美み亜あだ。お、これはグッドショット、といわんばかりにカメラがアップになっていく。

「あいつ、残ってやがったか……」

　くッ、と一かず馬まはマイクを遠ざけて小声で罵ののしった。対照的にふふんと微笑ほほえんだのは壬み琴ことだ。

「かなり張りきっているようだな。今日は『ボーイッシュな妹キャラ』で攻せめる、らしいぞ。何のことだかわからないけど、とにかく本人がそう言っていた」

「あンの馬ば鹿か妹」

　と、報道部の男子生徒が美亜にインタビューを敢行しはじめた。

「どうですか、浅生さん。中等部ではただひとり、予よ選せん通過したわけですけれど。意気ごみのほどをひと言」

　マイクを差し出された美亜は、急にもじもじしはじめた。カメラに身体からだが映らないよう、側面を向きつつ、それでもちらちらと意い識しきしている。

「え、えーと。あたし、自信ありませんけど、司会者のお兄ちゃんのために頑張ろうかなって……そう思うんです」

　おおおー、と会場から感動のざわめき。泣いてる奴やつまでいる。もじもじと身体を隠かくそうとする美亜の姿はほんのりなまめかしい。さっきまでのはしゃぎぶりが噓うそのようだ。

「……というか、全部噓なんだけどな」

　一馬は小声でささやいた。あれだけあざとければ同性からの反感も凄すさまじいだろうに、そしてもちろんそうしたことを計算できない美亜でもないだろうに、同性からの支持を犠ぎ牲せいにしてでも彼女は次期宗そう主しゆ候補にアピールする道を選えらんだのだ。

「……苦く難なんの道だなあ」

「おまえが言うな、おまえが。見ろ、みづき姐ねえが固まってるだろ」

　言われて、一馬は壬琴とは反対側の『特別審しん査さ員席』に腰を下ろしていたみづきのほうを向いた。

　ぴきーん。

　なるほど、見事に固まっている。すでにこの女だらけの水泳大会……ではなくて、迦か具ぐ羅ら選抜会がはじまって一時間が経過しようとしているが、ずうっとこのまんまだ。

　きっといままで彼女が属してきたこともないだろう世界を前に、心なしか顔色も悪い。唇くちびるも青ざめて震ふるえていた。価か値ち観かんのまったく異なるこの世界、まさに〝歪ゆがみ〟に放り投げられたかのような心境なのだろう。お気の毒に。

　折しも『ポカポカドカン』がはじまっていた。棒の上に跨またがった水着姿の女子生徒たちが、それぞれ手にしたビニールバットで壮絶に殴なぐり合う。棒自体が水の上に浮いていて踏ん張りが利きかない上、水に濡ぬれてぬらぬら滑すべり、気を抜くと敵の攻こう撃げきが一いつ気き呵か成せいに押し寄せてくる。

　最初は可愛かわいらしく、「きゃあきゃあ」「いやーん」と言っていた女子生徒たちも、やがて闘とう争そう本能に火をつけられてか、「おらおら」「殺すぞ！」と凄すさまじい形ぎよう相そうに変わっていく。

　無論、彼女たちはまだ一かず馬まが城主だとは知らない。城主が選せん抜ばつする実戦部隊、あるいは身辺警けい護ご役をおおせつかるというのは家にとっても大変名めい誉よなことだし、何より、女性として城主に近づく以上、たとえば美み亜あが抱いているような野望のチャンスが増そうというもの。それぞれの未来設計図を脳内に描いているであろう女性たちの戦いは勇ましく、浅ましく、そして美しい。

「おっと、三年の日ひ比び野のゆかり選手、ど派は手でなビキニで登場だぁー！　学園指定の競きよう泳えい水着着用が望ましい、とポスターには記しるされておりましたが、何分急なこの企画、日比野選手は学校にこれしか置いてなかった、と言い訳わけしておりました。おお、会場からの女性たちのブーイングに負けず、カメラに向かってポージングを決めております。どこかで見ていらっしゃるだろう城主さまにアピールできるといいですねえ」

「…………………………………………………………一かず馬まさん」

「カメラ、もっと下から、下から！　そうそう、はみ出した下乳を撮とらずして何のための極ごく小しようビキニか！　頑がん張ばれ、日比野選手！　きみこそ天あま津つ学園のエロリストの称号がふさわしい！……はい？　何ですか、審しん査さ員の草くさ薙なぎさん」

　みづきは思いっきり嬉うれしそうな一馬の顔と正面から出くわしてしまい、思わず顔を背そむけた。白くなりつつある顔には脂あぶら汗あせが流れ、目はほとんど三さん白ばく眼がんと化しつつある。

「いいんだよ、みづき姐ねえ。無理しなくても。つき合いたくないんなら、休んでおけば」

　壬み琴ことが気を遣つかってそう言ったが、いまにもぶっ倒れそうに見えるみづきは首を横に振った。

「……いいえ。一応……一馬さんがやられる、城主としての……これが、最初のお仕事ですので……お目つけ役としては……最後まで」

　そんな健けな気げなみづきを見て、壬琴は一馬への怒りを新たにした。

「一馬、おまえなあ、みづき姐以外の誰だれがおまえを信頼してこういうの任せたと思ってるんだ。そんな信頼を踏みにじりやがっ……」

「そういう群むら雲くもさんだって、闘争本能を搔かき立てられているんじゃありませんか？　どうです？　特別に参加なされては！」

「あのな、そういうこと言ってんじゃ」

「そーれ、みーこーと！　そーれ、みーこーと！　あ、そーれ、みーこーと！」

　一〇〇パーセント煩ぼん悩のうを剝むき出した男とはこれほどまでに変わるものなのか。誰よりも先手を打ちつづける今日の一馬は、会場を煽あおるように手て拍びよう子しをはじめた。

　会場が一体となって壬琴の名を呼ぶ。男子は無論、彼女を宝たからジェンヌのように崇すう拝はいする女子生徒からもコールが巻き起こる。

「なっ……」

　会場を愕がく然ぜんと見渡す壬み琴ことの耳に、ボソッと一かず馬まはささやいた。

「あそこにいる、一年の沢さわ木き、見てみ。こっちを見て笑ってるだろ。いちお、この大会の優ゆう勝しよう候補だ。武部連でも盟主家でもないからおまえはリストに入れてなかったけどな。誰だれが出てきたって、軽いわ、って顔してるじゃないか？」

　ありとあらゆる女子生徒のデータをリサーチ済みな一馬である。水泳部の沢木まゆみは壬琴と同じく女子生徒から人気のあるボーイッシュな女の子で、ことあるごとに壬琴を敵視してきた。

　そしてそういうものをことごとく無視し、あるいは撃げき破はする壬琴であるものの、一馬は、実は水泳においては壬琴が彼女に一歩譲ゆずる事実も、そしてそのことを内心悔くやしく思っていることもちゃんとわかっている。ありとあらゆるスポーツを常人以上にこなす壬琴だが、水の中だとまた勝手が違うらしい。

　で、実際、沢木まゆみは湧わき起こる「壬琴」コールの中、大胆にくびれた腰に手を当てながらこちらを向き、ふふんと嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

　壬琴の顔色が変わる。その耳もとへ、さらに一馬は顔を近づけた。

「来れるものなら、かかってこい。まあ、人気者の壬琴さんでいらっしゃいますからァ、わざわざ皆さんの前で恥はじを搔かきになど来れないでしょうけどね、おほほ、おほほ、おほほほのほ」

　と、一馬は勝手なアテレコを壬琴の耳にささやきつづける。ぎりッ、と何かが鳴った。ぎりり、ぎりり。壬琴の歯が嚙かみ合わされる音だった。

「……上等だ」

「おほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ」

「上等だァァァ！」

　叫ぶなり、壬琴は解説者席の上に片足をドン、と乗っけて、学生服を脱ぎ捨てた。

　ばっと宙に飛び散るブレザー、ブラウス、スカート、そしてどうやったかソックスまでも！

　代わりに褐かつ色しよくの裸ら身しんを包み上げる藍あい色の競きよう泳えい水着！

　わぁーッ、と会場のテンションが最頂点にまで昇りつめる！

　いまどきプロレスだってやらないような、下準備ばっちりの演出じみているが、何もやらせではない。これも壬琴の性格を考こう慮りよに入れた上での一馬の巧妙、カッコくえすちょんカッコ閉じ、な計画なのだ。

「おぉーっと、解説の群むら雲くも壬琴さん、突然の乱入だぁー！　高等部一年の女王の座を賭かけた、壮そう絶ぜつな戦いの幕が、いま、切って落とされるー！」

　鍛きたえ上げた壬琴のボディが、ここぞとばかりにあらゆる角度からカメラに映し出される。

　無論、迎え撃うつライバル、沢木まゆみの表情をカットバックさせるのも忘れない。いいぞ、いいぞ、盛り上がってきた、と一かず馬まは悪徳ＴＶディレクターのような表情で（いや、実際にお見かけしたことはないですが）舌した舐なめずりする。ビデオ馬ば鹿か売れ間違いなし。

　ほくそ笑えんだ一馬は、ふと、隣となりのみづきの様よう子すが気になった。

　絶望の渕ふちに立たされつづけているのか、相変わらず青ざめた横顔を見せている。本気で気分が悪そうだ。

　以前までのおれならば──と一馬はやや劇げき画がチックに述じゆつ懐かいした──、ここで良心の呵か責しやくに駆かり立てられたかもしれない。だが、許せ、みづきさん。もうおれは以前までのおれではないのだ。良心とやらはすでに捨て去って久しい。

　愛だと？　そんなものは犬の餌えさにでも喰くわせてやればいい。友情？　いま、おれのために働いてくれているあの男子生徒ばかどもとの間にいったい、利害関係以外の何があるというんだい？

　もう、もうおれのことは忘れてくれ。きみの愛した浅あそ生う一馬は死んだのだ。いまのおれはそう、ただ血ち塗ぬられた復ふく讐しゆうがために──。

「!?」

　色々と妄もう想そうが脱だつ線せんしまくった挙あげ句く、愛する女を捨ててでも復讐を果たそうとするタフガイにまでなってしまった一馬だったが、そのとき、温水プール内にけたたましいサイレンが鳴り響ひびいた。

　と同時、ライトが赤く点滅して、水みず浸びたしの生徒たちを赤く濡ぬらす。
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「や、あの、スイッチ入ってる？」

　ふぉん、という不快な音とともにスピーカーから放送部員の声が聞こえた。

「た、ただいま、結界のほころびを衝ついて〝歪ゆがみ〟の侵入を感知しました！　城主ならびに実戦部隊の皆さんはただちに出しゆつ撃げき、〝歪み〟の速すみやかなる撃退をお願いします。防人さきもり、迦か具ぐ羅らの皆さんはあらかじめ定められたポイントにて城主の到着まで〝歪み〟を防ぼう衛えい。その他ほか生徒全員、己おのれの霊力イイロを意い識しきして結界に注そそぎこむよう。──って、えーと、先生、もう一回言えばいいんですね？　はい、わかりました、くり返します！──」

　向こうも泡あわを喰くっているらしい。プール内も騒そう然ぜんとなっている。

　しかし、出撃、撃退をお願いします、ったって……。

「いきましょう！」

　みづきがすっくと立ち上がる。一かず馬まも泡を食った。仰あおぎ見たみづきの横顔はまだ白いが、しかしここはまさしく彼女のいるべき世界。使命に燃えている。

「い、いったい、どこへ？……」

「〝船〟に決まっています。実戦部隊の編へん成せいにまでは至りませんでしたが、幸い、迦具羅の大勢がここに集まって、あああ！」

　みづきにしては珍めずらしく、言葉の途と中ちゆうでいきなり目を丸くした。

　普段ふだん冷静な人間にそんなことをやられたら、こっちはもっとうろたえてしまう。何だ、何だ、ひょっとして、もう鬼がここまで来たのか!?　と、一馬は左右を素す早ばやく見渡し、天てん井じようを見上げ、そしてテーブル席の下に隠かくれようとまでした。

「何てこと！　一馬さんは、いまだ結界の霊力を統とう括かつできません。……ということは、他ほかの結界からの霊力は使えません。学園内の方々が注いでくださる霊力だけがすべてということになります」

「ということは、って、ど、どういうこと？」

　テーブル下からひょっこり顔を出した一馬へ、みづきはさらに血の気を引かせた白い顔を見せた。

「〝船〟で出撃したとしても、長いことは〝歪み〟に留とどまることができません。おそらく、昨日の訓練成果からして、一分がせいぜいではないかと──」

　一馬とみづきはしばし無言で顔を突き合わせていた。

　サイレンは鳴り響ひびきつづけ、生徒たちはどうすることもできずに右う往おう左さ往おうしている。何を勘かん違いしたか、サイレンと赤いライトの点滅に興こう奮ふんして、ビニールバットをやたら振り回す女子生徒もいた。

「一分──って言ったな」

　一馬は訊きいた。さすがに表情を引きしめている。

　はい、とみづきは答えた。

　双方の顔は、まさにその一いつ瞬しゆん、目には見えない絆きずなの糸でつながり合っているようにも見えた。

「一分か──それって……」

「はい」

「それって……」

　くり返す。一かず馬まの頰ほおをひと筋の汗が伝い落ちた。

「それって、長いの、短いの？」

「だーっ、馬ば鹿か、まゆみ、放しな！　こんなことしてる場合じゃないんだってば！」

　プールには水しぶきを上げて暴れ回る女子生徒が二名。

　ばしゃばしゃばしゃという音をＢＧＭに向かい合っていた一馬とみづきだったが、そのとき、くらあっ、とみづきの身体からだが思いきり横に傾かしいだ。

　無表情のまま、直立姿勢でふらついた彼女はいっそプールに飛びこもうとでも思ったのか、あわてた一馬に身体を支えられる羽は目めになった。

「み、みづきさん、みづきさん!?」

　一馬の腕に抱き止められたみづきは真っ青さおな顔をしていて、ぶつぶつ不ふ明めい瞭りような言葉をささやいていたが、ただひと言だけは、一馬にも聞きわけることができた。

「……うふふー……みっちゃん、もうお家うち帰る時間なのー……婆ばあやがねー、シフォンケーキ焼いてくれるのー……」

　…………。

　そりゃあよかった、と一馬は小さな小さな声で言った。










四章「初陣はスクール水着とともに」
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　鳴り響ひびくサイレンに学校中が騒そう然ぜんとする中、さらに周囲を騒さわがせる一団が走り抜けていった。

　一かず馬ま、みづき、壬み琴こと、美み亜あ──の面めん々めんである。

　いや、正確には、走っているのは三人だけで、残るみづきは一馬と壬琴によってそれぞれ上半身と下半身を支えられながら走らされていた。「うふふー……」と時折奇き怪かいな笑えみを洩もらすのが、普段ふだんの生徒会長のイメージとまったく重かさならず、ある意味〝歪ゆがみ〟の襲しゆう撃げきよりもよっぽど恐ろしい。

　さらには、壬琴と美亜は着替える暇ひまもなかったので、当然水着姿だ。学園の問題児と、普段なら理りをもって非ひを正すはずの生徒会長の奇怪な姿、おまけに水着姿の壬琴と美亜とくれば、それはもう人目を集めないほうがおかしいわけで。

　駆かけ抜けている間も生徒たちによく声をかけられた。

「会長！　〝歪ゆがみ〟はいったいどこから来るんですか!?」

「あそこー……ふふふ」

「城主さまはいったいどちらに!?」

「ここにー……ふふふ」

「我々はいったい何をすれば!?」

「ナニをー……ふふふ」

　当然、そうしている間にも一かず馬またちは使命感に駆り立てられた全力疾しつ走そうを余よ儀ぎなくされる。

　彼らの向かっている先にこそ、城主が乗りこむ迦カ具グ土ヅチ──〝船〟があるのだ。

「だけど！」走りながら一馬は訊きいた。「おれは、いったい、何を、どうすりゃいいんだあああ!?」

　使命感の割に、もの凄すごく根本的な悩みであった。

「ナニをどーするのー……あばばばばば」

「昨日、教わったんだろうが！」咄とつ嗟さにみづきの口を押さえた壬み琴ことが怒ど鳴なる。「ぐずぐずしていられない。いまこうしている間にも、生徒たちが〝歪み〟を必死で喰くい止めているんだ！」

　用よう務む員いん室まで来た。壬琴にみづきを任せてから、手を差し伸べた一馬が目に見えない仕切りを消し、全員が異空間へと飛びこんでいく。その先頭を切った一馬は、勢いこんだはいいものの、はて、と立ち止まった。

「……で？　何で、ここに来たんだっけ？　忘れ物？」

「アホ。おまえの忘れ物なんぞ知るか。こここそ〝船〟の内部だろうが！」

「お兄ちゃん、しっかりして」美み亜あがエールを送る。「あたしたちの頼りは、城主のお兄さまだけなのですわ！」

「……とりあえずキャラをひとつに絞れ、おまえは」

　一馬は頭を搔かきつつ、そういえば、と、みづきから言われていたことを思い出していた。

　そう、一馬が居住区に使っているこの霊力イイロを統とう括かつするための空間。その一部にこそ、〝船〟そのものが割り当てられている、とみづきは言っていた。

「じゃ、じゃあ、いくぞ」

　自分の布団を蹴けっ飛ばして中央にスペースを作りながら一馬は三人に言った。

「どうやって？　とか訊くなよ」

「いきます、イキますわ……うふふ」

「頑がん張ばろう、兄者」

　三者三様の反応にいちいち突っこんでいられる暇ひまもない。実は壬琴が言ったようにもう一度確認したかったのだが、みづきがアレでは訊きようもないので、とりあえず、一馬は言われていたとおりの手順を踏むことにした。




「こっちだ！　応おう援えん頼む！」

　一方、学園内では散ちり散ぢりになった生徒たちもそれぞれの使命を果たしていた。

　結界の民たみの中でも主おもに防人さきもりと呼ばれる種類の面めん々めんが奮ふん闘とうしている。

〝歪ゆがみ〟と正面切って戦うのが迦か具ぐ羅らなら、彼ら防人は、迦具羅の戦いをサポート、あるいは迦具羅が辿たどり着くその直前まで〝歪み〟を押さえこむ役割を担になっている。フィールドを霊力イイロによって展開させることで他者を守り、同じ方法で〝歪み〟の進行速度を遅くするのだ。

「な、何だ、おまえら!?」

　視し聴ちよう覚かく室前のポイントに陣じん取どっていた防人のひとりが目を丸くした。駆かけつけてきた迦具羅の女生徒は皆スクール水着姿だったからだ。

「いいの！　気にしなくて」赤面したひとりが怒ど鳴なり返した。「それより、気合い入れな！　可愛かわいいあたしたちを戦場に送りたくなかったならさ」

「へっ、こういうときだけ、女の子すんなって」

　迦具羅たち数名が、防人の背後につく。

　学園数ヶ所で同じような光景が展開中だった。〝歪み〟は何も一ヶ所から現れるわけではないからだ。この前、視聴覚室で現れたような〝歪み〟のほうが異例であって、一ヶ所のみから現れた、ということはそれくらい小規模な〝歪み〟だったということを意味している。

〝城〟である学園は、〝歪み〟の通り道というだけでなく、その〝歪み〟をいくつかに分散させるという機能をも持っているのだ。防人が押さえつけているそれらを、城主が〝船〟とともに現れた際にふたたびひとつにまとめ上げ、あとの処置を城主に託すのである。

　しかし──城主をはじめ、もちろん、これに参加した全員が初うい陣じんだった。

「ほらほら、頑がん張ばって」

「うるせえ、まゆみ」

　軽口を叩たたきながらもその実、それぞれの霊力をもって不可視のフィールドを張り、〝歪み〟の侵攻を押さえている防人たちの顔色は早くも白い。背後に控ひかえた迦具羅たちは、万が一のとき、防人でも押さえきれないようなら前へと出て戦う役目を担っている。が、無論、〝船〟の実戦部隊と異ことなり、城主の加か護ごのない彼らでは〝歪み〟内にいられる時間そのものが短いため、絶望的な戦いを強しいられることとなるだろう。

　防人をからかう女生徒たちとて、無論その辺のことはわかっている。だからこそいつもと同じ態度をつとめているのだ。

　まだか──、と生徒たちは、まだ見ぬ城主に理屈では計り知れない信頼をこめて、その登場を祈った。




　一かず馬まはふたたび結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢を取った。

　美み亜あも彼の後ろで同じポーズを取り、壬み琴ことは何だか子供のように大人おとなしいみづきにそれを強要してから、一かず馬まの背後で彼女たち三人がそれぞれ三角形の頂点になるよう、自らも腰を下ろす。

　三名の女子生徒から、空間を漂ただよっているのと同じ青あお紫むらさき色の気体が放出されはじめた。この空間内では霊力イイロは視覚化されるのである。

　と同時、違う場所からも力が届いてくる。いまいる地下空間とは別の場所にも同じような空間があり、そこには〝船〟のエネルギー源となるべく選えらばれた生徒数名が駆かけつけているはずだ。ちなみに、みづきが言っていた「生徒会室の隣となりの瞑めい想そう室」も同じ空間であり、現実の距きよ離りとは無関係にここへ通じることができる。

　一馬は昨日と同じ要領で、自らの『形』を溶け崩くずれさせはじめた。途端とたん、霊力が火となって意い識しきできるようになる。昨日のそれとは比べるまでもないくらい小さな小さな炎だった。数々の結界から届けられているわけではなく、学園内のみの霊力だからだが、一馬はむしろ安心していた。手に負えないほど凄すさまじい力よりは、制せい御ぎよしようのあるほうがまだいい。

『形』を失った一馬は、集まってきたすべての火で空間内を満たし、それが徐々に〝船〟の形となるようイメージする。八や咫たの地下聖堂でのことを思い出したとき、空間が、ごごご……と震しん動どうを起こしはじめた。




　防人さきもりのひとりが膝ひざをついた。

　サッカー部キャプテンのはずの彼は、どんな激はげしい練習のときにも感じたことのない疲労にによって、精神レベルから揺ゆさぶりをかけられていた。

「あとはあたしたちで何とかするわ！　どいて！」

　さしもの迦か具ぐ羅らたちももはやからかうどころではない。が、防人たちは返事もせず、ただただ己おのれの使命をまっとうしつづける。それが結界の民たみだからだ。そう教えられてきたからだ。

「くそっ！　みんな、いくぞ！」

　まゆみが声をあげる。水着姿の女子生徒たちが「おう！」と叫び、それぞれが身にまとっている迦カ具グ土ヅチを一気に実体化させようとする。防人たちを押し退のけてでも〝歪ゆがみ〟に突入するつもりだった。

「壬琴、勝負はお預けだ！」

　まゆみは矛ほこの形を取った迦具土をかざした。防人の身体からだが後ろへよろめきかかる。それを支えようと手を伸ばしたとき──、

「来た！」

　隣となりの女子生徒が叫んだ。声には涙がにじんでいた。鬼が現れたのか、と面おもてを上げたまゆみは、背後にあたたかな光を感じて本能的に振り返った。

　白々とした光が窓をとおして輝かがやいていた。グラウンドの上空四、五メートルの位置で瞬またたいたその光が、膨ぼう張ちよう、収しゆう縮しゆくをくり返しながら、とある形を生み出そうとしている。

〝船〟だ！

　船せん首しゆから船せん尾びに至るまでの力強い、かつ優ゆう美びなラインが光の線せんで描かれ、マストに見立てた光の柱が立ち昇り、次いで、帆ほのような光の翼つばさが宙を羽はばたきはじめる。

　瞬しゆん間かん、各所のポイントからいまにもあふれ出そうとしていた〝歪ゆがみ〟の気配けはいが噓うそのように途と絶だえた。〝城〟が分散させていた〝歪み〟をグラウンドに集中、ひとつにまとめ上げたのだ。

　まゆみは窓から外を見つめた。あたかもグラウンドを占めた〝船〟の光に挑いどみかかるかのように、黒々とした稲いな妻ずまが上空から降り注そそぐ。稲妻はすぐさまブラックホールのような黒い渦うずへ姿を変え、辺あたりの〝定義〟を異世界のそれへと吞のみこみながら徐々に渦を広げていく。

　古い時代の戦いくさ舟ぶねのような姿を取った光が、〝歪み〟へと舳へ先さきを向けた。

　半ば陶とう然ぜんとその夢む幻げん的な光景を見やっていたまゆみは、はっとして、まだ自分たちの使命は終わっていないことを思い出した。

「グラウンドに急ぐぞ！」

　号ごう令れいをかけて一気に走り出す。万が一のときは、今度こそ自分たちが命を賭かけて戦うのだ。
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「くおおおおおおおお」

〝歪み〟に侵入した途端とたん、一かず馬まは背を反そらして甲かん高だかい苦く鳴めいをあげた。

〝船〟はいまや彼の肉体も同じである。たとえその内部は迦カ具グ土ヅチによって黄泉よみから守られていても、外部から受ける衝しよう撃げきはどうしようもない。それは一馬の未み熟じゆくさゆえでもあった。単に動きやすいという理由でわざわざ〝船〟を肉体として捉とらえているのだが、せっかく肉の器うつわを捨てているのにそれでは意味がない。

　さらにいえば、自分でもどんなイメージをしたのか覚えていないのだが、何ぶん咄とつ嗟さなことだったので、〝船〟の舳先は手でも足でもなく、彼の股間そのものになっていた。

　つまりは男子のいけない部分からいけない場所に突入したことになる。

　そりゃ苦鳴も変なものになる。

「お、おい」後ろから壬み琴ことが声をかけた。「大丈夫か？　ちゃんと霊力イイロを制せい御ぎよして〝船〟のフィールドを維持しろよ。あたしたちはともかく、おまえは一瞬で吞のまれちまうぞ！」

「ふおおおお……だ、だいじょう……ふあああああん！」

　何だかあんまり聞きたくない声で一馬は身み悶もだえる。壬琴はちょっと眉まゆをしかめてから、〝船〟がそれでも前進をつづけていることを感じ取り、自らは結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢を解といた。

　内部はあの地下空間そのままだ。〝船〟は形を保った物体ではなく、いわば収縮自在の迦具土。地下室の周囲を囲かこっていた迦具土が、城主の呼びかけに応じて〝船〟の形を作り出し、外へと移転する仕組みになっている。だから布団も一かず馬まの着替えも、カップラーメンの容器もそのまま転がっていた。

　壬み琴ことは右手側の空間に自分の手を置いた。円形の窓状にくり貫ぬかれた空間が、外の〝歪ゆがみ〟を一部映し出す。黒々とした空間は混沌カオスに満ちていた。壬琴は一いつ拍ぱく間を置いて、自分自身に確かめるようにつぶやいた。

「よし、いくぞ」

　振り返る。決意に満ちたいい顔をしていた。あああん、あああああン、と背後で馬ば鹿か者が喘あえいでさえいなければとてもいい場面だった。

「うん」

「はいー……」

　美み亜あにつづいて立ち上がろうとしたみづきを、壬琴があわてて押さえこもうとした。いまのみづき姐ねえでは危なすぎる。が、飛びかかった壬琴の腕をするりとかいくぐると、みづきは「ふふふ」と笑い声に尾を引かせながら、〝船〟の空間に手を押し当てて扉とびら状の穴を穿うがち、そのまま外へと姿を消してしまった。

「あああ、もう！」

　壬琴も外へと出る。つづいて美亜がその後ろからいこうとしたが、

「待て、美亜！」

　鋭するどく一馬に呼びかけられて、「何？」と振り返った。

「あのな……あ、ふあああああ！」

「……あの、誘さそっているんなら、戦いが終わってからでも？」

「ち、違う！」一馬は赤面しつつ、「みづきさんが言ってた。おれの力なら、一分が限界だって。忘れるなよ、一分だぞ！」

「ＯＫ、マイブラザー。オマエはここで待ってなよ。城主は迦か具ぐ羅らに力を注そそぐのと、〝歪み〟の膨ぼう張ちようを喰くい止める最終防ぼう衛えいラインの役割があるのだからね。霊力イイロをあんまり分散させすぎないで。グッラック！」

　美亜の姿も搔かき消えた。相変わらずキャラがよくわからないが、事ここに至っては、さすがの一馬とて場を茶化ちやかしていられる場合でもない。目を閉じ、色とりどりの火となった霊力を意い識しきする。

　同じ異空間から〝船〟の動力源として供給されつづける力の火を自身の肉体──すなわち〝船〟だ──に滞とどこおりなくいき渡らせ、そして学園から届けられる霊力の火をいったん吸いこみ、それを〝船〟の外に出た三人娘それぞれを包みこむようにして与えてみる。

　まだ感じの摑つかみはじめだから、慎しん重ちように、慎重に、と一馬は事を進めた。まるで一いち夜や漬づけの経けい験けんしかない綱つな渡わたりに挑いどむような心境だった。しかも成功例は一度もない。足もとをじっくり確かめながら、しかしあまりに遅すぎるとかえって危険なため、一歩、また一歩、確実な前進をも余よ儀ぎなくされる。

　おまけに股こ間かんからは異様なんだか気持ちいいんだかわからない微妙な感覚。

　──落ち着け、落ち着け……。

　一かず馬まは歯を食いしばり、それから霊力イイロの循じゆん環かんに次第に慣なれてくると、今度は〝船〟の前方あたりに自分の目を意い識しきして植えつけてみた。こういう作業を行わねばならないのも、いちいち〝船〟を肉体として捉とらえているからである。本来、精神のみの存在となれるはずの一馬なら、目はいく通りも〝船〟外部に取りつけられるし、その視力とて人間の比ではないはずなのだが、どうあれ、いまの一馬には肉体の枷かせから解とき放たれるほど自在にイメージできる技術はない。

　異世界の光景が目の前に広がった。いくつもの暗色系の絵の具を泥水に混ぜ合わせたような、気き味みの悪いうねりが、人間じみた悲鳴を響ひびかせつつ幾いく重えにも重かさなっている。

　これが一馬の視認した〝歪ゆがみ〟だ。

　目をぎょろっと上向けると、そこに三人娘もいた。壬み琴こととみづきの二人を、美み亜あが羽は衣ごろもで守しゆ護ごしている。そうやって〝定義〟を守ることで、壬琴に余計な精神力を使わせず、敵の位置を探さぐらせることのみに集中させる作戦らしい。それはいい。が──、

「んん!?」

　一いつ瞬しゆん、驚おどろいた一馬は霊れい的存在であるはずの目を見開いた。そこにいた全員の姿が変わっていたからだ。

　すでに競きよう泳えい水着の一部に仕こんでおいた迦カ具グ土ヅチが発現し、美亜は羽衣姿、壬琴は足から彼女の長身とほぼ同じサイズの翼つばさを広げていたのだが、霊力のフィールドが与えられた途端とたん、壬琴とみづきの外見がそれとは別にがらりと変へん貌ぼうを遂とげたのである。

　壬琴は身につけていたはずのスクール水着がかなりきわどい代しろ物ものになっていた。手には肘ひじまでのグローブがはめられ、ハイレグカットによって長さがより際きわ立だった足には太ふと腿ももあたりまでを覆おおったロングブーツ。翼はその踵かかとから生はえている。

「あ。いいなあ、変身ヒロインみたいで」

　美亜がぽそりとつぶやいた。対する壬琴は忌いま々いましそうだ。一馬が与えたフィールドには彼自身のイメージが投とう影えいされているため、〝歪み〟内では姿が変わって見えるのだ。無む意い識しきのうちにやっていることなので一馬に罪はないが、勝手にお色いろ気け過剰ヒロインにされてしまう立場としてはたまったものではない。

　美亜の迦具土はもともと全身を覆うタイプなので、迦具土が城主の意志を遮しや断だんしている。美亜は羨うらやましそうに、壬琴と、こちらは巫女みこ装しよう束ぞくになったみづきを見比べていた。みづきのデザインももちろん男性のお好みっぽく、肌の露ろ出しゆつが多くなるようアレンジが加えられてある。

　茫ぼう洋ようとしているみづきは果たしてそれに気づいているのかいないのか。見た目の割に二人ともあまりいやらしい感じはしないのが救いといえば救いだった。壬琴はスポーティーな感じ、そしてみづきは普段ふだんの真っ白いイメージによって、このデザインでもむしろ女性としての魅み力りよくを際きわ立だたせてくれているからだろう。

「あとでイメージのやり直しを要求するからな」

　壬み琴ことに凄すごまれて、一かず馬まはせき払いした。趣しゆ味みが丸わかりというのも何となく罰ばつが悪い。

　が、ともあれ気を取り直した一馬は〝船〟に口を作り出し、同じ異空間にいるはずの結界の民たみへ声を届かせてみた。動力となっている中のメンバーは以前の生徒朝会で確認済みだ。

『放送部、亀かめ山やま！　いるか！』

『え？』うろたえたような声が〝船〟の耳に届く。『あ、は、はい！　も、もしや城主さま!?』

　やベっ、と一馬は一いつ瞬しゆん口ごもった。少し間を置いてから、意い識しきして声こわ音ねを変える。

『タイムキーパーをやってくれ。六〇から一秒ごとにカウントしろ。いますぐにだ！』

『わ、わかりました。はじめます！　六〇……五九……五八……』

　一馬は亀山の声をもうひとつの口を経由して〝船〟の外部にも届かせた。

　その意図を理解したらしい壬琴が頷うなずく。さすがに見た目を気にしていられる状況でもない。

　甲かん板ぱん上に突っ立った彼女は、さっきから敵の気配けはいを探ろうとしていた。違和感に満ちたこの世界で、ひときわ強い不快感を放つのが鬼という存在なのだ。

　人でないモノ。命を持たないモノ。

　現げん世せのあらゆる〝定義〟から外され、追い落とされたモノ。

　壬琴は、いまだに鬼という存在が何なのかわからない。生命ですらないとはいえ、ただの亡ぼう霊れいとも何かが違う。果たして自じ我がらしい自我が存在するものかどうかさえわからない。いや、人間の〝定義〟とは何から何までもが違う存在なのだから、人間に当てはめて比較するほうがおかしいのかもしれない。いうなれば、鬼には鬼の法則においての自我が存在するのだろう。
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　ぶるるっ、と壬み琴ことは身み震ぶるいした。考えただけでおぞましい。

「……！」

　と、震え上がった褐かつ色しよくの肌がさらに粟あわ立だった。

　身体からだだけでなく、脳味み噌そまでもが寒気に浸ひたされるようなこの感覚はまぎれもなく鬼のもの。

　敵の方ほう角がくをそのまま黄泉よみの〝定義〟で認にん識しきしようとすると、三さん半はん規き管かんをずたずたに引き裂さかれる恐れがあるので、現世の〝定義〟に書き換かえてから脳内で方角を認にん識しき。美み亜あの羽は衣ごろもの加か護ごがあるためにいつもよりはたやすい作業だった。

　前方右上、そしてその後方にもひとつ……それぞれの角度から迫りくる異世界の亡もう者じやたち。

　隣となりを見る。

　ぽやーっとしたままのみづき姐ねえがいた。あっちへふらふら、こっちへふらふらしようとするので美亜がその肩を摑つかんで、羽衣の守備範はん囲いから逃のがれないように苦心している。

『四五……四四……』

　無論、カウントダウンは続行中だ。城主の霊力イイロが途と絶だえると、美亜の羽衣とてどれほどもつかわからない。何度か訓練につき合った経けい験けんからすると、十数秒がせいぜいだろう。そうなるといまのみづき姐ではどれほど〝歪ゆがみ〟に抵抗できるかわからないし、そもそも城主からの供給がなくなれば、こちらとて〝歪み〟にいつまでも留とどまっているわけにはいかなくなる。

　つまり、ぐずぐずしていられる時間は一秒とてない、というわけだ。

「あたしがいく。美亜、おまえはここでみづき姐を頼む」

「え？　で、でも……」

「わかってる。だけど大丈夫さ、いまは城主さまの支し援えんもあるんだ」

　壬琴は笑って言った。

　本来、彼女はその行動範囲の広さと速度とで相手を翻ほん弄ろうし、そうして誘さそい出した敵を後方の攻こう撃げき部隊に任せるのが役目だ。が、いまはみづき姐がアレだし、美亜に攻撃能力はない。さらには城主さままでもが新しん米まいで頼りがいがない。

　ということは、壬琴が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするしかないのである。

「一かず馬ま、攻撃を仕し掛かける！　おまえは動くなよ！　まだいろいろ同時にはできないだろ。そこにいて〝歪み〟の膨ぼう張ちようを阻そ止しするのと、あたしたちに霊力を回すことのみに集中しろ。いいな！」

　叫ぶなり、一馬の返事を待たずに壬琴は宙を舞まった。

　翼つばさを開き、〝歪み〟のうねりの中へと飛びこんでいく。短めのポニーテールが後方へなびいた。風切る感じは単なる壬琴のイメージだ。そのほうが気持ちがいい。

〝船〟から飛び上がること数秒、敵もこちらへと針路を転換させた。奴やつらは霊力イイロを恐れると同時、霊力を持つ生命の存在を何よりも憎むのだ──という。

　ぎゅんッ、と急カーブを描いて蛇へび状の胴体をうねらせた鬼が後ろから襲おそいかかってくる。

　大蛇オロチだ。壬み琴ことは急降下してその突進を頭上にやり過ごした。びりびりびりっ、とかすめた鬼の巨体が壬琴の〝定義〟を己おのれのそれへ巻きこもうとする。が、城主の霊力がそれを防いだ。微弱といえどさすがは城主、と壬琴はにやりと笑う。

　その隙すきに前方に回りこんでいたらしいもう一体の鬼が正面から両手を広げた。

　壬琴の目には赤い針金に似た髪をなびかせた、緑色の肌の巨人に見える。こちらはもっともポピュラーな鬼──軍勢イクサだ。

　鬼にもいくつか種類があり、一族ではそれぞれに名前をつけている。外見で見わけるのではない。大体、鬼の見え方など個人によって異なる。鬼の種類はその戦い方によってのみ判別されるのだ。〝歪ゆがみ〟そのものを引きずって、その長大な身体からだでこちらを吞のみこもうとするのが大蛇、〝歪み〟を人間に見立てた四し肢しに変えて襲おそいかかってくるのが軍勢。

　壬琴はあえて正面からぶち当たる道を選えらんだ。盾たてとなった城主の霊力はそのまま攻こう撃げきにもつながると信じたからだ。

　があッ、と鬼が壬琴にしか聞こえない声で吠ほえ、その両手で迎え撃うった。さらに加速した壬琴が、きわどいコスチュームの色のままに青い光こう弾だんと化す。

　ぶち当たる。

　ひやっ、とした感触が壬琴の身体を薙ないだ。瞬しゆん間かん、

　ぐげえええええ、という声を道連れに壬琴はそのままぶち抜いた。

　──やれる！

　確信を抱いた壬琴はそのまま急降下し、四散した軍勢ごとこちらを吞みこもうとしていた大蛇から身をかわす。

　反転して大蛇の下をかいくぐった壬琴は、ふたたび向きを変え、〝歪み〟を泳ぐ鬼に突撃した。逃がすかよ、と壬琴はさらに迦カ具グ土ヅチのパワーを引き上げて鬼に追いすがった。速度ならばどんな鬼にも負けない自信がある。

『三〇……二九……』

　焦あせるな。もうあと数秒で終わる。ほら、こっちのカウントダウンは、三……二……、

　一。

「!?」

　ゼロに辿たどり着く寸前、壬琴の身体を異変が襲おそった。

　突然『変身』が解とけ、水着姿に戻ったのだ。速度が落ち、息苦しそうに喘あえぎはじめる。

　──しまった……。

　一かず馬まの未み熟じゆくさを計算に入れるべきだった。城主の霊力が届かない距きよ離りにまで来てしまったため、〝歪ゆがみ〟の混こん沌とんとした〝定義〟が彼女へ牙きばを剝むいたのだ。いわば、宇宙空間でいきなり宇宙服を剝はぎ取られたにも等しい状態。壬み琴ことの目といわず、耳といわず、口といわず──ありとあらゆる箇所から〝歪み〟がじわじわと侵入を果たそうとする。

「く、くそっ！」

　壬琴は迦か具ぐ羅らとしての精神力を発はつ揮きし、ひとまずそれらの侵入を遮しや断だんした。目の前で鬼が蛇じや体たいをうねらせて反転している最中だった。大蛇オロチの口が上下に搔かき開いた。口だけに飽き足らず、大蛇はその胴体までをもめりめりと半ばまで裂さいて、より巨大な顎あぎとを形成する。壬琴は翼つばさをはためかせて後方へ飛んだ。

　が、城主からの支し援えんを失った壬琴は、〝歪み〟に抵抗するために意い識しきをそちらへ回さねばならなかったので先ほどの速度は望むべくもない。むしろ追いすがってくる鬼のほうが上回っていた。

「来るな、化ばけモン！」

　叫んだ壬琴の翼から何かが噴ふき上がった。

　まるで風が渦うずを巻いているようなそれを、片手に生きた蛇へびのごとくまとわりつかせ、空から手ての突きのようなポーズで前方へ解とき放つ。重力の圧あつ縮しゆく弾だんだ。

　本来、現げん世せの法則を受け入れない〝歪み〟の中ではどんな攻こう撃げきも鬼には通用しない。鋭えい利りな刃やいばで斬きりかかろうと、拳けん銃じゆうを乱射しようと、戦車の砲ほう弾だんを放とうと、そして巡じゆん航こうミサイルの爆ばく発はつさえもがまったくの無力。

　が、迦カ具グ土ヅチによって〝定義〟を書き換かえさえすれば、〝歪み〟には本来あり得ないはずの重力も効果があがるのだ。

　蛇体に穴を開あけられた大蛇が悶もだえを打った。これで最後、とばかりに壬琴は力を溜ためこんだ。翼から噴き上がった重力を、掌てのひらの中で最大限まで圧縮させる。

　しゃああああっ。大蛇の口がさらに角度を広げた。壬琴二、三人ぶんはたやすく吞のみこめそうな〝歪み〟の入り口が迫る。

　その中めがけて重力弾を放った。最高の手て応ごたえが突き抜ける。

　大蛇の胴体が真っ二つに裂けた。見事なまでに。

　やった！……

　と思ったのも束つかの間だった。

「!?」

　大蛇は裂かれたのではない。自ら裂けることで避けたのだ。

　上下にわかれた蛇体がそれぞれ闇やみ色の牙をきらめかせて上下から迫りくる。最大の重力弾を放った直後の壬琴の迦具土は、いまだ重力の〝定義〟を生み出すにいたっていなかった。つまり、動くもならず、攻撃もできず。

「あ……」

　壬み琴ことの双そう眸ぼうに、哄こう笑しようを響ひびかせながら迫る鬼の笑えみが映った。

　少なくとも、彼女にはそう見えた。




　その瞬しゆん間かんを一かず馬まも見ていた。

「く、くそくそくそ、ああン、くそくそっ！」

　一馬とて何もしていなかったわけではない。自分の霊力イイロが彼女に届いていないと知った瞬間から、何とか壬琴にフィールドを送ろうと必死になっていた。霊力を届かせるための手を意い識しきして作り出し、その手を最大限まで伸ばそうとする。

　が、届かない。人の手は決して限界以上に伸びはしないからだ。

　一馬は何度も何度も唸うなりながらイメージをしなおした。人間の手だと思うからいけない。もっと自由で、もっと奔ほん放ぽうなイメージを！……が、いきなりまったく別のものを思い浮かべろといっても、なかなかそれに実感をともなわせることは難むずかしい。自分の肉体のように操あやつろうとするなら、やはり自分の肉体のイメージが一番ぴったりくるからだし、股こ間かんの異様な感覚がイメージを邪じや魔ましてしまう。

『一六……一五……』

「くそーぉっ！」

　一馬はここに至ってはじめて、剣けん三ぞうやら実の父やら、六賢けん人じんとやらを恨うらんだ。

　おれがこんなに未み熟じゆくなのは、あんたらがおれの素す性じようを隠かくして、何も教えてくれなかったからだ！　最初から教えてくれりゃ……ふあああん！

　壬琴は〝歪ゆがみ〟の中、あたかもはりつけにされた罪人のような姿で静止していた。その体内へ、蛇へび状の胴体を波打たせながら鬼が潜もぐりこもうとしている。フィールドがない以上、いまの壬琴をかろうじて人間たらしめているのはその精神力のみ。

　あまりに強固な意志の力、そしてあまりに薄うすい一枚きりの盾たて。一馬は最悪の事態をイメージしてしまった。

　おれの目の前で……、

　壬琴が……、

〝歪み〟に吞のまれて、別のモノに──。

（一馬！　弱っちいから虐いじめられるんだよ）

　瞬間、脳のう裏りをよぎったのは幼い女の子の声だった。

（力があるとかないとか、そんなの関係ないだろ。ぶん殴なぐっちまえばいいんだ。おいでよ、殴り方を教えてあげる）

　そんなので自分も虐めていたくせに、壬琴は得意満まん面めんでそう言ったのだ。

（こうやって、拳こぶしを手首の内側に畳たたんで……そうそう……こうっ！）

　一馬は吹っ飛んだ。

（ご、ごめーん！　寸すん止どめするつもりだったんだけど……オーイ……生きてるー？）

　一かず馬まはかろうじて生きていた。

（何だよ、そんなにむくれるなよ。わかったよ、あたしを殴なぐれ。ほい、殴れ。いますぐ殴れ）

　逆切れした幼い少女は一馬の前に仁に王おう立だちしたのだ。ぶん殴ってやる、と一馬は思った。

　そして、できなかった。

　いまならばできる気がした。

　壬み琴ことをではない。

　弱い自分を虐いじめようとする相手を。

　何らかの手段で。──そう、戦おうとする意思さえあれば。

「美み亜あ、そこをどけっ！」一馬は怒ど鳴なった。「羽は衣ごろもからみづきさんを外すんだ！」

「え？　ええッ!?」

　同じく息を吞のんで壬琴の危機を見守っていたらしい、妹の泡あわを喰くった声が耳に飛びこんでくる。一馬はなおも声を大きくした。

「早くしろ！　壬琴を助けるんだ！」

　そのときの美亜が何をどう思ったか、それはわからない。が、血のつながりはどうあれ、一馬ともっとも長い年月を過ごしたのは彼女なのだ。美亜は甲かん板ばん上を後ろに跳とんで、羽衣の守備範はん囲いからみづきを外した。

『五……四……三……』

　瞬しゆん間かん、一馬もフィールドをみづきから放した。

　みづきの『変身』が解とけた。すなわち、いまの壬琴と同じ状態にさせたのである。

『一馬さんの一馬さんらしい部分を目覚めさせる』とみづきは言った。ならば、みづきの一番みづきらしい部分を目覚めさせるのだ。

「みづき！」

　一馬が叫ぶと、茫ぼう洋ようとしていたみづきの身体からだがびくりと震ふるえた。〝歪ゆがみ〟の侵入を感知したのだ。後ろからそれを見ていた美亜の顔に一いち陣じんの光が差した。

　みづきのリストバンドに仕こまれた迦カ具グ土ヅチが一本の帯のように変化したかと思うと、螺ら旋せん状に回転して手首を伝い上り、次の瞬間には光の刃やいばとなって具現化した。

　同じく光を浴あびた一馬は、タイミングを見計らっていた。剣つるぎが伸びる。船の舳へ先さきを、鬼の正面に位置するよう移動させる。

『二……一……』

「敵は前だ！　クマさんのパンツを見られたぞ！　絶対に逃がすな！」

　みづきの黒い瞳ひとみに霊力イイロの火がかっ、と燃え立った。瞬間。

　膨ぼう大だいな光が〝歪み〟のうねりを裂さいていく。その果てに、大蛇オロチの姿があった。

『ゼロ！』

　おおおおおおおおおおおん。

　一かず馬まの耳に、イメージしたままの鬼の断だん末まつ魔まが轟とどろく。

　しばしの静せい寂じやくのあと、壬み琴ことの翼つばさがふたたび閃ひらめくのを彼は見た。よろよろと、泳ぐようにこちらへ──〝船〟へと戻ってくる。一馬の霊力イイロはいまだ三人を守しゆ護ごしていた。みづきの見立てより、もう少しは彼の能力も評価されてしかるべきものだったらしい。

　一馬がひと息つこうとしたそのとき、戻りかけていた壬琴がはっと目を瞠みはった。

「一馬、もう一体だ！　そちらへ向かった！　〝歪ゆがみ〟の膨ぼう張ちようを止めろ！」

　ようやく一馬もその新たな敵を感知した。

　間に合わなかった。

　凄すさまじい速度で甲かん板ばん上を飛び越えた鬼が、〝船〟の背後へ向かって突き進んでいったのだ。

　そしてそこには、いま結界の民たみたちが集まっているグラウンドがあった。







３──

〝船〟が〝歪み〟に消えて約一分後。

　そろって空を見上げていた生徒たちの姿に、突如黒い影かげが投網とあみのように投げかけられた。

〝歪み〟が雷いかずちとなって降り注そそぐ。もっとも近い距きよ離りにいた水泳部の沢さわ木きまゆみは、反射的に矛ほこを振り上げかけた。が、グラウンドの一いつ画かくを〝歪み〟に染そめたその鬼がぬっと巨体を持ち上げるや否いなや、まゆみの精神力は途と絶だえ、矛も消えてしまった。

　あまりに突然のことで声も出なかった。

　鍛きたえ抜いてきたはずの精神力も、生まれてからずっと叩たたきこまれた使命感もあっさり消え失うせていた。鬼が見えざる手を伸ばす──。

「どけ！」

　と、力強い手がまゆみを横へと突き倒した。

　グラウンドに転がった彼女を見ようともせず、前に進み出たその男子生徒の隣となりにもうひとり、細身の女子生徒が並ぶ。男のほうが振り返って言った。

「八や咫たさま」

　呼びかけられたのは八咫新しん之の助すけだ。ここ二日ほど学園を休んでいたはずの彼は、理想的なタイミングでそのグラウンドへ現れていた。

「うむ。力を与える。存分に振るえ」

〝歪み〟を前にあわても騒さわぎもせず、新之助は二人の臣しん下かに手を差し伸べた。

　民たちには見えた。他ほかの人間には決して見ることのできない霊力が新之助の頭頂部から立ち昇り、きらきらと虹にじの橋のようになって二人へ注がれていくのを。

　まさにそのとき、侵しん食しよく範はん囲いを広げた〝歪み〟が二人を吸いこんだ。

　姿が消える。

　数秒。

　新しん之の助すけは微び動どうだにしない。やがて、その涼やかな目に、〝歪ゆがみ〟を晴らした二人の臣しん下かの姿が映し出された。

「どうだった」

　と訊きく声も淡々としている。

「大したことのない鬼でしたわ」

「こんなのにてこずるとは、先が思いやられるぜ、あの城主」

　纏まとい静しず香かと土ど留どめ光こう二じが笑う。

　生徒たちは突然の事態にまだ魂を抜かれたような顔つきをしていたが、まゆみを助け起こしていたひとりの防人さきもりがあることに気づいて、

「では……〝船〟にいらっしゃった城主さまは、八や咫たさまではない……？」

　ぽつりと洩もらした途端とたん、はっと生徒たちは顔を見合わせた。

「当たり前だ」土留が歯を剝むいて笑う。「八咫さまならば、こうもてこずるものか。いまのように、誰だれひとりとして巻きこむことなくあざやかに〝歪み〟を晴らされるだろうよ」

「おまえたちも苦労したようね？」

　八の字に眉まゆを寄せた静香が、色っぽく防人たちに言う。

「で、では」生徒のひとりが思いきって訊きいた。「城主さまはいったい、どなたなのです？」

　新之助はどこからか取り出した扇せん子すで口もとを覆おおっていて、沈ちん黙もくを守っていた。生徒たちの間からささやきとざわめきが洩もれ出はじめる。

　やがて、他ほかの場所からも生徒たちが集まってきた。分散された〝歪み〟を押さえこんでいた防人たち、万が一に備え、学園のいたる場所での防ぼう衛えい任にん務むを任されていた迦か具ぐ羅らたち、他、心しん霊れい治ち癒ゆ師、見けん鬼き員たちなど、各地から報告が為はされる。夕暮れの光に燃えたグラウンドに、やや冷たい風が吹きはじめたところだった。

「……よし」

　新之助が扇子を収め、口を開いたとき、すでに空中の〝歪み〟は消え去り、光となった〝船〟も姿を消していた。

「きみらも来るがいい。この間抜けな城主が誰なのか、皆で見物にいこう」




　間抜けな城主は、壬み琴ことと美み亜あ、二人に肩を貸してもらってようやく歩ける状態だった。

「べっ」

　一かず馬まが潰つぶされた蛙かえるみたいな声をあげた。階段を上り終えると、壬琴に容よう赦しやなく畳たたみの上に投げ捨てられたのだ。美亜が驚おどろいて起き上がれない一馬の傍かたわらにしゃがみこむ。

「ちょ、ちょっと、壬琴姐ねえ、何すんの。カズにーやん、大丈夫？」

「だ、だだ、だれが、かか、かず、かずにーやん、かあああ」

　突っこみを入れる一かず馬まの舌は見事にもつれていた。ろくにしゃべれもしないのだ。〝船〟を自分の肉体代わりにイメージした後こう遺い症だった。戻ったはいいが、自分自身の肉体との差さ異いについていけず、身体からだが思いどおりに動いてくれない。

　ふんッ、と壬み琴ことは腕組みして鼻息を荒く吐き出した。

「ホントーに動けないのか、そいつ？　階段上ってる間も人の尻しり撫なで回しやがって。よっぽど途と中ちゆうで捨てようかと思ったくらいだ。ここまでつれてきてもらっただけで感かん謝しやしな！」

「えー？　あたしのお尻は撫でなかったけどなぁ」不満顔で美み亜あはこぼした。「怖いおねーさんですねえ、兄上。今夜はあたしがゆっくり介抱して差し上げますからねー」

「やめ、やめ、やめてええ」

　一馬は芋いも虫むしみたいに腹はら這ばいになって美亜から距きよ離りを置こうとする。ちなみに用よう務む員いん室であるこの部屋、相変わらず当の用務員は彼らのやり取りにはまるで無関心の様よう子すで、再放送の時じ代だい劇げきなぞに見入っていた。

「そりゃ、あたしだって、帰き還かんしたときは手放しで誉ほめてやりたかったさ。セクハラ三ざん昧まいさえなけりゃな」壬琴はため息をついた。「礼だって、言いそびれたしさ……」

「なに？　なーんか言った？」

「い、いや、何でもない。そ、そういや、みづき姐ねえ、静かだねえ。どした……の？」

　後ろのみづきに話を振ろうとして、壬琴は思わず押し黙だまった。

　どよおおーん。

　と、みづきは闇やみを背せ負おっていた。〝歪ゆがみ〟に負けず劣らず重苦しい闇だった。肩を落とし、首をがっくりと倒し、両手をだらりと垂たれたみづきがそこにいた。

「そ、そんなに悪くなかったじゃないか、一馬も」あわてた壬琴はなぜかフォローを入れる羽は目めになった。「何せ、はじめてだったから。そりゃ色々不ふ都つ合ごうはあったろうけど、うン、あたしはよく頑がん張ばったと思うな。な、美亜？」

「え？　そ、そうそう、うん」

　こくこくと頷うなずいた美亜は、いまこそ兄を救ってポイントアップのチャンスに賭かけた。思いつく限りの賛さん辞じを並べ立てはじめる。

「何せ、兄貴はこの前まで自分の霊力イイロさえ使ったことなかったんだから。それにしちゃ、今日は凄すごく、すごーく、頑張ったと思うよ。そりゃー霊力は長持ちしなかったし、フィールドも薄うすかったし、最後の最後にゃ〝歪み〟を後ろに逃がす、って、城主が一番やっちゃいけないこともやったけど、ほら、新しんちゃんのフォローで何とかなったしィ。あははは」

　賛辞、という言葉の意味をひょっとしたら美亜は知らないのかもしれない。ちなみに新しん之の助すけが宗そう主しゆ候補でないと知った日から彼女も「新ちゃん」扱いだ。

「こら、美亜！」

「え？　あー、そうそう、霊力イイロが届かなくなった壬み琴こと姐ねえのピンチを救ったのは見事だったね！　まあ普通あのくらいまでなら霊力は届くもんなんだけどさ……あイタ」隣となりの壬琴につねられて、美み亜あは眉まゆをしかめながらもつづけた。「いやー、凄すごい凄い。みづき姐、一発で決めたモン。あれれ？　でもさ、その前のパンツがどうのこうのって……あたたたたたたた」

　パンツ、と聞いた途端とたん、みづきの肩がぴくっと跳はね上がり、一かず馬まは一馬で芋いも虫むしの前進を再開させた。

　逃げようとしているのだ。もちろん、「パンツ」発言の裏には何かあるに違いない。みづきの怒りをマックス値ちまで買うような何かが。それがしょうもない原因だとは壬琴にも想像できたが、

「ま、まあ、とにかく！　一馬はよくやったよ。お叱しかりは明日でよくない？　みづき姐だって疲れてるだろうし、今日のところは……」

「……ま……せん」

「え？」

「申し訳わけ……あり……ません……」

　みづきは怒っているのではなかった。うなだれた生徒会長は長い髪で表情こそ隠かくしていたが、壬琴の目にはそこからぽろぽろと伝い落ちる涙の滴しずくがはっきりと映っていた。

「わたしが……しっかりしてなかったばかりに……一馬さんのお目つけ役で……ひっく、ありながら……。申し訳……ありません。わたしは、お目つけ役どころか……迦か具ぐ羅らとしても……一族としても……失格……です……」

　沈ちん黙もくが垂たれこめた。

　重い重い沈黙だった。

　みづきの涙など、おそらくその場にいる全員、見るのがはじめてだ。何か声を出そうにも、鉛玉でも吞のみこんだかのような息苦しさがこみ上げてきてどうにもならない。

　そんな張りつめた空気の中、聞こえてくるのは、ひっく、ひっく、とみづきがしゃくり上げる声だけ。

『おのれえ、そ奴やつはどうせ偽にせ者ものじゃ。斬きり捨ててしまえーい！』

　……あ、テレビもだった。

　ちゃーん、ちゃっちゃっちゃっちゃーん。ちゃらっ。

　お約束のミュージックとともに、『カキン！』『カキーン！』と、やや大げさな剣けん戟げき音おんが聞こえはじめる。

「わたしは……もう、お目つけ役など……いいえ、生徒会長ですら……」

　ぎくっ、と現実に引き戻された壬琴がうつむいたみづきを正面から見み据すえる。やばい。何かやばい雰囲気だ。みづき姐のことだ、とんでもなく自分を責めている彼女が導みちびき出す結末は、こちらの想像をはるかに絶するかもしれない。

　壬み琴ことはろくに考えずに口を挟はさもうとした。

「そ……」

「それは違うよ、みづきさん」

　みづき、壬琴、美み亜あ──三人がぴたりと動きを止める。そろそろと視し線せんを移動させた先に、凜りんとした一かず馬まの顔があった。

「責任を感じているからこそ、ひとりでそれを背せ負おいこんじゃいけないんだ。おれだって、今回はひどいもんだったかもしれないけれど、次はもっと上手うまくやれるさ。壬琴だって、美亜だってそのはずだよ。みづきさんは？　みづきさんの次はもうないの？　どうして？　他ほかのみんなにはあるのに、どうしてみづきさんの次だけないの。同じ失敗をするのが怖いから？」

「かず……ま……さん」

「同じ失敗をするのが嫌いやだ、それで笑われるのが嫌だ、それで馬ば鹿かにされるのが嫌だ、それで落ちこむのが嫌だ。……誰だれだってそうだよ。でも、だからといって、怖いからといって、逃げてちゃ駄だ目めだ。そんな意気地いくじなしにだけ次がないんだ。──でもみづきさんは違う。そうだろ？　だからさ、ほら、顔を上げて。どうせ〝歪ゆがみ〟はこれで最後、ってわけじゃない。まだまだ何度も来るんだろうし、そのときにみづきさんらしさを見せてくれりゃいいんだ」

　一馬は言った。

　それは、とても素す晴ばらしい台詞せりふだった。テレビドラマなら主題歌が流れるシーンだ。

　壬琴だって胸を打たれた──かもしれない。

　相変わらず芋虫のまま、顔が横を向いていなければ。

　というか、移動しようとして背筋を曲げていたのでまるで尺しやく取とり虫だった。そんな中でこちらへ向けた顔だけ凜としているものだから、これは滑こつ稽けいというより何だか不ぶ気き味みな光景だ。

「おーまーえーなー」そんな一馬に詰め寄った壬琴が凄すごんだ。「元はといえば、おまえがみづき姐ねえの信頼踏みにじってろくでもないことやらかしたから、みづき姐がおかしくなっちまったんだろうが！　そんな張ちよう本ほん人にんがなぁにキレイにまとめようとしてんだ！　この！　この！」

「痛い、痛い、痛い、壬琴さん、痛い痛い痛い痛いイタタタタ！」

　尺取虫の背中を何度も何度も踏みつける。

　美亜はそんな二人を指差して笑い転げた。ここで兄を庇かばってポイントアップ……という魂こん胆たんも忘れていた。何だか、ほっとしてしまったのだ。

　心なしか、こちらに背中を向けている用よう務む員いんの口もともほころんでいるように見えた。

　と、笑いすぎて涙を拭ぬぐった美亜は、その傍かたわらで同じく涙を拭っていたみづきの口から意外な言葉が洩もれるのを耳にした。

「かず……くん……ありがとう……」

　ガラッ！　と、いきなりドアが乱暴に開かれた。

　みづきが顔を上げ、そんな彼女を丸い目で見つめていた美亜と、一馬を踏みつけていた壬琴、そして、踏みつけられるのも悪くないかも、と危うく新しい快感に目覚めはじめかけていた一かず馬まがそろって入り口に目を向ける。

「まだここにいたのか。捜さがしたよ」八や咫た新しん之の助すけは口もとを扇せん子すで覆おおいながら言った。「もうとっくに帰ってしまったのかと思った。自分の戦いぶりが恥ずかしくて、ね」

　あまりといえばあまりにあからさまな嫌いや味みに、「はあ？」と美み亜あが眉まゆを跳はね上げた。胸をそびやかした新之助にずかずかと歩み寄る。

「新ちゃん、いったいどうしたの。何言って……ぅおぅ」

　美亜が言葉を吞のみこんだのは、用よう務む員いん室の前にいるのが新之助だけでないことに気づいたからだ。彼の臣しん下かである土ど留どめと静しず香かは無論、迦か具ぐ羅らたち、防人さきもり、他ほかの民たみたち──とにかく、廊下を埋め尽くすほどに生徒たちが集まっていたのだ。

　と、美亜は素す早ばやく壬み琴ことに目め配くぼせした。

　その意図を吞のんだ壬琴はいったん踏みつけるのをやめて、代わりにどっかと一馬の背中に腰を下ろした。ぎゃあ、という声を搔かき消すために大きく咳せき払ばらいし、長い足であぐらを組んで一馬の姿を隠かくそうとする。

　新之助や土留はともかく、他の生徒たちに一馬を城主だと気け取どられてはまずい、と判断したのだ。別段、城主の正しよう体たいは絶対の秘密というわけではない。むしろ、〝城〟である学園全体が一致団結して〝歪ゆがみ〟への徹てつ底ていした防ぼう御ぎよ陣じんを整えるためには、いずれ一馬の正体を学園中に明かす必要があるだろう。

　が、何しろ一馬だ。あの一馬だ。どうしたって一馬だ。

　あまり急にその正体を知られてしまうと、こっちのほうが逆に学園の士気を落とし、団結の妨さまたげになりかねない。だから、とりあえずはいくつか城主の実じつ績せきを作らせてから、その上で一馬の正体を徐々に明かしていこう、と三人娘は無言のうちに決めていた。『まあ、しっかりやってるようだし問題ないか』と思わせれば何とかなる──かもしれない。

「みづきさま!?」

　八咫の後ろにいた女子生徒のひとりが黄き色いろい声を張り上げた。

「まあ、壬琴さん、美亜ちゃんも！　あなた方が〝船〟に乗っていたの？」

「えー、いやー、まあ」

　先頭にいた美亜が答えざるを得ない。頭を搔かき搔きそう言うと、女子生徒たちが「きゃーっ」と騒さわがしくなった。

「で、ではでは、城主さまはみづきさんだったのですね？」

「ああン、戦う壬琴ちゃんを先せん輩ぱい、見たかったなー」

「美亜ちゃんも強かったのね。その競きよう泳えい水着が迦カ具グ土ヅチになるの？」

　妙な盛り上がり方だ。美亜としては眉まゆを寄せつつも、あはは、と笑うしかない。

「いいや」その黄色い盛り上がりを冷静に断たったのは、八咫新之助だった。「城主はみづきくんではない。そうなりたくてもなれないのさ。なぜなら彼女もまた迦か具ぐ羅らだ。迦具羅、防人さきもりは霊力イイロを他人ひとと共有させることができず、したがって城主になることもできない。彼女たち三人は〝船〟に乗っていた実戦部隊だよ」

　ああ、と納なつ得とくしたような空気が用よう務む員いん室内に流れた。

「そりゃそうよねえ」静しず香かが首を振りながら言った。「みづきさんなら、あんな無ぶ様ざまな戦い方などなさるはずないですもの。迦具羅家盟主の群むら雲くもと草くさ薙なぎ、両方の跡あと取とりをそろえながら〝歪ゆがみ〟の膨ぼう張ちようを許すなんてヘマ、普通、やろうと思ってもやれるもんじゃありませんわ」

　狐きつねに似た顔を得とく々とくとほころばせる彼女のあとを引き継ついで、土ど留どめが笑う。

「おうよ、そんなへっぽこ野郎、ぜひこの目で見てみたいもんだぜ。なあ、壬み琴こと？　おまえらのその城主はどこにいるんだ？　案外、おまえのことだ、すでに尻に敷いているんじゃないのか？」

　無論、土留はわかった上で言っているのだ。壬琴はぎりりと歯は嚙がみしたが、相手の挑ちよう発はつには乗らなかった。いま動けば、それこそ相手の思う壺つぼだ。

「一族の掟おきてだか何だか知らないが、上の人間が勝手に定めた城主さまとやらに振り回されるこっちの身にもなってみろ。被害報告によると、いま心しん霊れい治ち癒ゆ師のところで治ち療りようを受けている生徒が十数名。いずれも霊力の過剰放出が原因だ。全員、幸いにも軽症で済んじゃいるがな。教えてくれ、壬琴。おれたちはこれから何度、命の危機に立たされればいい？　何度、能無しなんぞにこの命を預けなきゃならねえ？」

　壬琴も美み亜あも黙だまっている。普段ふだんの美亜なら、ここぞとばかりに「お兄ちゃんを虐いじめないで」攻こう撃げきに出るところだが、その「お兄ちゃん」の正しよう体たいがばれるとまずいのでいかんともしがたい。

　土留の挑発に場の空気も変わってきた。

「壬琴さんたちは毎回あんな城主のもとで前ぜん線せんにいかなけりゃいけないんだわ。いくら壬琴さんたちが強くっても、これじゃあんまりじゃない？」

「ホントよね。大体、何で八や咫たさまじゃないのかしら」

「八咫家に権力が集中するのを嫌ったとか……」

「馬ば鹿か、滅多めつたなこと言うな！」

「たとえそうでも、実際に戦うのはおれたちなんだぞ。どんな思おも惑わくがあるにせよ、どんな理由があるにせよ、上のほうの勝手な判断だけでおれたちは余計な重おも荷にを背せ負おわされているんだ」

「そうだ！　古いしきたりだか何だかわからないが、そんなものに命を預けられてたまるか！」

　わいわいと生徒たちが騒さわぐのを、先頭の八咫新しん之の助すけは黙だまってじっと聞いている。ひと声誰だれかが発すれば感情がそちらのほうに流れていき、また誰かが発言すれば、さらにその場にいる全員の怒りの度合いが増していく。

　と、男子生徒のひとりが突然すっとんきょうな声をあげた。

「あーっ！　み、みづきさまが泣いていらっしゃる！」

　どよどよっ、といままでにないざわめきが湧わき起こり、彼らの顔に驚おどろきの色が貼はりついた。

　みづきは真っ赤な目を隠かくすように彼らに背を向けた。ここぞとばかりに静しず香かが耳に障さわるほど甲かん高だかい声をあげる。

「みづきさまも苦労していらっしゃるわねえ。普段ふだんあれほど冷静で、有能な方でいらっしゃるのに、さすがのみづきさまも今度の城主にはさぞ手を焼いていらっしゃるご様よう子す。つまり、みづきさまが泣かれるほど無能な城主のもとであたしたちはこれからこの学園を〝城〟として機能させていかねばならないことになりますわ」

　男子からは城主に対する怒ど号ごう、女子からはみづきに対する憐れん憫びんがそれぞれ叫びとなって、静香の声をあと押しさせる。

　くそっ、こいつら……。壬み琴ことは拳こぶしに血管を浮き立たせるほどに握りしめていた。どういうつもりだ？　八や咫たの坊ちゃん、何を考えて生徒たちを煽あおっていやがる？

　土ど留どめが新しん之の助すけの隣となりに並んで大声を張り上げた。

「今日はまだいい。あんな程度の被害で済んだからな。だが、考えてもみろ！　あれしきの規模の〝歪ゆがみ〟で、いまの大騒さわぎだ。これからどうなる？　なあ、次はどうなるんだ？　もっと強い、もっとでかい〝歪み〟が押し寄せてきたら、おれたちはどうなっちまうんだ！」

　悲痛に満ちた土留の叫びは、その場にいる生徒たちの胸をさらなる怒りで沸わき立たせただけでなく、恐怖という冷たい刃やいばで深くえぐりもした。そう──これからだ。明日もまた戦いが起こる可能性は充分にある。その次の日も。また次の日も。

　今日は大して被害は出さずに済んだ。だが、次は？　土留の言うように、もっと規模の大きな〝歪み〟が押し寄せてきたとき、自分たちはどうなる？

　死。

　ひとかけらの氷が胸の真ん中に落とされた。ぞっとする思いが一いつ瞬しゆん、彼らの口を封ふうじる。死だ。結界の民たみに敗はい北ぼくは許されない。次に勝てばいい、という楽らつ観かん的な感情は許されない。結界の民はその目で敗北を見てはならないのだ。なぜなら、敗北を招くくらいならば、その命を犠ぎ牲せいにしてでも仲間たちのために勝利のチャンスを作らねばならないのだから。結界の民の敗北とは全員の死だ。だから彼らは敗北を見ることはない。だから彼らは逃げることを許されない。たとえ最後のひとりになろうとも勝利を摑つかむ義ぎ務むが彼らにはあるからだ。

「次は大丈夫です」

　はっ、と生徒たち──新之助や土留、壬琴に美み亜あも含めて──はある一点へと視し線せんを誘ゆう導どうされた。正面へ向き直ったみづきがいた。まだ若じやつ干かん赤い目で彼らを見つめながら、

「確かに今回、わたしのせいで皆さんにはご迷めい惑わくをおかけしました。傷ついた方々にはあとでお詫わびをいたします。ですが、次は同じ失敗を犯しません。壬琴さんも、美亜さんも、か……城主さまも、次にはもっと上手うまくやれるはず。皆さん、ふつつかな迦か具ぐ羅らでこれからもご迷惑をおかけするかとは思いますが、我ら結界の民たみ、ともにこの身に負わされた責と心得て、頑がん張ばりましょう」

　ひとつ頭を下げる。

　何となく、静まり返った人々はちょっと気まずそうにあっちを見たり、せき払いしたり、頭を搔かいたり。盛り上がりかけた気運に水を差されたような感じだ。

　が、

「さすがにみづきくんは責任感が強いね」新しん之の助すけが口を開いた。「が、何もきみの責任じゃあるまい。きみと壬み琴ことくんが優すぐれた迦具羅であることは誰だれしもが承知している。そうまでして城主を庇かばい立てすると、逆にこちらとしてはもっと城主の力を疑いたくなるね。そうじゃないかい？」

「いえ、城主さまに責任はありません。わたしの自覚のなさが招いたことです。ですから……」

　みづきは間かん髪ぱつ入れず反論したが、壬琴はこの勝負がすでに八や咫た側の勝利に終わっていることをわかっていた。

　みづきが頭を下げたのは無論、彼女の気き性しようゆえだろうが、しかしその真っ正直な行動がかえって一かず馬まの立場を悪くしたのも事実だ。何しろ性格がまっすぐすぎるので、相手と言葉の駆かけ引きをしたり、場の空気を読んだ上で発言したり、ということがみづきにはできない。みづきの謝しや罪ざいはみづきの立場を救うことにはなっても、城主への怒りを逸そらす役には立たない、どころか、もっとその度合いを強めてしまっている。

「もういい、やめたまえ」新之助はみづきの反論にもあわてず騒さわがず、いつもの落ち着いた声こわ音ねで遮さえぎった。「きみがどれだけ自分の過あやまちとやらに責任を感じていたとしても、こちらの負担が軽くなるわけではない。きみひとりが頑張ったところで、城主の力がないのでは同じことだ。むしろ、きみに負担が多くかかりすぎて、最悪の事態を招かないとも限らない。もしこれ以上頭を下げたいのなら、さっさと傷ついた生徒たちのところにでもいけばいい。ぼくたちはそんな言葉を聞きたくて来たわけじゃないのだ」

　きっぱりとした口調で新之助は断定した。

　生徒たちの間に目に見えない衝しよう撃げきが走ったように思われた。みづきにそのような口を利きく生徒会副会長に対する驚おどろきと、そして、意外にも自分たちの胸に染しみ渡っていく爽そう快かい感かんによって。

　さすが、八咫さまだ──。

　みづきさんに対してもきっぱりと言いたいことをおっしゃるのだわ──。

　自分が悪者になってでも、おれたちのことを思って行動してくださる──。

　感動した生徒たちはもう余計な言葉を挟はさまなかった。あとはこの人に任せておきさえすればいい。

「いいえ、ですから城主さまは今回の件については責任はないのです。あの方は……」

　壬み琴ことは立ち上がろうとした。もういい。みづきがこれ以上発言しようとすれば、今度はみづき自身の立場がまずくなる。と、腰を浮かせた途端とたん、下からの突き上げを喰くらって壬琴は危うく前のめりに転びそうになった。

　よ、と、と……と前へ数歩身体からだを泳がせ、きょとんとしたような他ほかの生徒たちの視し線せんに気づくと、顔を烈れつ火かのごとく火ほ照てらせて振り返る。立ち上がった一かず馬まがいた。

「てめッ、一馬……！」

　怒ど鳴なってから、うわッ、と我に返って口を押さえようとしたがもう遅い。

「なに？　一馬だって？」

　男子生徒が声をあげた。落ち着きかけていた生徒たちの間に、ふたたび感情の波が走る。

「何でそこに一馬がいるんだ？」

「能無しのくせに、〝船〟に乗っていたなんて言わないでよ」

「今度は、戦うみづきさんを盗とう撮さつしようとでもしてたんじゃないの？」

「おまえ、みんなが戦っている間に……」

　ワー、ワーとまたも用よう務む員いん室内が騒さわがしくなりかけた。新しん之の助すけは場の収拾には関心がない様よう子すでだんまりを決めこんでいる。土ど留どめと静しず香かはこれこそ望んでいた事態だったのか、楽しげに生徒たちの騒ぎを見守っていた。と、

『えーい、静まれ、静まれ……静まれーいっ！』

　びくッ、と生徒たちはその怒声に言葉を吞のまれた。

　何のことはない。テレビのリモコンを持った一馬がいきなりボリュームを上げたのだ。

『この紋もん所どころが、目に入らぬかーっ！』

「紋所はないけどよ」

　一馬は言った。ようやく身体の調子が戻ったらしい。ボリュームを元に戻し、用務員に放り投げてリモコンを返す。

　何を言うのかと見守る人々の前で、一馬ははっきりと口を開あけ、

「おれが、天下の城主さま。浅あそ生う一馬だよ。文句、非ひ難なん、イチャモン、正当なる抗こう議ぎその他諸もろ々もろの窓口は全部おれなんで、どうぞ、よろしく」

　…………。

　色々と湧わき上がる感情をよそに、怒っている彼を見るのはほとんどはじめてだ、と壬琴はなぜかそう思っていた。










五章「挑戦状」













１──

　しばし数十名の間を埋めた沈ちん黙もく。八や咫た新しん之の助すけは気を取り直したように嘲あざ笑わらった。

「おまえの力程度では今日のような戦いぶりで限界だろう。悪いことは言わん、浅あそ生う。城主の座を引け。そうすればむしろ、城主にそぐわないおまえが今日はよくやったという評価にもなる。自分の立場を守るだけでなく、皆のことも考えろ。これからずっと、おまえは彼らを苦しめていくつもりか？」

　一かず馬まは何も言わなかった。あえて「浅生」と呼ぶ彼の気持ちもわかっていた。

「しかし、八咫さん。城主という立場、六賢けん人じんの承認なしには……」

　口を挟はさもうとしたみづきを手で制し、一馬は無言のまま新之助と正面から向き合いつづけた。

　受けたショックのせいか、他ほかの生徒たちは何も言わない。壬み琴ことも美み亜あも同様だった。ここで何を言っても彼らを納なつ得とくさせることなどできない。自分たちでさえ、一かず馬まを城主に選えらんだ上の決定に関しては納得できていないのだから。

　数分ののち、

「考えておけ」

　そう言い置いて、新しん之の助すけは左右にわかれた人波の間を闊かつ歩ぽし、去っていった。

　残された生徒たちが、彼の背中を無言のままに見送り──そして、同じく無言のまま一馬へと視し線せんを移動させた。そこにおそらく何も見み出いだせないだろうとはわかっていたから……一馬は目線を落とし、畳たたみの間のみをじっと見つめていた。




　コタツに入ってぼーっとテレビを眺めていると、目の前にとん、とお茶が置かれた。

「あ、どーも」

　湯ゆ気げを立ち昇らせるそれを手に取ってずず、とひと口。用よう務む員いんの好みなのか、ややぬる目のお茶だった。ひと息ついた一馬は、何となく湯ゆ吞のみをじっと眺める。

「どーしたの？」

　初老の用務員が、自分もどっこいしょ、と腰を下ろして茶を啜すすりながら訊きいてくる。

「え？　あー、いや」一馬は顔を上げて、湯吞みから目を逸そらした。「別に、大したことじゃないっス、はい。あ、おいしいスね」

「そう？　もうちょっと早くに来てくれたら、食事だって出せたのに」

「あはは」

　意味もなく一馬は笑い、赤ジャージ姿の用務員もそれ以上何も言うことなく、二人してまたぼーっとテレビを眺めはじめる。

　一馬がこの用務員室に来てから三〇分。ずっとこんな調子だ。会話らしい会話はほとんどないが、それで窮きゆう屈くつな思いをするわけでもなく、時間をゆったりと過ごせている。すでに時刻は夜一〇時。校内は当然のことながら静まり返っていた。

　ひとりであの地下空間にいるのがなぜだか今夜は耐えきれず、思いきってこの用務員室にまで足を伸ばしてみた。住みこみで働いている用務員は、「おお」とひと声あげただけで座ざ布ぶ団とんを出してくれた。それから、特に何か言うでもなく、こうして二人で六畳じようの畳の間に座り、テレビを見たり、新聞を広げてみたり。

　一馬は吞み終えた湯吞みをまた眺めていた。確か、中等部の修学旅行のとき、みづきにお土産みやげを買っていったことがある。当時、中等部でも生徒会長をやっていた彼女にいつも迷めい惑わくをかけているのだから、と皆に半ば凄すごまれる形で選えらんだのだ。実は最初からそうするつもりだった一馬なのだが、周りに急せかされて土産を買う以上、何か「受け」を取らねばなるまい、と芸人根性を剝むき出してしまい、とんでもないものを手にする羽は目めになった。

　一見、目の前に置かれてある湯吞みとほとんど変わらない品だったのだが、そこへお湯を注そそぐや否いなや──何というか、実に色っぽい絵が内側からあぶり出されてくる、という、おとーさんってエッチねえ、的なものであって。

　決して年とし頃ごろの女の子に送っていい代しろ物ものではないわけで。

　湯ゆ吞のみをプレゼントしたとき、「まあ」と一回眉まゆを上げ、「生徒会役員を買収しても無む駄だですよ」などと冷たいことを言いながらも、手にしたそれにさっそくお茶を淹いれようとしかけたみづきを見て、一かず馬まは脱だつ兎とのごとく生徒会室を去っていった。

　あの湯吞み、どうしたかなあ……と一馬は考えていたわけだ。みづきはその湯吞みを前にどんなリアクションをしたことやら。まあ、素す早ばやくゴミ箱ばこに直行させたのは間違いないだろうけど。

「何でまた名乗ったりしたの？」

「ぅわあ」

　ぼーっとしていたところにいきなり声をかけられて、口から心しん臓ぞうが飛び出そうになった。空からになった湯吞みを手に取り、台所へ二つそれを持っていく老人が背中から語りかける。

「あのお嬢じようさんたち、城主の正しよう体たいを知られまいとしていたみたいじゃない？　城主さまも最初そうしてた。なのにどうしていきなり？」

　用よう務む員いんが戻ってきた。一馬の対面に腰を下ろす。いつも眠たげに覆おおい被かぶさっている瞼まぶたの奥からこちらを見つめられると、何か、落ち着かない気分になる。

「いや、何となく気になったものでね。別に話したくないならそれでもいいよ」

「そんな大そうなもんじゃないけど」一馬はまだどぎまぎしたまま、「そのう……まあ、あいつらの言い方にゃ腹は立ったけど、でも、言ってること自体はもっともだな、って」

「もっとも？」

「だってそうじゃない？　おれだって自分が城主だなんて言われてびっくりしているのに、八や咫たの新しんちゃんにしてみりゃ、さらにびっくり、どころか、天地がひっくり返ったようなショックだったはずだよ。新ちゃんだけじゃなくてさ、他ほかの生徒たちにしてみてもそう。もしおれがあいつらの立場だったら、やっぱり、上に文句つけたくなったろうな、って。何でもっと上手うまくやれる奴やつがいるのにそいつにしないんだ、とか、こっちは命いのち賭かけてんだぞ、とかって。あのまんまみづきさんが何言ったって、誰だれも納なつ得とくはしなかったろうから。だったら、もういいや、って。誰がその無能な城主なんだかわからない、って不安定な状況よりは、おれが城主さまだぞ、参ったか、って顔すりゃ、まだ事はもっと単純になるんじゃないかなと思ってさ。……あれ？　うーん、正直、あのときそこまで考えてたかどうかわからねえな。ま、何かむかついたからさ。それで」

　手をひらひらと振って、話を終わらせるつもりで言ったが、用務員は、

「城主さまは優やさしいんだねえ」

　としみじみ頷うなずいた。思わず一馬はせきこみそうになる。

「そ、そうじゃないんだって。それに城主さまはやめてよ」

「ふうん？　でも、優やさしいってのは、何も誉ほめ言葉ってだけじゃないよ。いまの『城主さまはやめてよ』、ってのもそうなんだけど、でもやっぱり城主さまは城主さまなんだから。そういう立場にいらっしゃる方っていうのは、優しさひとつにしたって上手うまく使えなけりゃならないんだと思うしね」

　と、用よう務む員いんはいつもの態度にも似ず、何か相手をひやっとさせるもの言いをした。

「上手く──ねえ」

　うーん、と一かず馬まは考えてしまった。そりゃ、新しん之の助すけと替われるというのなら、替わってもいいかな、という気持ちはある。城主といったって、そんなに権限は大きくないらしいし、かえって背せ負おいこむものが大きくなるだけの話だ。

　が、みづきが口にしたように、六賢けん人じんの承認なしに城主を降りるというのも無理そうだ。だったらせめて……。

「と思ってたんだがなあ」

　後ろへひっくり返る。低い天てん井じようを眺めながら、一馬はこちらを見ていた新之助の顔を思い浮かべた。

「兄ねえ」ひとりごちる。「兄かあ」

「お兄さま」

「お兄さま……なんて呼べるかよ。新ちゃん、卒そつ倒とうしちゃうぜ」

「じゃあ、兄者」

「だから、兄なんて……うわああッ！」

　一馬は傍かたわらにちょこんと座っていた美み亜あの存在に気づいて跳とびはねた。

「お、お、おまえ、いつの間に……」周りをきょろきょろと見渡して、「あ、あれ？　用務員さんは？」

「さっき、トイレ、とか言って出ていったよ。気を利きかしてくれたかな？」

　とにじり寄る美亜から一馬は距きよ離りを置いた。今日はネグリジェ姿ではない。黄色のパジャマだ。

「な、何でここにいるんだよ！」

「だってえ、家にいたって、お兄さまがいないからつまんないんだもん」

「心にもないこと口にすんな。じいさんがいるだろ、じいさんが」

「おじいちゃんもねー。お兄さまがいなくて寂さびしいみたい？　夜眠れなくて昼寝してるみたいだし、朝は食べずに夜食をばかばか食べてるし」

「…………よくわからん」

「あたしも。ねー、それよりお兄さま、何で逃げるのさー」

　髪をいじいじしながら上うわ目め遣づかい。新しいキャラを生み出しつつあるようだ。一馬はなおもあとずさろうとして、壁かべに背をぶち当てた。

「そ、そのお兄さまってのを止やめたら、逃げない」

「ふーん。じゃあ」美み亜あの上うわ目め遣づかいにそのとき、本物の怒りがよぎったような気がした。「かずくんは？」

「だから！……かずくん？」

　突っこみを入れようとした一かず馬まはふと、考えこんでしまった。覚えのある響ひびきだったからだ。が、誰だれにそう呼ばれていたのか、明確には思い出せない。

「へえー。かずくんはいいんだ」疑わしそうな声で美亜は言う。「じゃあ、明日からそう呼んじゃおっかな。もうあたしたち、兄妹きようだいじゃないんだし、そっちのほうがいいよね」

「いや、待て、おまえなあ……」

「かずくんも駄だ目めなんだ。兄でもない、他人でも駄目、じゃああたし、どうすればいいの？」

　後ろを向いて、美亜はしくしくと肩を小刻みに震ふるわせはじめた。

　噓うそ泣きだ。一〇〇パーセントそうに決まっている。近づいてはいけない。いかにも「落とし穴っ！」って感じで草や枝がそこだけ積まれている場所に自ら歩いていくようなものだ。が、

「あたしたち、もう他人以下なんだね。あんなに長いこといっしょにいたのに。あたしがどう呼んでも応こたえてくれないんだね。おじいちゃーん、あたしたち、二人きりの家族になっちゃった」

　泣きながらも言いたいことはすらすらと言える美亜の背中を前に、一馬もそう長いこと抵抗はできない。いままでずっとそうだったのだから。

「いや、あのな、他人以下ってのは、その……」

　肩に置かれた一馬の手を振り払うと同時、美亜は反転した。そのまま抱きついてくる。うぐっ、と一馬は一いつ瞬しゆん逃げ腰になったが、何とか持ちこたえた。美亜は思いのほか、胸の中でじっとしている。

「優やさしいね」

「うーん……」一馬は天を仰あおいだ。「……それ、誉ほめ言葉？」

「そうだよ。どして？」

「いや──」

　美亜はいい匂においがした。昔っからこうだったのかどうか、よくわからない。兄妹なんて、互いに思春期を迎えればもうこんなに近づくこともない。他人以下、というのもむしろ本来の兄妹ならばあり得る気がする。

　──じゃあ、いまは違うってのか。

　一馬は自分の思いつきにどぎまぎしてしまって、少しだけ乱暴に美亜を突き放そうとした。

「もういいだろ。気をつけて帰れよ。じいさんによろし……うわっ!?」

　白い肌がまぶしかった。美亜のパジャマはボタンが二つ、三つ、外され、胸のあたりがはだけていたのだ。抱きしめている間にやったらしいがぜんぜん気づかなかった。「んー」と目を閉じて唇くちびるを突き出している。

　ぷちんと一かず馬まの中で何かが切れた。

「帰れっ」

　べしっ、と妹を用よう務む員いん室から蹴けり出す。

　うわああん、わああああん、と泣きじゃくる声を今度こそ無視して、一馬は用務員室から地下空間への道を開いた。

「……ったく！」

　兄なら兄でこき使い、他人になったらなったでつきまとう。いっそ、城主でも宗そう主しゆでもなくなったら、美み亜あは自分をどうする気なのだろう？

　ふん、と一馬はひとり廊下を歩きながら笑った。そのときはそのときの美亜に決まってる。




「……で？　元気そうだった？」

「まあ、大丈夫でしょ、あの調子なら」

　真っ暗くら闇やみに閉ざされた校舎内。懐かい中ちゆう電灯片手に歩いているのは、さっきまで大声で泣き真似まねをしていた美亜と、その隣となりで長身の影かげを投げかけている壬み琴ことだった。

「壬琴姐ねえも心配なら様よう子す見にいけばよかったじゃない」

「い、いや、心配っていうかさ。あいつ、いろいろありすぎただろ。だから、壊こわれちまってんじゃないか、って思っただけで」

「そういうの、心配っていうんだと思うけどな」

「ちーがーう！」

「あははっ、わかった、わかった」

　首を絞めようとする壬琴から逃のがれて美亜は笑う。逃げたついでにパジャマの裾すそを翻ひるがえし、まるでダンスを踊るようにくるくると回転しながら歩いていく美亜を見て、壬琴も何となく笑った。

「おまえら、変わんないな。もっと……その、それこそ、いろいろあると思った」

「いろいろって？」美亜は悪戯いたずらっぽく笑いかけ、それからかぶりを振った。「壬琴姐だって、兄貴相手に変わんないよ。みづき姐なんてもっと。まあ、みづき姐がどうすりゃ変わるのか、あたしが知りたいくらいだけど」

「ははっ……兄貴、か。ずっとそう呼びつづけるのか？」

　壬琴が言うと、美亜はくるくるとしていた回転を止めて、うーん、と考えこんでしまった。

「あー、いや、別に悪い意味で言ったわけじゃ……」

「悩んでるんだよねー。あんまり兄貴、妹属ぞく性せいなさそうだもんな。この際、幼おさな馴染なじみキャラでいこうかと思うんだけど」

「…………属性？　キャラ？」

　そりゃ壬み琴ことねーさんも眉まゆをひそめる。

「だって、幼い頃ころからいっしょだったわけだからさ、血のつながりがない以上、幼おさな馴染なじみって線せんでもいけるんだよね、ってことにこの前気づいたの。でもなー、『実は血のつながりがなかった妹』ってのも、得がたいキャラなんだよねー。世界中捜さがしたって、そうごろごろ転がってる素材じゃないし、うん、これは、かなり貴き重ちようですよ？」

　美み亜あに指を突きつけられても、壬琴に返す言葉などない。

「比べて、幼馴染なんてのはありふれてるんだよね。一族の民たみなんて、主おもだった家の連中はみんな幼馴染みたいなもんだしさ。どうすっかなあ」

「好きにしろよ、もう」

　あきれ返って、かなり投げやり気ぎ味みに壬琴は言った。血はつながってないとはいえ兄妹きようだい、能天気な部分はやはり似通っているのではないかと思える。

「んー、『萌もえキャラ』への道は遠いなあ」

　まったくだ。







２──

　朝から暗い雲が立ちこめていたのだが、一かず馬まが生徒会室に足を運んだときぐらいからついに小粒の雨が降りはじめた。もっとも一馬自身は学校に住んでいるので、傘かさの心配はない。別の心配事なら盛りだくさんであるからして、些さ細さいな役得でしかないのだが。

　──他ほかの役得だってありそうなもんだがなあ。

　そう思った。たとえば、誰だれもいないのだから夜の間に隠かくしカメラを設置しやすいとか、ネタを仕入れるのには絶好の機会だとか、テストの答案を盗みやすいのではないか、とか。

　自分の発想の貧困さにさすがに頭を抱えたくなる。

　ガラッ、とドアを開あけて中へ入ると、複ふく雑ざつなムードが彼を出迎えた。理由はわかりきっている。皆が皆、彼を城主と知ったためだ。一馬はあえて役員たちの醸かもし出したムードを無視して、みづきの隣となりの席についた。どうやら今日も新しんちゃんは朝会に出ていないらしい。

「では、はじめましょう」

　と、こちらはやっぱりムードが変わりようのないみづきが口火を切る。

　淡々と進められていく話し合いの中、役員たちはちらちらと一馬を見たり、こそこそと声を交かわし合ったり。それをも一馬は無視できたが、今日の議ぎ題だいに関するプリント用紙に目を落として、

　──げ。

　ひそかに危機に陥おちいっていた。

『昨日行われた、迦か具ぐ羅ら選せん抜ばつ大会においての結果が、本日、城主より発表になります。大会そのものは中止となりましたが、ビデオなどで城主がじっくりたっぷりねぶるように吟ぎん味みした上でのご決断かと思われますので、各自、充分に耳を傾けたあとで意見のほどを』

　じっくりたっぷりねぶるように──の件は、壬み琴こととの会話を耳に入れていたのだろう。あのときはほとんど自じ我が崩ほう壊かい寸前のはずだったが、やはり抜かりがない。

　そして一かず馬まはもちろんのこと選せん抜ばつなどしていない。昨日のごたごたで疲れていたし、第一、放送部からビデオを回収するのさえも忘れている。しかも大会中止のため、予定の半分もおいしい場面をとれなかった。つまり……、

　──うわあ、大赤字。

　思わず万ばん歳ざいをしかけた一馬に、みづきが、

「さて。では、一馬さん。昨日の大会を踏まえた上で、城主として下された決断を皆さんの前で発表してください」

　タイミングよく話を振る。役員たちがここぞとばかり、じいっと一馬を凝ぎよう視しした。我に返った一馬は、おっほん、とひとつ咳せき払ばらいする。

「その件だが、みづきくん」

　相変わらず『じょーしゅ』を意い識しきするとキャラが定まらない一馬である。このあたり、壬琴に言わせればやはり妹と似ているところがあるのだろう。

「昨日の大会はそのう、中止、ということになっているみたいだが？」

「はい」

「予選を終えた段階で、中止というのもひじょーに蛇へびの生なま殺ごろし……じゃなかった、中ちゆう途と半はん端ぱでいくなくないのじゃないかね」

「いくなくありませんか」

「いくなくない。で、あるからして、予選を勝ち抜いた生徒たちでもう一度、日を改めて決勝を行うというのはどうだろう……ここからが本番の企画目白押し……ではなく、戦士の素質を見る上で重要な競きよう技ぎが行われるはずだったのだ。だから、ここは中止ではなく、延えん期きということで……」

「却きやつ下かです」

「却下ですか」

「はい」

　二人のやり取りを眺めていた壬琴は、思わず、ぷっ、と噴ふきだしそうになってあわてて手で口を押さえた。何だかんだで、みづき姐ねえ、城主としての一馬の扱いにも慣なれてきているじゃないか。

「では、一馬さん、改めて選抜の結果を」

　と、冷静に押しきられ、さしもの一馬も自分のペースを押しとおすことができない。うぬぬ、と歯は嚙がみしたとき、ドアの開く音がした。

「何も考えていない、とさっさと言ってしまったらどうだ？　浅あそ生う」

　入ってきたのは、八や咫た新しん之の助すけ、そしていつもの臣しん下か二人だ。みづきがやや驚おどろいたように黒目がちの目を瞠みはった。

「八咫さん」

「すまないね、会長。副会長の身でありながら二日も無断欠席して。が、妙な虫が居座っているという噂うわさを聞いて、これ以上は休んでもいられなくなったんだ」と、今度は一かず馬まに矛ほこ先さきを向け、「昨日、じっくり考える時間は与えたはずだがな。こうしてのこのこ顔を出しているところを見ると、あまり建設的な意見は導みちびき出せなかったようだ」

「……おかげさまでね」

「まあいい。おまえ自身がどう思おうが、周りがそれを長いこと許しはすまい。どきたまえ。そこはぼくの席だ」

　扇せん子すを取り出して、しっ、しっ、というふうに一馬の前でそれを振る。

　一馬は動かなかった。両者の間を、緊きん張ちよう感が無色透とう明めいの火花となって走る。

「つまらん意地を張るな。おまえにとって何の得にもならんぞ。偶然に城主に選えらばれたからといって……」

「まあそう言うなよ、兄ちゃん」

　一馬が言った途端とたん、ぴしっ、とクールに保たれていた新之助の表情に亀き裂れつが走った。

「おっと、間違えた、新ちゃんだった。何だって兄ちゃんなんて言っちゃったんだろう？　あれかな、先生をさ、ほら、『お母さん』なんて呼んじゃうときあるよね」

　と隣となりの役員に話しかける。事情など知るよしもないその役員は「？」という顔をしながら愛想笑いしか返せない。

「わかったよ、兄ちゃん。椅い子すならもうひとつこっちにあるから譲ゆずってやる。なんせ兄ちゃんだからな、あ、違った、新ちゃんだった」

　あははは、と笑いながら、一馬は折り畳たたみの椅子を一いつ脚きやく手に取って、近くに広げる。

　が、せっかく席を譲り渡されても、新之助は動かなかった。代わりにプルプルと肩を小刻みに震ふるわせている。

「や、八咫さま……」

　静しず香かがおそるおそる声をかけようとしたとき、「ぬおおおっ」といきなり新之助が叫んだ。

「き、貴様は、貴様は、いつもそうだ！」

　凄すさまじい速さで指を突きつけて怒ど鳴なりつける。きょとんとした一馬に向けて、

「情なさけをかければそれを踏みにじり、怒りを露あらわにしようとすればおちょくりもする。貴様という下げ劣れつな人間につき合う時間さえ惜おしいとこちらが悟さとって、距きよ離りを置こうとすれば、いまのように無視できないような行動を取ろうとする！　貴様、すべて計算ずくでやっているのではあるまいな!?　このぼくを馬ば鹿かにするためだけに！　全人生を賭かけて！」

　そこまで暇ひまじゃねえ、と言いかけて一かず馬まは言葉を喉のどの奥へと流しこんだ。何だか……その、むかつく相手だと思っていたのだが、いまになってみると、いろいろと……。

「貴様ァ、その目は何だぁ！」

　ずかずかと歩み寄り、新しん之の助すけは一馬の目を両手でおっぴろげにかかった。

「人を哀れむような目で見られる立場か、貴様！　貴様が、貴様を、貴様に、貴様などに！」

「いたたた、兄ちゃん、やめろ、兄……あへええええ」

　今度は口をずっぽりと広げる。

「まだ言うか、まだ言うか、この、このこのこの！」

　小学生……というか、幼稚園の喧けん嘩かだ。目を血ち走ばしらせた新之助も怖いが、何なに気げに一馬も涙目になっているのが面おも白しろい。いや、面白いとかそういう問題ではなくて。

「ちょっと！　もうやめなって！」

　さすがに見かねた壬み琴ことが長身を立ち上げ、二人を搔かきわけに入った。ふーっ、ふーっ、と荒い息を噴ふきこぼす両者の間に盾たてとなって立ちはだかる。幼稚園の先生になった気分だ。

「……もーわかった」新之助は垂たれた涎よだれをそれでも優ゆう雅がに拭ぬぐいながら言った。「いいや、すでにわかっていたことだが、これでもう覚かく悟ごが決まった。貴様などに学園を任せてなどいられん。たとえ上の人間がどう言おうが、全員の安全をも考こう慮りよせねばならない立場上、まずは学園内の意見をひとつにまとめておこうではないか」

　なおも前へ出かかる一馬を壬琴は身体からだを張って制している。それを見ながら、

「貴様に学園三万七〇〇〇人の生徒の命を預けるわけにはいかん。このままでもすべての生徒がぼくに同意してくれるだろうが、しかし、上の人間は貴様に力の素質があると言う。ならば、ぼくと貴様、どちらが優すぐれた霊力イイロの使い手なのか。全校生徒たちに改めて審しん判ぱんを下してもらおうではないか。その上で、たとえ盟主であれ、宗そう主しゆであれ、声をそろえて抗こう議ぎする。我々は一族の使命に命を賭かけるにやぶさかでないものの、しかし無能な城主によって徒いたずらに命を消費するのを決して名めい誉よとしない。新しい城主の登場を希望する、と！」

「落ち着け、一馬。落ち着け、って、こら、触わん……な、一馬……あっ、ん」

　一馬を取り押さえながらも、顔を赤くして身をよじる壬琴。制服が乱れ、一馬の猛もう進しんを止めようと身体を張るあまりにスカートは太ふと腿ももの中ほどあたりまでめくれていて、褐かつ色しよくの肌をさらしている。

「聞いとんのか、おのれら！」

　鼻水を大量に噴ふき上げながら新之助は声の限りに叫んだ。……地の文章までそっちに気を取られやがって。

「……で？　結局、何が言いたんだ、新ちゃん」

　あっさり冷静になった一馬が煙草タバコを吹かす真似まねをしながら訊きく。あちこちにたんこぶを作っているのは無論、一いつ瞬しゆんのうちに壬琴の連続コンボを決められたためだ。

「ふん。これだ」

　新しん之の助すけも我を取り戻し、丁てい寧ねいに折り畳たたまれた懐かい紙しを取り出した。一かず馬まの鼻先へ突きつける。さすがに、場がぴしっと引きしまった。早朝、ぱらぱらと雨音のする生徒会室に二人の男が対たい峙じする。

「貴様に挑ちよう戦せんする」

「…………」

「今度の小運動会、メインイベントに、ぼくと貴様の正面対決の企き画かくを副会長として提案する！」

「却きやつ下かだ」

「き、貴様にそんな権限はない！」

　またも新之助は顔を崩くずれさせかけたが、静しず香かに裾すそを引かれて元の涼やかな顔を取り戻す。

「逃げるのは勝手だが、浅あそ生う、それでは学園にいる民たみたちの信頼をますます失うことになるぞ。そうなると戦いとてこれからもっともっと苦しくなる。浅生一馬、これはおまえにとってもチャンスのはずだ。おまえひとりではどうせこれから先、信頼を勝ち得ることもあるまい。が、ぼくを見事打ち負かせば、いまは貴様に反感を抱いている生徒たちとて、不安を解消させることだろう。それに加え、まずぼくこそが率そつ先せんしておまえを城主と認め、言うことを何でも聞く筆ひつ頭とうの臣しん下かになってやろうじゃないか。どうだ？　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだと思わんか？」
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　机に懐かい紙しを叩たたきつけた。みづきが広げてみると、確かに企画草そう案あんが事細かに記しるされてある。

「まあ、万にひとつの勝しよう機きもないこの戦いをチャンスと呼ぶかどうかはわからんがね。せいぜい腕を磨みがけ。生徒たちの前で無ぶ様ざまな姿をさらす結果は変わらんだろうがな」

　扇せん子すをぱっと翻ひるがえし、新しん之の助すけは生徒会室に背を向けた。二人の臣しん下かを引き連れ、足音を高く響ひびかせながら去っていく。

　それを見送る生徒たちはしばし、雨音と彼らの足音のみをＢＧＭに沈ちん黙もくしていたが、ぽつりと壬み琴ことがつぶやいた。

「何か……キャラ変わったな……」




　一かず馬まと新之助、直接対決の噂うわさは瞬またたく間に学園中に広がった。

　口々にそれを話す生徒たちの顔は興こう奮ふんに火ほ照てり、何か、自分たちが新しい時代の到来に立ち合っているような、奇妙な高揚感に浮き立っていた。彼らにとって、宗そう主しゆ、そして城主の決定に異いを唱えてはならないという一族のしきたりにあえて歯向かい、能無しの一馬に反はん旗きを翻した八や咫た新之助は、まさしく歴史の変革を担になうヒーローなのだった。

「結界の歯車のひとつにも、命を賭かけるにふさわしい城主を選えらぶ権利くらいはある！」

「古いしきたりのみに縛しばられて、必要以上に命を安く売り飛ばすことはない！」

「いまこそ、あたしたちの手で新しい時代を！」

　と、大勢の人間が唱和する。学園中がいまや大騒さわぎだ。

　当然、そんなヒーローと相あい対たいする立場の一馬は、圧倒的に悪者にされていままで以上の日ひ陰かげ者ものになった──かというと、実はそうでもないから事は複ふく雑ざつだ。

　何しろ、彼が結界を束たばねる城主さまであることは学園すべての生徒たちが知るところとなった。おまけに何と何と、次期宗主候補でもいらっしゃるという噂まである。

　人間、色々な奴やつがいる。命が賭かっている以上、そりゃ力ある人間についたほうがいい、と思うものもあれば、いや、彼らに立ちはだかる六賢けん人じんという壁かべは何だかんだで大きいのだから、ここはやはり、賢人ご公認の一馬さまについていったほうが色々いい目を見られるのではないか、と思う人間だってそりゃたくさんいるわけだ。

　で、あるからして。

　一馬は廊下を歩くだけでいままで以上に憎しみと蔑さげすみのこもった眼まな差ざしで見つめられるわ、たまにボールが飛んでくるわ、花か瓶びんがなぜかドアの上から落ちてくるわで散さん々ざんなのだが、それとまったく同時に、一馬のいく先々で勝手に世話を焼きたがる生徒たちがグルーピーのように引っついて回ってくるわ、下げ駄た箱ばこにラブレターの山、などいまどき少年漫まん画がでもネタにしかならないような現象が毎日のように起こるわ、一度、彼がぽろっとこぼした「いま一番欲しいもの」の食しよく玩がんコレクション（よーするに、おまけにお菓子がついてるおもちゃ……じゃなかった、お菓子のおまけについているおもちゃだ）のレアアイテムを求め、近所のコンビニで買い占め現象が続出、次の日には机の上に山と積まれていた、などということもしょっちゅうだわ──。

　とにかく気の休まる暇ひまがない。何だよ、ちくしょう、結構いい目見てるじゃないかよ、と思われるかもしれないが、何しろ一かず馬まさまは城主でいらっしゃるからして、日々がとかく忙いそがしい。

「一馬くーん。いっしょにお弁当食べよっ」

　と、女子生徒数名から「下した心ごころあるぞ」的な笑え顔がおで誘さそわれたとしても、昼休みは霊力イイロの統とう括かつ訓練にあてがわれているために長居できず、

「やあ、ぼく昨日パパにクルーザー買ってもらったんだ。きみもおいでよ」

　と、金持ちの先せん輩ぱいから、何ぼ何でも古いセンスの誘われ方をされても、一馬は原則的に休日においても学校にいなければならないために誘いに乗れず、

「ああン、気分が悪いんです、ふらふら～っ」

　と、電車内でいきなり女子生徒に倒れこまれても（何だそのシチュエーションは）、彼の周りでライバル撲ぼく滅めつに目を光らせる男女問わないグルーピーたちにさっさと退席させられたりする。

　今日も今日とて、

「えー……っと、すいません、忘れました」

　授業中、「宿題を忘れた奴やつは前に出ろ」と言われ、のこのこ前に出た一馬だったが、

「ああ、きみはいいんだよ。退さがりたまえ」

　と、絶対体育教師のほうが向いてそうなムキムキ男の数学教師がさわやかに笑う。

「は？　あ、いや、でも……」

「きみは他ほかの生徒とは違うんだ。当たり前じゃないか。その辺の虫けらみたいな生徒たちときみをいっしょにするなんて、そんな、教養のかけらもない人間のような真似まねはわたしはしない。ささ、いいから退がりたまえ。ん？　教科書も忘れた？　ははは、いいじゃないか。わたしのを貸してあげよう。問題の答えもばっちり書いてあるぞ！」

『わたしをよろしく』光こう線せんをもう筋肉の繊せん維い一本一本から放ちそうな勢いで教師は笑うのである。そして、他に宿題を忘れた生徒たちを教きよう壇だんの前に立たせたままジャケットを脱ぎ、タンクトップからはみ出た岩のようにごつい筋肉を誇こ示じした。

「うげっ」「げふうっ」「はあおうっ」

　血しぶきをともなった生徒たちの悲鳴を、一馬は自分の席でがたがた震ふるえながら聞く羽は目めとなった。当然、鉄てつ拳けん制せい裁さい終了後、こちらに引き上げてくる生徒たちの恨うらめしげな視し線せんがねっとりと一馬を突き刺すのはいうまでもない。

『そうかよ、城主さまだもんな～』

『おれたちとは育ちが違うってか～』

『いままで力がない振りして、おれたちを笑ってやがったのか～』

　あたかも墓からよみがえった幽ゆう鬼きのごとく、ゆらゆらとした恨うらみの念が覆おおい被かぶさってくるかのよう。

「う、わ、ああああっ！」

「──大丈夫ですか、一かず馬まさん」

「へ？　あ？　え？」

　我に返った一馬へ、高い位置からみづきがタオルを差し出した。

　あの地下空間の中。たったいま、霊力イイロ統とう括かつ訓練を行っていたところである。が、どうも今日は悪いイメージしか起こらず、それで苦しめられていたのだ。一馬は結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢を解といて、みづきから受け取ったタオルで汗をびっしょりと噴ふいた顔を拭ぬぐった。

「顔色が悪いですよ。きちんと食事、睡眠を充分にとっていますか？」

「あー、うん。うん……」

　答えながらも、一馬は心ここにあらず、といった感じだ。正直に言えば夜はいつも悪あく夢むにうなされているし、食事だって用よう務む員いんの用意してくれる夜はともかく、ここ数日、朝、昼はまともに食べていない。通学しなくて済むため、かえって朝はぎりぎりまで寝てしまうからだし、昼は昼で、女子生徒からのお弁当攻こう撃げきが凄すさまじい上、グルーピー同士の血で血を洗う内ない乱らん劇げきを毎日見なければならないから、そりゃ食欲だってなくす。

「しっかりなさってください。運動会は一週間後なのですよ」

　そう、八や咫た新しん之の助すけとの直接対決は一週間後にまで迫っていた。

　彼の提示した対決方法はこうだ。

　外法士を二人学園に呼び寄せ、それぞれに二種類の同規模の〝歪ゆがみ〟を召しよう喚かんさせる。

　一馬、新之助双方はともに選えらんだ三人の迦か具ぐ羅らを部隊として編へん成せいし、それぞれ〝歪み〟に斬きりこむ。どちらが早くその〝歪み〟を晴らすことができるか──という、単純かつ、しかし生命の危機すら孕はらんだ苛か烈れつな対決方法である。

　一馬には〝船〟が与えられているが、新之助曰いわく、「霊力に目覚めたばかりの浅あそ生うに対するハンデ」ということにしてある。〝船〟は戦いの間、城主を守る盾たてであり、また、霊力を集めたり、操あやつりやすくするためのシステムでもあるから、確かに大きなハンデではあった。

　男の子ならば、『ふざけんな、そんなハンデなしで、正面から、おれの拳おもいのみでおまえをぶちのめしてやるぜ』となるところだが、あいにく一馬にそんな少年漫まん画が的発想はない。勝てばこのまま城主でいられるのだ。いろいろ苦労はあるものの、何とか隙すきを見み出いだして、積もりに積もった煩ぼん悩のうを晴らすチャンスをうかがうのだ……、

　と思っていたのだが。

　毎日がこうも激げき務むだと、さすがの一馬の下した心ごころエネルギーも勢いをなくしかけている。幸い、あれからまだ一度も〝歪み〟は侵入していないが、これでまた実戦、ということになると、苦労も倍増しになるだろう。

「みづきさんさあ……」思わず愚ぐ痴ちも口から衝ついて出ようというものだ。「会長、副会長で新しんちゃんとも仲いいでしょ？　何とか勝負前に籠ろう絡らくできねえかなあ」

「ろうらく？……」

「はい、ジュースですよ、とかって下剤吞のましたりとか、椅い子すの上に画が鋲びよう貼はりつけとくとか、あいつの弱味を探さがし出して脅きよう迫はくするとかさあ。脅迫メールならいっぱい送りつけたんだよね。でも、どうもあいつ、メール番とやらがいるみたいで、本人は見てないんだよ。新ちゃん家ちはガード固いし、盗とう撮さつして弱点捜すってのも無理っぽいし。やっぱりここはみづきさんに頑がん張ばってもらうしか」

　以前までならこんな冗じよう談だんを言う相手くらいは選えらんでいただろう。が、ここ数日、奇妙にみづきを近くに感じていたのが、一かず馬まの判断を誤らせていたのかもしれない。

「作戦は三つ」一馬は立てた三本指をひとつひとつ畳たたんでいきながら、「その一、水着姿であっはん、ビーチのマーメイド大作戦。その二、下着姿でうっふん、偶然着替えを覗のぞかれちゃった大作戦、その三、セミヌードでいや～ん、お風ふ呂ろ場でドッキリ遭そう遇ぐう。どれがいい？」

「……」

「いや、だからさ、新ちゃん、昔っからみづきさんが好きみたいだったし……知らなかった？　いまも多た分ぶんそうだと思うなあ。婚約者がいるみたいだけど、そんなのと関係なしにさ、みづきさんに想おもいを寄せてるんだと思う。そこでさ、みづきさんがあいつをちょこちょこっと誘ゆう惑わくして、虜とりこにしちまえば、戦いに集中できなくなって、必然的に……みづきさん？」

　ふと仰あおぎ見たみづきは怒っていた。

　いつものような、氷や、闇やみのオーラをまとっていたわけではない。それでも一馬にはわかった。いいや、誰だれにでもわかったはずだ。それくらいわかりやすくみづきは怒っていたのだ。

「一馬さん……本気ですか？」やや目を伏せがちにしてみづきは言った。「そのようなことを考えてるなんて……わたしは、一馬さんを見み損そこないました」

　一馬はびっくりした。見損なった、と言われたのははじめてだ。つまりそれは見損なう以前に彼を評価してくれる人間がひとりもいなかったからなのだが。

　しかし、一馬にも鬱うつ積せきした感情があった。周りの事情に振り回される立場への怒りもあった。そして溜たまりに溜まった疲れが、ふと一馬を勢いに任せてしまった。

「何だよ。冗談通じないな。わーかったよ、どうせまともにやり合ったって、勝てる相手じゃないんだ。みづきさんがサービスしてくれないなら、土ど下げ座ざの方法でも何でも考えとくさ」

　そのまま立ち上がり、空間をあとにしようとする。

「一馬さん、まだ訓練は終わっておりません」

「うるさいな！」

　ついに大声が出た。理り不ふ尽じんな怒りだとはわかっている。が、最初におれを理不尽な状況に追いやったのは誰だ？　いまや彼にはみづきこそが一族の象しよう徴ちようのように思えていた。

「みづきさんがやっといてくれよ！　おれ、女の子たちと遊ぶ約束してたんだ。それじゃ」

「わたしは城主になどなれません」

「そうかよ！」

　振り返って怒ど鳴なりつける。いちいち冷静な返しが、一かず馬まのむかっ腹を増大させていた。もう何も言わず、空間を通り抜け、階段を荒々しく上りきる。用よう務む員いん室を横切って廊下に出ると、まだ居残っていた生徒たちが数名、こちらに気づいて駆かけ寄ってくるのが見え、一馬は全力疾しつ走そうを開始した。

「くそ、くそ、くそ、くそ、くそ、くそ、くそっ！」

　何もかも上手うまくいきやしない。

　いつもの中庭に辿たどり着いた一馬は、ベンチに腰かけ、大量の汗をタオルで拭ぬぐった。

「………………あ」

　手にしたタオルは、みづきから渡されたものだった。

　ふう、とため息をついて、彼女の怒っていた姿を思い出す。数秒して、一馬はもう一度「──くそ」と洩もらして立ち上がっていた。どうしていまになって気づくんだ？　あのときみづきが怒っていたのは確かだ。

　が、最後に振り返って見たあの表情。長い髪の合間、白い顔がぼやけて見えた。

　あれは、悲しんでもいたのだった。




　それとほぼ同じ時刻。

　八や咫た邸てい宅たくにおいて、とある訪問者があった。

　ちなみに学園のすぐ近くにあるここは、一馬たちが集まった本家とはまた別の、いわば新しん之の助すけのためだけの住居である。それでも緑あふれる邸宅街の中、四〇坪つぼ近くの敷しき地ち面積があった。

　和室において精神集中を図はかっていた新之助は、今日はどの来客も通さないつもりだったのだが、お手伝いに客の名を告つげられると、さすがに驚おどろいて片かた眉まゆを上げた。

　数分後、対面に座したその来客を、新之助は呆ぼう然ぜんと眺めた。

　鉄の仮面が鈍にぶい輝かがやきを放っている。

「……菊理くくり媛ひめ」

　その名を呼ぶ声が震ふるえていた。彼にはある予感があった。

　そしてさらに十数分が経過したのちに来客を見送ったあと、彼はやはり震える手で電話の受話器を取った。

「土ど留どめか。纏まといとともにすぐこちらへ来い」

　彼は来客に手渡された書類の束たばを見下ろしながらそう言った。

　そこには、彼と意思を同じくする一二人の名前が書かれていた。







３──

　迎えた五月の第三金きん曜よう日び。いよいよ小運動会のはじまりだった。

　初等部、中等部、高等部がそれぞれのグラウンドで午前中のプログラムをこなし、午後は高等部のグラウンドにて初・中・高合同のレクリエーション・リレーを行う。それが終わればメインイベントだ。

　観かん戦せんは義ぎ務むではないから生徒たちは帰ってもいいのだが、むしろ続々と集まりつつある。

「……ったく、あの馬ば鹿か、どこいったんだ」

　そのグラウンドを壬み琴ことは走り回っていた。

　さっきまで中等部の女の子とペアを組んでのパン喰くい競きよう争そうに参加していたから体たい操そう服姿だ。勝負に妥だ協きようを許さない壬琴のこと、ほとんど彼女に引きずられる形となったパートナーの中学生はゴールではぼろぼろだったのだが、それでも目を潤うるませて壬琴にサインをねだっていた。

　そこへ、美み亜あが「兄貴が見つからない」と言ってきたのだ。手わけして捜さがすこと三〇分。校舎内に足を伸ばしてみたが、クラスにもいなかったし、用よう務む員いん室にもいってみたが、おじさんの話によると、今日はここを出たきり帰ってはいない、とのことだった。

「くそっ、逃げたわけじゃないだろーな……」

　昨日知ったのだが、ここ一週間、一かず馬まは霊力イイロの統とう括かつ訓練にも参加していなかったようだ。それをいの一番に追及し、一馬を縄なわでふんじばってでも訓練に連れていきそうなみづきがまた、生徒会の仕事にかかりっきりになって、一馬のことを気にしていない様よう子すなのが壬琴には不ふ思し議ぎだった。

　今朝けさ、クラスで一馬を追及してみたのだが、彼は「ああ、ごめん、ごめん、けけけけ」とかなり精神が不安定気ぎ味みだったので、さしもの壬琴も何だか薄うすら寒くなってそれ以上は何も訊きけなかった。

　あちこちでグラウンドの片づけをしている生徒たちの合間を縫ぬって、なおも壬琴は走りつづける。やっぱ、色々溜たまってたのかな──そう思ったとき、壬琴ははたと足を止めた。何やら初等部の生徒たちが六、七人でぐるりと円えん陣じんを組くんでいた。「おら、おら」と男の子、女の子問わず乱暴な声をあげて中央にいるらしい誰だれかを足あし蹴げにしている。虐いじめらしい。

　壬琴は走り寄って、彼らのうちひとりの首根っこを摑つかまえて持ち上げた。

「わわっ!?」

「怪かい力りき女だ！」

「誰が怪力女だ」壬琴は摑み上げた男の子に顔を近づけた。「駄だ目めだろ、虐めなんか。さ、散った散った。初等部には初等部の片づけがあるんだから」

「だってよー、こいつ、馬鹿でのろまな亀かめだし」

　むくれて男の子が言うと、他ほかの子たちも口々に、

「おれらの給食勝手に食べてたし」

「プログラムも食べてたぞ、そういえば」

「さっきは狂ったみたいに女子のスカートめくってた」

「でも弱っちいの。あたしが石投げたら、すぐに泣き出すし」

　と、なかなか容易には想像できかねる悪人像を並べ立てる。ひやっと壬み琴ことは首の後ろに冷たいものを感じ、とりあえずその男の子を降ろして、虐いじめられていたらしい人物を見つめてみた。

　そこでぼろぼろになって「しくしく」と泣いていたのはやはりと言おうか何と言おうか、浅あそ生う一かず馬まだった。壬琴の髪が一気に逆さか立だつ。

「お、おまえ、何やってんだ、こんなところで!?」

　一馬の胸むな倉ぐらを摑つかんでぐらぐらと揺ゆさぶる。「あー、うー」と不ふ明めい瞭りような呻うめきをあげる一馬は、二、三回、びしばしびしと平手打ちをかまされると、ようやく壬琴に顔を向けた。

「あー、壬琴……」

「何やってんだ、おまえ！」

「おれ、駄だ目めな奴やつなんだよ……」

「知ってる」

「もっととことんまで堕おちないと駄目なんだ……」

「これ以上堕ちる場所なんかおまえにあるか」

「ぐすっ。もっと優やさしくしてくれよお……。もしくは、もっと口くち汚ぎたなく罵ば倒とうしてくれ……」

「うるさい！」ついに爆ばく発はつした壬琴は、一馬を引っつかんでずるずると引きずりはじめた。

「あー、もう、手間のかかる！　本当に！　おまえなんか！　負けちまえ！」

「ああー、いい、もっと言って、もっと」

「勝手に感じるんじゃない！」

　とまあ、なかなか人目を引きやすいカップルは、しばしの問答ののち、グラウンドの中央にまでやってきた。

　八や咫た新しん之の助すけ、土ど留どめ光こう二じ、纏まとい静しず香かがすでに並んで立っている。彼らとわずかに距きよ離りを置いて、みづきと美み亜あも待っていた。

「ほう、逃げずに来たか」

　新之助が準備していたらしい台詞せりふを言うと、

「ううん。逃げるつもりだった」

　と一馬はべそを搔かきながら答える。意い識しきしてかどうか、相手のペースを乱すのは誰だれよりも上手うまい。新之助は頰ほおのあたりをややひくつかせながら、

「いまからでも遅くないぞ。とっとと尻尾しつぽを巻いて逃げろ。無駄な時間を浪費しないで済むからな」

「せっかく来たから」

　と、今度は照れるように一かず馬まは言い、新しん之の助すけを憤ふん怒ぬの頂点にまで引き上げかけた。その後ろで壬み琴ことは短めに下ろした前髪を搔かき上げて嘆息する。やはり、一馬はいつかのみづき姐ねえみたいに精神が安定していない。ハンデは最初からないと覚悟したほうがいいだろう。

　向こうと同じで、自分たちの霊力イイロのみで戦うしかない。いや、新之助自身は優すぐれた力の持主だ。〝船〟がなくとも、自身の力だけで〝歪ゆがみ〟を裂さいて仲間たちに霊力を届けることも可能かもしれない。つまり、むしろ最初からハンデを負ってるのはこちらのほうだ。そんな中、勝っている部分がひとつでもあるとしたなら……、

「そっちの迦か具ぐ羅らは二人だけかい？」

　と訊きいてみる。土ど留どめが薄うすら笑いを浮かべた。

「これ以上、自分たちの力のなさを確認してどうするつもりだ？　ああ、そうさ、二人だけだ。三人目の立候補者は多かったけどよ、足あし手でまといになるだけなんでな」

「ふうん、そいつはよかった。こっちは二人だけだったから、とか、〝船〟がなかったから、とか、あとでする言い訳わけのバリエーションには事欠かないようで安心したよ」

「ほう？」

　壬琴と土留はにらみ合う。どちらも負けん気が人一倍強い上、土留家は歴史的に群むら雲くも家と折り合いが悪いという立場上の原因もある。

　グラウンドも大方片づけが済んで、生徒たちの動きも治まってきた。観かん戦せんする生徒たちを守るため、グラウンドの円周沿いに選せん抜ばつされた迦具羅と防人さきもりが立つ。

　一馬とみづきは準備が整うまでの間、ひと言も口を利きかなかった。目を合わそうともしない。

「……何か、あったのかな」

　こそっと美み亜あが耳打ちしてくる。壬琴は女性にしては幅広の肩をすくめた。

「喧けん嘩かしてるみづき姐ねえってのも想像がつかないけど。おまえのほうは？　夕べ、また一馬に会いにいったんだろ」

「うーん、それがサ。みづき姐も色々大変みたいだよー、って言ったのね。兄さまにつきまとってるグルーピー連中が、兄さまに近いところにいるみづき姐に嫉しつ妬としちゃって、何か変な手紙送りつけたりとか、みづき姐は男好きで毎晩遊び歩いてるとか何とか、でっち上げの噂うわさ話広めたりとかさ──って。そしたら兄貴、おれは馬ば鹿かだああああって叫び出して」

「うーん……」

「で、いまみたいになっちゃった」

　壬琴はちらっと横目でみづきの様よう子すをうかがった。いつもとまったく同じ端たん正せいな横顔が見えた。真っ正面を見つめていて、特に変わった様子はない。前みたいに心ここにあらず、というわけではなさそうだ。

　一方の一馬は地面にしゃがみこんでお絵え描かきをはじめている。お子さまだ。丸を描いて、さらにその内側にもうひとつ丸を描かく。中央に一本線せんを入れて、そして、外側の円から放射状に線せんを一本一本引いていき──ごつんっ！

　上から壬み琴ことに殴なぐられて、一かず馬まは膝ひざを抱えてふたたび「しくしく」と泣きはじめた。何を描かいていたかは……まあ、各自判断してください。壬琴の憂ゆう慮りよは重くなる一方だ。

　と、校舎側から三人の外法士が歩いてきた。場の空気が一種独特の静けさに包まれる。

　赤い衣を着た、仮面の女性たち。外法士はかつて、一族内の裏切り者だった。長きにわたる内乱の末、戦いに勝利した一族の当時の宗そう主しゆは、「外法もまた法なり」と外法士たちの処刑を取り止やめ、逆に彼らが独自に編あみ出した外法の術を一族に取り入れる道を模も索さくしはじめた。結果として、一族の中から数名の外法士を代々選えらび出し、彼らに外法を継けい承しようさせていくこととなったのである。

　外法とは、いわば黄泉よみの〝定義〟そのものである。古代より、歴史で見られる邪悪な呪じゆ術じゆつというのはほとんどがこの外法を基き礎そにしている。死者を蘇よみがえらせる、忌いみ言葉を使う、術で遠くから暗殺する、転てん生しようをくり返す──いわば、世界の〝定義〟を守るのが結界の民たみなら、邪悪な方向へと〝定義〟をねじ曲げるのが彼らだ。〝歪ゆがみ〟を召しよう喚かんする術も無論、外法のみが行えるものであり、したがって結界の民が行う成人の儀ぎはこの頃ころからはじまったと伝えられている。

　外法士の正しよう体たいは謎なぞだ。一族から選び出す際、その家族のみにしか真実は伝えられない。周囲にはその正体は伏せられており、普段ふだんは普通の民として過ごすが、儀式の際などにのみ、こうやって外法士としての使命を果たす。

　またこれはあくまで噂うわさだが、外法士は誕たん生じようの際に心を封ふうじこめられるともいうのだ。ふたたび離り反はんの気持ちを起こさぬよう、たとえ本人にそのつもりはなくとも、黄泉の〝定義〟に染そまるあまりに心までもが外法に乗っ取られぬよう、人間らしい感情を冷たい檻おりの中に閉じこめる。

　その三人の外法士が、長い髪を風に揺ゆらめかしながら近づいてきた。先頭に立つ外法士の仮面を見て、壬琴は意外な感に打たれ、驚おどろいた。何と菊理くくり媛ひめその人だ。新しん之の助すけが八や咫た家の権限を用いて呼び寄せたのだろうが、まさか外法士の棟とう梁りよう自らがやってこようとは。と、菊理媛は残り二人に先へいかせると自らはその後ろで立ち止まった。

「外法士の新人研修のようなものだよ」新之助が小声でささやいた。「まだ新しん米まいであるあの二人の後こう見けん人にんとしておいでなさったのさ」

　外法士には外法士なりの世界があるらしい、と壬琴は奇妙に納なつ得とくした。

　が、もしこのとき一馬が正しよう気きならば、何かおかしな点に気づいたかもしれない。が、生憎あいにくと彼は地面と向き合ってのお絵描きに忙いそがしかったから、何も気づくことはできなかった。

「準備はよろしいか、方々」

　近づいてきた『新米』のひとりがしわがれた声で問う。壬琴は一馬の腕を取って強ごう引いんに立たせた。双方、それぞれのリーダーを筆ひつ頭とうに横並びになって相あい対たいする。

「これは、あくまでも訓練の一いつ環かんだ。一族同士の私し闘とうは無論のこと禁じられておる。迦か具ぐ羅ら同士ならばなおのこと。あとに遺い恨こんを残さぬよう、互いの術と技を競きそう意味で全力を尽くすがいい」

「もしそなたらの身に危険が及ぶようなことになれば、我らは〝歪ゆがみ〟を遠ざけることができる。が、すでに承知しているかとは思うが、いくら我らが術で呼び寄せたとはいえ、黄泉よみの〝定義〟をすべて押さえこむことなど不可能。時にはそれが間に合わぬということもある。決して安全を保障されたわけでないこの儀ぎ、やめるというのならばいますぐに申し立てよ」

　誰だれも何も言わない。外法士は仮面の奥からひとりひとりの顔を見渡すようにしながら、

「二度は問わぬ。このままはじめてもいいのだな？」

　そう訊きいた。六人の男女は口を閉ざしたまま頷うなずいた。

　六人、ということはもうひとりいる。そのひとり──浅あそ生う一かず馬まは手を挙あげていた。

「あのう」

「何かな？」

「おねーさん、年いくつ？　サイズは？　味み噌そ汁にマヨネーズかけたりする人？　おれ、カレーはまだ許容はん……げふぅっ」

　一馬は壬み琴ことの膝ひざ蹴げりを腹に受けてうずくまった。

「……よいな？」

　二度目に問うてしまったのはやはりペースを乱されたからなのかどうか。ともかく、今度は全員頷いた。

「よかろう。退さがれ。〝歪み〟と同時、城主の〝船〟をも召しよう喚かんする。双方のリーダーはいつでも霊力イイロを発動できるよう」

　二手にわかれた七人がグラウンドに散る。

　わーッ、と歓声が飛び乱れた。

　一馬は結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢を取り、その背後に三人娘が三角形に並ぶ。

　新しん之の助すけは祈りを唱えるように畳たたんだ扇せん子すを顔の前で立てた。これが彼なりの集中方法なのだろう。彼を守るように、土ど留どめと静しず香かが前に立つ。

　同じく左右にわかれた外法士が呪じゆ文もんを唱え出すと同時、グラウンドにいる全員の生徒が空を見上げた。五月の夕暮れ空。薄うすい紅べにを刷はいたような空の一角に、黒い渦うずが生まれ出いでていた。現実と相あい容いれないまがまがしい色の渦は、見る間にその侵しん食しよく範はん囲いを広げていく。

　結界のほころびを衝つき、外法士の唱える黄泉の言こと霊だまによって現げん世せに現われ出でた、異い界かいの海──〝歪み〟。

　それと同時、もうひとりの外法士が唱えた呪文によって、グラウンド近くに光の玉が出現していた。こちらは外法独自の術ではなく、むしろ城主がやるべき〝船〟の召喚術である。迦カ具グ土ヅチ──特に、現実に形を備えているわけではない〝船〟は、城主の呼びかけに応じ、遠距きよ離りからでも呼び寄せることができる。その距離は本人の力りき量りよういかんによって異なるが、どのみち一かず馬まにはまだ召しよう喚かんそのものが行えない。

　一馬と三人の迦か具ぐ羅らが、移動してきたサッカーボール大の光の玉に次々と吞のみこまれた。傍はた目めには一馬たちが小こ人びとのようになって吸いこまれたようにも見えたはずだ。が、彼ら四人を内包すると同時、光はあるべき姿と大きさへ変化していく。グラウンドの上空二、三メートルの位置で〝船〟となった光が、上空で二つにわかれはじめた〝歪ゆがみ〟めがけて上昇していく。

　いよいよ生徒たちの熱狂も高まった。口々に歓声をあげたり、新しん之の助すけの名前を呼んだり、にわかグルーピーが一馬の名前を描かいた旗を振りたくる。

　ただのお祭り騒さわぎではない。下手へたをすれば生死に関かかわる戦いなのだ。中には〝歪み〟を見まいとしている初等部の子供たちもいる。が、だからこそ、その緊きん張ちよう感と不安と恐れとが、狂おしいまでの歓声を過熱させる。

　が、新之助たちはいまだ動かない。すでに一馬たちの〝船〟はかなりの距離にまで接近している。速度を競きそわねばならないはずなのに、これもハンデのつもりなのだろうか。

　と、そのとき──。

　やにわに、グラウンドの生徒たちを守るために円周沿いに配置されていた迦具羅たちのうち、十数名が駆かけ出した。まるで、生徒たちの熱狂に背中を押されたかのように、感極きわまったあまり、前後の見み境さかいなく走りはじめた……と誰だれもが思った。

　呆あつ気けに取られて彼らの背中を見ていた生徒たちだったが、

「ああっ！」

　突然数名が張り上げた悲鳴によって、全員、空へと注意を奪われた。そこにも異変は起こっていたのだ。

　二つにわかれたはずの〝歪み〟が、なぜかふたたびひとつに溶け合おうとしている。おまけにそれは、〝船〟を挟はさみ撃うちするような形になっていた。

　外法士たちの呪じゆ文もんはつづいている。何か不ふ都つ合ごうが起きたのか？　しかし感情を殺されたからか、見る限りでは焦あせりも驚おどろきの色もない。何より、異変があった場合、後こう見けん人にんとしてそれらの処置を行うはずの菊理くくり媛ひめの姿がいつの間にか消えていたのだ。

　そして、異変の止とどめは新しん之の助すけたちにあった。彼らはやっと動き出していた。〝歪み〟へ向かうべき足を、校舎のほうへと向けて。

「八や咫た！　どこへいく気だ!?」

　教師のひとりが叫んだ。新之助の歩みは止まらない。そして駆け出していた迦具羅たち一二人は、新之助の手前でくるりと身を翻ひるがえすと、あたかもその背中を守るように身構えたのである。

　外法士たちはなおも呪文を唱えつつ、じりじりと退さがって一二人の迦具羅の防ぼう衛えい陣じんの後ろへとついた。

「ど、どうした？」

「何だよ、はじまったのか、そうでないのか、はっきりしろ！」

　生徒たちからは熱狂が失われ、代わりに不ふ審しんそうなささやき声があちこちで洩もれはじめる。

「い……いや……これは……」

　誰だれかが、はっとしたように喉のどをごくりと上下させた。その隣となりで教師のひとりが叫んだ。

「八や咫たを止めろ！」

　何人かの迦か具ぐ羅らが、不安そうに顔を見合わせてから、それでも前へ出かかろうとする。

　彼らの瞳ひとみに黒い稲いな妻ずまが灼やきついたのは次の瞬しゆん間かん。上空にさらにもうひとつの〝歪ゆがみ〟が亀き裂れつとなって空を裂さいていたのだ。

　あわてて足を止めた迦具羅たちへ、外法士の声が遠えん雷らいのごとくに鳴り響ひびく。

「いまは我らの力で〝歪み〟を抑えておる」

「が、それ以上動かば、〝歪み〟を解とき放ってみせようぞ。城主なき未熟者みじゆくのそなたらに、この巨大な〝歪み〟を斬きることができる、というのならば、やってみせるがいい」

　迦具羅たちの足を縫ぬい止めたのはその声もあったろうが、何より、最初に駆かけ出し、こちらへ身構えている仲間たちの意図に気づいた衝しよう撃げきのためでもあったろう。

「これは……」

「反乱だ！」

　教師が卒そつ倒とうしそうな勢いでわめいた。

　はんらん。

　誰がそう聞いて、言葉の意味と重みとを瞬時に理解し得ただろうか。身動きできない彼らの頭上数メートル先で、いままさに〝船〟が〝歪み〟に吞のまれんとしているところだった。










六章「いつか来る明日のために」













１──

「うぅぅっ！」

　一気にけりをつけようと、誰だれよりも早く甲かん板ぱん上に降り立っていた壬み琴ことは、一いつ瞬しゆん、強烈な圧迫感を受けて膝ひざをついた。

　そしてその圧迫感は、一かず馬まにも等しく襲おそいかかっていた。〝船〟と肉体を共有しているためだ。

　彼の身み悶もだえが〝船〟の乱れとなって、船体が数度ほど点滅をくり返す。

「いててててっ……！　何だよ！」

　誰かが絶えず自分の頭を殴なぐり、揺ゆさぶり、首を絞めているような苦しみが一馬を現実に回帰させていた。〝船〟につけた目で辺あたりを見渡す。そこにうねり狂う幾いく層そうもの闇やみは、以前に一度だけ飛びこんだ〝歪ゆがみ〟の濃のう度どの比ではなかった。

「〝歪み〟が増えている？」

　同じく甲かん板ぱんに降り立ったみづきがつぶやいた。あとへつづいた美み亜あも、薄うすい光を放つ羽は衣ごろもに包んだ身体からだをぶるっと震ふるわせる。ありとあらゆる種類の不快感に冒おかされていくような異常な感覚に、三人ともしばし声を失った。

『城主……一かず馬ま、聞こえるか!?』

　と、突然一馬のもうひとつの耳に飛びこんできた声があった。〝船〟の動力源となった結界の民たみたちが集まっている空間からで、放送部の亀かめ山やまの声らしかった。

『前みたいに敬語を使え、敬語を』

『ふざけてる場合じゃない！　外法士が裏切った！』

　一馬はぽかんと口を開けた。あまりに唐とう突とつすぎて意味がわからなかったのと、感情を殺されている外法士が裏切れるはずはないと頭から思いこんでいたためだ。が、

『あいつらは呼び寄せた二つの〝歪み〟を、おまえのところに集中させたんだ。おまけにまだ外法士は〝歪み〟に力を注そそいでいる。どんどん強くなっていく一方だぞ！』

　亀山の悲痛な叫びを耳に、一馬も認にん識しきを改めざるを得なくなった。確かにこの〝歪み〟は尋じん常じようではない。何よりも一馬自身の身体がそう言っている。外法士が裏切ったかどうかはともかく、どうやら事態が小運動会などとは違う方向にいっているのは間違いなかった。

『菊理くくり媛ひめはどうしたんだよっ？　まさか彼女まで裏切ったとか言うなよ』

『わからない、姿が消えているんだ』

『えーい、だったら、その裏切り者の外法士を止めてくれ！　〝歪み〟が増える一方じゃ、このまま吞のまれちまうよっ』

『そうできるならしている。迦か具ぐ羅らが立ちはだかっているんだ！』

『ああ!?』

『だから！　八や咫た新しん之の助すけが裏切りの首しゆ謀ぼう者なんだ！　あいつは外法士をどうやってか味方につけて、おまえたちをその罠わなにかけた。そして、八咫に賛さん同どうした迦具羅たちがその外法士を守ってる！　迦具羅同士の戦いなんてご法はつ度ともいいところだ、だからみんな、いま、何もできないでいるんだよ！』

　一馬は耳を疑った。いまなお間かん断だんなく襲おそいかかる不快感に耐えながら、〝船〟の外側につけた目の位置を変え、グラウンドのほうへと視し線せんを飛ばしてみる。

　彼の目にも見えてきた。グラウンドの片隅にいる外法士二人と、彼女らを守るようにその前に立った十数人の迦具羅。そして他ほかの生徒たちが右う往おう左さ往おうしているのが見て取れる。パニックに陥おちいっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　今度は耳もグラウンドのほうへ飛ばしてみる。まず体育教師の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「何を考えているんだ、とっととそこをどけ！　おまえら、一族の掟おきてに逆さからおうというのか！」

「形式だけの掟おきてならば、破っても構わないでしょう、先生」外法士を守った生徒──迦か具ぐ羅らのひとりが言った。「ぼくたちは一族の使命を守るのが嫌いやだと言っているんじゃないんです。ただ、昔のしきたりだか何だかわからないけれど、わざわざ効率の悪い方法をしたがる古い人の考えにはついていけない、と言っているんですよ」

「ふざけるな！　城主をお選えらびになった六賢けん人じんの決定に逆さからうなんて……どれほどの禁きん忌きを犯しているのかわかっているのか!?　これはもうお祭り騒さわぎでも何でもない、一族に対する反乱なんだぞ！」

「六賢人、禁忌、お祭り……か」別の生徒が言った。「先生もしょせんは古い人なんだ。だからわかってもらおうとは思わないよ。でも、他ほかの生徒たちはどうなんだ？　なあ、みんなもわかっているはずだろう。誰だれがいま、一番正しいのか。誰がいま、本当におれたちのことを思って行動してくれているのか？」

「あたしたちで一族を変えるのよ！」女子生徒が長い髪を振りたくって叫んだ。「八や咫た新しん之の助すけさまこそあたしたちがいただくにふさわしい城主さま。それはみんなもわかっているでしょう？　いままで一かず馬まに媚こびを売ってきた連中だって、本ほん音ねではそう思ってるはずよ！」

「だからおれたちが変えるんだ！　本当のこと、正しいことを押しとおすために邪じや魔まだというのなら、古いしきたりなんか打ち破ってしまえばいい。六賢人の決定にだって異いを唱える権利がおれたちにはあるはずだ。おまえたち、死んでから後こう悔かいしたって遅いんだぞ！　一馬なんかについていったら、間違いなく近いうちに死人が出る！　それでもまだかび臭くさい掟やらしきたりなんかに従うつもりか？　おれはごめんだ！　おれは自分の意思で、自分が命を賭かけるにふさわしい方についていく！」

「もういい、やめろ！」

　教師は叫ぶなり、ずかずかと彼らのほうへ歩み寄りはじめた。顔色はむしろ真っ青さおになっていた。どこか据すわったような目つきで、

「下らん甘えごとばかり抜かしおって。しきたりを打ち破る？　自分たちにはその権利がある？　ガキどもが何を知ったようなことを。あとで、親も呼び出して、たっぷり説教してやる」

　ぶつぶつ言いながら、まっすぐ歩いていく。

　ヒュンッ──と、地面に何かが突き刺さり、体育教師はその場に尻しり餅もちをついた。あぐらを搔かいたようになった教師の股こ間かんの数ミリ先で、黒い矢や尻じりが震ふるえていた。矢はすぐに消え失うせたものの、代わりに地面を濡ぬらした染しみが広がっていく。教師は失しつ禁きんしていた。

「わたしたちは本気です……先生」

　弓の迦カ具グ土ヅチを構えていたのは、一番大人おとなしそうに見えた女子生徒だった。運動神経も悪く、よくこの体育教師に怒ど鳴なられ、いびられても、反論ひとつできずにいた生徒だった。

「お、おおお、おまえ……」

　がちがちと歯を鳴らして、教師はその生徒を見つめていた。

　他ほかの生徒たちも真っ青さおになっていた。失しつ禁きんした教師を笑うどころではない。彼らも悟さとったのだ。一二人が本気だということを。でなければ、迦カ具グ土ヅチを生きた人間に向けるなどと、これも一族にとって最大の禁きん忌きを犯すはずがない。

　一いつ瞬しゆん、死の風が広いグラウンド内を吹き渡った。あたかも現げん世せがすでに黄泉よみの〝定義〟に支配されでもしたかのように。

「──」

「きゃあああっ！」

　美み亜あの声がはっと一かず馬まを我に返らせた。〝船〟を通して異世界の違和感が肌を粟あわ立だたせる。鬼たちが仕し掛かけてきたのだ！

　一馬はあわてて精神集中をやり直した。統とう括かつした霊力イイロをフィールド状にして甲かん板ぱん上にいる三人娘へ与えようとする。

　壬み琴ことが空へ浮き、大蛇オロチの一いち撃げきをやり過ごそうとした。が、前回のそれとはあまりに異なる規模の力が空中の壬琴をも打ちのめし、甲板へと身体からだを叩たたきつける。

　美亜は羽は衣ごろもの力をもって、弾だん丸がん状に降り注そそいでくる〝歪ゆがみ〟の矢から身を守ろうとした。放はなっているのは黒い翼つばさと弓矢を持った（ように見える）小人状の鬼──狩カリ人ウドだ。しかし絶対の防ぼう御ぎよ壁へきである羽衣さえもが、絶え間なく降ってくる闇やみに冒おかされ、あちこちが黒く汚されていく。

　みづきは霊力の剣つるぎを振りかざし、四方八方から〝船〟に群むらがりかかる軍勢イクサを振り払おうとしていた。数匹が光に直撃して消えていくものの、しかしその数は無む尽じん蔵ぞう。何層にも乱れる闇やみのうねりが、次々と新しい鬼を生み出していくのだ。〝船〟はいまや無数の鬼どもに囲かこまれていた。

　闇は鬼を吐き出しながら笑っていた。能無しめ、と嘲あざけっていた。

「くそーっ！」

　一馬は血の色の叫びを放った。霊力が思ったとおりの力になってくれないのだ。フィールド状にしようにも広く展開できず、また、薄うすっぺらい紙のような盾たてにしかならない。〝船〟も思いどおりにはならず、ということは、一馬の肉体そのものが意のままにならない。

　あまりにも強い〝歪み〟が霊力そのものを放ちにくい状態にさせている。加えて、問題は一馬自身にもあった。先ほど見たグラウンドの光景が、そして耳に届いた生徒たちの言葉が、彼の精神集中を妨さまたげつづけている。

　霊力を扱うには強烈な精神力が必要だ。肉体でなく、精神の領域の力なだけに、他の何にも惑まどわされないほどの強い意志と、自由なイメージを働かせる心が必要となる。いまの一馬のように迷いがあっては本来ある力さえも発はつ揮きできない。

　一馬は改めて結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢をやり直し、もう一度最初からイメージするつもりで目を閉じようとした。と、

『聞こえるか、浅あそ生う』

　意外な声が一かず馬まの目を開かせた。

　八や咫た新しん之の助すけだ。それを届かせる一馬の耳は、霊力イイロエネルギーを供給中のあの異空間のもの。つまり──、新之助は学校の中にいるのだ。

『てめ、勝負サボって何してやがんだ！　人に逃げるな、逃げるな、とか抜かしやがって、当のあんたはそこで何してんだよ！』

　一馬が罵ののしると、新之助はさもおかしそうに高笑いした。

『そんな下らない勝負ごとき、ぼくが本気でやるつもりだと思っていたのか。どこまでおめでたいんだかな。相手の真意を測はかるのも、人の上に立つ人間に求められる素質のひとつだぞ、浅生。浅はかな奴やつだとは思っていたが、正しよう直じき、そこまでだといっそ憐あわれみをかけたくもなるな』

『……じゃあ、何のつもりだ？』一馬は声を抑えて訊きいた。『聞いたぜ。反乱だって？　こんなガッコひとつ押さえて、何するつもりだ。おれの代わりに城主になったからって、それが許されるわけじゃねーだろ』

『ああ、一族は六賢けん人じんの決定に歯向かったぼくを決して許しはすまい』

『ははん、泣かせるねえ。玉ぎよく砕さい覚悟で自分の意志を貫き通すってか？　ふざけんな。無む駄だなことなら、いますぐやめちまえよ。いまならお尻しりペンペンで許してやる』

『相変わらずだな、浅生。前のぼくなら怒りもしたろうが、もうどうでもいい。ぼくは自分がやるべき道を選えらんだ。ただそれだけだ。それに、決して無駄なことじゃないのさ』

　外ではいまなお三人が圧倒的物量で襲おそいかかってくる鬼と奮ふん闘とうしている。壬み琴ことがその速度で敵を翻ほん弄ろうし、誘さそい出しつつ、美み亜あの羽は衣ごろもで守られたみづきが攻こう撃げきする。──その一連のコンビネーションもしかし、三人の疲労やダメージによって次第に崩くずれつつあった。

『結界の儀ぎを知っているだろう、浅生。この世を〝定義〟づけた最初の儀式だ。死を追い払い、人を人たらしめたその儀式。それをいま、ここでぼくが執とり行う』

『何ッ!?』

『ぼくこそが次の宗そう主しゆにふさわしい。しかし一族がそれを認めないというのなら、仕方がない、一族そのものの考えを改めさせるしかないだろう？　だから、ぼくを次の宗主と認めさせる〝定義〟を発生させるのさ。おまえがいたあの地下聖堂にて、ぼくは結界の霊力を見事統とう括かつし、それを成し遂とげてみせる。いままでこの世において世界の〝定義〟を変えることのできた宗主はただひとり。すなわち、名前さえ知られていない一族の最初のひとりだけだ。……ぼくもやってみせるさ。必ずね』

　城主に与えられていた地下聖堂──この〝船〟もその一部だ──には、確かにあちこちの結界から届けられた膨ぼう大だいな量の霊力が渦うず巻いている。一馬自身はそれを統括することはいまだ不可能だが、新之助ならばそれも可能かもしれない。

　そして、その力をもってすれば、あるいは結界の儀ぎを執とり行い、世の〝定義〟さえも変えることができるかもしれないのだ。が、〝定義〟を新たに発生させるのは言うまでもなく危険なことである。多かれ少なかれ、その〝定義〟が周囲の世界に多大な影えい響きようを与えてしまうからだ。たとえば小石ひとつを新たに世界に生み出すだけで天てん変ぺん地ち異いが生まれるかもしれず、人ひとりを蘇よみがえらせようとすれば──すなわち、最初に結界の民たみが〝定義〟づけたはずの生死の概がい念ねんをねじ曲げようとすれば──人間そのものの〝定義〟が変わるかもしれない。

　歴史が変わるかもしれず、人がいなくなるかもしれず、世界そのものが混沌カオスに逆戻りするかもしれず──。そんな危険を冒おかしてまで結界の儀を執り行おうとする人物はいまのいままでいなかった。たとえ、外法士との戦いによって一族が滅亡の危機に瀕ひんした一〇〇〇年前ですら。それを新しん之の助すけはやろうというのだ。

『馬ば鹿かなことはやめろっ！　本気で言ってるわけじゃねえだろ、なあ!?　そこまで……』

『馬鹿なことか。終わってしまえば、何ほどのこともなくなるさ。安心しろ。おまえとは器うつわが違う。何ひとつ壊こわすことなく、宗そう主しゆに関する〝定義〟だけを変えてみせる──ではな』

『おい、待て、待てってんだ、まだ話は……』

　しかしもう声は届かない。一かず馬まはひとりきりの冷たい空間の中に取り残された。

　新之助は立ち去ってしまった。そして、行ってしまった。あの地下聖堂へ。〝定義〟を変えるために。自らが宗主となるために。

「何でだよ」一馬は呻うめいた。「何が城主だよ。何が宗主だよ。そんなもの、あんたが素直に『ちょうだい』って言ったらくれてやったさ。こんなことしなくてもよ！」

　彼の中で霊力イイロが熱い火となって渦うず巻いていく。いまの一馬はそれさえ気づかなかった。

　いきなり与えられた城主の立場は、苦しかったがそれなりに楽しいこともあった。

　ちょっと浮かれてしまったのは事実だが、しかし、一馬自身、自分が城主の器だなどと思っていたわけではない。さらに次期宗主となると、これはもう冗じよう談だん事としか思えなかった。この事実を一番真剣に受け止めていなかったのは他ほかの誰だれでもなく、一馬自身なのだ。

　だから、自分が城主だ、次期宗主だ、と言われることに対して抵抗はあったものの、しかし、いままで置かれてきた立場が立場だったから、周りに羨せん望ぼうや嫉しつ妬との視し線せんを向けられるのは気持ちよかった。高等部を卒業するくらいまでの間、馬鹿騒さわぎやるのもいいんじゃないかと思えた。

　無論、生徒たちを巻きこんで戦う立場である以上、みづきさんが言うように次はもっと楽になれるようにしなくちゃな、くらいは考えはじめたところでもある。

「それがそんなに許せなかったかよ。それがそんなにいけなかったかよ。こんな──禁きん忌きを次々と犯して反乱起こすほど、そんな、いけないことだったのかよ！」

〝船〟が霊力の火を浴あびて、船体そのものが青白い炎フレアを放ちはじめていた。

　甲かん板ぱんにいた三人が顔を見合わせる。傷つき、もはや防ぼう御ぎよ力が失われる寸前だった羽は衣ごろもに光が宿り、翼つばさは最大加速で壬み琴ことを宙に浮き上げ、光の刃やいばはさらに鋭するどさと射程を増して鬼どもを薙なぎ払っていく。

「だから何も決めなかったじゃないか。だから何もしなかったじゃないか。おれは何も知らないから、何もできないから、みづきさんたちに肝かん心じんなところは任せておけば大丈夫だと思ったんだ。くそっ！　八や咫た新しん之の助すけ！　こんなことする前に、あんた、やるべきことがあったはずだろうが！　何でそれがわかんねえんだよ、何でこんなことになっちまうんだよ！」

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおん。

　一いつ瞬しゆん、炎フレアと化した霊力イイロの光が闇やみをも打ち払うかに見えた。

　……気づいてみると、あれほど〝船〟に群がっていた鬼たちは消えていた。

　それほど三人に与えられた力が凄すさまじかったからだが、しかし〝歪ゆがみ〟そのものはいまだ不ぶ気き味みなうねりをともなって辺あたりへ広がっている。鬼どももこのどこかに潜ひそんでいるはずだ。

　一かず馬まは闇やみの中心で荒々しく息を吐いていた。

　奇妙な静けさが世界を覆おおう中、ぐすっ、とひとつ鼻をすすったとき、

「一馬さん」

　呼びかける声があった。うなだれていた一馬の肩がぴくりと動いた。甲かん板ぱん上のみづきだった。

　鬼を孕はらんだ闇がおどろおどろしく周囲をうねっている。彼女は静かに言った。

「あなたご自身のお考えはどうであれ──それを口にしない限り、誰だれも理解することはありません。人はそう都つ合ごうよくできてはいないのです。何も言わないのに理解してもらおうというのは相手への甘えと傲ごう慢まん以外の何物でもありません。そして、見上げる人にとっては、見上げる相手の無言こそがこれも傲慢に思われ、また、人によっては恐ろしく感じることもあるのです」

　と。

　一馬は面おもてを上げた。気がつくと、彼は叫んでいた。

「ふざけんな！　誰も、何も教えてくれやしなかったじゃないか！　おれに勝手に期待して、勝手に失望して──そんなの、そんなの知るもんか！」

「申し訳わけありません。わたしも、未み熟じゆく者ものですから。一馬さんに何かを教えられるわけでもなかったのです。そう……いま、わたしも気づきました」

　美み亜あも壬み琴ことも口を挟はさまなかった。みづきはまっすぐに〝歪み〟を見つめながら、淡々とつづける。

「一馬さん。あなたがどのような器うつわの持ち主なのか、わたしにはわかりません。あなたが城主や宗そう主しゆにふさわしいのかそうでないのか……判断することもできません。ただ、個人的なことを言えば……いままで口にもしなかったですけれど、これも言わなければご理解いただけないと思いますから、あえて、いま言います」

　壬琴は知っていた。

　あのとき、みづきに「一馬を尊敬している」と言われたときから、実はわかっていたのだ。

　どうしてみづきがあんな男を尊敬しているのか。自分がひょっとして気づいていない一かず馬まにみづきは気づいているのか、とも思った。が、違ったのだ。彼女に見えている一馬と、みづきにとっての一馬とは同じだったのだ。

　どんな状況であれ、恨うらみ言ひとつ口にせず、前向きに生きていた一馬に誰だれよりもみづきは羨せん望ぼうの念を抱いていたのだろう。だから──。

「わたしは、あなたが大嫌いです」

　……。

　壬み琴ことは微笑ほほえみかけていた表情を「[image: ]？」と思いきり崩くずした。同じく間ま抜ぬけ面づらになった美み亜あの隣となりで、みづきはつらつらと言葉を並べ立てはじめる。

「自分のことしか考えていない、他人にかける迷めい惑わくなどまるでお構いなし、何かにつけて人をおちょくろうとするし、こっちが真面目まじめになればなるほど馬ば鹿かを見るだけで、何を決断するわけでなく、何かを目標に掲かかげるわけでなく、日々をのんべんだらりと生きていて。優やさしくしようとすればつけあがる、厳きびしくしようとすればすねるし逆さか恨うらみもする。かけたぶんの期待をするりとすり抜けて、自分にできることの十分の一もやろうとしない。おまけにとんでもない大だい助すけ平べい。思春期の男の子だからと中等部の最初の頃ころは大おお目めに見てはいましたが、それにしたって、女性の裸はだかに対するあなたの執しゆう念ねんは異常です、おかしいです、何かが間違ってます、怖いです、女性の敵です。〝船〟の空間の中にもいやらしい本を持ちこむのはやめていただきたい、と何度言いたかったことか。おや、気づいていないとでも思っていましたか。見み損そこなわないでください。わたしは生徒会長ですよ。男子生徒ひとりひとりのいやらしい本の隠かくし場所くらいは把は握あくしておいて当たり前でしょう。そう、さらにつけ加えるなら、その性的嗜し好こうもちゃんとわかっております。一馬さんがこの〝船〟に持ちこんでいるのは、『盗とう撮さつ天国』、『ＯＬの濡ぬれた午後』、『人ひと妻づま……』」

「わあー、わあーっ、わあーっ！」

　ついに耐えかねたか、一馬が大声で遮さえぎろうとする。と、

「ま、それは冗じよう談だんですが」さらっとかわして、「とにかく、一馬さん」

「……は、はい」

「わたしはあなたが嫌いです。生徒の大半──特に女性──もそう思っていることでしょう。あなたが城主になると決まったとき、わたしがどれほど不安だったかおわかりですか。おわかりにならないでしょう。おわかりになるはずがありません。おわかりになるといった時点であなたを切り裂さきます。きっと、あなたはわたしのことなど考えたこともないのでしょうから。情なさけ知らずで、冷血で、自分のことと女性の裸しか頭になく、わたしが陰で泣いているのを知らず、好き放題やらかして……」

「ちょ、ちょっとちょっと！　いくら何でも……」

　壬琴と美亜はそっと顔を見合わせていた。この二人に何があったか知らない。が、オイ──壬み琴ことは目め配くばせした──みづき姐ねえ、本当はまた壊こわれちまってるんじゃないだろうな？　何より、二人にはみづきが冗談を言うのが信じられないのだ。

「ああ、言いたいことを言ったらスッキリしました」胸を撫なで下ろすみづきは確かに晴はれ晴ばれとした顔になっていた。「やはり、溜ためこんでいてはいけませんわね。一かず馬まさんも、さあ、どうぞ。わたしに言いたいことをおっしゃってください。わたしもドンと受け止めます。さあ来なさい」

　と、何やら偉そうに豊かな胸を張った。

「い……いえ、遠えん慮りよしておきます……」

「そうですか。でも一馬さんにも山と言いたいことはあるはずです。それはわかります。しかし、いま、我々は為なすべきことを為さねばなりません。自分の立場や与えられてしまった義ぎ務むに文句が言える明日を作るためにも。お忘れですか、一馬さん。わたしたちの権利と引き換かえに背せ負おわされた義務は、絶対のものなのです。わたしだって一馬さんが思うほど何事にも無む頓とん着ちやくではありません。こういうことを口にするのはわたしだって嫌いやなのです。しかし、わたしたち……」

「わかった、わかったよ、みづきさん」

　一馬は言った。こちらも、何かつっかえの取れたような声をしていた。

「三人とも中へ入ってくれないか。さっきから思ってたけど、そっちに回す霊力イイロだって馬ば鹿かにならないんだ」

　ああ、と壬琴は頷うなずいた。そういや──ずいぶん長いこと〝歪ゆがみ〟の中にいる。でももちろん苦しくない。ってことは、一馬の奴やつはずっとこっちにフィールドを回していたのだ。それは、また、彼もかなり……。

「いろいろ考えなくちゃいけないからな。新しんちゃんを止めなけりゃ」

「はい」

　みづきは軽やかに頷いた。

　──へえ？

　壬琴は横目でそんなみづきの表情をうかがっていた。みづき姐がどんなつもりか知らないが、どうやら、彼女はあの馬鹿と正面からつき合っていくつもりらしい。他ほかの誰だれとも違って。

　だったらいいさ。こっちだって覚かく悟ごを決めてやろう。ただ、駄だ目めだ駄目だと文句を言うばかりじゃいけない。最初から一馬だから、とあきらめても何も進歩しない。あいつは確かに馬鹿だが、見こみがないわけでもない馬鹿だ。少なくとも壬琴はそう思う。

　だったら、あたしたちであいつを一人前に育て上げていくつもりでやっていこう。みづき姐はみづき姐のやり方で、あたしはあたしのやり方で、美み亜あは美亜のやり方で。

　何しろこっちはイイ女が三人もいるんだ。馬鹿を『男』に育てるくらいはやってみせるさ。

　時代めかした考え方をしている自分に気づいて壬琴はくすりと笑った。そして、そんな自分が、いまは決して嫌いやじゃなかった。







２──

　八や咫た新しん之の助すけは、地下聖堂に足を踏み入れていた。霊力イイロが薄うすい紫むらさき色の霧きりのようになってわだかまるこの空間、〝船〟の部分は一かず馬まとともにあるので、もはや彼の私物はない。

　彼はひとつ息を吸い、そして目測で定めた中央へ足を運ぶ。ただここにいるだけで膨ぼう大だいな力を感じた。これならば世界の何もかもが自由になる気がした。

「浅あそ生う……これほどの力を前に、おまえは何も為なし得なかったのか」

　うっそりとつぶやいた彼は扇せん子すを顔の前に立て、精神集中をはじめた。肉の器うつわを捨て去りはじめた彼のもとへ、紅炎プロミネンスのように膨ふくらんだ緋ひ色の柱が集中する。

「さすがは八咫さま」その背後で静しず香かが恍こう惚こつとしていた。「もう結界の力を統とう括かつしはじめたわ」

「当たり前だ。浅生などとは器が違う」

　その隣となりで、土ど留どめもくッと笑う。興こう奮ふんして落ち着かないのか、さっきから胸きよう筋きんを制服の下でぴくぴくと蠢うごめかせていた。

「さて、おれたちにはおれたちの仕事がある」

「そうね。新しい宗そう主しゆさまをお迎えする際、邪じや魔ま者がいてはいけないわ」

「いくぞ」

　二人は空間を横切る際、絶対の信頼をこめた眼まな差ざしで支配者の背中を一いち瞥べつした。

　その隣に突っ立つ、幽ゆう鬼きのような存在へも視し線せんを移す。外法士の棟とう梁りよう、菊理くくり媛ひめはそこにいた。呪じゆ文もんを低く唱えながら。

「自らに〝歪ゆがみ〟を下ろし、その上で霊力を発揮する……か」

　土留は数分前に主人が語った計画をつぶやいた。背はい水すいの陣じんを引くに等しい、危険かつ、大だい胆たんな計画だった。よき未来が到達すると確信した二人の迦か具ぐ羅らは、確信をこれも火のような力に変えて、空間から姿を消していった。




〝歪み〟はなおも生徒たちの頭上に黒々と広がっていた。

　外法士二人、そして迦具羅一二人は同じ姿勢のまま彼らと相あい対たいしている。誰だれも身動きできない、焦じれるような時間がどれほど過ぎ去っただろう。もはや私語を交かわすものさえなく、ただこの学園ばかりが世界から独立して切り離はなされたかのようにゆったりと、しかし切せつ迫ぱくした雰囲気を孕はらんで時が流れていく。

　と、〝歪み〟の中から一いち陣じんの光が迸ほとばしった。はっとふたたび頭上を見上げた生徒たちの目に、光が円形のスクリーンとなってとある光景を投げかけてくる。

　そこに、一馬がいた。

　左右にみづき、壬み琴こと、美み亜あ。

〝船〟の中から霊力イイロを介して映像を届けているのだ。カメラは一かず馬まが船室内に作り出した目そのもので、そこに映した映像を光によって投げかけている。つまり、一馬はもうひとつの目で自分自身を見つめていることになる。

　まあ、説明は複ふく雑ざつだが、一馬にしてみれば『へえ、やろうと思えば何でもできるもんだな』くらいの感想しかない。ちなみにみづきと壬琴のコスチュームは〝歪ゆがみ〟内のみのものなので、外側にいる生徒たちの目には見えていなかった。

「あ、浅あそ生う……」

　生徒たちはどう表情を作ったらよいかもわからない様よう子すだった。彼は生きている。みづきたちももちろん。喜ばしいことなのだが、胸に去きよ来らいする複雑な思いが、彼らに感情ひとつすら明確な像を結ばせてくれないのだった。

「みんな──、聞いてくれ」

　一馬の声が静かに聞こえた。とても穏おだやかなトーンだったので、敵対する迦か具ぐ羅らたちですら耳を傾けようとした。さしものあのアホも、我らの新しい城主を迎えるつもりになったのかもしれない、と。が……、

「馬ば鹿かか、おまえら？」

　さっきよりもシーンとなった。スクリーンの中で、ぎょっとしたように壬琴と美亜が彼を見ている。

「いつまでのうのうと高みの見物決めこんでやがるんだよ。命令されないと動けもしねえのか。これだから愚ぐ民みんどもは嫌いやなんだよ。おい、城主さまがありがたいお言葉をくれてやるから、きちんとハイチュウしろよ」

「拝はい聴ちよう」

　隣となりでみづきがぼそっとつぶやいた。おほん、と一馬はひとつせき払いし、

「とっとと前の迦具羅たちを押し退のけちまえ。〝歪み〟ならこっちで片づける。それで、おまえたちは〝歪み〟を二度と呼び寄せられないよう、外法士二人を押さえこめ。いいな？」

　いいな、とおっしゃられても。

　ちょっとだけ間が開あいたのち、

「ふ、ふざけるな、浅生！」誰だれかが叫んだ。「おまえみたいなのが城主になったから、この有あり様さまなんだ！　何が命令だ、この野郎！」

「そーよ！　迦具羅と正面から戦えるわけないじゃない。ばっかじゃないの!?」

「愚民だとぉ？　調子乗りやがって！」

「何がハイチュウだ、そりゃおまえの好こう物ぶつだろうが！」

　さっきまで固まっていた生徒たちの間から、わッ、と感情の波が迸ほとばしる。誰も彼もが顔を赤くし、思い思いの罵ば声せいを城主さまに浴あびせかけていた。が、誰よりも顔を真っ赤に染そめた一馬は、

「うるせえ、うるせえ、うるせー！　何もかもおれひとりに押しつけんな、この馬ば鹿か野郎ども！　おれの責任だ？　上の古いしきたりのせいだ？　馬鹿野郎、反乱を許したらおまえらだって同罪なんだぞ。何もかも見て見ぬ振りをしてやろうって、その汚い性根しようねがおまえらが愚ぐ民みんだって何よりの証しよう拠こだよ！　自分の思いどおりにならないからって不満垂たれて、ちょっと予定と変わったことやられりゃあたふたして何もできねえ、覚かく悟ごが足りねえんだよ、覚悟が！　大体、いままでおまえらがおれにどんな仕打ちをしてきたか、忘れたとは言わさねえぞ。ええ？　二年Ｃ組の竹たけ井い幸ゆき和かず！」

　一いつ瞬しゆん、またグラウンド内が静まり返り、数秒後、「へ？」とひとりの男子生徒が自分の顔を指差した。竹井幸和とやらだろう。

「おまえ、小さい頃ころ、新年の行ぎよう事じで会ったとき、おれをねちねちと言葉でいたぶった挙あげ句く、土ど蔵ぞうにおれを閉じこめただろうが。暗いよ、狭せまいよ、怖いよ、って叫ぶおれを無視すること二時間後、一かず馬まが勝手に土蔵の中に入った、って言って、大人おとなたちにおれを説教させやがった」

「…………そ、そうだったかな」

「は、忘れちまったか。でもされたほうはいつまでも覚えているもんなんだよ。次、三年の佐さ藤とう麻ま美み！」

　次に名指しされた女子生徒に全員の目が集中する。

「中等部のとき、自分が水着忘れてきたくせに、それを盗とう難なんに遭あったとか噓うそ抜かしやがったな。おまけに、走り去るおれの背中を見た、ってよ、佐藤と共きよう謀ぼうして噓の目もく撃げき証しよう言げんしやがった、同じく三年の高たか原はら、山やま本もと、新につ田た！　おかげでおれがみづきさんにどれだけ絞られたと思ってやがる！」

　ありゃりゃ、と壬み琴ことは口の中でつぶやいていた。さっき、「恨うらみ言ひとつ言わない」一馬を内心で誉ほめたばっかりなのに、いまや恨み言のオンパレードだ。次々と生徒を名指ししては、子供の頃からつい最近の出で来き事ごとに至るまでねちねちと並べ立てている。反論する生徒たちも中にはいて、すでにグラウンドは凄すさまじい喧けん噪そうに包まれていた。

「……だから！　一馬、手前てめえ、何が言いたいんだよ！」

　男子生徒がわめき散らした。一馬と同じ小学校に通っていたことがあり、ついさっき、「美み亜あの縦たて笛ぶえ持ってこい」と命令していたのがばれたばかりの、見た目、硬派な生徒だ。無論、顔色は真っ赤になっている。

「どうもこうもあるもんか。おれに力がないときはそれを理由にさんざん虐いじめてたくせして、おれが城主になって、力があるとわかったら、今度は嫉しつ妬とする、怒りもする、おれたち好みの城主になれ、と言う。手前勝手な話だと思わねえのか？」

　うっ、と言葉を詰まらせた生徒たちを前に、一馬はにたりと笑った。

「誰だれがおまえらのご期待に沿う城主になんかなってやるかよ。いままで日ひ陰かげ者ものの気分を味わわせてくれたぶん、たっぷり好きなことをやらさせてもらうだけさ！」

　と言うなり、やにわに一かず馬まは両手を伸ばし、三人娘の肩を抱いて自分のほうへと引き寄せた。

　ああっ！──と、男女問わず、生徒たちが甲かん高だかい悲鳴をあげる。

「な、何しやがる、浅あそ生う！」

「みづきさまから、は、は、離はなれなさい、このケダモノ！」

「汚けがらわしい手で美み亜あちゃんを触るなあ！」

「壬み琴ことさん、そいつをぶん殴なぐってえええ！」

　数限りない罵ば声せいを無視して、一馬はスケベったらしい顔をしたまま、

「騒さわぐんじゃねえ、愚ぐ民みん。愚民ったら愚民。やりたいことやるって言ったろうが。こいつらは人質だ。さっさといけ！　でねえと、とんでもねえことしちまうぞ、こら。ええ？　〝船〟の実戦部隊は城主さまのご命令に絶対なんだよ」

　と噓うそを抜かしながら、みづきの髪をくんくん嗅かいだり、壬琴の太ふと腿ももを撫なでさすったり。思わず壬琴は、反射的に裏うら拳けんを彼の鼻はな面づらにぶちかましそうになったが、彼の顔中に流れる脂あぶら汗あせに気づいて動きを止めた。

　そう、一馬はいまなお霊力イイロを操あやつって、〝歪ゆがみ〟の膨ぼう張ちようを喰くい止めているのだ。くそっ……壬琴は拳こぶしを握りしめて耐えた。あとで半殺し──いや、『九割殺し』にしてやるからな。

「そーか、まだ駄だ目めか。いいんだぞ、おれはどっちみち楽しいからな。さあ、美亜、あいつらに見せつけてやろうじゃないか」

　美亜を選えらんだのは、無論、彼女の乗りのよさを買ってのことだ。細いウェストに手を回し、ぐぐぐいっと引き寄せる。

「あ、ああン、お兄さま……」

　白い肌をほんのりピンク色に染そめて、美亜は一馬の期待どおりに媚び態たいを示した。一馬は具体的に何をやっているか見えないよう、壬琴の長身を盾たて代がわりにしつつ、「とんでもないことをしているぞ」と言わんばかりに手、足を動かす素そ振ぶりをする。

「あッ、あッ、駄だ目め……。みんなが……ああ、見ているゥ……」

「見られていると余計昂たかぶるんだろう。悪い娘だ。ささ、もうこんな……」

　一馬はただくっちゃべっているだけなのだが、壬琴が邪じや魔まになってよく見えないでいる生徒たちの脳内には、妄もう想そう度一二〇パーセントの光景が渦うず巻いている。

「き、きさ、貴様ァ……」

　美亜のファンである男子武部連リーダーが喉のどを鳴らしつつ、引きつるような声を出した。

「くそーっ、おれはいくぞ！　つづけぇーっ！」

　地面を蹴けって、彼は一いち目もく散さんに走り出した。瞬しゆん間かん、

「みづきさまをお守りするんだ！」

「壬琴さんにあんな真似まねさせられないわ！」

　どどど、とグラウンドに土つち煙けむりが舞まった。

「ぼくたちも！」

　叫び、中等部で誰だれよりも先に駆かけ出したのは、一かず馬まに成人の儀ぎ式しきを邪じや魔まされたはずの蔓かずら正まさ巳みだった。

　大勢の生徒たちが同じ目的地目差して、凄すごい勢いで走り出す。待ち構えていた迦か具ぐ羅ら一二人は呆あつ気けに取られた。迫りくる土つち煙けむりはいまや竜たつ巻まきにも似て、一気に彼らを押し潰つぶそうとする。

「な、な……？」

「馬ば鹿か、焦あせるな、こっちとて……わわわわっ」

　迦カ具グ土ヅチを実体化させられる余裕のあったものなどわずか一、二名。その迦具土もろくろく使えないまま、駆けこんできた生徒たちに殴なぐられ、吹き飛ばされる。その有あり様さまを見た外法士たちは、空に残したままの〝歪ゆがみ〟を前方に解とき放とうとした。

「よし、いまだ！」

　一馬は映像を切って、ふたたび〝船〟と一体化した。

「何するつもりだ、一馬？」

「いままで〝歪み〟の膨ぼう張ちようを押さえてきたんだ。でっかい両手で抱えこんでいるようなイメージさ。だからこのまま引きずる！」

「ありゃー……」とんでもない奴やつだ、とばかりに壬み琴ことは頭を手で覆おおい、それから、「もういいんだよ、離はなれな、美み亜あ！」
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「いやん、お兄さま……って、あれ？」

　一かず馬まから美み亜あを引っぺがし、壬み琴こともふたたび戦せん闘とう体勢に入った。新たな〝歪ゆがみ〟と合流する以上、次の瞬しゆん間かんからまた戦いがはじまるのだ。

〝船〟は猛もうスピードで直進した。〝歪み〟を巨大な黒い旗のように後方へたなびかせつつ、前方の同じく黒いひずみへと舳へ先さきから突っこんでいく。

　眼下には生徒たちの起こした土つち煙けむり。眼前には異い界かいの黒い顎あぎと。

「うるァァ！」

　一馬の吠ほえ声をともないつつ船体が〝歪み〟へ突入すると同時、甲かん板ぱんに降り立った三人娘たちもそれぞれに散る。一馬の回したフィールドを盾たてにしつつ、壬琴は飛び上がった。さすがに三つぶんの〝歪み〟をひとつに集めただけあって、さっそくわらわらと鬼が這はい出てくる。

「こっちには城主がいるんだ、舐なめるなよ！」

　殴なぐりかかってきた軍勢イクサの拳こぶしをするりと躱かわして先頭のそいつに重力弾だんを叩たたきこみつつ、後続の鬼どもを誘さそいこむためにさらに上へと舞まい上がる。

「先行しすぎないで、壬琴さん！」みづきが甲板から声をあげた。「一馬さんは〝歪み〟を押さえているため、〝船〟の機動力は期待できません。大勢の敵をなるべく集め、こちらへ誘ゆう導どうしてください！」

「そのつもりさ！」

　船体の中にいる一馬は、彼女たち三人に霊力イイロを届けつつ、三つぶんになった〝歪み〟の膨ぼう張ちよう力を見えない両手で押さえこんでいた。さすがに圧迫感が桁けた違いだ。

「ぐ……ぬぬぬ……」

　生徒たちと話している間も押さえこんでいたものだから、イメージの中での腕力もそろそろ限界に近づきつつある。が、いまは、その生徒たちが届けてくれる霊力があった。一気に燃え上がった感情が無む意い識しきのうちに彼らが放つ力を引き上げてくれているのだ。新たな霊力をイメージの補助にしつつ、一馬は船体の外につけた目で戦況を凝ぎよう視ししている。

　よし、いまだ、みづきさん！……壬琴、うわっ、危ねえ！……美亜、もうちっと羽は衣ごろもを広く！

　眼下では、二人の外法士、一二人の迦か具ぐ羅らが完全に取り押さえられたところだった。

　そうして目をあちこちに飛ばしていた一馬は、肝かん心じんの、自分の肉体がある場所を観かん察さつするのを怠おこたっていた。背後にぬっと二人の影かげが立ったのにも気づかなかったのだ。

　土ど留どめ光こう二じと纏まとい静しず香か。

　彼らの侵入はたやすかった。何しろ、以前述べたように異空間同士はつながっているからだ。

　予想されてしかるべき事態だった。が、外の鬼どもに全戦力を回さざるを得ない一馬たちでは、〝船〟内部の防ぼう衛えいに気を遣つかう余裕すらなかった。そして何より、まだ一馬には甘さが残っていたのかもしれない。いくら何でも、迦具羅が自分を抹まつ殺さつするなんてことはあり得ない、と。

　が、いま、二人の迦か具ぐ羅らはそれぞれの迦カ具グ土ヅチを実体化させつつあった。

　土ど留どめの手にいち早く、巨大な斧おののような光が走る。

　彼はそれを無造作に振り上げた。狙ねらいを定めた一かず馬まの首はぴくりとも動かない。

　一気に叩たたき下ろした。







３──

　新しん之の助すけは体内の一番深いところで燃えるような感覚を味わっていた。身体からだが溶けてしまいそうなほどに熱い。が、彼はそれをこそ真実の力だと捉とらえ、外へと放出する道を見み出いだした。

「あああああ！」

　新之助は獣けだものの遠とお吠ぼえじみた声を張り上げ、両手、両足を広げた。いまや彼の存在そのものが力だった。指一本から、髪の毛ひと筋にいたるまで、あるいは体内に流れる血の一グラムさえもが霊力イイロの一部なのだった。そして彼はそれを制せい御ぎよしきれるはずだと信じた。あるいは、信じさせられた。

「あなたさまならば……」

　そう、あの日、八や咫た家に訪れた外法士たちは熱っぽく語ったではないか。

「真の宗そう主しゆの器うつわたるあなたさまならば、必ずや結界の儀ぎをも成し遂とげられるはず」

「はるか高みにいて、自分たちの足もとを顧かえりみようともしなくなった六賢けん人じんへ異い議ぎを申し立てる意味でも、あなたさまこそが立たれるべきなのです！」

　そうだ……。新之助はいつしか、それらが彼らの声ではなく、内心から湧わき上がる自分自身の声のように錯さつ覚かくしていた。きっと、父上は最初からぼくにこうさせるつもりで仕し組くんだのだ。おまえならば結界の儀をも行えるはず。それができたそのときこそ、新たな宗主としておまえを認めよう、と。

　これは、父が子に託した試し練れんなのだ。

「うわあああっ！」

　巨大な炎が凄すさまじい速度で新之助を焼き尽くしにかかった。が、──できる！　新之助は身を焼く苦痛と、それに相あい反はんした心が蕩とろけるような恍こう惚こつ感を同時に味わいながら確信を抱いた。すべての霊力イイロを、ぼくならば使いこなせる！

　これで〝定義〟を変えるのだ！

　色のついた火でできたような花が彼の視界のあちこちで咲き乱れる。見える世界すらもはや肉体の限界を超え、精神の域いきにまで達しようとしていた。人はどうしても肉の器を通じてしか世界に介かい入にゆうできないため、見える世界、触れられる世界には限界がある。が、いまの新之助にはその垣根を越えることができた。ありとあらゆる可能性を孕はらんだ、真なる世界が目の前に開けようとしていたのだ。

　恍こう惚こつ死するのではないかと思われるほどの快楽が心身を一気に突っ走り──、

　消えた。

「!?」

　新しん之の助すけは両目を開あけた。地下聖堂に彼はいた。先ほどまで味わっていためくるめく世界に比べると、実に味あじ気けなく、色いろ気けもなく、素そっ気けない、ただの世界。冷たく、惨みじめったらしく、可能性のひとつすらない、汚らしい世界。

　霊力イイロは彼の体内から失われていた。

「な……ぜだ……？」

　ひとつ頭を巡めぐらすと、菊理くくり媛ひめが近くに立っていた。最初、新之助は彼女が何かをしたのではないかと疑った。しかし、菊理媛は身動きひとつせずにこう言った。

「城主が霊力を統とう括かつしはじめたのだ。おまえよりも強い、意志の力によって」

　新之助はしばしの間、その意味が理解できなかった。




　一かず馬まが感じていた強い霊力とは、生徒たちの発したものだけではなかった。

　彼自身がそう気づいたときには、背後で二人の人間が吹き飛んでいた。一馬の身体からだから立ち昇った凄すさまじい力の渦うずが、殺さつ気きを孕はらんだ一いち撃げきをも無む意い識しきのうちに薙なぎ払っていたのだ。

　彼ら二人は空間を漂ただよい流れ、船体がこれも無意識のうちにか開あけた穴によって、外へと放り投げ出された。甲かん板ぱん上を滑すべった土ど留どめは、そのとき、ちょうど空から舞まい降りたばかりの壬み琴ことによって腹を踏まれ、つぶれた蛙かえるのような声をあげた。

「あ!?」

　気づいた壬琴がぱっと身を翻ひるがえし、立ち上がった土留から距きよ離りを置いて相あい対たいする。

「貴様、何しに来た！」

「仲良く鬼退治──なわけがないだろう」

　腹を押さえ、土留は陰いん惨さんに笑った。一馬から感じたあの力は予想外だったが、しかしもう一度やればしくじることはない、と彼は踏んでいた。その前に邪じや魔ま者を始し末まつせねばならない。素す早ばやく気分を切り替えられるのも、鍛きたえ上げた迦か具ぐ羅らならではだ。

　彼は斧おのを構え、突進しようとした。

　鬼と同じく、迦具羅との一いつ騎き打ちにおいてはこの迦カ具グ土ヅチ以外の武器は通じない。迦具土との相互作用によって彼らは自らの肉体においてのみ〝定義〟への干かん渉しようが許されているため、同じく〝定義〟を書き換かえる武器である迦具土以外の攻撃をほぼ無効化するからだ。力りき量りよういかんによっても異なるが、最強レベルの迦具羅となると弾だん道どうミサイルの直撃ですら無効化するという。

「うおおお！」

　土留は吠ほえ、両手の斧を中心から二つに割ってそれぞれ片手で扱えるサイズに変えると、前傾姿勢で疾しつ走そうした。低い姿勢から右手の斧おのを振り上げる。ブーツの翼つばさをはためかせた壬み琴ことが宙へ舞まった。そのまま回転した土ど留どめは、ハンマー投げの要領でもう一本の斧を宙へと放つ。

　はっと壬琴の目が見開かれた。背後に鬼が迫っていたのだ。何本もの手足を持つ平べったいその暗くら闇やみは、土つち蜘ぐ蛛もと呼ばれる種類の鬼だった。

　長く、節ふしくれだった手足に身体からだを押さえられる。が、土蜘蛛はそれほど力の強い鬼ではないため、壬琴の翼をもってすればすぐに振りほどくことができた。

　その一いつ瞬しゆんのタイムラグが命取りとなった。

　回転する斧が壬琴の頭を割った。

「！……」

　寸前、間に駆かけこんできた美み亜あの羽は衣ごろもさえなければ。

　盾たてとなった美亜は斧の力に押され、甲かん高だかい悲鳴をあげながら後方に吹き飛ばされた。

　ちぃ、と舌打ちした土留はブーメラン状に戻ってきた斧を片手で摑つかまえ、空から放たれた重力弾だんを転がって避さけた。甲かん板ぱんを蹴けり、ふたたび疾走する。

　一方、眼前に迫っていた鬼を叩たたき斬きったみづきは、すぐさま壬琴の援えん護ごに向かおうとした。

　足を止めた。

　マストの前に纏まとい静しず香かが立っている。制服姿ではなく、黒いドレスのような露ろ出しゆつ度の高い服を身にまとっていた。あちこちに散りばめられた宝ほう石せきがきらきらとした光を放っている。

「正しよう気きですか──と、もはや真意を確かめるまでもないようですね」

「そちらこそ正気なの？　浅あそ生う一かず馬まを城主にいただくなんて。いずれ彼が宗そう主しゆになれば、そこで一族は終わりよ」

「人が目で見えるものなどごくわずか。それを教えられていながら、他人ひとの言葉に耳を傾けず、ただ己おのれの狭せまい視野にのみ囚とらわれる人間こそ一族の名にふさわしくない。わたしはそう思います」

「そうかいっ！」

　静香は自分の右拳こぶしを甲板に叩きつけた。手が黒く溶けこんだと見えるや、影かげのようになって一いつ直ちよく線せんに伸びていく。みづきの足もとでふたたび手の形となった影が、逆さかしまに駆かけ上がった。

　眼前で白い光が両断する。みづきの剣けんだ。

　追い討うちをかけようとしたみづきはしかし、目の前から敵を見失っていた。

「!?」

　マストにロープ状の影が巻きついていると知ったのはその一瞬後。

　遅かった。多量の風を孕はらんで舞い降りた静香の蹴りが、みづきの横っ腹を直ちよく撃げきする。

　ぐゥ、とひと声呻うめいて甲板上に倒れ伏した。あはははは、と静香の甲高い笑い声。

「運動神経だけは自信がないようですわね、生徒会長？」

　マストに巻きつけておいた足を元の形に戻した静しず香かが着地する。

　彼女の迦カ具グ土ヅチは身体からだの至るところに取りつけてある宝ほう石せきだ。手足を一次元の影かげのように変えて自在に操あやつる。手を伸ばして攻こう撃げきするも、マストに足を巻きつけておいて、その伸しん縮しゆくを利用して空へと駆かけ上がるも自由だ。

　静香はいまだ立てないみづきへ見み下くだすような視し線せんを当てたまま、ゆっくりと前進を開始した。

　一方の壬み琴ことも土ど留どめの猛もう攻こうの前に押され気ぎ味みだった。空へ舞まえば鬼たちの攻撃に遭あい、甲かん板ぱん上の至近距きよ離りでの戦いには土留に分ぶがある。そして土留はそうした状況へ相手を追いやる手て管くだにも長たけていた。鬼どもを上手うまく利用して壬琴のもっとも優すぐれた能力──速度を殺しているのだ。

「どうした、どうした、盟主家の跡あと継つぎ。そのでっかいおケツが邪じや魔まで空も飛べないか」

「くッ、この！……」壬琴はぶんぶんと左右から降りかかる斧おのの刃やいばをかいくぐる。「正面から一対一で戦えないのか、貴様！」

「ばぁーか。戦いっつったら、タイマンだとでも思ってやがるのか、この筋肉女。城主が城主なら、迦か具ぐ羅らも相当なお馬ば鹿かさんだぜ！」

　土留は大きく一撃を振りかぶった。

　強烈な打撃を軽く跳ちよう躍やくして避よけた壬琴は、ずっと反撃の機会をうかがっていたため、それを誘いと見抜けなかった。敵めがけて滑かつ空くうしようとした矢先──まさにそのタイミング、その位置に狩かり人うどの矢が降り注そそいできたのである。当然、土留の狙ねらいどおりに。

「ぅわっ！」

　翼つばさに直撃を受けた壬琴はもんどりうって倒れる。土留は最後の一撃を見み舞まうべく、甲板を蹴けりこみ、相手のお株を奪うかのように壬琴めがけて飛来した。

「死ね！」

　土留と静香、両者の声が重かさなり合う。

　美み亜あはまだ動けない。それぞれの一撃が壬琴とみづきを貫こうとした。

「うわああッ!?」

「ああッ!?」

　悲鳴が噴ふき上がる。壬琴とみづきは激げき痛つうに身をよじった。

　一方の土留と静香は勝利に笑えみを浮かべた──かというと、そうではない。むしろ驚おどろいたように動きを止め、互いの顔を見合わせていた。それもそのはず、両者の一撃はまだ届いていなかったのだ。

「きゃああっ……」美亜もまた、甲板上を身をよじりながら転がっていた。「な、何、何よコレ？……頭が痛い、痛い、割れるぅー……！」

　三人の娘たちから青白い光が洩もれていた。

　土留の喉のどがごくりと鳴る。なぜかはわからないが相手が動けない以上、絶好の勝機なのは間違いないはずなのに、しかし彼は足を踏み出せずにいた。彼も感じるのだ。三人から──いいや、他ほかならないこの〝船〟全体から放たれる膨ぼう大だいなエネルギーを。先ほど、一かず馬まに一いち撃げきを加えようとしたとき、巨大な盾たてとなって立ちはだかった力の渦うずそのものだった。

　マストに背を預けたみづきが、「いけない……」とつぶやくのが聞こえた。

　長い髪の合間から、うなだれ、苦く悶もんに歪ゆがんでいた顔が持ち上がる。うっすらと朱しゆが差し、汗ににじんだその美び貌ぼうは、巫女みこ装しよう束ぞくとあいまって息を吞のむほど凄せい艶えんだった。

「一馬さん……力を……制せい御ぎよして……」

　数秒、思わずその姿に見とれていた静しず香かが、くッ、と己おのれの唇くちびるを嚙かみしめた。恐れを振り払うように甲かん高だかく声をあげ、両手を影かげと変えてみづきへ解とき放つ。

　やめろ、と思わず土ど留どめは叫びかけた。彼は気づいていた。先ほどから、〝船〟に群むらがりかかろうとしていた鬼たちの気配けはいが途と絶だえたことに。

〝歪ゆがみ〟が──わずかその一部だが──自ら去ろうとしている！　その思いが戦せん慄りつを呼んだ。

　あまりにも強きよう烈れつな霊力イイロを感じたため、〝歪み〟はそれそのものの形すら維持できなくなり、黄泉よみへ引き返そうとしているのだ。そんなことがあり得るとしたならば。

　影の拳こぶしがみづきの青白い光こう輝きに弾はじかれ、逆に静香自身がその反動で吹き飛ばされる。

「一馬め！……」

　土留のその叫びも、みづきも、こちらへ飛んできた静香の姿も、急きゆう激げきにその輝かがやきを増した青い光の前に吞のまれていった。




　一馬自身、その巨大な力に吞まれつつあった。

　次から次へと身体からだの中に霊力が流れこんでくる。制せい御ぎよしようにも押さえが利きかない。

　最初に結界の統とう括かつ訓練をやっていたときと状況が似ていた。拒否できないままに次々と流れこんでくる炎が彼を焼き、吞みこみ、ついには一馬自身の身体がぱんぱんに空気を詰めこんだ風船のようになってしまう。

「あぅーうう……！」

　苦しげに声を絞り出した一馬は、空間の中で前のめりに倒れこんだ。

　張り裂さける。

　死ぬ。

　燃える。

「あがっ……が、が、が……」

　開いた口から涎よだれがこぼれ落ち、限界まで剝むかれた目から涙が滴したたり落ちた。なまじ力を使えるようになったために限界以上の力を意い識しきしてしまい、結果として、各地の結界から城主へ届けられるパワーをもあのときのように取りこんでしまった。

　やっぱり、おれは宗そう主しゆの器うつわなんかじゃない……どこかでか、ほんの芥け子し粒つぶのように残っていた理性が語りかけた。と、

『そんなことないわ』

　誰だれかが言った。一かず馬まは身体からだがどろどろに溶けそうな灼しやく熱ねつ地獄の中で、苦にが笑わらいした。これも理性の一部だろうか。おれらしい。女の子の声を真似まねて、自分自身を励はげますだなんて……。

『あなたはとっても強いのよ。だって、逃げなかったじゃない』

　その声が、はじめて〝船〟と融ゆう合ごうしたときに聞こえてきた声と重かさなる事実に気づいて、一馬ははっとなった。

　それは同時に、彼の過去の記き憶おくをも引き連れていた。

　一馬は八や咫た家のあの地下鍾しよう乳にゆう洞どうの中にいた。

〝船〟がある。

　彼はまだほんの六、七歳だった。ひとり、膝ひざを抱えて泣いていた。

『駄だ目めじゃない、泣かしたりなんかして』

『ぼくのせいじゃないよ。みんなが虐いじめるからさ』

『それを見て見ぬ振りをするの？　あなたはそんな人？』

『違うよ、母さん！』

『さあ、だったらあの子のお友達になってあげなさい。あなたはとっても優やさしい人だもの。そうじゃない？』

　母親に促うながされて近づいてきた子供は、一馬に手を差し伸べた。

『……おまえと友達になってやる。ありがたく思え』

『ばっかじゃねえの、おまえ』

　鼻を啜すすって、一馬は彼の手を振り払った。相手はむっとしたような顔をしたが、それでも何とかこらえ、もう一度手を差し伸べようとする。

『へん』

　一馬は立ち上がりざま、そいつの脛すねに思いっきり蹴けりをくれてやった。

　いってえ、と飛び上がったそいつを笑いながら、一馬は逃げ出した。そいつはしばらく跳とびはねていたが、やがて、猛もう烈れつな勢いで一馬を追いかけてきた。

　──新しんちゃん……。

　そうだ。いま思い出した。あれは新ちゃん──八咫新しん之の助すけだ。

　ということは。

「！」

　次の場面では、一馬と新之助がわあわあ泣いていた。互いに引っかき傷やたんこぶをこしらえている。

『しょうのない子たちね、もう』

　大人おとなの女性がそう言って二人の手当てをしている。なぜだか顔はぼやけたようになっていてよく見えなかった。と、もうひとり、一馬たちと同じ年くらいの女の子が、

『しょうのない子たちだわ』

　と、大人おとなを真似まねて唇くちびるをとんがらせる。女性は笑い、彼女の頭を軽く小こ突づいた。

『みっちゃんは大人ね。この二人、まだまだ子供だから、みっちゃんがしっかり見守ってあげなきゃね』

『……ぼくは母さんがいるからいい』新しんちゃんはいっとき泣き止やんでそんなことを言った。

『一かず馬まにはいないから。だから、みっちゃんは、一馬のお嫁さんになるといいよ』

『うーん。じゃあそうする。かずくんは？　あたしのこと、嫌い？』

『……き、嫌いじゃないよ』

『なあに、そのお返事』

　ぷっと膨ふくれてみっちゃんは怒った。新しん之の助すけの母親は笑いながら、

『照れてるのよ、かずくんは。子供のときってそうなんだわ。安心しなさい。大人になったら、いずれ、かずくんのほうからプロポーズしてくれるんだから』

『そお？　じゃ、約束だよ』

　みっちゃんは一馬と小指を絡からませ合った。ふて腐くされたみたいに横を向く一馬を叱しつ責せきしながら将来の約束を誓ちかい合う。一馬は確かに照れていたのだ。

　やがて──。

　一馬たちは三人でおままごとをしていた。それを新之助の母親が遠くから見つめている。うっすらと涙を浮かべながら微笑ほほえんでいた。

『……あんな約束をさせて。辛つらくなるのはおまえのほうだろうに』誰だれか、近くに立った大きな影かげが言った。『あの子は菊理くくり媛ひめから外法の才を認められた。いずれ、感情もその大半を封ふうじられる。今日の出で来き事ごとを振り返るとき、彼女にとってはその記き憶おくも、素そっ気けなく、味気ない映像でしかなくなるのだ。それに、おまえ自身もまた……』

『いいの』

　女性は言った。わなわなと震ふるえる唇で言葉を紡つむぐ。

『何も覚えていないというのと、感情を無くしてもそれでも覚えている、というのはどちらが辛いかわからない。それでも、あの子たちには普通の約束だってさせてあげたいのよ。いずれ、大きな運命を背せ負おう子たちなんだもの。いまくらいは……』

　ぽろぽろと涙が伝う。と、彼女ははっとしたように涙を拭ぬぐい、微笑んでみせた。一馬が遠くからそっとこちらの様よう子すをうかがっていたからだ。

『あなた、新之助を頼みます。わたしはいずれ結界そのものとなるため、この身を捧ささげなければならない定め。彼をすこやかにお導みちびきください。そして、あの子も……』

　あとは言葉にならなかった。

　過去からの映像を受信するのも限界のようだった。どんどんと音声がかすれがちになり、映像にも砂すな嵐あらしが混じって乱れはじめる。

　こちらを気き遣づかう一かず馬まを安心させるように微笑ほほえみ、女性は言った。

『優やさしい子。兄きよう弟だい、仲良く手を取り合って、頑がん張ばるのよ……。わたしの……か……』

『ず……』

『ま』

　一馬は身動きを止めた。そのとき、はじめて女性の顔がはっきりと見えたのだ。

　涙に濡ぬれてはいたが、優しく、美しい女性だった。が、見えたのも一いつ瞬しゆん、あっという間にその姿が遠ざかり、消えていく。

　一馬は叫んだ。

「母さん！」

　彼は身体からだを持ち上げた。まるで糸を引くがごときに過去への執しゆう着ちやくが彼の身動きを重くさせる。が、一馬は血がにじむほどに歯を喰くいしばって何とかそれを引きちぎることができた。

　いまだ、流れこんでくる凄すさまじい力たち。

　ならばいっそ、と、拒否しないことにした。

　流れるままに炎を吞のみこみ。その力をもって〝歪ゆがみ〟を突き破り。彼はただ目差す場所のみをイメージした。

　いまや、一馬は何としてでもそこへ辿たどり着かねばならないのだった。

　渦うず巻く火炎の道へと身を投じ、〝船〟となったその身を一いつ直ちよく線せんに進ませる。
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「うおおおおーっ！」

　おれのこの身が焼き尽くされるのが早いか。

　目差す場所へと辿たどり着くのが早いか。

　幾いく重えにもとぐろを巻いた炎が後方へちぎれ飛んでいく。すでに両腕両足の感覚はなかった。目も見えない。耳も聞こえない。ただただ『前』のみを意い識しきして一かず馬まは腕なき腕で宙を漕こぎ、足なき足でひた走った。

　無限につづくかと思われたその道が、不意に、ぱあっと開けた。瞬しゆん間かん、一馬は全員に叫んだ。

「みんな、飛びこめ！」




　その入口へと飛びこんだ瞬間、一馬は〝船〟の感覚を失い、人間のそれへと戻っていた。

　前方へ宙返りするような格かつ好こうになった一馬は、尻しり餅もちをつく。

　そこへ次々と、みづき、壬み琴こと、静しず香か、土ど留どめが放り投げ出されてきた。反射的に避よけた一馬は、残るひとりだけを避けきれず、両腕で受け止め、またもや尻餅をつく羽は目めになった。

「兄さま……」耳もとでジーン、と痺しびれたような声がする。「あたしだけを助けてくれるなんて……感かん激げき！　お礼のキスを……きゃっ!?」

　乱暴にもと妹を押し退のけて、一馬は何とか立ち上がった。ここは学校の地下空間だ。もちろん一馬にはわかっていた。最初からここだけを目差していたのだ。

　そして、正面に八や咫た新しん之の助すけがいた。

「浅あそ生う……」苦しげに新之助は言った。「おまえか」

「おれだよ」

　一馬は答えた。一歩、彼へと近づこうとする。と、

「来るな！」

　血走った目をした新之助は叫んだ。ぴたりと一馬は歩みを止める。

「もう一度……やってやる！　おまえなどにぼくが劣るものか。もう一度、霊力イイロを集めて、力を統とう括かつし、結界の儀ぎを……」

「やめてくれ！」

　一馬は叫び、さらに一歩詰め寄った。その勢いに驚おどろき、思わずあとずさりかけた新之助の前で、一馬は誰だれも想像していなかった行動に出た。

　その場に土ど下げ座ざしたのだ。

「もう、やめてくれ……いいや、やめてください」

「──」

　新之助は硬直していた。みづきも、壬琴も、美み亜あも……そして土留と静香までもが。

「おれが気に入らなかったのなら謝あやまります。新ちゃんって呼び方もやめます。あなたが城主になりたいのなら、おれが六賢けん人じんに直じき訴そして、城主を辞じ任にんします」

「そのようなこと……」

　せせら笑おうとした新しん之の助すけだが、さらにつづけた一かず馬まの言葉で遮さえぎられた。

「それが無理だというなら、一族をやめます。学園からも出ていきます。だからやめてください。もう、こんなことはやめてください。お願いします」

「一族を……やめるだと？……」

　低く、そう洩もらしたのは土ど留どめだ。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを挟はさんで、壬み琴ことと美み亜あが血相を変える。

「ば、馬ば鹿かなことを言うな、一馬！」

「そうよ、兄貴、何言って……」

「おまえらは黙だまってろ！」

　土ど下げ座ざしたまま一馬は怒ど声せいを響ひびかせた。思わず二人とも口ごもる。しかし……。

「一族をやめるということは」

　静かに口を開いたのは、みづきだった。スカートの裾すそを握りしめ、白い面おもてに若じやつ干かんの苦く渋じゆうの色をのぞかせつつも、しかし、どんなときであれ、みづきはみづきだった。

「いままでの存在──浅あそ生う一馬、いいえ、八や咫た一馬の名前と、過去を捨てるということでもあります。一族から追放された人間がどうなったか、処断を下す六賢人以外に知るものはおりません。闇やみに葬ほうむられるのだという噂うわさもあります。それでも、あなたは……」

「ああ」一馬は顎あごを縦たてに引いた。「おれがいいって言ってるんだ。もうそれ以上訊きくな」

　さしものみづきも口をつぐんだ。

　空間に流れる沈ちん黙もくが、その場にいる全員の心を揺ゆさぶりつづける。

「また……か？」

　ぽつりと新之助は言った。その、奇妙に張りのない声に気づいて一馬が顔を上げる。

「また、おれをからかおうと言うのか、浅生？」

「え？」

「そうだろう。おまえはいつもそうなんだ。いつもそうやって、こっちが何か真剣にやろうとするのを、おまえは冗じよう談だん半分でからかうんだ。今度は騙だまされない。騙されてなどやるものか」

「違う、おれは……」

「これは、父上がぼくに与えてくださった試し練れんなのだ。おまえの思おも惑わくなど知ったことではない。こっちには、一族の中で宗そう主しゆに次いで潜せん在ざい能力を秘めているという菊理くくり媛ひめもついている。結界の儀ぎを行うことこそ、ぼくに与えられた試練なのだ！」

　一馬は横目でちらりと、新之助の隣となりで無言のまま立ち尽くす外法士を見た。

「くそっ！」

　瞬しゆん間かん、立ち上がった一馬はそのまま新之助へ躍おどりかかろうとした。

　左右から影かげが迫った。土留の斧おのと静しず香かの黒く伸びた手が十字状に交差して、一馬の疾しつ走そうを遮しや断だんする。

「動くな！」

　とは、反射的に走り出そうとした壬み琴ことへ向けて土ど留どめが放った言葉だ。

「動くと、今度こそおまえの城主さまの首を叩たたき落とすぞ」

　身動きを封ふうじられ、みづき、壬琴、美み亜あの三人は立ち尽くす。新しん之の助すけは乾いた笑い声をあげて一かず馬まに背を向けた。

「やはり、おまえなどを信用しないでよかったよ。さあ、もう一度やってやる。菊理くくり媛ひめ、もう一度ぼくに〝歪ゆがみ〟を下ろしてくれ。霊力イイロを引き出しやすい環かん境きように身を置き、今度こそ力を統とう括かつしてみせる」

　外法士は動かなかった。焦じれたように新之助は彼女へ手を振った。

「何をしているんだ。さあ」

「無む駄だだよ」

　十字に交差した斧おのと静しず香かの手の上で、一馬は言った。相手にしようとせず、なおも外法士を促うながそうとした新之助へ、

「彼女は菊理媛なんかじゃないからだ。彼女が今日、どれほどの〝歪み〟を召しよう喚かんしたかわからないが、もう限界なんだろう。休ませてやってやれよ」

「何を馬ば鹿かな。おまえに菊理媛の正しよう体たいがわかるとでも？」

　顔だけ振り向かせた新之助へ、一馬はこんな状況の中笑いかけた。

「おれは一度見た女の子のスリーサイズは忘れないよ。菊理媛は上から九二、五八、八六だ。で、その女の子は、八八、五六、八三──。確かにいいプロポーションだし、同じくらいの身長だけど、その子は菊理媛よりちょっと瘦やせ型かな」

「ふざけるな。誰だれがそのような手に……」

　と言いつつも、あきらかに新之助は動どう揺ようを誘さそわれていた。外法士がいまだ無言のままなのも湧わき起こりはじめた疑心に油を注そそいでいる。土留と静香も気になるのか、ちらちらと後ろへ視し線せんを逸そらしはじめた。

「ッ！」

　一馬は十字をかいくぐった。はっ、と、両者が彼の背中に狙ねらいを定めようとする。

　土留の斧が投とう擲てきされる寸前、壬琴の蹴けりがその手を打ちのめし、

　静香の手が放出される寸前、伸びたみづきの剣つるぎが射線を遮さえぎる。

　そして一馬は、新之助の背中へ身体からだごとぶち当たった。ごろごろと地面の上を二人の身体が転がる。

「き、貴様、またしても……」

「危ねえっ」

　顔を上げようとした新之助へ一馬は伸のしかかった。そのわずか数ミリ上を闇やみ色の衝しよう撃げきが吹き過ぎていく。

　がああああああ。

　巨大な大蛇オロチだった。

　いままで一かず馬まが押さえこんできた〝歪ゆがみ〟から現れた最後の鬼。彼には新しん之の助すけの頭上から現れたそいつが見えたのだ。

　空間そのものを埋め尽くさんばかりの巨体をもって襲おそいかかるその大蛇は、いままででも最強クラスの〝歪み〟を周囲へあふれさせつつ、威い嚇かくの叫び声──のようなものを轟とどろかせた。霊力イイロの集まる異空間だというのに、それらすべてを吞のみこまんばかりの勢いで口を開いて迫りくる。

　空を蹴けった壬み琴ことが接近して注意を引きつつ、みづきが光こう剣けんを振るった。

　が、大蛇には通じなかった。ほとんど伝説の龍りゆうじみた姿に見えるその大蛇は、巨体をうねらせて壬琴を弾はじき飛ばしつつ、一馬めがけてブラックホールのごとき口を振り落とそうとする。

　一馬の霊力も限界に近かった。みづきたちに力をわけ与えることもかなわない。網もう膜まくいっぱいに死の影かげが映し出された。

「新ちゃん、やれぇーっ！」

　咄とつ嗟さに一馬は叫んでいた。

「くおおおっ！」

　一馬の身体からだ越しに青い光が迸ほとばしる。

　がしぃ。闇やみ色の牙きばは一馬の眼前で喰くい止められていた。力を与えられた土ど留どめが二本の斧おのをもって、巨大な口の上下を支えている。一いつ瞬しゆん、動きを止めた大蛇めがけ、静しず香かが両手両足を影と変えて放った。

　体勢を立て直した壬琴が宙から重力弾だんを放ち、みづきが長い剣つるぎを一いつ閃せんさせる。その間、美み亜あは羽は衣ごろもを広げて防ぼう衛えい線せんを引きつつ、一馬と新之助を大蛇からずるずると引き離はなした。

　が、彼ら迦か具ぐ羅らの総そう攻こう撃げきを受けてもなお、大蛇はびくともしない。巨大な首をひとつ振って土留を跳はね飛ばすと、霊力循じゆん環かんの中心を見抜いてか、一気に巨体を持ち上げて新之助へと〝歪み〟をまき散らした。

「新之助さま！」

　静香が盾たてとなって立ちはだかる。影と化した両手を矢のように放ったが、大蛇の濃のう密みつな〝歪み〟を内包した体皮に弾はじかれ、彼女自身が後方へよろめく。牙が猛もうスピードで迫った。

　瞬しゆん間かん、その静香の両肩に手を当てて、ほとんど跳とび箱ばこの要領で彼女の頭上を飛び越え、自ら前方へ降り立った影があった。

　考えてやった行為ではない。しかしだからこそ直感があった。

「一馬！」

「兄貴！」

「一かず馬まさん！」

　三人それぞれの呼び声を背に、一馬は両手を広げるようなポーズを取った。空間内に漂ただよっていた青あお紫むらさき色の気体が急きゆう激げきに渦うずを巻き、あたかも一馬を中心とした竜たつ巻まきのように舞まい上がる。

　大蛇オロチは怯ひるみもせずに正面から伸のしかかっていった。巨大な顎あごが上下から一馬を狙ねらう。噴ふき上がる霊力イイロの渦はしかし、効果を為なさなかった。

　青紫色の奔ほん流りゆうを巻きこみつつ、顎が閉じる。

　一馬の姿が搔かき消えた。

「か……」新しん之の助すけはさっきまで自分の身体からだに乗っていた男の名を呼びかけた。「ず……ま……」

　殺してやりたいと思っていた男だった。実際、土ど留どめと静しず香かは彼を殺そうともした。しかしその二人でさえ、一いつ瞬しゆん、時間の流れが凍りついたかのように錯さつ覚かくした。

　大蛇が新たな獲え物ものを捜さがして首をぐるりと向けた。にたり、とその目が笑ったように思えた。

　そしてそのまま苦く悶もんに顔──らしきもの──を歪ゆがめた。

　思わず飛びかかりかけていた壬み琴ことが宙で動きを止める。ぐへえ、と彼女の耳には聞こえた。大蛇がかすかに開いた口から、〝歪み〟にはふさわしくない──どころか、その対たい極きよくを成すべき光が洩もれ出ていた。

　夜を晴らす曙しよ光こうのごときあたたかさが、その場にいる全員の顔に差した。

　大蛇の口から洩れた光は野球ボール大の球となり、一気に膨ぼう張ちようするや、新たな形を空間内に描えがき出した。〝船〟のラインを引いたその光は、中央からさんさんたる霊力イイロの雨を迦か具ぐ羅らたちへと降り注そそいでいく。

　一馬自らの力で、ふたたび〝船〟を生み出したのだ。いいや、生み出したというよりも、この空間に帰っていた〝船〟の中心部を自らの肉体へと召しよう喚かん、形となるべき迦カ具グ土ヅチを周囲へ展開した──といったほうがいい。

　霊力の雨を浴あびた五人の迦具土が活性化した。それぞれ青い光こう輝きを放ちつつ、大蛇へふたたび総そう攻こう撃げきを仕し掛かける。

　しゃおおおおおおん。

　大蛇の声が、聞くものそれぞれのイメージに沿った悲鳴となって空間をおびただしく震しん撼かんさせた。

　光もまた爆ばく発はつした。内部からひとつの人ひと影かげを吐き出す。〝船〟から降り立った一馬はその場にへたりこみつつも、新之助に笑いかけた。

「やるじゃねえの」

「……黙だまれ」

　顔を逸そらした新之助にもう一度笑えみを与えてから、一馬はここに来てからひと言も発していない人物へ顔を向けた。

「……で。あんたは誰だれだ？　新ちゃんをたぶらかしたのもあんたか。外法士が裏切りを企くわだてるとはとても思えないけどな。一体、どんな目的で……」

「それは、わしから話そうか」

　ぎょっ、と言葉を止めた一かず馬まは、振り返った先に意外な人物を見て目を丸くした。

「よ……用よう務む員いんさん!?」

　ひょっこりと空間の入り口に姿を見せたのは、あの用務員その人だった。







４──

「そこのおなご、ただの外法士だ。無論、菊理くくり媛ひめでも、裏切りを企くわだてたわけでもない。皆、わしについてくるのだ。生徒たちの前で話したほうがよかろう」

　いつもと口調も態度も違う用務員に戸と惑まどいを覚えつつ、一馬たち七人は彼の背中を追って校舎を出ることとなった。一馬は何度か用務員に質問したのだが、すべてを無視して彼は歩きつづけた。ちらりと後ろを見ると、結界の力を統とう括かつしようとして精神力を使い果たしたのか、二人の臣しん下かに肩を支えてもらいながら歩く、悄しよう然ぜんとした新しん之の助すけの姿があった。こちらも何を言うでもなく、ただ、うなだれたままついてくる。

　ほぼ全校生徒が集まっているグラウンドへと出た。

　質問責ぜめに遭あうかと思ったが、グラウンドの半分ほどを占めた彼らは意外にも大人おとなしかった。というか、ムードがどこか違っていた。その理由に一馬が気づいたのは、用務員がグラウンドにいた数人の団体のところへ歩いていってからだ。

　そこにいたのは、和わ装そう姿の六人の男女だった。

　八や咫た新しん三ざぶ郎ろうの顔があった。一馬が何より驚おどろいたことに、浅あそ生う剣けん三ぞうもいた。彼らとひとつ二つ言葉を交かわし、それから一馬たちに振り向いた用務員は、にっと白い歯を見せて笑った。

「こちらにおいでいただいた方々は、八咫、群むら雲くも、草くさ薙なぎ、木この葉は、月つく詠よみの棟とう梁りよう、ぷらす、浅生家のじじい。そしてわしの名は、天あめ之の完たもつ。天之家の棟梁じゃ」

　ぽかんと口を開あけた一馬は、その意味を理解するのにほんの少し時間がかかった。

　ええと、つまり、あそこにいるのが、みづきさんのお父さん、あそこが、まあ、年ねん齢れい的には壬み琴ことのおじいさんかな、ほいで、新ちゃんの父さんに、木葉家の棟梁、青白い顔をした女の人はまだ若いけれど、多た分ぶん、月詠家の棟梁。浅生のじじいは人数外として、用務員は……。

「六賢けん人じん!?」

「そのとおりじゃ」用務員はさらに相そう好ごうを崩くずした。「一年前からこの学園には用務員として勤つとめておる。素す性じようを隠かくしていたとはいえ、きちんと仕事はしておるよ。おまえさんに食事も出してやったろうが」

「あ、いや、しかし、あの……」思わず一馬はあたふたとしてしまう。「いったい……これは、どういうこと……なんだ、なんですか、なんでしょう」

　言葉遣づかいにも戸と惑まどう一かず馬まである。と、天あめ之の家の棟とう梁りようはぽつりと言った。

「すまなんだな。辛つらい思いをさせた」

「だから、いったい、どういう……」

「焦あせるな。何から話したものか。──そう、八や咫た一かず馬ま。なぜおまえは城主に選えらばれたのだと思う？」

「えッ、いや……」

「次期宗そう主しゆ候補となったのはなぜだね？　確かに強い力の素質こそあるものの、いままで何の実じつ績せきもないおまえが、どうして唯ゆい一いつの候補者などに選ばれたのだ？」

　一馬に答えることなどできない。肉親を前にしたみづきたちも同様だった。無論、生徒たちもはじめて見る六賢けん人じんを前に口を挟はさむことなどできず、押し黙だまったまま耳を傾けているきり。

「確かにおまえは次期宗主候補に選ばれた。それは間違いない。が──実は、わしらが選んだ候補者は他ほかにも数名いたのだ。その中に一馬、おまえの名前もあるにはあるが、しかしそれは一二名の中の一二番目。もっとも末席に位置しているにすぎん」

「……は？」

「そして、八咫新しん之の助すけ」

　六賢人──というよりも、実の父親を前にうなだれていた新之助がびくっとしたように顔を持ち上げる。

「実は、おまえもその候補の中のひとり。……ということは、必然的に一馬より上の優ゆう先せん順序を与えられた次期宗主候補なのじゃ」

「え？」

　新之助の顔に、まるで死刑宣告を受ける寸前になってから、宝くじの当とう選せんを告つげられた罪人のような表情が浮かんだ。

「そ、そんな！」悲痛な声をあげたのは静しず香かだった。「なぜ、それを最初におっしゃってくださらなかったのです？　そうであれば……」

「反乱など企くわだてなかったと？」

　天之の言葉と視し線せんに、静香は口をつぐむ。

「無論、八咫新之助にそれを告つげず、一馬のみが宗主候補であるような通告をしたのには訳わけがある。我ら一族が、新たに宗主を選ばなければならぬこの時期ならばこその訳が」

　夕暮れに沈みはじめたグラウンド、大勢の生徒たちの影かげが長く伸びてひとつに溶け合うその中、天之は沈ちん黙もくを守りとおした彼らの前でこう語った。

「宗主が代だい替がわりするいまこのとき、我ら一族がもっとも恐れるのが、一族同士の内ない紛ふんじゃ。我こそがもっともふさわしいと名乗りを挙あげるものもあり、いいや、自分こそが、と剣つるぎを取るものもあろう。もともと、外法士との戦いもそうやって幕を開あけたのだ。……しかし、我ら一族、いったん宗主を頂点にいただいたが最後、決して裏切りを許すわけにはいかぬ。結界の力をひとつに合わせるのが宗そう主しゆである以上、そこに翻ほん意いや疑念があれば、必ずや世界を守る結界にさえも乱れが生ずる。それでは宗主を選えらび出す意味がない。──といって、万人が認める次期宗主を選び出せというのも無理な話じゃ。我々とて無論人の身に他ほかならず、それは個人個人の意見もあろう。だからこそ、宗主の決定においては六賢けん人じんに絶対の権利が与えられておる。決してこれに逆さからってはならぬ、と一族の掟おきても添そえてな」

　新しん之の助すけはふたたびうなだれた。一かず馬まは身じろぎひとつしない。

「我々一族は他の組そ織しきとはその存在する意味が異なる。たとえ宗主がどのような人物であれ、決定が下された以上はそれに従わねばならぬのだ。相手が人格的にふさわしくないだの、人望がないだの、そんなものは謀む反ほんを起こす正当な理由になどなり得ない。そう、くり返すが、我らは世界の〝定義〟を守る使命がある以上、絶対に──絶対に反乱を起こしてはならないのだ。だから……」

「だから」

　ふと天あめ之のは口をつぐんだ。

　全員、畏おそれ多くも六賢人の言葉に口を挟はさんだ愚か者へ視し線せんを当てる。

「だから、宗主を選び出すまでのこの間、餌えさが必要だった」一馬は天之を、そして、六賢人を見ながら言った。「素質も見こみもない男をあえて選ぶことによって、一族を試したんだ。六賢人の決定に逆らう奴やつがいるかどうか。そしてもしこれに不満を抱くような──つまり、一族の心得から外れた人間がいるならば、その芽めを早い段階で摘つみ取ってしまうのが目的だった」

「──」

「だから、そう、だからおれだったんだ。その餌には、人から見み下くだされているような奴がちょうどよかった。馬ば鹿かにされ、蔑さげすまされているような奴こそが適任だった。そんな奴が宗主になると聞かされれば一族だって心が揺ゆらぐ。あいつよりはおれのほうが、わたしの息子のほうが、と思う奴だって出てくる。だけど、天之さんが言ったように、一族は決して反意を起こしてはならない掟がある。だから、たとえおれであろうと、それに歯向かうような人間が出てくれば、それはすなわち一族への反乱者ということになる。……違う？」

　一馬は目の前にいる天之でなく、そのさらに向こうにいる八や咫た新しん三ざぶ郎ろうへ言った。

「……そのとおりだ」

　新三郎は頷うなずき、生徒たちの間から「ああ……」と言葉にならないざわめきを導みちびき出した。巌いわおのような顔に夕ゆう陽ひを当てたまま一馬へと近づいてくる。

「現宗主・新しん一いち郎ろうさまが、おまえの力を隠かくし、別の家に預けたのも同じ理由からだ」

「つまり、最初から、餌として育てられた……ってわけ。新ちゃ……新之助よりも力があった、ってのも、噓うそなんだろ」

「ああ」あっさりと新三郎は認めた。「が、無論、次期宗主候補一二人の中に選ばれた以上、おまえとて素質はある。この反乱を押さえこんだ手腕を考えても、充分に」

「黙だまれよ」

　新しん三ざぶ郎ろうは言葉を吞のんだ。彼はいまはじめて気がついたのかもしれない。おかしなことだった。事の経緯いきさつを考えればそれこそが自然なはずなのに、なぜか、彼は目の前の男が凄すさまじい怒りに燃えているのをいまはじめて知ったのだ。

「冗じよう談だんじゃねえ。人を勝手にふるいにかけやがって。それも、わざわざそのふるいの上に人が乗るように仕向けた上でだ。外法士をあいつの味方につけたのだって、わざわざそそのかしたんだろうが。人が死ぬかもしれなかったんだぞ。いまの反乱騒さわぎだけじゃない。霊力イイロもろくに使えない奴やつを城主に選えらべば、鬼との戦いだって危険度が増す。あんた、生徒たちの命だってふるいにかけたんだよ！　それを……」

　が、今度は新三郎が一かず馬まの言葉を遮さえぎる番だった。

「一族の鉄の掟おきてだ。どのような手段を使っても、どのような犠ぎ牲せいを払ってでも、我らは万全な態勢で新しい宗そう主しゆをお迎えせねばならない。……たとえ、摘つみ取らねばならぬ反乱の芽めがどのような人間であれ」

　たとえ、実の息子であっても。

　新三郎はそう言いたかったに違いない。一馬の言葉も喉のどに詰まった。新三郎はその肩に手を置き、それから、ゆっくりと息子のほうへと歩いていった。

　新しん之の助すけはうなだれている。土ど留どめも同様だ。と、新三郎の前にいきなり静しず香かが平へい伏ふくした。

「どうか、どうかこの方をお許しください！　新之助さまを最初にそそのかしたのはわたくしなのです。ですから、処しよ罰ばつを下すのであれば、どうぞこのわたくしめを！　わたくしめの命を差し上げますれば、どうか、新之助さまは……」

「……」

「もういい、よせ」

　黙だまりこくる新三郎に代わり、グラウンドへ来てはじめて新之助が重い口を開いた。

「……一馬が一族の城主にふさわしくないと言いながら……そう、ぼくこそがもっとも一族の人間にふさわしくない行動を取っていたのだ。もういい。ありがとう、纏まとい。父上──いいえ、新三郎さま」

　赤く燃え立つ地面の上へ、新之助は膝ひざをついた。

「わたくしのほうからお願いいたします。土留、纏、ならびにわたくしに賛さん同どうしてくれた一二名の迦か具ぐ羅ら。彼らはわたくしの甘かん言げんに乗せられ、あるはずもない反意を駆かり立てられたのであります。どうぞ、彼らには寛大なお処置を。わたくしはもはや言い逃のがれできぬ身。最後くらいは一族として……一族の掟に従い、その決定に身をゆだねますれば」

　夕刻の風は時間をも赤く染そめて、ゆったりと運ぶかに思えた。

　生徒たちの間から、啜すすり泣きとも呻うめきともつかない声が洩もれ出はじめていた。

　美み亜あもぐすっと鼻を鳴らしていた。無む意い識しきのうち、一馬のブレザーに半ばしがみつくように裾すそを摑つかんでいた。

　と、その手が払われた。一かず馬まが歩き出したのだ。

　拳こぶしが握られていた。まさか──と美み亜あが目め線せんを上げる。一五年間をともに過ごしてきたのだ。彼が何をするつもりかくらいはわかる。反乱を許さないと一族は言った。その反乱に新しん之の助すけは加わった。ふざけんな。なら、おれも……と。

　一馬はすでに美亜の手の届かないところにいた。やや前にいた壬み琴ことを追い越し、そして新しん三ざぶ郎ろうの隣となりに……。

「壬琴ーぉ、兄貴を止めてーっ！」

　美亜は涙を散らして叫んだ。

　はっ──と壬琴が身じろぎする。一馬の拳が振り上げられていた。

　瞬しゆん間かん。

　サイレンが鳴り響ひびいた。

　放送部はいまここにいるため、アナウンスは流れない。

　しかし無論、その意味は生徒たちにも伝わった。顔を見合わせ、ざわめきはじめる。

「……新ちゃん」

　拳を思いきり強く握りしめたまま、一馬が小声で言った。ひざまずいた新之助がちらりと一馬を仰あおぎ見る。何だ、とひび割れたような声で応じた。一馬はちらりと彼を見て、

「結局、勝負はどっちが勝ったんだっけ？」

「……言わせたいか」ひとつ嘆息し、「まあ、これも最後だ。いいだろう。──勝負はおまえの勝ちだ。ぼくは勝負の舞ぶ台たいにすら立たなかったのだからな。すべての〝歪ゆがみ〟を払ったおまえこそ、間違いなく勝……しゃッ!?」

　ぼかっ、とひとつ頭を殴なぐられ、新之助はよろめいた。

「なっ、何をするか！」

「痛え、この石頭！」

　と一馬は逆切れする。涙目になっていた。本気で殴ったから骨まで痛みが響ひびいたのだ。

「痛いのはこっちだ！」

「まあいいや。罰ばつゲームはこれにて終了。さあ立て、立てよ、立てってんだよ」

　一馬は新之助の腕を取り、強引に引っぱり上げた。

「おれたちは〝船〟で出る。あんたは、グラウンドの生徒たちをまとめて、〝歪み〟を押さえにかかってくれ」

「…………」

「何してんだよ！　おれが勝ったら、あんたは何でも言うこと聞くっつったろ。なら命令に従って、さっさといけ！　いまさらぐずぐず言える立場か、この愚ぐ民みん！」

　新之助の尻しりを生徒たちのほうへ蹴けっ飛ばした。

　振り向いた彼が問いかけるより早く、新しん三ざぶ郎ろうが一かず馬まに訊きいた。

「待て、何のつもりだ、一馬」

「何だか、さっきから反乱、反乱、って騒さわいでたけどさ、いったい何のこと？」

　思いっきりアホな顔をして一馬は言った。

「な……」

「こりゃ小運動会のプログラムだよ？　で、勝負はおれの勝ち。晴れて新しん之の助すけくんもおれの臣しん下か入り。城主は依然このおれさま、浅あそ生う一馬だ。残念だったな、新ちゃん、ざまあみれ！」

　一馬は新之助に向かって『お尻しりぺんぺん』をやってみせた。

　それからやや乱暴に新三郎を突き飛ばす。

「さあ、どいた、どいた。その城主さまのお仕事なんだ。美み亜あ、みづきさん、壬み琴こと、いくぞ！」

　彼は走り出した。

「あッ、待てよ、一馬！」

「兄貴！」

　壬琴と美亜があわててあとへつづく。残されたみづきと新三郎の目が合った。

　一いつ瞬しゆんの間を挟はさみ、

「そう言えば、メインイベントの点数、決めてませんでしたわ。誰だれがどうやって優ゆう勝しようしたんでしょう？」

　ひとつつぶやき、それから一礼すると、なるべく行ぎよう儀ぎよくスカートの裾すそをなびかせて走り去っていった。

　新三郎はやにわに騒がしくなったグラウンド内に立ち尽くしていた。息子の新之助は迦か具ぐ羅らと防人さきもりのグループわけを行い、それぞれの場所に走らせている。まだどこか呆ぼう然ぜんとはしてるものの、さすがにその命令は素す早ばやく、的確なようだ。

　と、息子を見つめる新三郎のもとへ、

「若さだな」

　天あめ之のをはじめ、残りの賢けん人じんたち、そして浅生剣けん三ぞうがやってきた。

「若さは羨うらやましい、と言うものの、わしは、あんな辛つらい時期などまたとないと思うておる。自分の力のほども知らず、世界を知らず、どろどろとした暗くら闇やみの中、そのいく末も見えないまま、進んでいるのか、そうでないのかもわからず、ただ闇雲に掘り進んでいる……そんな気がしていたものだ。だから、いま、青春に帰れると言われても、二度とごめんだ、とわしは言うだろう。──が、彼らを見ていると、若さもまたいいものだ、と思えるな。そうではないかね、新三郎？」

「し、しかし……」

　わーっ、と生徒たちが各地へ散っていく。

　それぞれに与えられた任にん務むのため、そしてそれ以上にいま胸に宿った何かのため。

「よいではないか」

　草くさ薙なぎ家の棟とう梁りよう──すなわちみづきの父が言った。

「確かに一族の掟おきては絶対──」遠く、娘の去った方向を見ながら彼は頷うなずく。「が、反乱ではない、と言うのならば、仕方ない。誰だれにも被害は出なかったのだし。なかなか趣しゆ向こうを凝こらした、反乱を想定しての予防訓練だった。それでいいのではないか？」

「しかし」

　同じことしか言えない新しん三ざぶ郎ろうである。

　空に輝かがやきが灯ともった。

　と同時、校舎内の各地から〝歪ゆがみ〟が集められ、上空──光の対岸に闇やみを生む。

　それをそろって見上げつつ、

「おや、浅あそ生うの。また泣いておられる」

　群むら雲くもの棟梁がからかった。

「い、いやいや、これは砂すな埃ぼこりが目に入っただけであってな……」

　浅生剣けん三ぞうは、突とつ如じよ湧わき上がった黒雲に挑いどみかかる〝船〟を見上げることで必死に涙をこらえていた。

　日が落ちる。薄うす暗くらがりが空へのっそりと覆おおい被かぶさるそんな中、一いち陣じんの確かな輝きがよぎった。

　一かず馬ま──。声には出さず、胸のうちで剣三はつぶやいていた。

　血のつながりのないおまえだ。

　しかし、いまは許してくれるな？

　おまえの祖父であるこの身を、わたしはいま、何よりも誇りに思う。

　星がひとつ瞬またたいていた。

　あたかも、闇の中、かすかな輝きを放つ〝船〟へ祝福を送るかのようでもあった。










終章













　梅雨つゆ空ぞらが珍めずしくきれいに晴れた日にち曜よう日。

　広い公園の片隅で、一かず馬まはその人と会うこととなった。

　子供たちが少人数でサッカーをやっているのを横目に芝しば生ふの上を歩いていくと、広めのあずまやでその人が待っていた。意外なことにひとりきりだ。車くるま椅い子すに腰掛けているということは誰だれかといっしょに来たはずだが、あえて人払いさせたのだろうか。

「おお」

　その人は片手を挙あげて一馬に挨あい拶さつをした。

　何と言っていいかわからず、一馬はただひとつ会え釈しやくするに留とどめて、あずまやへと入る。

　老人は棒つきのキャンディーをしゃぶっていた。

「ほれ」

　と、袋ふくろに入ったもうひとつを一かず馬まに手渡す。断ろうとしたが、何となく拒こばみきれず、仕方なくそれを手に取った。

　老人のキャンディーをしゃぶる音と、サッカーに興きようじる子供たちの声が聞こえる。午前一一時。風はあたたかかった。

「何か、わしに言いたいことがあったのではないのかね？」

　老人がそう切り出したのは、一馬があずまやに入って数分後。

　ああ、と一馬は頷うなずいた。何も考えていなかったわけではない。いまやっと腹が決まったのだ。

「まずは──その、八や咫た新しん之の助すけの件を感かん謝しやします」

「ほう？」

「彼の行動を不問にふしてくれて。何となく……こうするのも癪しやくだけれど、とりあえず礼は言っておきたかった」

　ふむ、と老人が頷く。皺しわに埋もれた顔は表情さえもなかなか判別しにくい。しかし、九〇をとっくに過ぎたにしてはいっそ若々しいとさえいえるだろう。声も鮮せん明めいだし、何より丸みを帯おびたどこか愛着のある目には力を感じる。

「それと──」

　一馬は口ごもった。

　また時間が流れる。

「それと？」

　老人が先を促うながした。そう、それと。

　──どうしておれを他ほかの家に預けたりなんかした！

　──おれを餌えさなんかにしやがって！

　──人の命を何だと思っていやがる！

　言わねばならないことは山とあった。しかしどれも言葉にならなかった。

「わしを殴なぐりに来たのかと思ったが」

　老人は──結界の民たみ、現日本宗そう主しゆ・八咫新しん一いち郎ろうは事もなげに言った。思わず一馬は老人を凝ぎよう視ししてしまう。

「……そうしようかと思っていた」どこか喉のどを絞めつけられたような声だった。「あなたが、いきなりおれに謝あやまりでもしたら、そのときにでもぶん殴ってやろうと」

　老人はかかか、と笑った。

「若者に試されたか。それもよかろう」

「──いつ、次の宗主を決めるんです」

「さてな。わしがくたばる寸前までは、まだわからん。候補者の一二名は一二名とも優すぐれた素質の持ち主だ。一馬、おぬしも無論な」

　一馬は下を向いた。ひび割れたタイルが目に入る。

「それまでは民たみたちにも戦いを強しいることとなろう。わしのいまの力では、どうしても小さなほころびまでに手が回らん。おぬしもまた、鬼との戦いに駆かり出されつづけよう。さて、そう言えば、城主がこのように留る守すにしておる今日の〝城〟には誰だれがおるのだ？」

「新しん之の助すけです」

　一かず馬まが答えると、老人は片目をつぶり、残った右目で試すような上うわ目め遣づかいをした。

「ほう。それはまた」

「彼は二度と一族の掟おきてに歯向かおうとはしないでしょうから……」

　そこまで言ってから、不意に、一馬の中の何かが切れた。

　彼はまっすぐに宗そう主しゆをにらみつけ、丸太を二つに割ったようなテーブルに拳こぶしを打ちつけた。

「あいつだって！　何も！　自分のためだけに反乱なんかやろうとしたんじゃないんだ！」

「…………」

「おれなんかが城主になれば、みんなが苦しむとわかっていたから！　だから、あえて一族の禁きん忌きを破ってでも、城主になり代わろうとしたんじゃないか！　それを……」

　それを。

　一馬はまた押し黙だまった。言っても仕方のないことだとわかっていた。だから、さっきもあえて言葉にしなかったのだ。一族の掟。八や咫た新しん三ざぶ郎ろうや天あめ之の完たもつにさんざん聞かされた。おそらく、結界の民がつづく限り──ということは、人類がいる限り──また、結界の民は同じことをくり返すだろう。決して許されぬ、裏切りの芽めを摘つみ取るために。

「もういいや」一馬は老人に背を向けた。「……もう、いい。わざわざ呼び出したりして、すいませんでした。それじゃ」

　足あし早ばやにそこから立ち去ろうとする。と、

「結界の民の命とて、決してわしは軽々しく見たつもりはない」

「…………」

「いざというときのため、学園には最強の外法士も送りこんである。万が一のときは彼女が事態を収しゆう拾しゆうさせたことであろう」

　一馬は足を止めなかった。いま止めたら、本当に自分が老人へ殴なぐりかかりそうだったからだ。

「新三郎は、妻のことをおまえに語ったかね？」

　老人はいきなり話題を変えた。思わず歩みののろくなった一馬へ、

「そう、おぬしの母のことよ。母は病死したのではない。これも結界の民の定め──もともと、結界は死した民が霊力イイロのみの存在となったことで生まれしもの。我々は死ぬことで結界そのものとなるが、時には、天てん寿じゆを待たずして結界にその身を投じねばならぬものも出てくる。おぬしの母は、新しい結界──すなわち、六つ目の〝城〟と〝船〟を生み出すため、その命を投げ打ったのだ。わしの力はそのときから衰えを見せていたのでな。候補者が出そろうまでの間、何としてでもほころびを衝ついてやってくる〝歪ゆがみ〟への万全な防ぼう御ぎよ陣じんを敷しいておく必要があった」

　てん、てん、てん。

　サッカーボールが転がってきた。足を止めた一かず馬まはそれを蹴けった。

「へったくそー」

　あらぬ方向に飛んだボールを見て、子供が罵ののしり、それからまたゲームに戻っていく。

「おぬしも感じたであろう。我ら民たみは仲間が死してもひとりぼっちで残されることなどない。たとえひとりがその足もとで屍しかばねになろうとも、おまえはそれを他ほかの屍の上へ積み上げ、階段として上っていかねばならぬ。それが我らなのだ」

「くたばれ、じじい」

　背中を向けたまま、そうつぶやいた一馬は公園をあとにした。

　宗そう主しゆはにっと笑う。公園のいたる場所にいたボディーガードの迦か具ぐ羅らたちへと目を馳はせた。あそこにいる親子連れも、カップルも、あの「下手へたくそ」と言った子供もそうだった。

「さて、たまの外出ももう終わりか、つまらん。またあの聖堂へ戻らねばならんのか」ふう、とひとつ肩を叩たたく。「……しかし、面おも白しろいな。あのガキめ、一二番目の候補者でありながら、反乱騒さわぎのときは三番目の候補者である新しん之の助すけをしのいだという報告がある。おまけに、外法士の頂点に立つべき菊理くくり媛ひめまでもがあの様よう子すとは。何かひとつ、これから面白いことでも起こるかもしれんぞ」

　彼は澄すみわたった空を見上げた。

　どこからどう見ても好こう々こう爺やの老人は、その小さな肩にかかった世界の命運の重さなど知らぬげに、どこか楽しそうに口くち笛ぶえを吹きはじめていた。




　公園から出た一馬は、三人の姿があることに気づいて驚おどろいた。

　入り口の柵さくにもたれかかるようにして座っていたパーカー姿の壬み琴ことが立ち上がり、その隣となりでメールを打っていた、インキャミとミニブラウスのセットを着た美み亜あがぱちんと携帯電話を閉じ、そして腰の前に手を組んでいたほっそりとした影かげ──制服姿のみづきがひとつ頷うなずきかける。

「何だよ」一馬はつとめて嫌いやそうな顔をした。「覗のぞき見？」

「そりゃおまえの専売特許だろ」

　壬琴がパンチをくり出す真似まねをして、美亜を笑わせた。

「で？　──どうだったの？」

　歩き出した一馬につづき、美亜がさらっと訊きいてきた。公園前の通りは日にち曜ようの平和な顔をのぞかせている。買い物につき合わされたらしい幼おさな子ごが「おもちゃを買ってくれなかった」と言っては母親に駄だ々だをこねていた。

「ま」

　と一馬は言った。

「いいんでねえの」

　彼の後ろで三人娘が顔を見合わせる。

　光が差した。

　美み亜あがはしゃいだ声をあげて一かず馬まの腕に自分の腕を絡からめる。

「わっ、何だよ、おまえ」

「いーんでねえの」口真似まねをして美亜がからかう。「仲のいい兄妹きようだいなんだからさ」

「都つ合ごうのいいときだけ、おまえ、妹になるんだなー」

　壬み琴ことが呆あきれたようにいうと、

「妬やかない、妬かない」

　と美亜がウィンクを送る。ボーイッシュな壬琴の顔にさっと血の色が差した。

「誰だれが！」

「ほほう、そうだったのか、壬琴くん」一馬がいやらしい声を出した。「ボクは構わないよ。聖堂の扉とびらはいつでも開あけてある。好きなときにおいで……って、って！」

　背中を思いきり殴なぐられて一馬は悲鳴をあげた。

「だーれが、おまえなんか。……ったく、この前、女子更衣室で隠かくしカメラ見つけたこと、せっかく黙だまっておいてやろうと思ったのによ」

「わっ」

　一馬が大声を出す。

「……本当ですか、壬琴さん」

　冷えた声を出したのは、無論、みづきだ。あっ、と壬琴が口を押さえる。一いつ瞬しゆん、あたたかな日差しさえもが氷河に閉ざされたかに思えた。一馬の顔から血の気がさあっと引いていく。

　すれ違いかけた母子連れの女の子までもが立ち止まった。おそるおそる幼おさな子ごが見上げたみづきの顔は、そのとき、ひどく苦しそうに見えた。

「まあ、最近は、訓練も、生徒会の仕事もサボらずにやっていますし……」苦く悶もんに歪ゆがんだ顔が、奇妙な言葉を導みちびいた。「い、いいんで、ねえの………………です」

　間があった。

　女の子が笑いながら駆かけ出して、ちょっと離はなれがちになっていた母親の背中に追いつく。さっき駄だ々だをこねたことも忘れて、その手に自分の小さな手を重かさねて歩き出した。

　あははははっ、と次に笑ったのは美亜だ。

　壬琴も笑えみを浮かべ、一馬は額ひたいに浮かんだ脂汗を拭ぬぐう。

　日々はあくまでも平へい穏おんだ。

　その裏で起こっている、この世ならざるモノとの戦いなど、無論、人々は知る由よしもない。

　一馬もあくまでも一馬で、この前は女子武部連が活動する際のユニフォームのデザイン案を生徒会に提出し、あっさりとみづきに却下されている。果たしてどういうデザインだったのか、推おして知るべし、だ。

　闇やみをそのほんの薄うすい仕切り一枚の向こうに挟はさんだ世界は、今日もつづいていく。

　その手助けができればいい、と考えるほど一かず馬まも善人ではないが、しかしいまはあえて使命に逆らうこともなく、あれから二回ほど〝歪ゆがみ〟との戦いを経けい験けんしていた。

「ねえ、兄貴、たまには家に寄んなよ。おじいちゃん、今日は天あめ之のさんと碁ごを指してるみたいだしさ。……あ、いいもの持ってる。このキャンディーもーらい」

「一馬、おい、一回は見逃してやったけどな、二回目はないからな。今度カメラ仕し掛かけてみろ、本気でサンドバッグにしてやるからな！」

「一馬さん、城主のお仕事も忙いそがしいでしょうが、学生の本分も忘れてはなりませんよ。この前の中間テスト、あの成せい績せきは何です。城主としての立場上、生徒たちの手本とならなければ……」

　何かが変わったかもしれない。

　あるいは、変わったものなど何もないのかもしれない。

　どちらでもいい。

　明日へと命をつないでいけば、ただそれだけで未来は拓ひらけてくる。

　結界の民たみはそれを守るための一族なのだ。

　浅あそ生う一馬とて、ほんの少しは大人おとなになったのかもしれなかった。
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あとがき










　太たい古この時代より、霊れい的な結界によってこの世の〝定義〟を死界の鬼たちから守り抜いている一族。

　高校生の浅あそ生う一かず馬まもその一員。が、彼は（長い一族の歴史の中でも）ただひとり、何の能力も持たない、ごく普通の少年だった。

　そんな彼がなぜか、〝城〟と呼ばれる結界の中ちゆう枢すう部を統すべる城主となる。

　そして一馬に与えられた〝城〟とは、彼自身の通うマンモス学園そのものだった！……




　という設定のこの小説。

　設定だけ見ると、著者の作品である「頭ず蓋がい骨のホーリーグレイル」のようなオカルト・アクションものを連想される方も多いでしょうが、今回はそれとは趣おもむきが変わって、コメディー路ろ線せんの作品となっております。「頭蓋骨」ほど凄せい惨さんなシーンがない代わり、あれやこれやと、健康的なお色気をふんだんに盛りこんだつもりです。

　こういう雰囲気の小説は、アマチュア時代もほとんど書いたことがなかったため、なかなかひと筋すじ縄なわにいかずに苦労させられました。




　さて、今回もいつものように執筆中の苦労話を日記から抜ばつ粋すいしたいところですが、あまり枚数もないようなので、少しだけ。




某月某日

　一かず馬まがはじめて霊力イイロを意い識しきするシーン。ここは昔やっていた「天使ごっこ（※後述）」を思い出しながら書いてみる。なるべく簡かん素そに、長くならず、そして難むずかしくならないよう書いたつもりだが、ニュアンスが伝わったかどうか非常に不安。




某月某日

　直しがとりあえず終了。

　最初に書き上げたときと比べると七〇ページ近く減らしたことになる。こうしてみると、確かに無む駄だの多い原稿だった気がしないでもなくもないけれど、どうなのかな？　何が？

　電でん撃げきの忘年会に参加。担当さんにとあることを打だ診しんしてみるも、やんわりと却下される。要約するに、

「どうなるもこうなるも、全部手前てめえの頑がん張ばり次第なんじゃ。ああだこうだ抜かすな、ボケェ」

　ということらしい。が、頑張ります。

　ボコボコにされたので（？）しおしおと引き上げる。




　──ちなみに日記中の「天使ごっこ」については、ここで詳しくは書きません。ああいう遊び（と言うか、何と言うか）を自分以外にやったことがある人がいるかどうか、ちょっと試してみたいのです。作中の記述にぴんときて、「おれも覚えがあるぞ！」と思った方がいらっしゃったら、その旨むねをお手紙なり何なりでお知らせください。

　いま考えると、非常に怖い遊び（？）だったような気もするのですが……。ちなみにオカルトとは無む縁えんです。さらに、これはひとりでしかできません。

　ちょっと時間を置いてから、反応があるなしに関かかわらず、どこかでか詳細を述べたいと思います。




　それでは。

　またどこかでか、一馬たちが元気に活かつ躍やくしてくれることを祈りつつ……。

　さようなら。
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杉すぎ原はら智とも則のり

１９７？年３月生まれ。鹿児島県出身。最近手に入れた趣味は「最悪の未来をシミュレートすること」。真っ黒い妄想にのた打ちまわること数秒後、以前より少しだけ前向きになれるという優れもの。健康のためやりすぎに注意しましょう。
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イラスト／玲れ衣い

１９７９年生まれ、イラストレーター。無類の犬好き。電撃文庫には「殿様気分でＨＡＰＰＹ！」で初登場。
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殿との様さま気き分ぶんでHAPPY!








杉すぎ原はら智とも則のり





発　行　　　　2014年12月4日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2004 TOMONORI SUGIHARA





※2004年9月30日発行の電撃文庫『殿様気分でHAPPY!』2版に基づき制作









[image: ]




item/image/p285.jpg
e
I“WM\

G






item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p035.jpg
s -
— ,V%IN@A
—ay; = ,
M@ S A
, . A g ;aﬁ@
= s
2, Z | n AN (% | b\
% ,//;\ ,, 50 Sy






item/image/p233.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p153.jpg





item/image/p303.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章



		一章「鬼が来りて」



		二章「結界の民」



		三章「〝城主〟誕生！」



		四章「初陣はスクール水着とともに」



		五章「挑戦状」



		六章「いつか来る明日のために」



		終章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/gaiji-edakuten.png





item/image/p133.jpg





item/image/p339.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
£
98
c
]
e}
1@
L
Fe}
(2]
3

KPR
BB (G






item/image/photo.jpg
S
4 s A\





item/image/p010.jpg
A¥
D

o =%
D Teonk2WB0RI

DESIGNO# &4





item/image/kuchie-008.jpg





item/image/kuchie-006.jpg





item/image/kuchie-007.jpg
1SR

kY
G

)
[

-l






item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
BNk
N S
BRoOMEC M






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
ASIONVUE
SOV
LEeWe=:






item/image/p009.jpg





